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お願い
本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、 241ページの『特記事項』に記載されている情
報をお読みください。

本書は、IBM OS/400 (プロダクト番号 5722–SS1) のバージョン 5、リリース 3、モディフィケーション 0 に適用さ
れます。また、改訂版で断りがない限り、それ以降のすべてのリリースおよびモディフィケーションに適用されま
す。 このバージョンは、すべての RISC モデルで稼動するとは限りません。また CISC モデルでは稼動しません。

本マニュアルに関するご意見やご感想は、次の URL からお送りください。今後の参考にさせていただきます。

http://www.ibm.com/jp/manuals/main/mail.html

なお、日本 IBM 発行のマニュアルはインターネット経由でもご購入いただけます。詳しくは

http://www.ibm.com/jp/manuals/ の「ご注文について」をご覧ください。

(URL は、変更になる場合があります)

お客様の環境によっては、資料中の円記号がバックスラッシュと表示されたり、バックスラッシュが円記号と表示さ
れたりする場合があります。
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第 1 章 SQL メッセージおよびコード

このトピックは、DB2® UDB for iSeries™ で SQL を使用したときに戻されるコードやメッセージの説明
を検索する場合に使用します。このトピックには、SQLCODE、SQLSTATE、クラス・コード、および SQL

メッセージのリストが含まれています。

SQLCODE、SQLSTATE、および SQL メッセージについては詳しくは、以下のトピックを参照してくださ
い。

V5R3 の新機能
SQL メッセージおよびコードに加えられた変更や改善が説明されています。

トピックの印刷
SQL メッセージおよびコードをハードコピーで参照するには、このトピックを印刷します。

SQLCODE と SQLSTATE の概念
SQLCODE と SQLSTATE がどのようなものなのか、またどのように役立つ情報なのかについて学習し
ます。

SQLSTATE クラス・コードのリスト
SQLSTATE クラス・コードがすべてリストされています。

SQLSTATE 値のリスト
SQLSTATE サブコードがリストされています。

SQLCODE メッセージの概念
SQL メッセージについて学習します。

SQL メッセージのリスト
SQL メッセージがリストされています。

SQL メッセージ・ファインダー
特定の SQL コードやメッセージをすばやく検索するために、 SQL メッセージ・ファインダーを使用
します。 このツールを使用すると、SQLCODE、メッセージ ID、SQLSTATE、または SQLSTATE ク
ラス・コードを検索できます。

© Copyright IBM Corp. 2001, 2005 1
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第 2 章 V5R3 の新機能

新たに追加されたメッセージおよびコード

8ページの『SQLSTATE クラス・コードのリスト』、 10ページの『SQLSTATE 値のリスト』、および
『SQL メッセージのリスト』に、一部内容の追加が行われています。

新規または変更箇所の確認方法

技術的な変更が加えられた箇所には、その箇所が識別できるように、次の情報が使用されています。

v イメージは、新規情報または変更された情報が始まる個所を示します。

v イメージは、新規情報または変更された情報が終わる個所を示します。

このリリースでの新機能または変更点に関する他の情報を調べるには、『プログラム資料説明書』を参照し
てください。

© Copyright IBM Corp. 2001, 2005 3
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第 3 章 トピックの印刷

本書の PDF バージョンを表示またはダウンロードするには、『SQL メッセージおよびコード』(約 3351

KB) を選択します。

PDF ファイルの保存

表示または印刷のために PDF をワークステーションに保存するには、次のようにします。

v ブラウザーで PDF を右マウス・ボタン・クリックする (リンク上で右マウス・ボタン・クリック)。

v Internet Explorer を使用している場合は、「対象をファイルに保存...」をクリックする。 Netscape

Communicator を使用している場合は、「リンクを名前を付けて保存...」をクリックする。

v PDF を保存したいディレクトリーに進む。

v 「保存」をクリックする。

Adobe Acrobat Reader のダウンロード

これらの PDF を表示または印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要です。このアプリケーション

は、Adobe Web サイト (www.adobe.com/products/acrobat/readstep.html) からダウンロードできます。

© Copyright IBM Corp. 2001, 2005 5
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第 4 章 SQLCODE と SQLSTATE の概念

本書には、SQLCODE と関連する SQLSTATE のリストが提供されています。これらのメッセージのテキ
ストとともにメッセージ・ファイルにある SQLCODE を検索する方法が、本書に示されています。

SQLCODE および SQLSTATE は、 SQLCA 構造に戻されるかまたは GET DIAGNOSTICS ステートメン
トによって戻されます。 SQLSTATE は優先標準戻りコードです。 SQLSTATE は、アプリケーション・プ
ログラムに DB2 Universal Database™ 製品の中で検出された共通エラー条件の戻りコードを渡します。
SQLSTATE は、分散 SQL アプリケーションで起こったエラーを処理するときに使用すると、特に便利で
す。

特定のメッセージ ID、SQLCODE、または SQLSTATE を検索するには、『SQL メッセージ・ファインダ
ー』を使用します。

SQLCODE
SQLCODE は戻りコードです。戻りコードは、各 SQL ステートメントの完了後に、データベース・マネー
ジャーによって送信されます。

DB2 UDB for iSeries サーバーで認識されるそれぞれの SQLCODE には対応するメッセージがあり、メッ
セージ・ファイル QSQLMSG に入っています。 SQLCODE のメッセージ ID は、SQLCODE の絶対値 (5

桁) を SQ の後に付け加え、 1 文字目が ’0’ の場合は、それを ’L’ に変えることによって作られます。
たとえば、SQLCODE が 30070 の場合は、メッセージ ID は SQ30070 となります。 SQLCODE が -0204

であれば、メッセージ ID は SQL0204 となります。 最後に、SQLCODE が 3 桁の正数の場合は、最初
の数字の前にゼロを追加します。たとえば、SQLCODE が 551 の場合は、メッセージ ID は SQL0551 と
なります。

SQLSTATE
SQLSTATE は、アプリケーション・プログラムに DB2 Universal Database 製品の中で検出された正常、警
告、およびエラー状態を示す共通戻りコードを渡します。 SQLSTATE 値は、分散 SQL アプリケーション
で起こったエラーを処理するときに使用すると、特に便利です。 SQLSTATE 値は、SQL 1999 標準に含ま
れている SQLATATE 仕様と整合しています。

SQLSTATE 値は、最後に実行された SQL ステートメントの結果を示す戻りコードです。 SQLSTATE 値
にアクセスするために使用されるメカニズムは、 SQL ステートメントが実行された場所によって異なりま
す。 Java™ では、SQLSTATE 値は getSQLState() メソッドを使用して戻されます。 SQL 関数、SQL プ
ロシージャー、SQL トリガー、および Java 以外の組み込みアプリケーションの場合、 SQLSTATE 値は
次のようにして戻されます。

v SQLCA の最後の 5 バイト

v 独立型 SQLSTATE 変数

v GET DIAGNOSTICS ステートメント

SQLSTATE 値は、アプリケーション・プログラムが特定の条件または条件のクラスをテストできるように
設計されています。

© Copyright IBM Corp. 2001, 2005 7
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SQLSTATE 値は、2 文字のクラス・コード値とそれに続く 3 文字のサブクラス・コード値で構成されてい
ます。クラス・コード値は、正常に完了した、または、失敗した条件のクラスを表します。アプリケーショ
ンの戻りコードのベースに SQLSTATE を使用したい場合は、以下のガイドラインに従って、独自に
SQLSTATE クラスまたはサブクラスを定義できます。

v ’7’ から ’9’ まで、または ’I’ から ’Z’ までの文字で始まる SQLSTATE クラスを定義できます。これ
らのクラスの範囲内であれば、任意にサブクラスを定義できます。

v ’0’ から ’6’ まで、または ’A’ から ’H’ までの文字で始まる SQLSTATE クラスは、データベース・マ
ネージャー用に予約済みです。 ’0’ から ’H’ までの文字で始まるサブクラスは、データベース・マネー
ジャー用に予約済みです。 ’I’ から ’Z’ までの文字で始まるサブクラスを定義できます。

SQLSTATE 値のクラス・コードは、 SQL ステートメントが正常に実行されたか (クラス・コード 00 と
01) または失敗したか (それ以外のすべてのクラス・コード) を示します。

特定の SQLSTATE クラス・コードの詳細については、 『SQLSTATE クラス・コードのリスト』および
10ページの『SQLSTATE 値のリスト』を参照してください。

SQLSTATE は SQLCODE と関連しています。 SQLSTATE には、それぞれに関連づけられた 1 つ以上の
SQLCODE があります。 SQLSTATE は複数の SQLCODE を参照することがあります。

DB2 UDB for iSeries アプリケーション・サーバー以外のサーバーから戻
される SQLSTATE
’00000’ 以外の SQLSTATE が DB2 UDB for iSeries アプリケーション・サーバー以外のサーバーから戻
される場合、 DB2 UDB for iSeries はその SQLSTATE を DB2 UDB for iSeries の SQLCODE およびメ
ッセージにマップすることを試行し、次の結果を得ます。

v SQLSTATE が DB2 UDB for iSeries に認識されないときは、そのクラスの共通メッセージが出されま
す。

v SQLSTATE と SQLCODE が単一の DB2 UDB for iSeries の SQLCODE に対応する場合は、DB2 UDB

は戻されたトークンを SQL メッセージに適合する置換データに変換しようとします。トークンの変換時
にエラーが見つかった場合、

– トークンは、変換されずに SQLCA の SQLERRM フィールドまたは SQL 診断域に戻されます。

– SQLSTATE のクラス・コードの共通メッセージが出されます。

SQLSTATE クラス・コードのリスト
以下の表は、一般的な SQLSTATE クラスをリストしたものです。それぞれのクラスは、それらのクラスを
構成する、より特定な SQLSTATE コードのリストにリンクしています。

クラス・
コード

意味 サブコードの参照先

00 無条件正常終了 10ページの表 1

01 警告 10ページの表 2

02 データなし 12ページの表 3

07 動的 SQL エラー 12ページの表 4

08 接続例外 12ページの表 5

09 トリガー・アクション例外 12ページの表 6

0A 機能がサポートされていない 12ページの表 7
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クラス・
コード

意味 サブコードの参照先

0E スキーマ名リスト指定が無効 13ページの表 8

0F トークンが無効 13ページの表 9

0K ハンドラーが活動状態でない場合の再シグナル 13ページの表 10

0W
禁止されたステートメントが、トリガー中に検出さ
れた

13ページの表 11

0Z 診断例外 13ページの表 12

20 CASE ステートメントにケースが見つからない 13ページの表 13

21 カーディナリティー違反 13ページの表 14

22 データ例外 13ページの表 15

23 制約違反 14ページの表 16

24 カーソル状態が無効 15ページの表 17

25 トランザクション状態が無効 15ページの表 18

26 SQL ステートメント ID が無効 15ページの表 19

27 起動されたデータ変更違反 15ページの表 20

28 許可指定が無効 16ページの表 21

2D トランザクション終了が無効 16ページの表 22

2E 接続名が無効 16ページの表 23

2F SQL 関数例外 16ページの表 24

34 カーソル名が無効 16ページの表 25

35 条件番号が無効 16ページの表 26

36 カーソル・センシティビティー例外 16ページの表 27

38 外部関数例外 16ページの表 28

39 外部関数呼び出し例外 17ページの表 29

3B セーブポイント例外 17ページの表 30

3C あいまいなカーソル名 17ページの表 31

3F スキーマ (コレクション) 名が無効 17ページの表 32

42 構文エラーまたはアクセス規則違反 17ページの表 33

44 WITH CHECK OPTION 違反 24ページの表 34

46 JavaTM エラー 25ページの表 35

51 アプリケーション状態が無効 25ページの表 36

53 無効なオペランドまたは矛盾する指定 25ページの表 37

54 SQL または製品制限を超過 25ページの表 38

55 オブジェクトが前提条件の状態にない 26ページの表 39

56 その他の SQL または製品エラー 26ページの表 40

57 リソースが使用不可またはオペレーター介入 27ページの表 41

58 システム・エラー 27ページの表 42
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SQLSTATE 値のリスト

以下の表では、DB2 UDB for iSeries によってアプリケーションに戻される可能性のある SQLSTATE コー
ドについて説明します。この表には、SQLSTATE 値、その意味、およびそれに対応する SQLCODE 値が
含まれます。

表 1. クラス・コード 00: 無条件正常終了

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

00000 操作は正常に実行されました。警告または例外状態は発生していません。 +000

表 2. クラス・コード 01: 警告

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

01002 DISCONNECT エラーが起きました。 +596

01003 NULL 値が、列関数の引き数から除去されました。 +000

01004 ストリングの値が、長さの短い別のストリング・データ・タイプに割り当てら
れたときに切り捨てられました。

+000、+445、+802、
+20141

01005 SQLDA の項目数が不足しています。 +239

01006 特権は取り消されませんでした。 +569

01007 特権が付与されていません。 +570

01009 検索条件が、情報スキーマには長すぎます。 +177

0100A ビューの照会式が、情報スキーマには長すぎます。 +178

0100C 1 つ以上の adhoc の結果セットが、プロシージャーから返されました。 +466

0100D クローズしていたカーソルが、チェーン内の次の結果セットで再度オープンし
ました。

+467

0100E プロシージャーが戻した結果セットが多すぎます。 +464、+20206

01503 結果列の数が、指定されたホスト変数の数よりも大きくなっています。 +000、+030

01504 UPDATE または DELETE ステートメントに、WHERE 文節がありません。 +000、+088

01505 ステートメントはこの環境では受け入れられないため、実行されませんでし
た。

+084

01506 算術演算の結果である無効な日付を訂正するため、DATE または
TIMESTAMP の値が調整されました。

+000

01515 列の非 null 値がホスト変数の範囲外にあるため、null 値がホスト変数に割り
当てられました。

+304

01517 変換できない文字を、置換文字で置き換えました。 +335

01519 数値が範囲外であるため、null 値がホスト変数に割り当てられました。 +802

01520 文字を変換することができないため、null 値がホスト変数に割り当てられま
した。

+331

01522 CREATE ALIAS ステートメントに使用されているローカルの表名またはビュ
ー名が未定義です。

+403

01526 分離レベルがエスカレートされました。 +595

01528 索引キーに null 値を含めることができないため、WHERE NOT NULL は無
視されました。

+645

01532 未定義のオブジェクト名が検出されました。 +204

01534 日時値のストリング表記が無効です。 +180、+181
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表 2. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

01535 日付またはタイム・スタンプの算術演算の結果が、有効な日付の範囲内にあり
ません。

+183

01536 存在チェックが据え置かれている遠隔バインド中に、指定されたサーバー名が
現行サーバーと一致しません。

+114

01539 接続は成功しましたが、SBCS 文字のみが使用できます。 +863

01542 許可 ID は、指定された操作を実行する特権を持っていません。 +552

01544 サブストリング・エラー (たとえば、SUBSTR の引き数が範囲外にある) のた
め、null 値がホスト変数に割り当てられました。

+138

01545 修飾されていない列名が、相関参照として解釈されました。 +012

01547 混合データ値が正しくない形式になっています。 +191、+304、+802

01548 この許可 ID は、指定された操作を識別されたオブジェクトで実行する特権
を持っていません。

+551

01557 SELECT INTO または FETCH に指定されたホスト変数の数が多すぎます。 +326

01564 ゼロで割り算を行ったため、null 値がホスト変数に割り当てられました。 +802

01565 各種データ例外が起きたために、null 値がホスト変数に割り当てられまし
た。その例外とは、たとえば CAST、DECIMAL、FLOAT、または INTEGER

スカラー関数の文字値が無効である場合や、パック 10 進フィールドに浮動小
数点 NAN (非数字) データまたは無効データが検出された場合です。

+304、+420、+802

01567 表は作成されましたが、ジャーナルされませんでした。 +7905

01587 作業単位がコミットあるいはロールバックされましたが、その結果がすべての
サイトで完全に認識されているわけではありません。

+990

01593 ALTER TABLE はデータ切り捨ての原因となる場合があります。 +460

01594 ALL 情報のための SQLDA の項目数が不足しています (明確に区別された名
前を返すために十分な記述子がありません)。

+237

01627 表が調整ペンディングまたは調整不能状態のため、DATALINK 値は無効であ
る可能性があります。

+360

01634 特殊データ・タイプ名が長すぎて、SQLDA に戻すことができません。代わり
に、短い名前が戻されます。

+7036

01643 SQLCODE または SQLSTATE 変数に対する割り当ては、警告またはエラー
を示してはいません。

+385

01646 カーソルが閉じたため、結果セットを戻すことができません。 +7050

01647 DB2SQL BEFORE トリガーが DB2ROW に変更されました。 +7051

01658 バイナリー・データは DECRYPT_CHAR および DECYRYPT_DB には無効で
す。

+20224

01660 ルーチンは作成されましたが、リストアはカタログを更新しません。 +7909

01662 リリース・レコード・オプションが CLOSE で無視されました。 +30107

01Hxx 有効な警告 SQLSTATE が、ユーザー定義関数または外部プロシージャー
CALL によって返されました。

+462
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表 3. クラス・コード 02: データなし

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

02000 以下のいずれかの例外が起きました。

v SELECT INTO ステートメントの結果、または INSERT ステートメントの
副選択の結果が、データのない表になった。

v 探索型の UPDATE または DELETE ステートメントで指定された行の数が
ゼロになった。

v FETCH ステートメントで参照されたカーソルの位置が、結果表の最終行の
後になった。

v フェッチの方向が無効である。

+100

02001 追加の結果セットは戻されません。 +387

表 4. クラス・コード 07: 動的 SQL エラー

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

07001 ホスト変数の数がパラメーター・マーカーの数として正しくありません。 -313

07002 呼び出しパラメーター・リストまたは制御ブロックが無効です。 -804

07003 EXECUTE ステートメントで識別されたステートメントが、選択ステートメ
ントであるか、または準備された状態にありません。

-518

07004 動的パラメーターに USING 文節または INTO 文節が必要です。 -313

07005 カーソルのステートメント名が、カーソルと関連付けられない準備されたステ
ートメントを識別しました。

-517

07006 データ・タイプが適切でないため、入力ホスト変数、変換変数またはパラメー
ター・マーカーを使用できません。

-301

表 5. クラス・コード 08: 接続例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

08001 アプリケーション・リクエスターが接続を確立できません。 -30080、-30082、
-30089

08002 接続がすでに存在します。 -842

08003 接続が存在しません。 -843、-900

08004 アプリケーション・サーバーが、接続の確立を拒否しました。 -30060、-30061

08501 DISCONNECT は、接続が LU 6.2 保護会話を使用しているときは許可されま
せん。

-858

表 6. クラス・コード 09: トリガー・アクション例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

09000 トリガー SQL ステートメントが失敗しました。 -723

表 7. クラス・コード 0A: サポートされていない機能

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0A001 処理が接続可能状態にないため、CONNECT ステートメントは無効です。 -752
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表 8. クラス・コード 0E: スキーマ名リスト指定が無効

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0E000 SET PATH ステートメントのスキーマ名リストが無効です。 -329

表 9. クラス・コード 0F: 無効なトークン

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0F001 ロケーター値は現在いかなる値も表していません。 -423

表 10. クラス・コード 0K: ハンドラーが活動状態でない場合の再シグナル

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0K000 RESIGNAL が発行されましたが、ハンドラーが活動状態ではありません。 -787

表 11. クラス・コード 0W: 禁止されたステートメントがトリガー中に検出された

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0W000 このステートメントは、トリガーの中では許可されません。 -751

表 12. クラス・コード 0Z: 診断例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

0Z001 スタック診断域の最大数を超えています。 -20226

0Z002 スタック診断が、活動中のハンドラーを使用せずにアクセスされました。 -20228

表 13. クラス・コード 20: CASE ステートメントにケースが見つからない

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

20000 CASE ステートメント用のケースが見つかりませんでした。 -773

表 14. クラス・コード 21: カーディナリティー違反

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

21000 SELECT INTO、スカラー全選択、または基本述部の副照会の結果が複数で
す。

-811

表 15. クラス・コード 22: データ例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

22001 文字データの右側が切り捨てられました。たとえば、更新または挿入の値が、
列には長すぎるストリングである、またはホスト変数が小さすぎるため、日時
の値をそのホスト変数に割り当てられない、などが考えられます。

-302、-303、-404、
-433、-802

22002 値が NULL、または標識パラメーターがないことが見つかりました。たとえ
ば、標識変数が指定されていないため、NULL 値がホスト変数に割り当てら
れない、などが考えられます。

-305

22003 数値が範囲を超えています。 -302、-304、-406、
-446、-802

22004 PARAMETER STYLE GENERAL と定義されているプロシージャーから、ま
たは NULL ではない引き数で呼び出されているタイプ保護方式から NULL

値を返すことはできません。

-305
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表 15. クラス・コード 22: データ例外 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

22006 フェッチ方向が無効です。 -231

22007 無効な日時形式が検出されました。これは、無効なストリング表現または値が
指定されたことが考えられます。

-180、-181

22008 日時フィールドにオーバーフローが起きました。たとえば、日付またはタイ
ム・スタンプの算術演算の結果が、有効な日付の範囲内にないことが考えられ
ます。

-183

22011 サブストリング・エラーが起きました。たとえば、SUBSTR の引き数が範囲
内にないことが考えられます。

-138

22012 0 による除算は無効です。 -802

22018 CAST、DECIMAL、FLOAT、または INTEGER スカラー関数については、文
字の値は無効です。

-420

22019 LIKE 述部に無効なエスケープ文字があります。 -130

22021 文字がコード化文字セットの中にないか、または変換がサポートされていませ
ん。

-330、-331

22023 パラメーターまたはホスト変数の値が無効です。 -302、-304、-406、
-802

22024 NUL で終了する入力ホスト変数またはパラメーターに、NUL がありませ
ん。

-302

22025 LIKE 述部ストリング・パターンに、無効なエスケープ文字のオカレンスがあ
ります。

-130

22501 可変長ストリングの長さコントロール・フィールドが、負の値になっている
か、または最大値を超えています。

-311

22503 名前のストリング表記が無効です。 -188

22504 混合データの値が無効です。 -191、-304、-406、
-802

22511 ADT 長が最大列長を超えています。ROWID または参照列の値が無効です。 -399

22522 CCSID の値が、完全に無効であるか、データ・タイプまたはサブタイプに対
して無効であるか、またはエンコード・スキーマに対して無効です。

-189

22524 文字変換の結果、切り捨てが行われました。 -334

22525 パーティション・キー値が無効です。 -327

表 16. クラス・コード 23: 制約違反

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

23001 親キーの更新または削除が、 RESTRICT 更新または削除の規則によって妨げ
られています。

-531、-532

23502 挿入または更新の値が NULL ですが、列に NULL 値を入れることはできま
せん。

-407

23503 外部キーの挿入または更新の値が無効です。 -530

23504 親キーの更新または削除が、 NO ACTION 更新または削除の規則によって妨
げられています。

-531、-532

23505 ユニーク索引またはユニーク制約で定められている制約に対する違反が起きま
した。

-803

23511 チェック制約が削除を制限しているため、親行を削除できません。 -543
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表 16. クラス・コード 23: 制約違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

23512 表に制約定義を満たしていない行があるため、チェック制約を追加できませ
ん。

-544

23513 INSERT または UPDATE の結果の行が、チェック制約定義に合いません。 -545

23515 表にある指定されたキーの値が重複しているため、ユニーク索引を作成できな
いか、またはユニーク制約を追加できませんでした。

-603

23520 外部キーの値が、親表の親キーとすべて等しくないため、外部キーを定義でき
ません。

-667

23522 ID 列またはシーケンスの値の範囲を使い果たしました。 -359

表 17. クラス・コード 24: 無効なカーソル状態

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

24501 識別されたカーソルがオープンしていません。 -501、-507

24502 OPEN ステートメントで識別されたカーソルが、すでにオープンしていま
す。

-502

24504 UPDATE、DELETE、SET、または GET ステートメントで識別されたカーソ
ルが、行に位置付けられていません。

-508

24506 PREPARE で識別されたステートメントは、オープン・カーソルのステートメ
ントです。

-519

24507 FETCH CURRENT が指定されましたが、現在行は削除されているか、または
現在行の ORDER BY 列の値が変更されています。

-226

24513 カーソル位置が不明のため、FETCH NEXT、PRIOR、CURRENT、または
RELATIVE は許可されません。

-227

24514 以前のエラーによって、このカーソルを使用できません。 -906

表 18. クラス・コード 25: 無効なトランザクション状態

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

25000 更新操作はアプリケーション実行環境では無効です。 -30090

25006 トランザクションが読み取り専用であるため、更新操作は無効です。 -817

25501 ステートメントは、作業単位の最初のステートメントとしてのみ許可されま
す。

-428

表 19. クラス・コード 26: 無効な SQL ステートメント ID

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

26501 識別されたステートメントが存在しません。 -514、-516

26510 DECLARE CURSOR の中で指定されたステートメント名に対して、すでにカ
ーソルが割り振られています。

-5023

表 20. クラス・コード 27: トリガー・データ変更違反

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

27000 MERGE ステートメントのターゲット表を、制約またはトリガーによって変更
しようとしました。

-907
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表 21. クラス・コード 28: 無効な許可指定

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

28000 許可名が無効です。 -113、-188

表 22. クラス・コード 2D: 無効なトランザクション終了

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

2D522 COMMIT と ROLLBACK は、ATOMIC コンパウンド・ステートメントでは
許可されません。

-774

2D528 動的 COMMIT または COMMIT ON RETURN プロシージャーが、アプリケ
ーション実行環境では無効です。

-426、-30090

2D529 動的 ROLLBACK が、アプリケーション実行環境では無効です。 -427、-30090

表 23. クラス・コード 2E: 無効な接続名

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

2E000 接続名が無効です。 -113、-188、-251

表 24. クラス・コード 2F: SQL 関数例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

2F002 SQL 関数がデータを変更しようと試みましたが、その関数は MODIFIES SQL

DATA として定義されていませんでした。
-577

2F003 このステートメントは、関数またはプロシージャーの中では許可されません。 -751

2F004 SQL 関数がデータを読み取ろうとしましたが、その関数は READS SQL

DATA として定義されていませんでした。
-579

2F005 関数は RETURN ステートメントを実行しませんでした。 -578

表 25. クラス・コード 34: 無効なカーソル名

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

34000 カーソル名が無効です。 -504

表 26. クラス・コード 35: 無効な条件番号

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

35000 条件番号が無効です。 -393

表 27. クラス・コード 36: カーソル・センシティビティー例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

36001 SENSITIVE カーソルは、指定した選択ステートメントには定義できません。 -243

表 28. クラス・コード 38: 外部関数例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

38xxx 外部ルーチンまたはトリガーにより、有効なエラー SQLSTATE が戻されまし
た。

-443

38001 外部ルーチンは、SQL ステートメントの実行を許可されません。 -487
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表 28. クラス・コード 38: 外部関数例外 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

38002 外部ルーチンがデータを変更しようと試みましたが、そのルーチンは
MODIFIES SQL DATA として定義されていません。

-577

38003 このステートメントは、ルーチンの中では許可されません。 -751

38004 外部ルーチンがデータを読み取ろうと試みましたが、そのルーチンは READS

SQL DATA として定義されていません。
-579

38501 ユーザー定義の関数、外部プロシージャー、またはトリガー (SIMPLE CALL

または SIMPLE CALL WITH NULLS 呼び出し規則を使用) の呼び出し中に
エラーが発生しました。

-443、-4302

表 29. クラス・コード 39: 外部関数呼び出し例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

39004 PARAMETER STYLE GENERAL または Java プリミティブ・タイプの引数
を使用するときは、IN 引数または INOUT 引数に対して NULL 値は許可さ
れません。

-470、-20205

表 30. クラス・コード 3B: セーブポイント例外

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

3B001 セーブポイントが無効です。 -880

3B002 セーブポイントが最大数に達しました。 -20112

3B501 重複するセーブポイント名が削除されました。 -881

3B502 RELEASE または ROLLBACK TO SAVEPOINT が指定されましたが、セー
ブポイントは存在しません。

-882

表 31. クラス・コード 3C: あいまいなカーソル名

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

3C000 カーソル名があいまいです。 -051

表 32. クラス・コード 3F: 無効なスキーマ (コレクション) 名

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

3F000 スキーマ (コレクション) 名が無効です。 -713

表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42501 許可 ID に、識別されたオブジェクトに対して指定された操作を実行する権
限がありません。

-551

42502 許可 ID に、指定された操作を実行する権限がありません。 -552

42506 所有者の許可が失敗しました。 -30053

42601 文字、トークン、または文節が、無効もしくは欠けています。 -007、-011、-029、
-097、-104、-109、
-115、-128、-199、
-441、-491

42602 名前に無効な文字が見つかりました。 -113、-251
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42603 未終了ストリング定数が見つかりました。 -010

42604 無効な数値またはストリング定数が見つかりました。 -103、-105

42605 スカラー関数に指定された引き数の数が無効です。 -170

42606 無効な 16 進定数が見つかりました。 -110

42607 列関数のオペランドまたは CONCAT オペレーターが無効です。 -112

42609 演算子または述部のオペランドが、すべてパラメーター・マーカーです。 -417

42610 パラメーター・マーカーは許可されていません。 -184、-418

42611 列または引き数の定義が無効です。 -106、-604

42612 ステートメント・ストリングが、示されているコンテキストでは受け入れられ
ない SQL ステートメントです。

-084

42613 文節が相互に排他的です。 -628

42614 重複キーワードまたは文節は無効です。 -637

42615 無効な代替が見つかりました。 -644

42616 無効なオプションが指定されています。 -5047

42617 ステートメント・ストリングがブランクまたは空です。 -198

42618 ホスト変数は許可されていません。 -090、-312、-5012、
-5024

42620 読み取り専用 SCROLL が UPDATE 文節で指定されました。 -228

42621 チェック制約で生成された列式が無効です。 -546

42622 名前またはラベルが長すぎます。 -107

42623 DEFAULT 文節を指定できません。 -373

42625 CASE 式が無効です。 -580

42629 SQL ルーチンにパラメーター名を指定しなければなりません。 -078

42631 式は、SQL 関数の中の RETURN ステートメントで指定する必要がありま
す。

-057

42701 INSERT または UPDATE 操作、あるいは SET 遷移変数で、重複する列名が
検出されました。

-121

42702 重複する名前があるため、列の参照が未確定です。 -203

42703 未定義の列名またはパラメーター名が検出されました。 -205、-206、-213、
-5001

42704 未定義のオブジェクトまたは制約名が見つかりました。 -204

42705 未定義のサーバー名が見つかりました。 -950

42707 ORDER BY の中の列名が、結果表の列を示していません。 -208

42709 キー列リストに重複する列名が指定されています。 -537

42710 重複するオブジェクトまたは制約名が見つかりました。 -456、-601

42711 オブジェクト定義または ALTER TABLE ステートメントにおいて、重複した
列名が検出されました。

-612

42712 重複する表指定子が FROM 文節、または CREATE TRIGGER ステートメン
トの REFERENCING 文節で見つかりました。

-212

42713 オブジェクトのリストで重複オブジェクトが検出されたか、または重複オブジ
ェクトが既存のオブジェクトと同じです。

-242
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42718 ローカル・サーバー名が定義されていません。 -250

42723 同じシグニチャーを持つ関数が、すでにスキーマに存在します。 -454

42724 ユーザー定義関数またはプロシージャーに使用される外部プログラムにアクセ
スできません。

-444、 -4300、
-4303、 -4304、
-4306

42725 ルーチンまたは方式が (シグニチャーまたは特定のインスタンス名を使わず
に、) 直接参照されましたが、そのルーチンまたは方式の特定インスタンスが
複数存在します。

-476

42726 複数の共通表式に重複した名前が検出されました。 -340

42732 SET CURRENT PATH ステートメントで、重複するスキーマ名が検出されま
した。

-585

42733 指定された名前を持つプロシージャーをスキーマに追加することはできませ
ん。これは、プロシージャー多重定義がこのデータベース内で許されず、スキ
ーマ内にすでに同一の名前を持つプロシージャーが存在しているためです。

-484

42734 重複するパラメーター名、SQL 変数名、ラベル、または条件名が検出されま
した。

-590

42736 GOTO、ITERATE、または LEAVE ステートメント上のラベル指定が、見つ
からないかまたは無効です。

-779

42737 指定された条件が定義されていません。 -781

42738 重複する列名または名前のない列が、FOR ステートメントの DECLARE

CURSOR ステートメントに指定されました。
-783

42802 挿入値または更新値の数が、列の数と同じではありません。 -117

42803 列がグループ列ではないため SELECT または HAVING 文節での列の参照が
無効であるか、 または GROUP BY 文節での列の参照が無効です。

-119、-122

42804 CASE 式の結果式に互換性がありません。 -581

42805 ORDER BY 文節の整数が、結果表の列を識別していません。 -125

42806 データ・タイプに互換性がないため、ホスト変数に値を割り当てられません。 -303

42807 INSERT、UPDATE、または DELETE は、このオブジェクトでは許可されま
せん。

-150、-155

42808 INSERT または UPDATE 操作で識別された列は更新できません。 -151

42809 識別されたオブジェクトは、ステートメントが適用するタイプのオブジェクト
ではありません。

-152、-156、 -159

42810 基本表が FOREIGN KEY 文節で識別されません。 -157

42811 指定された列数が、SELECT 文節の列数と同じではありません。 -158

42812 システム命名モードの CREATE TABLE においては、ライブラリー名が必須
です。

-5002

42813 指定されたビューには、WITH CHECK OPTION を使用できません。 -160

42814 この列は表内の唯一の列であるため、除去できません。 -195

42815 データ・タイプ、長さ、位取り、値、または CCSID が無効です。 -060、-171、 -451、
-713、-846、-5005

42816 式の日時の値または期間が無効です。 -182、-187

42817 RESTRICT が指定され、かつビューまたは制約がその列に依存しているた
め、列を除去することができません。

-196
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42818 演算子または関数のオペランドに互換性がありません。 -131、-401

42819 算術演算のオペランド、または数値を必要とする関数のオペランドが数値では
ありません。

-402

42820 数値定数が長すぎるか、またはそのデータ・タイプの範囲内にない値を持って
います。

-405、-410

42821 列、または変数の割り当て用の指定データ・タイプが、そのデータ・タイプと
互換性がありません。

-408

42822 ORDER BY 文節または GROUP BY 文節の中の式が正しくありません。 -214

42823 単数の列のみを許可する副照会から、複数の列が戻されます。 -412

42824 LIKE のオペランドがストリングではないか、または最初のオペランドが列で
はありません。

-132、-414

42825 UNION、INTERSECT、EXCEPT、または VALUES の行に、互換性のある列
がありません。

-415

42826 UNION、INTERSECT、EXCEPT、または VALUES の行が、同じ数の列を持
っていません。

-421

42827 UPDATE または DELETE で識別された表が、カーソルによって指定された
表と同じではありません。

-509

42828 UPDATE または DELETE ステートメントのカーソルによって指定された表
を修正できないか、またはカーソルが読み取り専用です。

-510、-520

42829 カーソルによって指定された結果表を修正できないため、FOR UPDATE OF

が無効です。
-511

42830 外部キーが親キーの記述に適合しません。 -538

42832 操作がシステム・オブジェクトでは許可されていません。 -607

42833 修飾オブジェクト名が命名オプションと矛盾しています。 -5016

42834 外部キーのいずれの列にも NULL 値を割り当てられないため、SET NULL

は指定できません。
-629

42835 名前派生表の間では、循環参照は指定できません。 -341

42836 再帰的な名前派生表の指定は無効です。 -346

42837 列の属性が現在の列属性と非互換であるため、列を変更できません。 -190

42841 パラメーター・マーカーは、ユーザー定義タイプまたは参照タイプにはできま
せん。

-432

42842 指定されたオプションが、列の記述と矛盾するため、列またはパラメーターの
定義が無効です。

-683

42845 NOT DETERMINISTIC 関数または EXTERNAL ACTION 関数の正しくない
使用が検出されました。

-583

42846 ソース・タイプからターゲット・タイプへのキャストはサポートされません。 -461

42847 OVRDBF コマンドが参照ファイルの 1 つに対して出されましたが、パラメ
ーターのいずれかが SQL の場合正しくありません。

-7002

42848 分離レベル CS WITH KEEP LOCKS は許可されません。 -194

42850 論理ファイルは、CREATE VIEW においては無効です。 -7010

42851 参照ファイルが表、ビュー、または物理ファイルではありません。 -7011

42852 GRANT または REVOKE で指定された権限が無効であるか、または矛盾して
います。 (たとえば、ビューでの GRANT ALTER など。)

-557
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42854 選択リストの結果列データ・タイプは、タイプ付きビューまたはマテリアライ
ズ照会表定義に定義されているタイプと非互換です。

-20055

42855 このホスト変数に対する LOB の割り当ては許可されません。このカーソルで
の、LOB のすべてのフェッチに対するターゲット・ホスト変数は、ロケータ
ーあるいは LOB 変数である必要があります。

-392

42857 参照ファイルに複数の様式があります。 -7003

42858 操作を指定オブジェクトに適用させることができません。 -7001

42860 この制約は主キーまたは ROWID を強制しようとするため、この制約を除去
することはできません。

-784

42862 拡張動的ステートメントは、非拡張動的パッケージに対しては実行できませ
ん。

-827

42863 REXX で未定義のホスト変数が見つかりました。 -306

42866 CREATE FUNCTION ステートメント内の RETURNS 文節または CAST

FROM 文節の中のデータ・タイプが、関数本体のソース関数または RETURN

ステートメントから戻されたデータ・タイプに該当しません。

-475

42872 FETCH ステートメント文節がカーソル定義と非互換です。 -225

42873 複数行の FETCH または複数行の INSERT において、無効な行数が指定され
ました。

-221

42874 ALWCPYDTA(*NO) が指定されましたが、この選択ステートメントをインプ
リメントするにはコピーが必要です。

-527

42875 修飾名のうちのスキーマ名の部分は、スキーマ名と同じ名前でなければなりま
せん。

-5051

42876 CREATE INDEX の中のキーに対する複数の異なる CCSID は、 *HEX ソー
ト・シーケンスが指定されている場合にのみ許可されます。

-7024

42877 列名は修飾できません。 -197

42878 無効な関数またはプロシージャー名が EXTERNAL キーワードで使用されま
した。

-449

42879 CREATE FUNCTION ステートメントの 1 つ以上の入力パラメーターのデー
タ・タイプが、ソース関数の対応するデータ・タイプに適合しません。

-492

42880 CAST TO と CAST FROM のデータ・タイプが一致しないか、または固定ス
トリングが切り捨てられる可能性があります。

-453

42881 関数の使用法が正しくありません。 -391

42882 特定のインスタンス名の修飾子が、関数名の修飾子と等しくありません。 -455

42883 一致するシグニチャーの関数または方式が見つかりませんでした。 -458

42884 指定された名前と互換性のある引き数を持つルーチンが見つかりませんでし
た。

-440

42885 CREATE FUNCTION ステートメントで指定した入力パラメーターの数が、
SOURCE 文節で指定した関数によって与えられた数と一致しません。

-483

42886 IN、OUT、または INOUT パラメーター属性が一致しません。 -469

42887 コンテキストとの関係で関数が無効です。 -390

42888 表に主キーがありません。 -539

42889 表にはすでに主キーがあります。 -624
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42890 列リストが参照文節で指定されていますが、識別された親表が、指定された列
名によるユニーク制約を持っていません。

-573

42891 重複する UNIQUE 制約がすでに存在します。 -541

42892 DELETE 規則とトリガー・イベントに互換性がないため、参照制約とトリガ
ーは許可されません。

-675

42893 別のオブジェクトが従属しているため、オブジェクトまたは制約をドロップし
たり、そのオブジェクトから権限を取り消したりすることができません。

-478、-616

42894 列または文字列属性の値が無効です。 -574

42895 静的 SQL で、入力ホスト変数のデータ・タイプにプロシージャーまたはユー
ザー定義関数のパラメーターとの互換性がないため、その入力ホスト変数は使
用できません。

-301

42896 ASP 番号が無効です。 -7026

42898 無効な相関参照または変換表が、トリガー内で検出されました。 -696

42899 相関参照および列名は、FOR EACH STATEMENT 文節を持つ起動されたア
クションには許可されません。

-697

428A1 ファイル参照変数によって参照されるファイルに、アクセスできません。 -452

428B3 無効な SQLSTATE が指定されました。 -435

428B7 SQL ステートメントで指定された数値は、有効範囲外です。 -490

428B8 名前変更で指定された名前が無効です。 -7029

428BA WITHOUT RETURN カーソルを SET RESULT SETS に指定することはでき
ません。

-20236

428C1 1 つの表には、1 つの ROWID 列または IDENTITY 列のみ指定できます。 -372

428C7 ROWID 列または参照列の指定が無効です。 -771

428C9 ROWID 列または IDENTITY 列を、INSERT または UPDATE のターゲット
列として指定することはできません。

-798

428D1 DATALINK の値によって参照されたファイルにアクセスできません。 -358

428D2 非 LOB パラメーターに AS LOCATOR を指定することはできません。 -398

428D4 FOR に指定されているカーソルを OPEN、CLOSE、または FETCH ステート
メントで参照することはできません。

-776

428D5 終了ラベルが開始ラベルに一致しません。 -778

428D6 UNDO は NOT ATOMIC 複合ステートメントには許可されません。 -780

428D7 条件値は許可されていません。 -782

428D8 SQLCODE または SQLSTATE 変数宣言が無効です。 -785

428EC マテリアライズ照会表に指定された全選択が無効です。 -20058

428EK 宣言されたグローバル一時表名の修飾子、または宣言されたグローバル一時表
上の索引の修飾子は SESSION でなければなりません。

-079

428EW この表をマテリアライズ照会表に変換できないか、マテリアライズ照会表から
この表に変換できません。

-20093

428F1 SQL TABLE 関数は表結果を返さなければなりません。 -20120

428F2 SQL プロシージャーの中の RETURN ステートメントで整数式を指定しなけ
ればなりません。

-058

428F9 シーケンス式はこのコンテキストでは指定できません。 -348
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

428FA 10 進数の位取りをゼロにする必要があります。 -336

428FC 暗号化パスワードの長さが無効です。 -20144

428FD 暗号化解除に使用されたパスワードが、データを暗号化するために使用された
パスワードと一致しません。

-20145

428FE データが ENCRYPT 関数の結果ではありません。 -20146

428FR 指定されているように列を変更できません。 -20180

428FT 表には指定されたデータ・パーティション化操作との互換性がありません。 -20183

428FY マテリアライズ照会表内で、列を追加、除去、または変更できません。 -20235

428G0 論理ファイルにより、パーティション属性の変更は行えません。 -20246

428G2 最後のデータ・パーティションは表から除去できません。 -20251

42903 集約関数または OLAP 関数の使用が無効です。 -120

42904 コンパイル・エラーのため、SQL プロシージャーは作成されませんでした。 -7032

42906 HAVING 文節の副照会の中の列関数に、演算子を相関参照に対して適用する
式が含まれています。

-133

42907 ストリングが長すぎます。 -134

42908 必要な列リストがステートメントにありません。 -153

42910 このステートメントは、コンパウンド・ステートメントでは許可されません。 -775

42911 10 進数の除算で、結果の位取りが負の値になるものは無効です。 -419

42912 列がカーソルの選択ステートメントの UPDATE 文節で識別されていないた
め、この列を更新できません。

-503

42914 副照会で参照された表が影響を受けるため、DELETE は無効です。 -536

42917 オブジェクトを明示的にドロップまたは変更できません。 -658

42918 システム定義のデータ・タイプ名 (たとえば INTEGER) で、ユーザー定義の
データ・タイプを作成することはできません。

-473

42919 ネストされたコンパウンド・ステートメントは許可されていません。 -777

42922 DROP SCHEMA は、コミットメント制御のもとでは実行できません。 -5003

42923 プログラムまたはパッケージは、別名を参照できるように再作成する必要があ
ります。

-7033

42924 別名は、リモート・ロケーションにある表またはビューではなく、他の別名に
解決されました。

-513

42926 ロケーターは、COMMIT(*NONE) とともには使用できません。 -7034

42929 エンコードされたベクトル索引には FOR ALL PARTITIONS は許可されませ
ん。

-20243

42930 同じ列が FOR UPDATE OF および ORDER BY の中で識別されました。 -5021

42932 プログラム準備の前提事項に誤りがあります。 -30052

42937 パラメーターには混合しているサブタイプは許可されません。 -192

42939 指定された ID はシステム使用のために予約されているため、この名前は使
用できません。

-457、-707

42944 許可 ID は、所有者および 1 次グループ所有者のいずれにもなれません。 -7028

42961 指定されたサーバー名は、現行サーバーと一致しません。 -114
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表 33. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

42962 長い列、LOB 列、構造型の列、またはデータ・リンク列を、索引、キー、ま
たは制約の中で用いることはできません。

-350

42969 内部の制約あるいは無効なセクション番号のため、パッケージが作成されず、
現行の作業単位がロールバックされました。

-7020

42970 COMMIT HOLD または ROLLBACK HOLD は DB2 UDB for iSeries アプリ
ケーション・サーバーに対してのみ許可されます。

-7018

42971 すでにコミットメント制御が別のリレーショナル・データベースに対して活動
状態であるため、 SQL ステートメントをコミットメント制御下で実行するこ
とはできません。

-7017

42972 結合条件の式または MERGE ステートメントの ON 文節が、複数のオペラン
ド表の列を参照しています。

-338

42977 許可 ID は、ローカル・サーバーへの接続中は変更できません。 -7022

42978 標識変数は短整数ではありません。 -080

42981 CREATE SCHEMA は、変更が作業単位で保留になっている場合は許可され
ません。

-7941

42984 *OBJOPR 権限または *OBJMGT 権限が従属ビューまたは従属表に存在し、
権限を付与される側の *ALLOBJ または指定された特権がその従属表または
従属ビューにないため、そのビューに特権を付与することはできません。

-7027

42985 ステートメントはルーチンでは許可されていません。 -577、-579、-751

42987 このステートメントは、トリガーの中では許可されません。 -751

42990 キー列はパーティション・キー列のスーパーセットでないため、固有索引また
は固有制約は許可されません。

-270

42995 要求された関数は、グローバル一時表に適用されません。 -526

42996 パーティション・キーは日付/時刻列または浮動小数点列にはなれません。 -328

42998 外部キー列がパーティション・キー列のスーパーセットでないため、またはノ
ード・グループが親表と同じでないため、参照制約は許可されません。

-256

42999 分散表またはビュー上では、照会は許可されません。 -255

429B6 分散表が FILE LINK CONTROL の指定されているデータ・リンク列を含ん
でいるため、その分散表からの行を再配布することができません。

-7037

429B7 CASCADE の削除規則を伴う参照制約を、 FILE LINK CONTROL を指定し
た DATALINK 列を持つ表に追加することはできません。

-7038

429BD RETURN は、SQL 行または表関数の中の ATOMIC 複合ステートメントの最
後の SQL ステートメントでなければなりません。

-20148

429BH パーティション化された表には ID 列を含められません。 -20247

429BM ICU ソート・シーケンスはこのコンテキストでは使用できません。 -20268

表 34. クラス・コード 44: WITH CHECK OPTION 違反

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

44000 結果の行がビュー定義を満たしていないため、INSERT または UPDATE は許
可されません。

-161
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表 35. クラス・コード 46: Java エラー

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

46001 JAR プロシージャーのインストールまたは置換で指定された URL は、 有効
な JAR ファイルを識別していません。

-20200

46002 Java プロシージャーのインストール、置換、または除去で指定された JAR

名が無効です。
-20201

46003 JAR ファイルは除去できません。クラスはプロシージャーによって使用され
ています。

-20202

46007 Java 関数が、無効なシグニチャーのある Java メソッドを持っています。 -20203

46008 Java 関数は、単一の Java メソッドにマップすることはできません。 -20204

46501 ″<jar-id>″ のインストール JAR プロシージャーまたは除去 JAR プロシージ
ャーが、デプロイメント記述子を使用するよう指定しました。

-20207

表 36. クラス・コード 51: 無効なアプリケーション状態

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

51002 SQL ステートメントの実行要求に対応するパッケージが見つかりませんでし
た。

-805

51003 整合性トークンが一致しません。 -818

51004 SQLDA のアドレスが無効です。 -822

51009 コミットメント制御が開始されていないため、COMMIT または ROLLBACK

は許可されません。
-7007

51015 バインド時にエラーが検出されたセクションを実行しようとしました。 -525

51021 アプリケーション処理がロールバック操作を実行するまで、SQL ステートメ
ントを実行できません。

-918

51035 値がこのセッションでまだシーケンスについて生成されていないため、
PREVVAL 式は使用できません。

-845

51036 セーブポイントが未解決であるので、リモート・サーバーへの暗黙の接続は許
可されません。

-20110

51037 トリガーが作動不能としてマークされているため、操作は許可されません。 -7048

51039 ENCRYPTION PASSWORD 値が設定されていません。 -20143

表 37. クラス・コード 53: 無効なオペランドまたは矛盾する指定

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

53038 キーしきい値の数がゼロであるか、またはキーの列数よりも大きくなっていま
す。

-663

53039 ALTER ステートメントの PART 文節が省略されているか、または無効で
す。

-665

53045 キー制限定数のデータ・タイプが、列のデータ・タイプと異なります。 -678

表 38. クラス・コード 54: SQL または製品の限界の超過

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

54001 ステートメントが長すぎるか、または複雑すぎます。 -101

54002 ストリング定数が長すぎます。 -102
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表 38. クラス・コード 54: SQL または製品の限界の超過 (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

54004 ステートメントの SELECT または INSERT リストにある表名または項目が
多すぎます。

-129、-840

54005 ソート・キーが長すぎるか、またはソート・キーが持つ列が多すぎます。 -136

54006 連結の結果が長すぎます。 -137

54008 キーが長すぎるか、キーの持っている列が多すぎるか、またはキー列が長すぎ
ます。

-602、-613、-614、
-631

54009 GRANT または REVOKE で指定されたユーザーが多すぎます。 -5017

54010 表のレコード長が長すぎます。 -101

54011 表、ビュー、または表関数に指定されている列の数が多すぎます。 -101、-680

54018 行が長すぎます。 -809

54019 おそらくは多数の異なる CCSID が使用されたために、遅延記述子の最大数を
超えています。

-871

54021 制約が多すぎるか、または制約のサイズが大きすぎます。 -642

54023 関数またはプロシージャーのパラメーターまたは引き数の数が、限界を超えて
います。

-442、-448

54028 並行 LOB ハンドルが最大数に達しました。 -429

54035 内部オブジェクトの制限を超えました。 -7049

54038 ネストされたルーチンまたはトリガーの最大の深さを超えました。 -724

54044 複数バイト (UCS-2) ソート・シーケンス表は、大きすぎるために DRDA® で
はサポートされません。

-7031

54054 表スペース・パーティションの数と対応するパーティション制限キーの長さの
組み合わせが多すぎます。

-4701

表 39. クラス・コード 55: 前提条件の状態にないオブジェクト

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

55005 再帰は DB2 UDB for iSeries アプリケーション・サーバーに対してのみサポ
ートされています。

-145

55006 オブジェクトが現在同じアプリケーション処理によって使用されているため、
オブジェクトをドロップできません。

-615、-950

55007 オブジェクトが現在同じアプリケーション処理によって使用されているため、
オブジェクトを変更できません。

-951

55018 スキーマはライブラリー・リストの中にあるため、除去できません。 -7006

55019 オブジェクトが無効な状態にあるため、操作できません。 -7008、-20054

55029 ローカル・プログラムがリモート・データベースとの接続を試みました。 -862

55042 別名は、複数メンバー・ファイルの単一メンバーを識別しているため、許可さ
れません。

-7030

55048 暗号化されたデータは暗号化できません。 -20147

55050 オブジェクトを保護スキーマの中に作成することはできません。 -7052

表 40. クラス・コード 56: その他の SQL または製品エラー

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

56016 データ・パーティションに指定された範囲が無効です。 -636
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表 40. クラス・コード 56: その他の SQL または製品エラー (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

56084 選択リストまたは入力リストで、サポートされていない SQLTYPE が検出さ
れました。

-351、-352

56095 BIND オプションが無効です。 -30104

560BF 暗号化および暗号化解除機能がインストールされていません。 -20223

560C4 このオプションは ARD インターフェースには無効です。 -5027、-5028

表 41. クラス・コード 57: リソースが使用不可、またはオペレーター介入

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

57005 ユーティリティーまたは管理プログラムの時間制限を超えたために、ステート
メントは実行できません。

-666

57006 DROP または CREATE が保留中であるために、オブジェクトを作成できま
せん。

-679

57007 操作がペンディングであるため、オブジェクトを使用できません。 -910

57011 仮想記憶またはデータベース・リソースを使用できません。 -904、-971、-7053

57012 非データベース・リソースを使用できません。これは、以降のステートメント
の正常な実行には影響しません。

-30040

57013 非データベース・リソースを使用できません。これは、以降のステートメント
の正常な実行に影響する可能性があります。

-30041

57014 要求にしたがって処理が取り消されました。 -952

57017 文字変換が定義されていません。 -332

57033 自動ロールバックなしで、デッドロックまたはタイムアウトが起きました。 -913

57042 DDM 再帰が発生しました。 -30001

57043 ローカル SQL アプリケーション・プログラムをアプリケーション・サーバー
上で実行できません。

-7021

57050 ファイル・サーバーは現在使用できません。 -357

表 42. クラス・コード 58: システム・エラー

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

58003 正しくないセクション番号が検出されました。 -144

58004 システム・エラーが発生しました (このエラーは、必ずしも後続の SQL ステ
ートメントの正常な実行を妨げるものではありません)。

-901、-4301

58008 分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗しました。このエラーは、後続の
DDM コマンドまたは SQL ステートメントの正常な実行には影響しません。

-30000

58009 会話の割り振り解除の原因となる分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗
しました。

-30020

58010 分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗しました。このエラーは、後続の
DDM コマンドまたは SQL ステートメントの正常な実行に影響を与えます。

-30021

58011 バインド処理の進行中は、DDM コマンドは無効です。 -30050

58012 指定したパッケージ名と整合性トークンを持つバインド処理がアクティブでは
ありません。

-30051

58014 DDM コマンドはサポートされていません。 -30070

58015 DDM オブジェクトはサポートされていません。 -30071
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表 42. クラス・コード 58: システム・エラー (続き)

SQLSTATE 値 意味 SQLCODE 値

58016 DDM パラメーターはサポートされていません。 -30072

58017 DDM パラメーターの値がサポートされていません。 -30073

58018 DDM 応答メッセージがサポートされていません。 -30074

58028 作業単位内のリソースがそのリソースをコミットできなかったために、コミッ
ト操作が失敗しました。

-175

58033 クライアント・ドライバーへのアクセスの試行中に、予期しないエラーが発生
しました。

-969
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第 5 章 SQL メッセージの概念

SQL メッセージは、DB2 UDB for iSeries を使用するアプリケーションに対してエラー・コードまたは警
告コードを戻す際に表示されます。特定のメッセージ、SQLCODE、または SQLSTATE を検索するには、
『SQL メッセージ・ファインダー』を使用してください。

メッセージ記述の表示のためのメッセージ記述表示 (DSPMSGD) の使用

すべての DB2 UDB for iSeries メッセージ (SQLCODE を含む) の詳細記述は、メッセージ・ファイル
QSQLMSG で使用可能です。それらは「メッセージ記述表示 (Display Message Description)」画面に表示
し、印刷することができます。メッセージ記述を表示する CL コマンドは、DSPMSGD です。 このコマン
ドは、メッセージの第 1 レベルおよび第 2 レベルの両方のテキストを表示します。 第 1 レベルのテキス
トは、短い一文によるメッセージです。第 2 レベルのテキストは、一般に、原因をより詳細に説明し、考
えられるリカバリー方法を示します。

SQLCODE 0204 に対応するメッセージを表示するには、次のコマンドを入力します。

DSPMSGD RANGE(SQL0204) MSGF(QSYS/QSQLMSG)

すべての SQL メッセージの詳細は、『SQL メッセージのリスト』で説明されています。このトピックに
は、メッセージ・テキスト、原因テキスト、リカバリー・テキスト、および各 SQL メッセージに対応する
SQLCODE と SQLSTATE が示されています。

SQL メッセージのリスト

以下の表には、SQL メッセージがリストされています。この表を使用して、メッセージ・テキスト、原因
テキスト、リカバリー・テキスト、および対応する SQLCODE と SQLSTATE を見つけることができま
す。

SQLCODE が正であっても負であっても、下記の表を使用することができます。 SQLCODE の絶対値に文
字 SQL (SQLCODE が 10000 より小さい場合) または文字 SQ (SQLCODE が 10000 以上の場合) を付加
して、 メッセージ ID を判別します。 各 SQLCODE は 1 つまたは複数の SQLSTATE と対応していま
す。

SQL0007

メッセージ・テキスト:
SQL ステートメント中の文字 &1 (16 進数 &2) が正し
くない。

原因:

SQL ステートメントに指定された文字 &1 は使用できま
せん。 この文字の 16 進数表現は &2 です。この文字は
プリコンパイラーによって無視され、ステートメントの処
理が続行されます。

回復手順:

文字を訂正してください。文字を引用符またはアポストロ
フィで囲む必要のある場合があります。プログラムのプリ
コンパイルをやり直してください。

SQLCODE: -007

SQLSTATE: 42601
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SQL0010

メッセージ・テキスト: &1 で始まるストリング定数が区切られていません。

原因:

&1 で始まる定数にストリング区切り文字が抜けていま
す。このストリングは、ソース・ファイルの終わりで区切
られているものとして扱われます。

回復手順:

このストリング定数に区切り文字を指定してください。引
用符やアポストロフィの脱落または余分を調べてくださ
い。これらのエラーが他のエラーの原因となることがあり
ます。ストリーム区切り文字が脱落しあるいは余分にある
結果として、一部のステートメントが処理されない場合が
あります。プログラムのプリコンパイルをやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -010

SQLSTATE: 42603

SQL0011

メッセージ・テキスト: 注記が閉じられていません。

原因:

注記が注記区切り文字で正しく閉じられていません。この
注記は、ソース・ファイルの終わりで閉じられているもの
として扱われます。

回復手順:

注記区切り文字が正しく指定されていて、指定されたマー
ジンの間にあるかどうかを確認してください。このエラー
が他のエラーの原因となることがあります。注記区切り文
字が脱落している結果として、一部のステートメントが処
理されない場合があります。プログラムのプリコンパイル
をやり直してください。

SQLCODE: -011

SQLSTATE: 42601

SQL0012

メッセージ・テキスト:
欄 &1 についてテーブル &2 に対して修飾のない相互関
連が行われた。

原因:

副選択で起こる列 &1 は、明示的に修飾されていないの
で、副選択の FROM 文節に指定されたライブラリー &3

のテーブル &2 に起こるか、あるいは更新または削除操
作の対象として起こります。したがって、この副選択のこ
の列に対する参照は外部参照であり、相関が行われること
になります。

回復手順:

相関を使用するつもりであったことを確認してください。
相関を使用するつもりでなかった場合には、この列は、列
&1 が参照されたのと同じレベルの副選択の FROM 文節
で識別されるどのテーブルまたは表示にも存在しません。
意図された相関参照を明示的に修飾するのはよいことなの
で、列 &1 がテーブル指定子で修飾されるようにステー
トメントを変更するようお奨めします。

SQLCODE: +012
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SQL0012

SQLSTATE: 01545

SQL0029

メッセージ・テキスト:
INTO 文節が組み込みステートメントから欠落していま
す。

原因:

プログラムに組み込まれている SELECT および
VALUES INTO ステートメントには、ステートメントの
結果を入れる場所を指定する INTO 文節が必要です。 動
的 VALUES INTO ステートメントには INTO 文節が必
要です。

回復手順:
INTO 文節をステートメントに追加して、要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -029

SQLSTATE: 42601

SQL0030

メッセージ・テキスト: ホスト変数の数が結果の値より少ない。

原因:

INTO 文節中に指定されているホスト変数の数が結果値の
数より小さくなっています。このプログラムを実行した場
合には、指定された変数にだけ値が割り当てられます。

回復手順:

すべての値を受け取るには、正しい数のホスト変数を指定
してください。プログラムのプリコンパイルをやり直して
ください。

SQLCODE: +030

SQLSTATE: 01503

SQL0051

メッセージ・テキスト:
カーソルまたはプロシージャー &1 は前に宣言されてい
る。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v カーソル &1 はすでに前の DECLARE CURSOR ステ
ートメントで指定されている。カーソル名はプログラ
ム内で固有でなければなりません。

v CALL ステートメントに指定されたプロシージャー &1

が不明瞭。

回復手順:

すべての DECLARE CURSOR ステートメントのカーソ
ル名およびすべての DECLARE PROCEDURE ステートメ
ントのプロシージャー名がプログラム内で固有であること
を確認してください。プログラムのプリコンパイルをやり
直してください。

SQLCODE: -051

SQLSTATE: 3C000
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SQL0057

メッセージ・テキスト:
SQL 関数内の RETURN ステートメントは値を戻さなけ
ればなりません。

原因:

RETURN ステートメントが SQL 関数内で戻り値なしで
指定されています。戻り値が指定されていなければなりま
せん。

回復手順: 戻り値を追加します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -057

SQLSTATE: 42631

SQL0058

メッセージ・テキスト:
RETURN ステートメントに指定する値は整数でなければ
なりません。

原因:

RETURN ステートメントが SQL プロシージャー内で指
定されていますが、指定した値が整数でありません。
SQL プロシージャーの戻り値は整数でなければなりませ
ん。

回復手順:
整数値を RETURN ステートメントに指定してください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -058

SQLSTATE: 428F2

SQL0060

メッセージ・テキスト: &2 関数の引き数 &1 の値 &3 が正しくない。

原因:

&2 関数の引き数 &1 に &3 として指定した長さまたは
位取りが正しくありません。数値に指定する長さは 1 -

63 で符号のない整数でなければなりません。数値に指定
する位取りは 0 から指定する長さまでの符号のない整数
でなければなりません。

回復手順:
この関数に指定した長さまたは位取りを訂正してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -060

SQLSTATE: 42815

SQL0078

メッセージ・テキスト: &2 のルーチン &1 にはパラメーター名が必要です。

原因:
SQL ルーチンを作成時にはパラメーター名を指定しなけ
ればなりません。

回復手順:
パラメーター名を指定してください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -078

SQLSTATE: 42629
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SQL0079

メッセージ・テキスト: スキーマ &2 はオブジェクト &1 には無効です。

原因:

オブジェクト &1 をスキーマ &2 で修飾することはでき
ません。 一時テーブルは SESSION または QTEMP で修
飾する必要があります。一時テーブルに対する索引および
ビューは、SESSION または QTEMP スキーマの中で作成
しなければなりません。

回復手順:
スキーマ名としてのセッションを指定してください。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -079

SQLSTATE: 428EK

SQL0080

メッセージ・テキスト: 標識変数 &1 が SMALLINT タイプでない。

原因:
標識変数 &1 の定義は、位取りゼロの 2 バイトの 2 進
数でなければなり ません。

回復手順:
位取りゼロの 2 バイトの 2 進数として定義された標識変
数を指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -080

SQLSTATE: 42978

SQL0084

メッセージ・テキスト: SQL ステートメントを使用することができません。
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SQL0084

原因:

次の理由のいずれかのために、SQL ステートメントを使
用することはできません。

v DECLARE CURSOR、DECLARE STATEMENT、
FETCH、OPEN、CLOSE、WHENEVER、 PREPARE、
EXECUTE、 EXECUTE IMMEDIATE、 INCLUDE、
DECLARE VARIABLE、 DECLARE PROCEDURE、
DESCRIBE、 GET DIAGNOSTICS、 SIGNAL、
RESIGNAL、および SET 変数は、対話式 SQL でも、
動的 SQL でも、また RUNSQLSTM コマンドを使用す
る場合にも使用できない。

v VALUES INTO は対話式 SQL でも、また
RUNSQLSTM コマンドを使用する場合にも使用できな
い。

v BEGIN DECLARE SECTION および END DECLARE

SECTION は対話式 SQL、動的 SQL、RPG、または
REXX で使用できない。

v ブロック化された INSERT ステートメントは、対話式
SQL または動的 SQL で使用できない。

v CONNECT、SET CONNECTION、RELEASE、および
DISCONNECT ステートメントは、動的 SQL では使用
できない。ユーザー ID およびパスワードに定数を指
定した CONNECT は、プリコンパイル済みプログラム
では使用できない。

v ユーザー ID またはヒントに定数が指定された SET

ENCRYPTION PASSWORD は、プリコンパイル済みプ
ログラムでは使用できない。

v SELECT は、EXECUTE IMMEDIATE ステートメン
ト、または RUNSQLSTM コマンドから出すことはで
きない。

v SET OPTION ステートメントは、REXX、プリコンパ
イル済みプログラム、または SQL ルーチンの中でのみ
使用できる。プリコンパイル済みプログラムでは、プ
ログラム内で最初の SQL ステートメントになっていな
ければなりません。

v DECLARE STATEMENT、DECLARE VARIABLE、
DECLARE PROCEDURE、INCLUDE、 SELECT

INTO、WHENEVER、ブロック化された INSERT、お
よびブロック化された FETCH ステートメントは
REXX では使用できない。

v SET TRANSACTION ステートメントは、現行接続先が
リモート・データベースの場合には使用できない。

v 指定された SQL ステートメントは、DB2 UDB for

iSeries の現行リリースでは有効なステートメントでは
ない。このステートメントは、DB2 UDB for iSeries の
今後のリリースまたは iSeries 以外のシステムでは有効
な場合があります。
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SQL0084

回復手順:

このモードでは、このステートメントを実行することはで
きません。プリコンパイル済みプログラム中の
CONNECT または SET ENCRYPTION PASSWORD ステ
ートメントの場合、定数の代わりにホスト変数を指定して
ください。対話式 SQL の場合には、ステートメント処理
値を *SYN に設定してステートメントの構文検査をする
ことができます。

SQLCODE: +084、-084

SQLSTATE: 01505、42612

SQL0088

メッセージ・テキスト: &1 はテーブル全体に適用される。

原因:

UPDATE または DELETE ステートメントに WHERE 文
節がありません。指定したテーブルのすべての行が削除ま
たは更新されることになります。

回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v 指定したテーブルのすべての行を削除または更新する
必要があるかどうかを確認して、ステートメントをや
り直す。

v 指定したテーブルの行を必ずしもすべて削除または更
新する必要がない場合には、WHERE 文節を追加し
て、プログラムのプリコンパイルをやり直す。

SQLCODE: +088

SQLSTATE: 01504

SQL0090

メッセージ・テキスト: ホスト変数はここでは使用できない。

原因:

ホスト変数 &1 はこのステートメントで使用したように
使用することはできません。ホスト変数は、次の場合には
使用できません。

v CREATE VIEW、CREATE TABLE、または ALTER

TABLE ステートメントの中。

v ステートメント処理値が *RUN または *VLD の時の
対話式 SQL ステートメントの中。

v RUNSQLSTM コマンドによって処理される SQL ステ
ートメントの中。

v REXX の INSERT、UPDATE、DELETE、または
DECLARE CURSOR ステートメントの中。
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SQL0090

回復手順:

次のいずれかを実行して、要求をやり直してください。

v ホスト変数を置き換えるためには、定数または列名を
指定する。コロンは、次に続く名前がホスト変数であ
ることを示します。列名を指定するためには、コロン
を取り除いてください。

v 対話式 SQL では、ステートメントの処理値を *SYN

に設定して、ホスト変数の入っているステートメント
の構文を検査する。

v REXX の場合には、ホスト変数をパラメーター・マー
カーに変更して、INSERT、UPDATE、DELETE、また
は DECLARE CURSOR ステートメントを準備する。

SQLCODE: -090

SQLSTATE: 42618

SQL0097

メッセージ・テキスト: データ・タイプの使用が正しくない。

原因:

ステートメントに指定されたデータ・タイプは、プロシー
ジャーや関数に対しては指定できません。 LONG

VARCHAR などのデータ・タイプは列にだけ指定できる
もので、パラメーターには指定することができません。

回復手順:
プロシージャーまたは関数に指定されたデータ・タイプを
訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -097

SQLSTATE: 42601

SQL0100

メッセージ・テキスト: &1 の行が見つからない。
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SQL0100

原因:

次の状態の 1 つが起こっています。

v これが FETCH ステートメントである場合には、選択
値を満足する行がこれ以上ない (ファイルの終わり)。
カーソルの名前は &1 で、結果セットの ID は &2 で
す。 結果セット ID がゼロでない場合には、このカー
ソルの結果表は、ストアード・プロシージャーの結果
セットとしてアクセスされていました。

v これが、スクロール可能なカーソルの FETCH ステー
トメントである場合には、レコードが見つかっていな
い。 NEXT が指定されている場合には、ファイルの終
わりに到達。 PRIOR が指定されている場合には、ファ
イルの始めに到達。 RELATIVE が指定されている場合
には、ファイルの始めまたはファイルの終わりに到
達。FIRST または LAST が指定されている場合には、
選択基準を満たすレコードがない。カーソルの名前は
&1 です。

v これが、組み込まれた SELECT ステートメントである
場合には、選択値を満足する行がない。

v これが UPDATE、INSERT、または DELETE ステート
メントである場合には、副選択または WHERE 文節を
満足する行がない。行は更新、挿入、または削除され
ていません。

回復手順: 回復処置は不要です。

SQLCODE: +100

SQLSTATE: 02000

SQL0101

メッセージ・テキスト:
SQL ステートメントが長すぎるか、あるいは複雑すぎ
る。

原因:

SQL ステートメントが長さまたは複雑さに許される限界
を超えています。理由コードは &1 です。 理由コードが
示すエラーは次の 1 つです。 1 - UNION、EXCEPT、お
よび INTERSECT を使用して結合された副選択の合計数
が 256 を超えている。 2 - 列、定数、および演算子の合
計数が SQL の限界を超えている。 3 - 選択リスト、テ
ーブル、ビュー定義、またはユーザー定義のテーブル関数
の中の非 LOB 列の長さの合計が 32766 を超えている
か、あるいは定義に LOB が入っていて、可変長フィール
ドについて ALLOCATE 文節に指定された長さと非可変
フィールドの長さの合計が 32740 を超えている。 列のい
くつかが可変長であるか NULL 値を使用できる場合に
は、最大長が減らされます。 4 - 外部副選択で参照され
た副選択の合計数が 32 を超えている。 5 - ステートメ
ント・テキストまたは属性ストリング・テキストの合計長
が 65535 を超えている。 6 - FETCH ステートメントで
指定された相対位置の値が、有効な値の範囲外になってい
る。 7 - システム名を生成できなかった。
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回復手順:

ステートメントを単純化するか、あるいはステートメント
を複数のステートメントに分割して、要求をやり直してく
ださい。理由コード 7 の場合には、テーブル、ビュー、
索引、または別名に別の名前を指定してください。

SQLCODE: -101

SQLSTATE: 54001、54010、54011

SQL0102

メッセージ・テキスト: &1 で始まるストリング定数が長すぎる。

原因:

&1 で始まるストリング定数が 32740 バイトより大きく
なっています。これがグラフィック文字定数である場合に
は、ストリングを DBCS 16370 文字より長くすることは
できません。

回復手順:
ストリングの長さを減らしてください。要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -102

SQLSTATE: 54002

SQL0103

メッセージ・テキスト: &数値定数 1 が正しくない。

原因:

トークン &1 が数字で始まっていますが、このトークン
は有効な整数、10 進数、または浮動小数点定数ではあり
ません。 COBOL プログラムの中、または FORTRAN プ
ログラムの WHENEVER ステートメントの場合を除き、
識別名を数字で開始することはできません。

回復手順:

次のいずれかを実行して、プログラムのプリコンパイルを
やり直してください。

v トークン &1 が正しいことを確認する。文字定数が必
要な場合には、アポストロフィまたは引用符を使用し
てください。

v 数字が必要な場合には、正しくない文字 (1 つまたは複
数) を取り除く。

SQLCODE: -103

SQLSTATE: 42604

SQL0104

メッセージ・テキスト:
トークン &1 は正しくない。 有効なトークンは &2 で
す。

原因:

トークン &1 で構文エラーが検出されました。 トークン
&1 は正しいトークンではありません。有効なトークンの
部分的なリストは &2 です。このリストはトークンまで
のステートメントが正しいと見なします。エラーはステー
トメントの始めの方にある可能性がありますが、この点ま
ではステートメントの構文が正しいように見えます。
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SQL0104

回復手順:

次の 1 つまたは複数を実行して、要求をやり直してくだ
さい。

v トークン &1 のところの SQL ステートメントを検査
してステートメントを訂正。エラーの原因は、コンマ
または引用符の脱落、つづりの間違った語、あるいは
文節の順序にあると思われます。

v エラー・トークンが＜ステートメントの終わり＞であ
る場合には、SQL ステートメントが正しい文節で終了
していないので、SQL ステートメントを訂正。

SQLCODE: -104

SQLSTATE: 42601

SQL0105

メッセージ・テキスト:
混合、グラフィック、または UTF-8 ストリング定数は正
しくありません。

原因:

&1 を開始する値で正しくない混合、グラフィック、また
は UTF-8 定数が見つかりました。 次の 1 つが起こりま
した。

v シフトアウト文字とシフトイン文字の間が奇数バイ
ト。

v シフトイン文字が見つかる前に、複数個のシフトアウ
ト文字が見つかった。

v シフトアウトおよびシフトインが、最初のバイトと最
後のバイトに見つかっていないか、あるいはグラフィ
ック・ストリング定数の最初と最後のバイト以外の位
置に見つかった。

v PL/I 形式のグラフィック・ストリングが使用されてい
ますが、プログラムが PL/I ではない。

v PL/I グラフィック・ストリングを示すシフトアウトが
見つかった。シフトアウトに、DBCS のアポストロフ
ィ、偶数個の DBCS 文字、DBCS のもう 1 個のアポ
ストロフィ、DBCS の G、およびシフトインが続けら
れていません。これが列の LABEL ON ステートメン
トでストリングが 20 バイトより長い場合に は、20

バイトのセグメントの 1 つに有効でない DBCS 定数
が入っています。

回復手順:

正しい形式の定数を指定してください。これが列の
LABEL ON ステー トメントである場合には、20 バイト
のセグメントの形式が正しいことを確認してください。引
用符、アポストロフィ、シフトアウト文字、シフトイン文
字、またはシフトアウト文字とシフトイン文字の間の奇数
個の文字を調べてください。グラフィック・ストリング定
数がその言語の正しい形式で指定されていることを確認し
てください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -105

SQLSTATE: 42604
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SQL0106

メッセージ・テキスト: FLOAT に指定された精度が正しくない。

原因:

FLOAT 列またはパラメーターに指定された精度は、浮動
小数点データには正しくありません。 使用できる精度は
1-53 です。1-23 が指定されている場合には、この列また
はパラメーターは単精度浮動小数点として定義されます。
24-53 が指定されている場合には、この列またはパラメー
ターは倍精度浮動小数点として定義されます。

回復手順:
指定した精度を変更してください。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -106

SQLSTATE: 42611

SQL0107

メッセージ・テキスト: &1 が長すぎます。最大は &2 桁です。

原因:

&1 で始まる名前またはストリングが長すぎます。許され
る最大長は &2 です。名前の最大長はその名前のタイプ
によって異なります。

v スキーマ、パッケージ、プログラム、およびその他の
システム・オブジェクトのシステム名は 10 桁を超え
てはいけない。

v テーブル、ビュー、索引、別名、制約、相関、パラメ
ーター、ユーザー定義タイプ、トリガー、順序、また
は SAVEPOINT の SQL 名は 128 桁を超えてはいけな
い。

v 列の SQL 名は 30 桁を超えてはいけない。システム列
名は 10 桁を超えては いけません。

v カーソル名、ステートメント名、リレーショナル・デ
ータベース名は 18 桁を 超えてはいけない。

v プロシージャー名または関数名は 128 桁を超えてはい
けない。 外部プログラム名が指定されない場合には、
プロシージャー名をプログラム名で使用するので、10

桁を超えてはいけません。

v C および C++ のホスト変数名は 128 桁を超えてはい
けない。その他すべての言語のホスト変数名は 64 桁
を超えることはできません。

v SQL ルーチンのルーチン本体内の SQL 変数、パラメ
ーター、ラベル、または条件の名前は 128 文字より長
くできない。パスワードのストリングの最大長は 128

です。 COMMENT ON ステートメントのストリング
の最大長は 2000 です。 COMMENT ON SEQUENCE

のストリングは 500 文字を超えることはできません。
LABEL ON ステートメントのストリングの最大長は
50 です。ラベルが列見出しとして指定される場合の最
大長は 60 です。パッケージ・バージョンのストリン
グの最大長は 64 です。
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SQL0107

回復手順:
この名前またはストリングを &2 以下の長さに変更して
ください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -107

SQLSTATE: 42622

SQL0109

メッセージ・テキスト: &1 文節を使用することができない。

原因:

次の条件の 1 つが許可されませんでした。

v 組み込み SELECT ステートメントに FOR UPDATE

文節、FOR READ ONLY 文節、FOR FETCH ONLY

文節、OPTIMIZE 文節、あるいは UNION、EXCEPT、
または INTERSECT 演算子を組み込むことはできな
い。

v カーソル宣言または副選択で使用された SELECT ステ
ートメントに INTO 文節を組み込むことはできない。

v CREATE VIEW ステートメントに INTO、ORDER

BY、FOR UPDATE、FOR READ ONLY、FOR FETCH

ONLY、または OPTIMIZE 文節を組み込むことはでき
ない。

v INSERT ステートメントに、副選択の INTO 文節、
FOR UPDATE、FOR READ ONLY、FOR FETCH

ONLY、または OPTIMIZE 文節を組み込むことはでき
ない。

v 対話式 SQL または RUNSQLSTM コマンドで処理され
たステートメントでは、WHERE CURRENT OF カー
ソル文節を使用することはできない。

v 省略時の値が指定されていない限り、テーブルに追加
される列の定義に NOT NULL 文節を使用することは
できない。

v ステートメントが GENERATED ALWAYS によって定
義された列を変更している場合は、OVERRIDING

USER VALUE および OVERRIDING SYSTEM

VALUE だけが有効。

回復手順:
この文節を取り除いてください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -109

SQLSTATE: 42601

SQL0110

メッセージ・テキスト: &1 で始まる 16 進定数が正しくない。
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SQL0110

原因:

16 進定数 &1 に正しくない 1 つまたは複数の文字が入
っているか、またはストリング区切り文字間の文字数が正
しくありません。 16 進定数には、偶数個の文字が入って
いなければなりません。 16 進グラフィック・ストリング
の長さは、正しい数の DBCS 文字を入れられるように 4

の倍数でなければなりません。 MIXED データを表す 16

進定数は、シフトアウト (X’0E’) とシフトイン (X’0F’)

文字の間が偶数バイトで、対のシフト文字がなければなり
ません。 16 進グラフィック定数にシフトアウトまたはシ
フトインを含めることはできません。

回復手順:

定数を訂正してください。定数の桁数が偶数であること、
および 16 進グラフィック定数の長さが 4 の倍数である
ことを確認してください。 16 進数字として有効な文字は
文字 0 から 9 および大文字または小文字の A から F

です。 MIXED データの形式が正しいことを確認してく
ださい。 16 進グラフィック定数からシフトアウト文字ま
たはシフトイン文字を取り除いてください。要求をやり直
してください。

SQLCODE: -110

SQLSTATE: 42606

SQL0112

メッセージ・テキスト: 関数 &1 の引き数に別の関数が含まれています。

原因:

列関数 &1 の引き数に別の列関数が含まれています。列
関数の引き数として使用できる式は、列関数を含まない式
だけです。

回復手順:
関数の指定を訂正してください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -112

SQLSTATE: 42607

SQL0113

メッセージ・テキスト: 名前 &1 を使用することはできない。
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SQL0113

原因:

&1 に使用できない文字が入っているか、あるいは文字が
入っていません。通常識別 ID は (A から Z、¥、#、ま
たは @) で始めて、ゼロまたは 1 つ以上の (A から Z、
0 から 9、 ¥、#、@、または _) がその後に続いていな
ければなりません。区切られた識別コードは、SQL エス
ケープ文字内の文字列です。区切られた名前に使用できる
文字は、名前のタイプによって異なります。

v システム・テーブル名、スキーマ名、パッケージ名、
およびその他のシステム・オブジェクトのエスケープ
文字間の文字は、16 進数 00 から 3F、16 進数 40 (ス
ペース)、16 進数 5C (*)、16 進数 6F (?)、16 進数
7D (’’)、16 進数 7F (″)、および 16 進数 FF を除いた
任意の文字とすることができる。

v SQL テーブル名、カーソル名、ステートメント名、相
関名、列名、プロシージャー名、関数名、パラメータ
ー名、制約名、ユーザー定義タイプ名、トリガー名、
または順序名のエスケープ文字間の文字は、16 進数
00 から 3F および 16 進数 FF 以外の任意の文字とす
ることができる。

v 区切ったシステム列名は (A から Z、¥、#、または @)

で始めて、ゼロまたは 1 つ以上の (A から Z、0 から
9、¥、#、@、または _) がその後に続いていなければ
ならない。リレーショナル・データベース名は A から
Z で始めて、0 または 1 つ以上の文字、数字 0 から
9、または下線 (_) がその後に続いていなければならな
い。ホスト変数内に入っている通常の識別コードには
(大文字に変換されないので) 小文字を含めてはならな
い。

回復手順: 名前を訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -113

SQLSTATE: 28000、2E000、42602

SQL0114

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 が現行サーバー &2

と同じでない。

原因:

ステートメントの 3 部分名にリレーショナル・データベ
ース &1 が指定されましたが、その名前は現行サーバー
&2 と同じでないか、あるいは前にステートメントに指定
されたリレーショナル・データベース名と同じではありま
せん。

回復手順:

指定するリレーショナル・データベース名が現行サーバー
と同じになるか、あるいはステートメントのすべてのリレ
ーショナル・データベース名が一致するように、ステート
メントを変更してください。

SQLCODE: +114、-114

SQLSTATE: 01536、42961
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SQL0115

メッセージ・テキスト: 比較演算子 &1 が正しくない。

原因:

&1 のような単純比較の後に項目のリストを続けることは
できません。 ANY、ALL、および SOME 比較演算子の
後にくるのは、式または項目のリストでなく副選択でなけ
ればならず、それを ON 文節または CASE 式の中に指定
することはできません。

回復手順:

比較またはオペランドのいずれかを変更してください。比
較演算子 IN および IN NOT を項目のリストと一緒に使
用するか、あるいは比較を AND ブール演算子で区切っ
たいくつかの比較に分割することができます。
ANY、ALL、または SOME によって副選択を指定してく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -115

SQLSTATE: 42601

SQL0117

メッセージ・テキスト: ステートメントに入っている値の個数が間違っている。

原因:

次の条件が存在している可能性があります。

v 値の数が、この INSERT または UPDATE ステートメ
ントのオブジェクト列数と異なる。

v 値の数が、この SET または VALUES INTO ステート
メントの中にあるターゲット・ホスト変数の数と異な
る。

v 副選択の SELECT リスト項目の数が、この INSERT

ステートメントのオブジェクト列数と異なる。

v SET 文節の副選択にある SELECT リスト項目の数が、
この UPDATE ステートメントの SET 文節のオブジェ
クト列数と異なる。

v INSERT ステートメントに指定されていない 1 つまた
は複数のオブジェクト列 が NOT NULL として作成さ
れている。

v INSERT ステートメントに指定された 1 つまたは複数
のオブジェクト列が NOT NULL として作成され、ス
テートメントには挿入値として DEFAULT が指定され
ている。

回復手順:

オブジェクトの各列で 1 つの値を指定するように、ステ
ートメントを訂正してください。小数点として指定された
文字が数値リテラルで正しく使用されていることを確認し
てください。INSERT ステートメントに指定されていない
オブジェクト列が NOT NULL として作成されている場
合には、それらの列に正しい値を指定してください。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -117

SQLSTATE: 42802
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SQL0119

メッセージ・テキスト: HAVING 文節の欄 &1 または式が正しくない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v HAVING 文節に指定された列 &1 が、列関数内にも
GROUP BY 文節の中にもない。

v HAVING 文節に指定された式が、列関数内にも
GROUP BY 文節の中にもない。

回復手順:

HAVING 文節から列または式を取り除くか、その列また
は式を GROUP BY 文節に追加してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -119

SQLSTATE: 42803

SQL0120

メッセージ・テキスト: 列関数 &2 の使用法が正しくない。

原因:
WHERE 文節、SET 文節、GROUP BY 文節、または
JOIN 条件に列関数を指定することはできません。

回復手順:
列関数を取り除いてください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -120

SQLSTATE: 42903

SQL0121

メッセージ・テキスト: 重複名 &1 を使用することはできない。

原因:

INSERT ステートメントのオブジェクト列のリスト、
UPDATE ステートメ ントの SET 文節、または SET あ
るいは VALUES INTO ステートメントのターゲット・ホ
スト変数のリストのいずれかで、名前 &1 が複数回指定
されています。指定された名前が同じでない場合には、次
のいずれかの状況が起こっています。

v オブジェクトがビューの場合には、基本テーブルで識
別する列が同じ列になっている。

v その名前が同じシステム列名になっていることがあ
る。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 重複している列を取り除いてください。

v INSERT ステートメントに列リストを指定して、重複
している列を取り除いてください。

SQLCODE: -121

SQLSTATE: 42701

SQL0122

メッセージ・テキスト: SELECT リストの欄 &1 または式が無効です。
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原因:

次のいずれかが起こっています。

v ステートメントに SELECT 文節にある列名 &1 と列
関数が入っていて、GROUP BY 文節が指定されていな
い。

v GROUP BY 文節ではなく、SELECT 文節に列名 &1

が指定されている。

v SELECT 文節に式が指定されているが、その式が
GROUP BY 文節にない。

v ORDER BY 文節に指定されているが、SELECT 文節に
は指定されていない列または式が、上にリストされた
グループ化規則に準拠していない。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v GROUP BY 文節が必要な場合には、SELECT リストお
よび ORDER BY 文節中の列または式がすべて
GROUP BY 文節にもあることを確認してください。

v GROUP BY 文節が必要でない場合には、SELECT リス
トまたは ORDER BY 文節に、列名のある列関数を入
れないようにしてください。

SQLCODE: -122

SQLSTATE: 42803

SQL0125

メッセージ・テキスト: ORDER BY の欄番号 &1 が正しくない。

原因:

ステートメントで ORDER BY 文節に、選択可能な値の
最大数 (8000) より大きいか、あるいは結果のテーブル選
択リストの列数より大きい列番号が入っています。

回復手順:
ORDER BY 文節の列番号を訂正して結果のテーブルに列
を指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -125

SQLSTATE: 42805

SQL0128

メッセージ・テキスト: NULL の使用は正しくない。

原因:

指定された演算子の場合には、キーワード NULL を使用
することはでき ません。NULL が使用できるのは、IS ま
たは IS NOT に続く述部の場合だけです。 NULL は予
約キーワードであり、SQL ステートメントで使用する時
には、名前を区切り文字で囲んだ場合にだけ列名として使
用することができます。

回復手順:

演算子を IS または IS NOT に変更するか、あるいは語
NULL を列名にするつもりであった場合には、その名前
を区切り文字で囲んで指定してください。

SQLCODE: -128

SQLSTATE: 42601
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メッセージ・テキスト: SQL ステートメント中のテーブルが多すぎる。

原因:

SQL ステートメントに入っているテーブルまたはビュー
が多すぎます。単一の SQL ステートメントの中で参照で
きるテーブルまたはビューの数は最大 256 です。この数
にはビューの基本テーブルが含まれます。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v SQL ステートメントを、それぞれが最大 256 のテーブ
ルをもつ 2 つ以上の単純なステートメントに分割して
ください。

v これが CREATE VIEW ステートメントの場合には、
テーブルの数を最大 256 に減らしてください。

SQLCODE: -129

SQLSTATE: 54004

SQL0130

メッセージ・テキスト:
エスケープ文字 &1 または LIKE パターンが正しくな
い。

原因:

エスケープ文字 &1 が正しくないか、あるいは LIKE パ
ターン中におけるエスケープ文字の使用が正しくありませ
ん。次の場合には、エスケープ文字が正しくありません。

v 長さが 1 個の SBCS 文字またはグラフィック文字でな
い。

v シフトイン (X’0E’) およびシフトアウト (X’0F’) 文字
が指定された。次の場合には、LIKE パターンが正しく
ありません。

– パターンを構成している漢字ストリング式に、DBCS

パーセント記号、DBCS 下線、またはもう 1 つの
ESCAPE 文字が後に続いていない ESCAPE 文字が
含まれています。

– パターンを構成している漢字ストリング式に、DBCS

パーセント記号、DBCS 下線、またはもう 1 つの
ESCAPE 文字が後に続いていない ESCAPE 文字が
含まれています。

回復手順:
有効な LIKE パターンおよびエスケープ文字を指定して
ください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -130

SQLSTATE: 22019、22025

SQL0131

メッセージ・テキスト:
比較演算子 LIKE のオペランドが矛盾しているか、また
は正しくない。
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原因:

LIKE 述部の引き数は文字、バイナリー、グラフィック、
または数値でなければなりません。次のエラーの 1 つが
起こっています。

v LIKE 演算子の右のオペランドが文字、バイナリー、グ
ラフィック、または数値ではない。

v LIKE 述部のオペランドに互換性がない。

v ESCAPE 文字が文字、バイナリー、またはグラフィッ
クではない。

回復手順:

LIKE 述部のオペランドが文字、バイナリー、グラフィッ
ク、または数値となるようにしてください。 ESCAPE 文
字は文字、バイナリー、またはグラフィックでなければな
りません。要求をやり直してください。

SQLCODE: -131

SQLSTATE: 42818

SQL0132

メッセージ・テキスト: LIKE の述語が正しくない。

原因:

2 番目のオペランドまたは LIKE の述語に指定されたエ
スケープ文字が正しくありません。 2 番目のオペランド
はストリングまたは数値式でなければなりません。
ESCAPE 文字はストリング式でなければなりませんが、
特殊レジスターとすることはできません。

回復手順:
正しくないオペランドまたは演算子を変更してください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -132

SQLSTATE: 42824

SQL0133

メッセージ・テキスト: SQL 関数の相互関連欄の演算子が正しくない。

原因:

HAVING 文節の SUBQUERY にある SQL 列関数が正し
くありません。SQL 列関数の引き数が、演算子 (+、-、
*、/、**)、連結演算子、または相関参照に適用されるス
カラー関数を含む式になっています。内部副選択からの使
用可能な値がなけ れば外部 (相関) 副選択でグループの
計算値を決定することができないので、相関参照に対して
この操作を実行することはできません。

回復手順:

演算子がスカラー関数の場合には、列関数をそのスカラー
関数の引き数にしてください。そうでない場合には、相関
参照の演算子を取り除くか、あるいは列関数の引き数の中
に入らないように演算子を移動してください。たとえば、
次の形式の式の指定 AVG( outertable.column1 +

innertable.column2 ) は無効なのに対して、式 AVG (

outertable.column1 ) + innertable.column2 は有効です。

SQLCODE: -133

SQLSTATE: 42906
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メッセージ・テキスト: ストリング、引き数、またはパスが長すぎます。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v COUNT 関数の引き数が長過ぎる。 DISTINCT が指定
されている場合には、COUNT 関数の引き数を 2000 バ
イトより長くすることはできません。引き数がグラフ
ィックの場合には、引き数を DBCS で 1000 文字より
長くすることはできません。

v 268 個より多くのライブラリーが、SET PATH ステー
トメントまたは SET OPTION SQLPATH ステートメン
トに指定された。

v ORDER BY 式、GROUP BY 式、結合仕様、
DISTINCT を指定した SELECT 文節、または ALL キ
ーワードが省略された UNION に LOB 列が使用され
た。

回復手順:

長さが最大を超えないように関数の引き数またはパス中の
ライブラリーの数を変更します。 LOB 列を使用できない
文節から除去します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -134

SQLSTATE: 42907

SQL0136

メッセージ・テキスト: ORDER BY、GROUP BY、または結合欄が長すぎます。

原因:

ORDER BY リストの要素の最大数は 10000 です。すべ
ての ORDER BY 要素 の合計長が 10000 バイトを超え
ることはできません。GROUP BY リストの列の最大数
は 120 です。すべての GROUP BY 列の合計長が 32766

バイトを超えることはできません。例外結合または外側結
合のすべての結合列の合計長が 2000 バイトを超えること
はできません。ORDER BY または GROUP BY リストに
NULL 値可能列が入っている場合には、それぞれの
NULL 値可能列に追加のバイトが必要です。 ORDER BY

または GROUP BY リストに可変長列が入っている場合
には、2 バイトの長さが合計長に含められます。データ・
コピー可能オプションが ALWCPYDTA(*NO) である場合
には、すべての GROUP BY の合計長が 2000 バイトを
超えることはできません。

回復手順:

ORDER BY、GROUP BY、または結合値の長さがその限
界を超えないように、ステートメントを変更しなければな
りません。文節から 1 つまたは複数の列名を除去する必
要があります。要求をやり直してください。

SQLCODE: -136

SQLSTATE: 54005
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メッセージ・テキスト: 結果が長すぎる。

原因:

連結演算子または HEX スカラー関数が指定されました
が、演算の結果の長さが許容最大長を超えています。最大
長は次の通りです。

v 結果が固定長文字または固定長バイナリーの場合に
は、32766 バイト。

v 結果が可変長文字または可変長バイナリーの場合に
は、32740 バイト。

v 結果が固定長グラフィックの場合には、DBCS の
16383 文字。

v 結果が可変長グラフィックの場合には、DBCS の
16370 文字。

v 結果がバイナリーまたは文字 LOB の場合には、
2147483647 バイト。

v 結果が 2 バイト文字 LOB の場合には、1073741823

DBCS 文字。

回復手順:

式を変更して、結果の長さを許容最大長以下に減らしてく
ださい。グラフィック・データから文字データへの変換を
行っている場合には、当該スカラー関数に指定された結果
の長さは 8191 未満でなければなりません。オペランドの
長さを減らすためには、SUBSTR スカラー関数を使用す
ることができます。要求をやり直してください。

SQLCODE: -137

SQLSTATE: 54006

SQL0138

メッセージ・テキスト: サブストリング化関数の引き数 &1 が正しくない。

原因:

SUBSTRING 関数の引き数 2 または 3 あるいは LEFT

関数の引き数 2 が範囲外になっているか、あるいは評価
が整数にならない式になっています。

v SUBSTRING 関数の場合には、引き数 2 は結果の最初
の文字の桁を指定し、引き数 3 は結果の長さを指定。
引き数 2 は最初の引き数の有効な桁でなければなりま
せん。引き数 3 は引き数 2 とストリングの終わりの
間の引き数 1 の長さを超えてはいけません。

v LEFT 関数の場合には、引き数 2 は結果の長さを指
定。引き数 2 は引き数 1 の長さを超えてはいけませ
ん。

v 引き数 1 が文字ストリングまたはバイナリー・ストリ
ングの場合には、文字は 1 バイトであり、引き数 1

がグラフィック・ストリングの場合には、文字は
DBCS 文字とする。

v 引き数が *N の場合には、引き数の 1 つが正しくな
い。しかし、その引き数の番号は不明です。
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回復手順:

引き数が *N の場合には、ジョブ・ログ中の前にリスト
されたメッセージを表示するか (DSPJOBLOG コマン
ド)、あるいはこの画面から F10 キー (ジョブ・ログのメ
ッセージの表示) を押して、どの引き数にエラーがあるか
を調べてください。 SUBSTR 関数に指定された引き数の
1 つまたは複数を変更してください。INTEGER スカラー
関数を使用して、引き数を整数の結果に変換することがで
きます。要求をやり直してください。

SQLCODE: +138、-138

SQLSTATE: 01544、22011

SQL0144

メッセージ・テキスト:
セクション番号 &1 が正しくない。現行の高セクション
番号は &3 です。理由 &2 。

原因:

理由コードは &2 です。理由コード 1、セクション番号
&1 がすでに割り当てられている。 理由コード 2、セク
ション番号 &1 が次の使用可能な番号より小さい。 理由
コード 3、ENDBND のセクション番号が割り当てられた
最高の番号より小さい。理由コード 4、セクション番号が
SQL パッケージ中にない。 理由コード 5、セクション番
号ゼロは正しくない。

回復手順: IBM® 担当員に連絡して、問題を報告してください。

SQLCODE: -144

SQLSTATE: 58003

SQL0145

メッセージ・テキスト:
iSeries 以外のアプリケーション・サーバーでは再帰はサ
ポートされていません。

原因:

&2 のプログラム &1 が、iSeries 以外のアプリケーショ
ン・サーバーに接続される時に再帰的に呼び出されまし
た。プログラムはプロダクト識別コード &4 でアプリケ
ーション・サーバー &3 に接続されました。 アプリケー
ション・サーバーが IBM 製品である場合には、識別番号
は pppvvrrm の形式です。 ここで ppp は次のように製品
を示します。 DSN の場合、DB2 UDB for OS/390® およ
び z/OS®。 ARI の場合、VM および VSE。 QSQ の場
合、DB2 UDB for iSeries。 SQL の場合、その他のすべ
ての DB2 製品。 vv は 2 桁のバージョン識別子 (’06’

など)、 rr は 2 桁のリリース識別子 (’01’ など)、 m は
1 桁のモディフィケーション・レベル (’0’ など) です。
たとえば、アプリケーション・サーバーが DB2 UDB for

OS/390 および z/OS のバージョン 6 リリース 1 の場合
には、製品識別番号の値は ’DSN06010’ です。

回復手順:
iSeries 以外のサーバーに接続した時に再帰的に呼び出さ
れないように、アプリケーションを変更してください。

SQLCODE: -145
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SQLSTATE: 55005

SQL0150

メッセージ・テキスト:
&2 のビュー・ファイルまたは論理ファイル &1 は読み取
り専用である。

原因:

更新、削除、または挿入を使用することはできません。
&2 の &1 を使用できるのは読み取り操作の場合だけで
す。次の条件の 1 つまたは複数が該当する場合には、ビ
ューまたは論理ファイルは読み取り操作でしか使用するこ
とができません。

v ビューに DISTINCT キーワード、GROUP BY 文節、
HAVING 文節、または最外部の副選択の列関数が入っ
ている。

v ビューまたは論理ファイルに結合関数が入っている。

v ビューに最外部の副選択のテーブルと同じテーブルを
参照する SUBQUERY が入っている。このタイプのビ
ューは行の挿入に使用することができます。

v ビューのすべての列が式、スカラー関数、定数、また
は特殊レジスターである。

v 論理ファイルのすべての列が入力専用である。

v ビューの選択リストで、基本テーブルの NULL 値また
は省略時の値を使用できない列を除外している。ビュ
ーへの挿入は許可されません。

回復手順:

ビュー &1 の基本テーブルにデータを挿入、削除、また
は更新するようにステートメントを変更してください。テ
ーブルまたはビューに行を挿入する場合には、テーブルの
NULL 値または省略時の値を使用できないすべての列に
値を割り当てなければなりません。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -150

SQLSTATE: 42807

SQL0151

メッセージ・テキスト: &3 のテーブル &2 の欄 &1 は読み取り専用です。

原因:

&1 は INSERT ステートメントの暗黙的または明示的な
列リストの列、あるいは UPDATE ステートメントの
SET 文節の列です。&1 は次の理由で読み取り専用です。

v 式、定数、または特殊レジスターから派生した。

v 更新できない基礎になっているビューの列で定義され
た。

v 入力専用として定義された論理ファイルの列の中にあ
る。
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回復手順:

列リストまたは SET 文節から列 &1 を除去してくださ
い。これが INSERT で、列リストが指定されていない場
合には、列 &1 を取り除くように列リストを指定してく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -151

SQLSTATE: 42808

SQL0152

メッセージ・テキスト: &2 の制約 &1 の制約タイプが正しくない。

原因:

ALTER TABLE ステートメントを使用して、&2 の制約
&1 を消去しようとしました。 この制約は CHECK、
UNIQUE、PRIMARY、または FOREIGN KEY として指
定されていて、見つかった制約と同じではありません。

回復手順:
消去したい制約の名前とタイプを確認してください。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -152

SQLSTATE: 42809

SQL0153

メッセージ・テキスト: 欄リストが必要です。

原因:

結果の列名が指定されていないので、列リストの指定が必
要です。結果の列名は、次の理由のいずれかのために指定
されていません。

v SELECT リストの要素が列ではなく、AS 文節が指定さ
れていない。

v UNION、EXCEPT、または INTERSECT の中の副選択
の対応する列が同じ名前ではない。

v 2 つの結果の列が同じ列名である。すべての列名およ
びシステム列名はビュー定義で固有としなければなり
ません。 2 つの列名が同じである場合には、その列名
は &1 です。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v テーブル、ビュー、または派生テーブルに列名のリス
トを指定する。

v AS 文節を指定して、名前のない要素に固有の名前を割
り当てるか、あるいは SELECT リストの重複している
列名を変更する。

SQLCODE: -153

SQLSTATE: 42908

SQL0155

メッセージ・テキスト: 変換テーブル &1 は読み取り専用です。

原因:
ステートメントを使用できません。SQL トリガーの変換
テーブル &1 は読み取り操作にしか使用できません。
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回復手順:

ステートメントを変換テーブル以外のテーブルを指定する
ように変更するか、あるいはステートメントを除去しま
す。変換テーブルは SELECT ステートメントに指定でき
ます。名前が変換テーブルと同じ可能性がある SQL トリ
ガー内のテーブル名は修飾します。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -155

SQLSTATE: 42807

SQL0156

メッセージ・テキスト: &2 の &1 がテーブルでない。

原因:

A DROP TABLE、CREATE INDEX、LOCK TABLE、
ALTER TABLE、 または CREATE TRIGGER ステート
メントが &2 の &1 を参照しましたが、 &1 がテーブル
でありません。これらのステートメントはテーブルを参照
しなければなりません。

回復手順:

次のいずれかを実行して、要求をやり直してください。

v このステートメントを正しいタイプの DROP ステート
メントに変更する。

v テーブル名を変更する。

SQLCODE: -156

SQLSTATE: 42809

SQL0157

メッセージ・テキスト: FOREIGN KEY 文節で &2 の &1 が正しくない。

原因:

CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメント
の FOREIGN KEY 参照制約の定義で、REFERENCES 文
節に &2 のビューまたは論理ファイル &1 が指定されて
います。FOREIGN KEY 文節にビューおよび論理ファイ
ルを指定することはできません。

回復手順:
親キーを含む基本テーブルを FOREIGN KEY 文節に指定
してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -157

SQLSTATE: 42810

SQL0158

メッセージ・テキスト: 指定された欄の数が矛盾している。
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原因:

次のいずれかが起こっています。

v CREATE VIEW ステートメントのビューに指定された
列名の数が、次の SELECT 文節に指定された要素の数
と同じではありません。

v CREATE TABLE ステートメントのテーブルに指定さ
れた列名の数が、次の SELECT 文節に指定された要素
の数と同じではありません。

v 相関文節に指定された列名の数が、テーブル、派生テ
ーブル、またはテーブル関数の要素数と同じではあり
ません。

v 共通テーブル式の列リストに指定された列名の数が、
副選択に指定された要素数と同じではありません。

v ユーザー定義テーブル関数の RETURNS TABLE 文節
に指定された列数が、RETURN ステートメントの副選
択で指定された要素数と同じではありません。

回復手順:
ビュー、テーブル、またはテーブル関数に各列の列名を指
定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -158

SQLSTATE: 42811

SQL0159

メッセージ・テキスト: &2 の &1 が正しいタイプでない。

原因:

DROP INDEX、DROP VIEW、DROP ALIAS、
COMMENT ON INDEX、COMMENT ON ALIAS、
RENAME INDEX、または REFRESH TABLE ステートメ
ントが指定されていますが、&2 の &1 が正しいタイプで
はありません。 DROP INDEX を使用できるのは索引を
除外する場合だけです。DROP VIEW を使用できるのは
ビューを除外する場合だけです。 DROP ALIAS を使用
できるのは、別名を除外する場合だけです。COMMENT

ON INDEX を使用できるのは索引に注記付けする場合だ
けです。COMMENT ON ALIAS を使用できるのは、別名
に注記付けする場合だけです。RENAME INDEX を使用
できるのは索引を名前変更する場合だけです。REFRESH

TABLE は、実体化された QUERY テーブルを最新表示
する場合にのみ使用できます。
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回復手順:

次の 1 つを実行して問題を訂正し、要求をやり直してく
ださい。これが DROP ステートメントの場合：

v &1 が索引の場合には、DROP INDEX ステートメント
を使用してください。

v &1 がビューの場合には、DROP VIEW ステートメン
トを使用してください。

v &1 がテーブルの場合には、DROP TABLE ステートメ
ントを使用してください。

v &1 が別名の場合には、DROP ALIAS ステートメント
を使用してください。 これが COMMENT ON INDEX

または COMMENT ON ALIAS ステートメントで、&1

がテーブルまたはビューの場合には、COMMENT ON

TABLE ステートメントを使用してください。 これが
RENAME INDEX ステートメントで、&1 がテーブル
またはビューの場合に は、RENAME TABLE ステート
メントを使用してください。これが REFRESH TABLE

ステートメントの場合には、実体化された QUERY テ
ーブルを指定してください。

SQLCODE: -159

SQLSTATE: 42809

SQL0160

メッセージ・テキスト:
&2 のビュー &1 に WITH CHECK OPTION を指定する
ことはできない。

原因:

選択ステートメントに少なくとも次の 1 つが入っている
ので、CREATE VIEW ステートメントで &2 のビュー
&1 に対して WITH CHECK OPTION 文節を指定するこ
とはできません。

v 最初の FROM 文節が複数のテーブルまたはビューを識
別している。

v 最初の SELECT 文節に DISTINCT キーワードが入っ
ている。

v 外部副選択に GROUP BY 文節が入っている。

v 外部副選択に HAVING 文節が入っている。

v 外部副選択に列関数が入っている。

v 外部副選択中のすべての選択項目が式である。

v SELECT ステートメントに副選択が含まれている。

v WITH CASCADED CHECK OPTION 文節が指定され
ていて、FROM 文節のビューに副選択が含まれてい
る。

v 決定的でないユーザー定義関数が、外部副選択でない
副選択の選択リストの中にある。

v 決定的でないユーザー定義関数 (RAND など) が、外
部副選択でない副選択の選択リストの中にある。

回復手順: WITH CHECK OPTION 文節を除去してください。
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SQLCODE: -160

SQLSTATE: 42813

SQL0161

メッセージ・テキスト:
結果の行が &2 のビュー定義 &1 を満足しないので、
INSERT または UPDATE を行うことができない。

原因:

結果の行が &2 の &1 のビュー定義を満足しなかったの
で、 INSERT または UPDATE を行うことができません
でした。このビューまたはその基礎になっているビューの
いずれかに WITH CHECK OPTION 文節が入っていま
す。

回復手順:
挿入または更新するデータを、ビュー定義に適合するよう
に変更してください。

SQLCODE: -161

SQLSTATE: 44000

SQL0170

メッセージ・テキスト: 関数 &1 の引き数の数が正しくない。

原因:

スカラーまたは列関数に指定された引き数の数が正しくあ
りません。

v SUBSTRING 関数に 2 つまたは 3 つの引き数が指定
されている可能性がある。

v ZONED、STRIP、TRIM、VARCHAR、
VARGRAPHIC、 CLOB、 DBCLOB、および
DLVALUE 関数に 1 つから 3 つまでの引き数が指定
されている可能性がある。

v DECIMAL 関数に 1 つから 4 つまでの引き数が指定
されている可能性がある。

v CHAR、TIMESTAMP、および BLOB 関数に 1 つまた
は 2 つの引き数が指定されている可能性がある。

v VALUE、COALESCE、MAX、MIN、LAND、LOR、お
よび XOR 関数には少なくとも 2 つの引き数がなけれ
ばならない。

v MOD、POWER™、CONCAT、IFNULL、および LEFT

関数には 2 つの引数が必要です。

v CURDATE、CURTIME、および NOW 関数は引き数な
しで指定しなければならない。

v TRANSLATE 関数には 1-4 個の引き数がなければなら
ない。

回復手順:
関数に指定する引き数の数を訂正してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -170

SQLSTATE: 42605
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メッセージ・テキスト: 関数 &2 の引き数 &1 が正しくない。
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原因:

指定した関数 &2 の引き数 &1 のデータ・タイプ、長
さ、または値が正しくありません。一部の関数の条件のリ
ストは次の通りです。

v CONCAT の場合には、すべてのオペランドに互換性が
なければならない。

v SUBSTRING の場合には、引き数 1 はストリングで、
引き数 2 および 3 は整数。

v DATE の場合には、引き数 1 は日付、時刻スタンプ、
または有効な数値。

v TIME の場合には、引き数 1 は時刻または時刻スタン
プ。

v TIMESTAMP の場合には、引き数を 1 つしか指定しな
い場合には時刻スタンプとすることができる。引き数
を 2 つ指定する場合には、引き数 1 は日付でなけれ
ばならず、引き数 2 は時刻。

v DAY、MONTH、または YEAR の場合には、引き数は
日付、時刻スタンプ、または日付または時刻スタンプ
の間隔。

v HOUR、MINUTE、または SECOND の場合には、引き
数は時刻、時刻スタンプ、時刻または時刻スタンプの
間隔。

v DAYS の場合には、引き数は日付または時刻スタン
プ。

v MICROSECOND の場合には、引き数は時刻スタンプま
たは時刻スタンプ間隔。

v VALUE、COALESCE、IFNULL、MIN、または MAX

スカラー関数の場合には、すべての引き数が矛盾しな
いものとする。

v STRIP の場合には、引き数 1 はストリングでなけれ
ばならず、引き数 3 は矛盾しないものとする。引き数
2 は LEADING、TRAILING、または BOTH。

v TRIM の場合には、最後の引き数はストリングでなけ
ればならず、ストリップ文字は矛盾しないものとす
る。

v TRANSLATE、UPPER、UCASE、LCASE、または
LOWER の最初の引き数は文字または UCS-2 または
UTF-16 グラフィック。TRANSLATE の最初の引き数
が文字の時には、3 つの任意指定引き数はストリン
グ。

v VARCHAR、VARGRAPHIC、CLOB、DBCLOB、また
は BLOB の場合には、引き数 1 はストリング。引き
数 2 は有効な整数。引き数 3 (使用可能な場合) は有
効な CCSID。

v DLVALUE の場合には、引き数は文字列。

v 関数または引き数が *N の場合には、このステートメ
ントに入っている関数の引き数が正しくない。
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回復手順:

スカラー関数について詳しくは、『&3612.』を参照してく
ださい。この関数に指定されている引き数を訂正します。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -171

SQLSTATE: 42815

SQL0175

メッセージ・テキスト:
COMMIT、ROLLBACK、または SAVEPOINT に失敗しま
した。

原因:

理由コード &2 のためにコミット、ロールバック、また
は SAVEPOINT に失敗しました。 作業論理単位識別名は
&1 です。理由コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- トランザクション・プログラム・エラーが起こっ
た。

v 2 -- コミットの結果としてロールバックとなった。

v 3 -- 要求されたトランザクション操作に失敗した。

v 4 -- SAVEPOINT 操作に失敗した。

回復手順:
ジョブ・ログ中の前のメッセージを表示して、適切な処置
を取ってください。

SQLCODE: -175

SQLSTATE: 58028

SQL0177

メッセージ・テキスト: CHECK 条件テキストが長すぎます。

原因:

CHECK 制約の CHECK 条件テキストが 2000 バイトよ
り長く、SYSCHKCST カタログ・ビューに収まりませ
ん。CHECK 条件テキストをシステム・カタログ・ビュー
に記憶することができません。SYSCHKCST カタログ・
ビューの CHECK_CLAUSE 列には、この制約について
NULL 値が入れられます。

回復手順:

回復処置は不要です。システム・カタログ・ビューに完全
なテキストが必要な場合には、 1 つの大きな CHECK 制
約の代わりに複数の CHECK 制約の使用を考慮してくだ
さい。

SQLCODE: +177

SQLSTATE: 01009

SQL0178

メッセージ・テキスト: &2 のビュー &1 の QUERY 式テキストが長すぎる。
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原因:

&2 のビュー &1 用の QUERY 式テキストが 10000 バイ
トより長くなっていて、SYSVIEWS カタログ・ビューに
収まりません。このステートメント・テキストをシステ
ム・カタログ・ビューに記憶させることはできません。こ
のビューについては、NULL 値が SYSVIEWS カタロ
グ・ビューの VIEW_DEFINITION 列に入れられます。

回復手順:

回復処置は不要です。完全なテキストがシステム・カタロ
グ・ビューで必要な場合には、そのビューを QUERY 式
の長さを 10000 バイト以下にして再作成してください。

SQLCODE: +178

SQLSTATE: 0100A

SQL0180

メッセージ・テキスト: 日付、時刻、または時刻スタンプ値の構文が正しくない。

原因:

日付、時刻、または時刻スタンプの値のストリング表現
が、指定または暗黙のデータ・タイプおよび形式の構文に
従っていません。 &2 は正しくない文字ストリング定数
であるか、あるいはストリングが入っていた列またはホス
ト変数です。名前が *N の場合には、値はステートメン
トに指定された式です。ストリングがホスト変数で見つか
った場合には、ホスト変数番号は &1 です。

回復手順:

日付、時刻、または時刻スタンプの値がそれぞれの表すデ
ータ・タイプの構文に従っているかどうかを確認してくだ
さい。要求をやり直してください。

SQLCODE: +180、-180

SQLSTATE: 01534、22007

SQL0181

メッセージ・テキスト:
日付、時刻、または時刻スタンプ・ストリングの値が正し
くない。
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原因:

日付、時刻、または時刻スタンプの値のストリング表現
が、受け入れ可能な範囲にありません。&2 は正しくない
文字ストリング定数であるか、あるいはストリングが入っ
ていた列またはホスト変数です。名前が *N の場合に
は、値はステートメントに指定された式で見つかりまし
た。値がホスト変数で見つかった場合には、ホスト変数番
号は &1 です。日付、時刻、または時刻スタンプ値の正
しい範囲は次の通りです。

v 年の範囲は 0001 から 9999 です。

v 月の範囲は 1 から 12 です。

v 日の範囲は、4 月、6 月、9 月、および 11 月の場合
は 1 から 30、2 月の場合は 1 から 28、その他の月
の場合は 1 から 31 です。うるう年の 2 月は、日の
範囲を 1 から 29 とすることができます。

v 年間通算日の日の範囲は、うるう年の場合は 001 から
366 で、その他の年は 001 から 365 です。

v 時間の範囲は 0 から 24 です。時間が 24 の場合に
は、時刻の値のその他の部分はゼロでなければなりま
せん。時刻形式が USA の場合には、時間を 12 より
大きくすることはできません。

v 分の範囲は 0 から 59 です。

v 秒の範囲は 0 から 59 です。

v マイクロ秒の範囲は 0 から 999999 です。

回復手順:

日付、時刻、または時刻スタンプの値がそれぞれの表すデ
ータ・タイプの範囲に従っているかどうかを確認してくだ
さい。要求をやり直してください。

SQLCODE: +181、-181

SQLSTATE: 01534、22007

SQL0182

メッセージ・テキスト: 日付、時刻、または時刻スタンプの式が正しくない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v 加算のオペランドの一方が日付で、他方が日付期間に
なっていない。

v 加算のオペランドの一方が時刻で、他方が時刻期間に
なっていない。

v 加算のオペランドの一方が時刻スタンプで、他方が期
間になっていない。

v 減算のオペランドの一方が日付で、他方が日付、文
字、または日付期間になっていない。

v 減算のオペランドの一方が時刻で、他方が時刻、文
字、または時刻期間になっていない。

v 減算のオペランドの一方が時刻スタンプで、他方が時
刻スタンプ、文字、または期間になっていない。
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回復手順:

演算式に正しい日付、時刻、または時刻スタンプ式が含ま
れるように演算式を訂正してください。要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -182

SQLSTATE: 42816

SQL0183

メッセージ・テキスト: 日付または時刻スタンプの式の結果が正しくない。

原因:

演算操作の結果が、日付の有効な範囲である 0001-01-01

から 9999-12-31 までの範囲にない日付または時刻スタン
プになっています。結果が YMD、MDY、DMY、または
JUL の形式の日付である場合には、年は 1940 から 2039

でなければなりません。 これが FETCH、組み込み
SELECT、SET または VALUES INTO の場合、INTO 文
節中のホスト変数の相対位置は &1 であり、ホスト変数
名は &2 です。

回復手順:

演算式を訂正するか、あるいはエラーが起こった時刻に処
理中であったデータを訂正してください。日付の形式が
YMD、MDY、DMY または JUL で、結果が 1940 から
2039 でない場合には、日付の形式に USA、ISO、EUR、
または JIS を指定して ください。日付の形式は STRSQL

または CRTSQLXXX コマンドで指定することができ、ま
た、CHGJOB コマンドを使用してジョブで変更すること
ができます。要求をやり直してください。

SQLCODE: +183、-183

SQLSTATE: 01535、22008

SQL0184

メッセージ・テキスト:
式の中でパラメーター・マーカーを使用することはできな
い。

原因:
日付/時刻演算式のオペランドとしてパラメーター・マー
カーを使用することはできません。

回復手順: 算術式を訂正します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -184

SQLSTATE: 42610

SQL0187

メッセージ・テキスト: ラベル付き期間の使用は正しくない。
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原因:

次のいずれかが起こっています。

v ラベル付き期間が指定されているが、演算子プラスま
たはマイナスのオペランドになっていない。

v 年、月、または日のラベル付き期間が加算または減算
のオペランドとして指定されていて、他のオペランド
が日付または時刻スタンプになっていない。

v 時、分、または秒のラベル付き期間が加算または減算
のオペランドとして指定されていて、他のオペランド
が時刻または時刻スタンプになっていない。

v マイクロ秒のラベル付き期間が加算または減算のオペ
ランドとして指定されていて、他のオペランドが時刻
スタンプになっていない。

v ラベル付き期間が減算の左オペランドとして指定され
ている。

v ラベル付き期間に指定された値が数字タイプになって
いない。

回復手順:
ラベル付き期間の使用を訂正します。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -187

SQLSTATE: 42816

SQL0188

メッセージ・テキスト: &1 は名前の正しいストリング表現でない。
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原因:

ホスト変数に、次の理由の 1 つのために正しくない名前
のストリング表現が入っています。理由は次の 1 つで
す。

v ホスト変数が空である。

v 最初の文字がピリオド、スラッシュ、またはブランク
になっている。

v 識別コードの数が、オブジェクトの名前に許される最
大数を超えている。たとえば、ホスト変数はテーブル
名を識別しますが、ホスト変数には 4 つ以上の識別コ
ードが入っています。テーブル名には最大 3 つの識別
コードを入れることができます。リレーショナル・デ
ータベース名には、最大 1 つの識別コードを入れるこ
とができます。

v 識別コードが長すぎる。

v 区切り文字付き識別コードに入っていないピリオドの
後に、ピリオドまたはブランクが続いている。

v 区切り文字付き識別コードに入っていないスラッシュ
の後に、スラッシュまたはブランクが続いている。

v ブランクの後にブランク以外の文字が続いている。

v 区切り文字付き識別コードに文字が入っていない。

v 区切り文字付き識別コードの後に、ピリオド、スラッ
シュ、またはブランク以外の文字が続いている。

v 区切り文字付き識別コードから、終わり区切り文字が
脱落している。

回復手順: 名前を訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -188

SQLSTATE: 22503、28000、2E000

SQL0189

メッセージ・テキスト: コード化文字セット識別コード &1 は正しくない。

第 5 章 SQL メッセージの概念 65



SQL0189

原因:

次の理由の 1 つにより、コード化文字セット識別コード
(CCSID)&1 が正しくありません。

v CCSID が EBCDIC ではない。

v CCSID がシステムによってサポートされていない。

v データ・タイプに対して CCSID が正しくない。

v グラフィック・データに CCSID を指定する場合には、
CCSID は DBCS CCSID でなければならない。

v UCS-2 または UTF-16 データに CCSID を指定する場
合には、CCSID は UCS-2 または UTF-16 CCSID でな
ければならない。

v CCSID を CLOB、DBCLOB、または DATALINK デー
タに指定する場合には、CCSID は 65535 にしてはいけ
ません。

v FILE LINK CONTROL をもつ DATALINK 列が複数あ
る場合には、それらの列はすべて同じ CCSID をもたな
ければならない。

v NORMALIZED 文節は、UTF-8 または UTF-16 CCSID

の場合にしか指定できない。

回復手順:

ステートメント中のすべての CCSID 値がシステムでサポ
ートされていて、このデータ・タイプに有効であることを
確認してください。有効な CCSID 値のリストについて
は、Information Center を参照してください。

SQLCODE: -189

SQLSTATE: 22522

SQL0190

メッセージ・テキスト: &2 の &1 の欄 &3 の属性が矛盾している。
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原因:

&2 の &1 の列 &3 に指定された属性が既存の列の属性
と矛盾しています。データ・タイプ、長さ、または文節の
いずれかが正しくありません。

v 数値の列を数値でないタイプの列に変更することはで
きません。

v 文字列を DATE、TIME、TIMESTAMP、または数値列
に変更することはできません。

v DATE、TIME、または TIMESTAMP 列を文字または数
値列に変更することはできません。

v 文字の列を DBCS 専用列に変更することはできませ
ん。

v 文字、グラフィック・データ・リンク、またはユニコ
ードの列は CCSID が非互換の列には変更できません。

v バイナリーの列をバイナリーでない列には変換できま
せん。

v バイナリーでない列をバイナリーの列には変換できま
せん。

v データ・リンク列はそれより長さが短い列には変更で
きません。

v タイプが新しいタイプにプロモート可能なものであれ
ば、列をユーザー定義タイプに変更することができま
す。ユーザー定義タイプの列は、別のタイプに変更で
きません。

v 列はデータ・リンクとの間では変更できません。

v NULL 値を使用できる列の長さは、固定長文字または
固定長バイナリーの場合は 32765、 可変長文字または
可変長バイナリーの場合は 32739、固定長グラフィッ
クの場合は 16382、および可変長グラフィックの場合
は 16369 を超えることはできません。データ・リンク
列の長さは 32717 より大きくできません。 バイナリ
ーまたは文字 LOB 列の長さは 2147483647 より大き
くできません。 2 バイト LOB 列の長さは
1073741823 より大きくできません。 DBCS 混用列の
長さを 4 未満とすることはできません。

v 識別属性を指定できるのは、識別列として定義された
列に対してだけです。識別列に DROP NOT NULL を
指定することはできません。

v DROP DEFAULT を指定できるのは、既存の列に対し
て省略時の値が定義されていて、その列に NULL 属性
として NOT NULL が含まれていない場合だけです。

v 列は ROWID データ・タイプとの間では変更できませ
ん。

回復手順:
列 &3 と矛盾しない属性を指定してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -190

SQLSTATE: 42837
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メッセージ・テキスト:
混合データまたは UTF-8 データの形式が正しくありませ
ん。

原因:

混合データ・ストリングまたは UTF-8 データ・ストリン
グの形式が正しくありません。混合データの場合には、す
べてのシフトアウト文字 (’0E’) に対応するシフトイン文
字 (’0F’) がなければなりません。これらの文字が対にな
っていない場合には、そのデータは正しくありません。変
換は列またはホスト変数 &2 から列またはホスト変数 &4

に向けて行われました。

回復手順:

すべての混合文字データに対のシフト文字があること、お
よびすべての UTF-8 データが有効であることを確認して
ください。 UTF-8 に関して詳しくは、Information Center

の『プログラミング・サポート』のトピックを参照してく
ださい。

SQLCODE: +191、-191

SQLSTATE: 01547、22504

SQL0192

メッセージ・テキスト: 変換関数の引き数が正しくない。

原因:

TRANSLATE、UCASE、UPPER、LCASE、または
LOWER スカラー関数の引き数が DBCS 専用ストリング
になっています。引き数は SBCS、DBCS 混用、または
DBCS 択一でなければなりません。

回復手順:
関数の引き数を有効な値に変更してください。要求をやり
直してください。

SQLCODE: -192

SQLSTATE: 42937

SQL0194

メッセージ・テキスト: KEEP LOCK は使用できません。

原因:

カーソル &1 について KEEP LOCK が指定されました
が、カーソルが読み取り専用にオープンされていないの
で、使用することができません。ロックを維持できるよう
にするためには、カーソルが読み取り専用にオープンされ
ていなければなりません。読み取り専用カーソルの説明に
ついては、『&4611』を参照してください。

回復手順:
KEEP LOCK は指定しないか、あるいは読み取り専用の
カーソルを指定してください。

SQLCODE: -194

SQLSTATE: 42948

SQL0195

メッセージ・テキスト: &2 の &1 の最後の欄を除去することはできません。
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原因:

ALTER TABLE ステートメントを使用して 1 つまたは複
数の列を除去しようとしました。テーブルの変更時には少
なくとも 1 つの既存の列を保存しておかなければならな
いために、&2 のテーブル &1 から列を除去することはで
きません。

回復手順:

ALTER ステートメントが完了した後では、&2 のテーブ
ル &1 に少 なくとも 1 つの列があるようにしてくださ
い。列の 1 つから DROP を除去して要求をやり直す
か、あるいはすべての列を除去しなければならない場合に
は、そのテーブルを除去してから再びテーブルを作成して
ください。

SQLCODE: -195

SQLSTATE: 42814

SQL0196

メッセージ・テキスト: &2 の &1 の欄 &3 を除去することはできない。

原因:

列 &3 を除去しようとしました。ビュー、制約、または
索引が列に依存していて、RESTRICT が指定されている
か、あるいは列がパーティション・キーの一部であるの
で、列を除去することはできません。

回復手順:

列およびその列に依存しているビュー、制約、または見出
しを除去するためには、ALTER TABLE ステートメント
に CASCADE を指定してください。列がパーティショ
ン・キーの一部である場合には、ALTER TABLE ステー
トメントに DROP PARTITIONING を指定してパーティ
ション・キーから列を取り除いてください。要求をやり直
してください。

SQLCODE: -196

SQLSTATE: 42817

SQL0197

メッセージ・テキスト: 欄 &1 を修飾することができない。

原因:

UNION、EXCEPT、または INTERSECT 演算子を指定し
た場合には、SELECT ステートメントの ORDER BY 文
節中の列名を修飾することはできません。

回復手順:

列名から修飾子を除去してください。ORDER BY 文節に
指定された名前が結果表の指定された列であることを確認
してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -197

SQLSTATE: 42877

SQL0198

メッセージ・テキスト: SQL ステートメントが空またはブランクである。
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原因:

SQL ステートメントが空またはブランクです。次のいず
れかが起こっています。

v プリコンパイル中に示された SQL ステートメントが
EXEC SQL と終わりの区切り文字との間にテキストを
もっていない。ステートメントは無視されます。

v SQL ステートメントを含むプログラムの実行中に、
PREPARE または EXECUTE IMMEDIATE ステートメ
ントのオペランドがブランクか空。PREPARE または
EXECUTE IMMEDIATE ステートメントのオブジェク
トであるオペランド、ホスト変数、またはリテラル・
ストリングがすべてブランクを含んでいるか、あるい
は空ストリングです。

回復手順:

プリコンパイル中の場合には、ステートメントを訂正する
かあるいはそれを取り除いて、プログラムのプリコンパイ
ルをやり直してください。 SQL ステートメントを含むプ
ログラムの実行中の場合には、 PREPARE または
EXECUTE IMMEDIATE ステートメントを出す前に正し
い SQL ステートメントが指定されるように、プログラム
の論理を訂正してください。

SQLCODE: -198

SQLSTATE: 42617

SQL0199

メッセージ・テキスト:
キーワード &1 は必要ではありません。有効なトークン
は &2 です。

原因:

キーワード &1 はここでは不要です。キーワード &1 で
構文エラーが検出されました。有効なトークンの部分リス
トは &2 です。このリストは、ステートメントが要求し
ないキーワードまでは正しいと見なされます。エラーはス
テートメントの始めの方にある可能性がありますが、ステ
ートメントの構文はこの時点までは正しいものと考えられ
ます。

回復手順:

指定されたキーワードの範囲にある SQL ステートメント
を調べてください。 コロンまたは SQL 区切り文字が抜
けているものと考えられます。 SQL では、予約語を名前
として使用する場合には、それらを区切る必要がありま
す。 SQL ステートメントを訂正して、要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -199

SQLSTATE: 42601

SQL0203

メッセージ・テキスト: 名前 &1 があいまいです。

70 iSeries: SQL メッセージおよびコード



SQL0203

原因:

名前 &1 は次の理由のいずれかのためにあいまいです。

v FROM 文節に指定された 2 つまたはそれ以上のテー
ブルに名前 &1 の列が入っている。指定された名前は
テーブルの列名またはシステムの列名を指示すること
ができます。

v 名前は ORDER BY 文節に指定され、2 つ以上の結果
の列名と同じ。

v SQL トリガーに指定されている OLD_ROW および
NEW_ROW と、ルーチン本体内で指定されている遷移
変数が修飾されていない。

回復手順:

列名をテーブル名または相関名で修飾するか、あるいは
AS 文節を使用して、ORDER BY 文節に指定できる固有
の結果の列名を提供してください。トリガーの遷移変数を
OLD_ROW または NEW_ROW に指定した名前で修飾し
ます。要求をやり直してください。

SQLCODE: -203

SQLSTATE: 42702

SQL0204

メッセージ・テキスト: &2 のタイプ *&3 の &1 が見つからない。

原因:

&2 のタイプ *&3 の &1 が見つかりませんでした。これ
が ALTER TABLE ステートメントで、タイプが *N の
場合には、制約またはパーティションが見つかっていませ
ん。これが ALTER TABLE ステートメントでなく、タイ
プが *N の場合には、関数、プロシージャー、またはト
リガーが見つかりませんでした。関数が見つからなかった
場合には、&1 はこの関数を含むサービス・プログラムで
す。外部名と使用法名が正確に一致しない限り、関数は見
つかりません。ジョブ・ログを調べて、検索中の関数名お
よび一致しない名前についての詳細を示すメッセージを見
つけてください。

回復手順:

名前を変更して、要求をやり直してください。オブジェク
トがノード・グループの場合には、 DB2 マルチシステム
製品がシステム上にインストール済みであることを確認し
て、CRTNODGRP CL コマンドを使用してノード・グル
ープを作成してください。外部関数が見つからなかった場
合には、CREATE FUNCTION ステートメントの
EXTERNAL NAME の大文字小文字がサービス・プログ
ラムによってエクスポートされた名前の大文字小文字と正
確に一致しているかを確認してください。

SQLCODE: +204、-204

SQLSTATE: 01532、42704

SQL0205

メッセージ・テキスト: 列 &1 が &3 のテーブル &2 にない。
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原因:
&1 という名前の列はスキーマ &3 のテーブルまたはビュ
ー &2 に存在していません。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 列名、テーブル名、およびすべての修飾子が正しく指
定されていることを確認する。

v 列が修飾されていない場合には、列 &1 はテーブル
&2 にはありません。列は最初テーブル &2 に見つか
りましたが、存在していません。列が現在別のテーブ
ルで使用可能であり、このステートメントによって参
照される場合には、プリコンパイルの必要なことがあ
ります。

v 複数のテーブルが SQL ステートメントで参照される場
合には、列名を修飾する必要があります。

v これが CREATE TABLE ステートメントで、作成中の
テーブルに対するパーティション・キーまたは制約に
列 &1 が指定された場合には、列 &1 の列定義を追加
するか、あるいは制約またはパーティション・キーか
らそれを除去してください。

SQLCODE: -205

SQLSTATE: 42703

SQL0206

メッセージ・テキスト: 指定されたテーブルに欄 &1 がない。

原因:

&1 は &3 中のテーブル &2 の列ではありません。テー
ブルが *N の場合には、&1 は参照できるどのテーブルま
たはビューの列でもありません。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 列名およびテーブル名がステートメントに正しく指定
されていることを確認してください。

v これが SELECT ステートメントの場合には、必要なす
べてのテーブルが FROM 文節に指定されていることを
確認してください。

v 列が相関参照であると意図されていた場合には、正し
いテーブル指定子で列を修飾してください。

SQLCODE: -206

SQLSTATE: 42703

SQL0208

メッセージ・テキスト: ORDER BY 欄 &1 または式が結果のテーブルにない。

原因:

列 &1 が ORDER BY 文節に指定されていますが、
UNION、EXCEPT、または INTERSECT 演算子が指定さ
れている時に、それが結果表の名前付き列を示していない
ので有効でありません。各 SELECT リスト対応する列に
同じ名前がある場合には、結果の列に名前が指定されま
す。

72 iSeries: SQL メッセージおよびコード



SQL0208

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v UNION、EXCEPT、または INTERSECT が指定された
場合には、 &1 が名前のついた結果の列であることを
確認する。

v ORDER BY 文節で &1 の代りに数値の列識別コード
を指定する。

SQLCODE: -208

SQLSTATE: 42707

SQL0212

メッセージ・テキスト: 重複したテーブル指定子 &1 は正しくない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v 副選択の FROM 文節中に名前 &1 のテーブル指定子
が複数個あります。相関名が指定されている場合に
は、その相関名はテーブル指定子です。これが指定さ
れていない場合には、テーブル名またはビュー名がテ
ーブル指定子です。 SQL での命名が指定されている場
合には、テーブル名は暗黙または明示のスキーマ名と
その後に続く実際のテーブル名とから構成されていま
す。システムの命名方式が指定されている場合には、
テーブル名そのものが修飾子なしでテーブル指定子と
して使用されます。テーブル指定子は副選択の各レベ
ルで固有としなければなりません。

v CREATE TRIGGER ステートメントの REFERENCING

文節中に指定されている名前が固有でありません。
NEW および OLD 相関名に指定されている名前と、
NEW_TABLE および OLD_TABLE の名前は固有でな
ければならず、トリガーを定義しようとしているテー
ブルと同じにしてはいけません。

回復手順:

副選択の同じレベルについて FROM 文節のすべてのテー
ブルに固有のテーブル指定子があるかどうかを確かめてく
ださい。スキーマ名/テーブル名を使用して列を修飾する
ことはできないので、テーブル名を固有とするか、あるい
は相関名を指定しなければなりません。 CREATE

TRIGGER ステートメントの REFERENCING 文節中に固
有の名前を指定します。エラーを訂正して、要求をやり直
してください。

SQLCODE: -212

SQLSTATE: 42712

SQL0213

メッセージ・テキスト: パラメーター &1 が &3 のルーチン &2 にない。

原因:
名前 &1 のパラメーターは、スキーマ &3 のルーチン
&2 に存在していません。
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回復手順:

パラメーター名、ルーチン名、および修飾子が正しく指定
されていることを確認してください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -213

SQLSTATE: 42703

SQL0214

メッセージ・テキスト: ORDER BY 式が正しくない。

原因:

位置 &1 の ORDER BY 文節の式が理由コード &3 のた
めに正しくありません。 1 - SELECT ステートメントに
UNION、EXCEPT、または INTERSECT が入っていま
す。 2 - SELECT 文節に DISTINCT が指定され、式また
は列を選択リストの式または列と正確に一致させることが
できません。 3 - 選択リストが列関数を使用している
か、あるいは GROUP BY 文節があり、式が列関数でな
いかまたは選択リストの式と正確に一致しません。 4 -

ORDER BY 文節の列関数にはグループ化が必要です。

回復手順:

理由コード &3 用にリストされた変更を行って、要求を
やり直してください。 1 - ORDER BY 文節から式を取
り除いてください。 2 - SELECT 文節から DISTINCT を
取り除くか、あるいは ORDER BY 式を、数値列識別コ
ードまたは列名を使用して選択リスト項目を参照するよう
に変更してください。 3 - ORDER BY 文節中の式を列
関数に変更するか、あるいは数値列識別コードまたは列名
を使用するように変更してください。 4 - GROUP BY

文節を追加するか、あるいは ORDER BY 文節からその
列関数を取り除いてください。

SQLCODE: -214

SQLSTATE: 42822

SQL0221

メッセージ・テキスト: 行 &2 の数が正しくない。

原因:

ブロック化 FETCH、ブロック化 INSERT、または SET

RESULT SETS ステートメントは無効です。指定した行
数が 0 から 32767 の範囲内でないか、あるいはホスト構
造配列の次元より大きくなっています。指定された行数は
&2 で配列の次元は &3 です。これが FETCH ステート
メントである場合には、カーソル名は &1 です。

回復手順:

行数が 0 から 32767 の範囲内であり、配列の次元以下で
あることを確認するか、あるいは配列のサイズを大きくし
てください。

SQLCODE: -221

SQLSTATE: 42873
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メッセージ・テキスト:
FETCH が正しくありません。カーソル &1 がスクロール
可能でありません。

原因:

カーソル &1 に PRIOR、FIRST、LAST、BEFORE、
AFTER、CURRENT、または RELATIVE を指定して
FETCH ステートメントが指定されましたが、カーソル
&1 がスクロール可能でありません。スクロール可能でな
いカーソルに使用できるのは NEXT だけです。

回復手順:

FETCH ステートメントで PRIOR、FIRST、LAST、
BEFORE、AFTER、CURRENT、または RELATIVE を指
定するためには、カーソルがスクロール可能でなければな
りません。スクロール可能なカーソルを作成するために
は、カーソル &1 の DECLARE CURSOR ステートメン
トに SCROLL キーワードを追加してください。
SCROLL は、カーソルに関連した準備済みステートメン
トの属性ストリングにも指定できます。

SQLCODE: -225

SQLSTATE: 42872

SQL0226

メッセージ・テキスト:
現在の行が削除されたか、またはカーソル &1 に対して
移動された。

原因:

スクロール可能カーソル &1 に FETCH CURRENT が指
定されました。現在の行は、削除または更新されていま
す。行が更新されている場合には、次の 1 つが起こって
います。

v 現在の行の ORDER BY 列の値が変更されている。

v 索引の列の値が変更されている。

v 列が変更されているので、もはやレコード選択基準に
適合しない。

回復手順:

FETCH ステートメントで NEXT、PRIOR、FIRST、
LAST、BEFORE、AFTER、 または RELATIVE を指定し
てカーソルを位置決めし、別の行を取り出してください。

SQLCODE: -226

SQLSTATE: 24507

SQL0227

メッセージ・テキスト: FETCH が正しくない。カーソル &1 は位置不明です。

原因:

カーソル &1 の前のブロック化 FETCH は、データベー
ス管理機能から検索された行のブロックを処理している途
中で、エラーになりました (SQLCODE &2、SQLSTATE

&3)。ブロック中に残った 1 つまたは複数の行を、エラ
ーの後で、プログラムに戻すことができず、カーソルの位
置も不明のままとなりました。 SQLSTATE が *N であ
る場合には、このエラーは不明です。
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回復手順:

カーソルをクローズして再びオープンし、その位置をセッ
トしてください。スクロール可能なカーソルの場合には、
FIRST、LAST、BEFORE、または AFTER を使用してカ
ーソルを位置指定することもできます。

SQLCODE: -227

SQLSTATE: 24513

SQL0228

メッセージ・テキスト:
カーソル &1 に SCROLL と同時の FOR UPDATE 文節
は正しくない。

原因:

カーソル &1 に FOR UPDATE 文節と SCROLL キーワ
ードが指定されています。 DYNAMIC キーワードも指定
されている場合を除き、SCROLL キーワードと同時 の
FOR UPDATE 文節は正しくありません。 SCROLL を指
定して DYNAMIC を指定しない場合には、そのカーソル
は読み取り専用です。 DYNAMIC SCROLL を指定した
場合には、そのカーソルは更新可能です。

回復手順:

読み取り専用のスクロール可能カーソルを宣言するために
は、 SCROLL キーワードを指定して、FOR UPDATE 文
節を指定しないでください。更新可能なスクロール可能カ
ーソルを宣言するためには、 DYNAMIC SCROLL を指
定してください。プログラムのプリコンパイルをやり直し
てください。

SQLCODE: -228

SQLSTATE: 42620

SQL0231

メッセージ・テキスト:
カーソル &1 の位置が、現在行の FETCH には正しくな
い。

原因:

スクロール可能なカーソル &1 に対して FETCH

CURRENT または FETCH RELATIVE 0 が指定されまし
た。カーソルがレコードに位置付けられていないので、こ
の操作は正しくありません。現在行の FETCH は、
FETCH BEFORE、FETCH AFTER、または結果的に +100

の SQLCODE となる FETCH の後では使用できません。

回復手順:
現在行を取り出す前に、カーソルがレコードに位置づけら
れていることを確かめてください。

SQLCODE: -231

SQLSTATE: 22006

SQL0237

メッセージ・テキスト:
SQLDA に十分な数の SQLVAR 項目が指定されていな
い。
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原因:

SQLDA に &2 個の SQLVAR 項目しか指定されていま
せん。少なくとも、記述しようとしている列の 1 つが特
殊タイプまたは LOB なので、 &3 個の SQLVAR 項目
が指定されていなければなりません。 2 次 SQLVAR 項
目はいずれも設定されていません。少なくとも列の 1 つ
が特殊タイプまたは LOB なので、列数の 2 倍の
SQLVAR 項目用のスペースが与えられていなければなり
ません。基本 SQLVAR 項目しか設定されていません。

回復手順:

特殊タイプまたは LOB に関する追加情報が必要なけれ
ば、処置は不要です。この情報が必要なら、SQLDA 内の
SQLN フィールドの値を、メッセージに示された値に増
やし、ステートメントを再投入する必要があります。

SQLCODE: +237

SQLSTATE: 01594

SQL0239

メッセージ・テキスト:
SQLDA に十分な数の SQLVAR 項目が指定されていな
い。

原因:

SQLDA に &1 個の SQLVAR 項目しか指定されていま
せん。少なくとも、記述しようとしている列の 1 つが特
殊タイプまたは LOB なので、&2 個の SQLVAR 項目が
指定されていなければなりません。SQLVAR 項目は設定
されていません。列のどれかが特殊タイプまたは LOB の
場合には、列数の 2 倍の SQLVAR 項目用のスペースが
与えられていなければなりません。SQLVAR 項目はいず
れも設定されていません。

回復手順:

特殊タイプまたは LOB 情報が必要な場合には、SQLN

フィールドの値を、メッセージに示された値に増やし、ス
テートメントを再投入する必要があります。特殊タイプま
たは LOB に関する追加情報が必要なければ、列数を収容
するだけの SQLVAR 項目しか提供しないステートメント
を再投入することができます。

SQLCODE: +239

SQLSTATE: 01005

SQL0242

メッセージ・テキスト: 区画名または区画番号 &1 が重複しています。

原因:

パーティション名またはパーティション番号 &1 はすで
に指定されています。パーティション名またはパーティシ
ョン番号は固有でなければなりません。

回復手順:
パーティションに固有の名前または番号を指定してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -242

SQLSTATE: 42713
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メッセージ・テキスト:
SENSITIVE カーソル &1 は、指定された SELECT ステ
ートメントには定義できません。

原因:

カーソル &1 は SENSITIVE として定義されています
が、 QUERY では一時結果表の作成が必要になります。
SENSITIVE カーソルは実装できません。

回復手順:

カーソルを ASENSITIVE または INSENSITIVE として再
定義するか、一時結果表の作成が必要でないように
QUERY を変更してください。

SQLCODE: -243

SQLSTATE: 36001

SQL0250

メッセージ・テキスト:
ローカル・リレーショナル・データベースがディレクトリ
ーに定義されていない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v 3 部分名が使用されたが、リレーショナル・データベ
ース名がリレーショナル・データベース・ディレクト
リーに定義されていない。

v 接続が試みられたが、リレーショナル・データベース
名がリレーショナル・データベース・ディレクトリー
に定義されていない。

v SQL ステートメントが CURRENT SERVER 特殊レジ
スターを使用しているが、ローカル・リレーショナ
ル・データベース名がリレーショナル・データベー
ス・ディレクトリーに定義されていない。

v SQL ステートメントが CURRENT SERVER 特殊レジ
スターを使用するビューを参照したが、ローカル・リ
レーショナル・データベース名がリレーショナル・デ
ータベース・ディレクトリーに定義されていない。

回復手順:

リレーショナル・データベース・ディレクトリー項目追加
(ADDRDBDIRE) コマンドを使用して、ローカル・リレー
ショナル・データベース名を定義してください。

SQLCODE: -250

SQLSTATE: 42718

SQL0251

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース名 &1 中の文字が正しく
ない。

原因:

リレーショナル・データベース名として正しくない文字で
ある #、@、.、または ¥ が &1 に含まれています。有効
な文字には、A から Z、0 から 9 および下線が含まれま
す。

回復手順: 名前を訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -251
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SQL0251

SQLSTATE: 2E000、42602

SQL0255

メッセージ・テキスト: &db2lcp. の QUERY エラー。

原因:

理由コードは &1 です。

v コード 1 -- 分散ファイルではネストされたテーブル式
からのスカラー副選択および横方向相関は使用できま
せん。

v コード 2 -- 一時分散ファイルの使用中にエラーが起こ
りました。

v コード 3 -- この QUERY では EXCEPT または
INTERSECT はサポートされていません。

v コード 4 -- 分散ファイルでは順序の使用はサポートさ
れていません。

回復手順:

訂正処置のリストは次の通りです。

v コード 1 の場合には、ネストされたテーブル式からの
スカラー副選択または相関を使用しないように QUERY

を変更してください。

v コード 2 の場合には、詳細について前のメッセージを
参照してください。

v コード 3 の場合には、QUERY から EXCEPT または
INTERSECT を取り除いてください。

v コード 4 の場合には、QUERY から順序を取り除いて
ください。

SQLCODE: -255

SQLSTATE: 42999

SQL0256

メッセージ・テキスト: &2 の制約 &1 を分散ファイルで使用できない。

原因:

&2 の制約 &1 は、次の理由のいずれかのために使用する
ことができません。

v パーティション・キーを構成する列は、外部キーを構
成する列のサブセットでなければなりません。この列
は任意の順序で表すことができます。

v 外部キーの制約の中の従属テーブルのノード・グルー
プは、親テーブルのノード・グループと一致していな
ければなりません。

回復手順:

パーティション・キーの中にあるすべての列がテーブルの
外部キーの中にもあることを確認してください。また、従
属テーブルと親テーブルが同じノード・グループで作成さ
れていることを確認してください。

SQLCODE: -256

SQLSTATE: 42998
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SQL0270

メッセージ・テキスト: 関数を &2 中のテーブル &1 に使用できません。

原因:

&2 中のテーブル &1 は分散テーブルまたはパーティショ
ン・テーブルです。この関数は、次の理由のいずれかのた
めに使用することができません。

v 分散テーブルまたはパーティション・テーブルのすべ
ての固有の索引または固有の制約はパーティション・
キーを構成する列のスーパーセットでなければならな
いために、固有の索引または固有の制約を使用するこ
とはできません。これが CREATE TABLE ステートメ
ントであって、PARTITIONING KEY 文節が指定され
ていない場合には、省略時のパーティション・キーは
1 次キーの最初の列またはテーブルの最初の有効な列
となります。

v パーティション・キー列の 1 つにあるデータが
UPDATE ステートメントによって変更され、強制的に
別のノードの行になっています。- テーブルに LOB 列
が入っています。分散テーブルの中では LOB 列は使
用できません。 - 実体化された QUERY テーブルのノ
ード・グループは、実体化された QUERY テーブルに
よって参照される 1 つ以上のテーブルのノード・グル
ープと異なっています。

回復手順:

すべての固有の索引または固有の制約にパーティション・
キーのすべての列が含まれていることを確認してくださ
い。パーティション・キー列のデータが変更されていない
か、あるいは同じノード内にある値に変更されていること
を確認してください。テーブルに LOB 列が入らないよう
にしてください。 実体化された QUERY テーブルが同じ
ノード・グループ内のテーブルを参照するようにしてくだ
さい。

SQLCODE: -270

SQLSTATE: 42990

SQL0301

メッセージ・テキスト: 入力ホスト変数 &2 または引き数 &1 は正しくない。

原因:

ステートメントの相対位置 &1 の値が、要求された操作
と互換性がないタイプです。この値はホスト変数 &2、
SQLDA の項目 &1、または CALL ステートメ ントの引
き数 &2 です。名前 *N は、ユーザーの SQLDA が使用
されたか、あるいは CALL ステートメントに定数または
特殊レジスターが指定されたことを示します。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 正しいタイプのホスト変数を使用する。

v 正しいタイプの変数を CALL の引き数に指定する。

v DECLARE PROCEDURE ステートメントのパラメータ
ー &1 に指定されたタイプを変更する。

SQLCODE: -301

80 iSeries: SQL メッセージおよびコード



SQL0301

SQLSTATE: 07006、42895

SQL0302

メッセージ・テキスト: 入力ホスト変数またはパラメーター &2 で変換エラー。

原因:

ステートメントで必要な属性に変換できない値が、
SQLDA のホスト変数 またはパラメーター &2 または項
目 &1 に入っています。 エラー・タイプ &3 が起こりま
した。エラー・タイプとその意味は次の通りです。

v 1 -- オーバーフロー。

v 2 -- 浮動小数点オーバーフロー。

v 3 -- 浮動小数点アンダーフロー。

v 4 -- 浮動小数点変換エラー。

v 5 -- 正確な結果でありません。

v 6 -- 数値データが無効です。

v 7 -- 2 バイト文字セット (DBCS) または UTF-8 デー
タが無効です。

v 8 -- 文字ホスト変数で C NUL 終了文字が抜けている
か、あるいはグラフィック・ホスト変数で二重 NUL

終了文字が抜けているので、プログラムは *CNULRQD

オプションを使用してコンパイルされました。

v 9 -- CALL ステートメントの文字またはバイナリー・
パラメーターへのホスト変数または定数のマッピング
時の切り捨て。

v 10 -- REXX アプリケーションにおける入力
SQLDATA 値から指定された SQLTYPE への非互換変
換。

v 11 -- UTF-8 文字データの変換時のオーバーフロー。ホ
スト変数名が *N で、ステートメントが FETCH の場
合には、SQLDA が指定されています。 パラメーター
名が *N で、ステートメントが CALL の場合には、
SQLDA、定数または特殊レジスターが指定されていま
す。

回復手順:

SQLDA の中のホスト変数またはパラメーター、あるいは
項目の値を、変換可能で有効となるように変更してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -302

SQLSTATE: 22001、22003、22023、22024

SQL0303

メッセージ・テキスト: ホスト変数 &2 は互換性がない。
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原因:

ホスト変数 &2 のデータ・タイプが対応するリスト項目
のデータ・タイプと互換性がないので、
FETCH、SELECT、CALL、SET、VALUES INTO、または
GET DIAGNOSTICS を実行することができません。

v 日付の値を選択する時には、文字ホスト変数は、年間
通算日の場合は少なくとも 6 バイト、MDY、
YMD、DMY 形式の日付の場合は少なくとも 8 バイ
ト、その他の形式の場合は少なくとも 10 バイト。

v 時刻の値を選択する時には、文字ホスト変数は USA

形式の場合には最小 8 バイト、その他の形式の場合に
は最小 5 バイトが必要。

v 時刻スタンプの値を選択する時には、文字ホスト変数
は最小 19 バイトが必要。

v ホスト変数が C NUL 終了文字で、プログラムが
*CNULRQD オプションでコンパイルされた場合には、
日付/時刻の値の NUL 終了文字のために追加のバイト
が必要。

v GET DIAGNOSTICS ALL の場合、ホスト変数は可変
長文字または可変長グラフィック。 INTO 文節、
SQLDA、または CALL ステートメントのホスト変数の
相対位置は &1 です。 ホスト変数名が *N の場合に
は、FETCH ステートメントに SQLDA が指定されて
います。

回復手順:

データ・タイプが対応するリスト項目のそれぞれに対応し
ていることを確認してください。日付、時刻、および時刻
スタンプ用のホスト変数が正しく定義されていることを確
認してください。

SQLCODE: -303

SQLSTATE: 22001、42806

SQL0304

メッセージ・テキスト: ホスト変数 &2 への割り当て時に変換エラー。
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原因:

FETCH、組み込み SELECT ステートメント、CALL ステ
ートメント、SET ステートメント、または VALUES

INTO ステートメントでホスト変数 &2 に値を戻す途中
で、エラー・タイプ &3 が起こりました。エラー・タイ
プのリストは次の通りです。

v エラー・タイプ 1 はオーバーフロー。

v エラー・タイプ 2 は浮動小数点オーバーフロー。

v エラー・タイプ 3 は浮動小数点アンダーフロー。

v エラー・タイプ 4 は浮動小数点変換エラー。

v エラー・タイプ 5 は正確でない結果。

v エラー・タイプ 6 は正しくない数字データ。

v エラー・タイプ 7 は正しくない 2 バイト文字セット
(DBCS) データ。ホスト変数の相対位置は &1 です。
ホスト変数名が *N の場合には、FETCH または
CALL ステートメントに SQLDA が指定されていま
す。

回復手順:

結果の値を入れることができるように SQLDA のホスト
変数または項目のサイズおよび (必要な場合には) タイプ
を変更するか、あるいは正しくないデータを訂正してくだ
さい。プログラムのプリコンパイルをやり直してくださ
い。

SQLCODE: +304、-304

SQLSTATE: 01515、01547、01565、22003、22023、22504

SQL0305

メッセージ・テキスト: 標識変数が必要である。

原因:

FETCH、組み込み SELECT、CALL、または SET あるい
は VALUES INTO ステー トメントが NULL 値になりま
したが、ホスト変数 &2 に標識変数が指定されていませ
ん。 INTO 文節またはパラメーター・リスト中のホスト
変数の相対位置は &1 です。ホ スト変数名が *N の場合
には、SQLDA が指定されています。

回復手順:
標識変数を指定して、プログラムのプリコンパイルをやり
直してください。

SQLCODE: -305

SQLSTATE: 22002、22004

SQL0306

メッセージ・テキスト: REXX 入力ホスト変数 &1 が定義されていない。

原因:

REXX 入力ホスト変数 &1 を含む SQL ステートメント
がありますが、この変数には値が割り当てられていないの
で、この変数は定義されていません。

第 5 章 SQL メッセージの概念 83



SQL0306

回復手順:

当該 SQL ステートメントで &1 のつづりが正しいこ
と、およびその SQL ステートメントが実行される前にこ
のホスト変数に値が割り当てられることを確認してくださ
い。

SQLCODE: -306

SQLSTATE: 42863

SQL0311

メッセージ・テキスト: 可変長または LOB ホスト変数の長さが正しくない。

原因:

ホスト変数 &2 が指定されました。可変長または LOB

ホスト変数の長さ部分の値が負であるか、あるいは宣言さ
れた長さより大きくなっています。ホスト変数がグラフィ
ックである場合には、この長さは DBCS 文字の数でなけ
ればなりません。 ホスト変数番号は &1 です。指定され
た長さは &4 です。この変数の長さは &3 と宣言されて
います。

回復手順:

可変長または LOB ホスト変数の長さ部分を、正しい正の
数またはゼロになるように変更してください。要求をやり
直してください。

SQLCODE: -311

SQLSTATE: 22501

SQL0312

メッセージ・テキスト: 変数 &1 が定義されていないか使用可能でありません。

原因:

変数 &1 が SQL ステートメントにありますが、次の条
件のいずれかが存在しています。

v 変数の宣言が存在していない。

v 属性は指定された使用法では正しくない。

v このホスト変数が動的 SQL で指定されている。ホスト
変数は動的 SQL では正しくありません。

v REXX では、ホスト変数名に組み込みブランクを入れ
ることはできない。

v 変数名が SQL プロシージャーまたは関数のルーチン本
体で使用されているが、その変数が SQL 変数またはパ
ラメーターとして宣言されていない。SQL ステートメ
ントの有効範囲は、宣言を含む複合ステートメントで
す。

v 変数が SQL トリガーのルーチン本体で使用されている
が、その変数が SQL 変数として宣言されていないか、
あるいは変数は OLD 遷移変数であり、変更できな
い。
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回復手順:

次のいずれかを実行して、要求をやり直してください。

v &1 が SQL ステートメントに正しいつづりで指定され
ていることを確認。

v この変数の宣言がプログラムに入っていることを確
認。

v この変数の属性がステートメントでのこの変数の用法
と合致していることを確認。

v 動的 SQL では、ホスト変数の代わりにパラメーター・
マーカーを使用。

v REXX ホスト変数名から組み込みブランクを除去。

v 変数を SQL プロシージャーまたは関数内で SQL 変数
またはパラメーターとして宣言。

v 変数を SQL 変数として宣言するか、あるいは SQL ト
リガー内で変数を変更する時に NEW 遷移変数を指
定。

SQLCODE: -312

SQLSTATE: 42618

SQL0313

メッセージ・テキスト: ホスト変数の数が正しくない。

原因:

EXECUTE または OPEN ステートメントで指定された
SQLDA のホスト変数 または項目の数が、準備された
SQL ステートメント &1 で指定されたパラメーター・マ
ーカーの数と同じではありません。ステートメント名が
*N の場合には、SQLDA のホスト変数または項目の数が
OPEN ステートメントで指定され、カーソル &2 の
DECLARE CURSOR ステートメントに指定されたホスト
変数の数と同じではありません。

回復手順:

USING 文節に指定されたホスト変数の数または SQLDA

の項目数が、準備された SQL ステートメントのパラメー
ター・マーカーの数または DECLARE CURSOR ステー
トメントのホスト変数の数と等しくなるように変更してく
ださい。プログラムのプリコンパイルをやり直してくださ
い。

SQLCODE: -313

SQLSTATE: 07001、07004

SQL0326

メッセージ・テキスト: 指定されたホスト変数が多すぎる。
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SQL0326

原因:

&1 ホスト変数が FETCH、組み込み SELECT、SET、ま
たは VALUES INTO ステート メントで指定されていま
したが、QUERY から戻されたのは &2 列だけでした。
余分なホスト変数には指定されたタイプに該当する省略時
の値が埋め込まれます。

v 文字ホスト変数にはブランクが埋め込まれます。

v バイナリー・ホスト変数には 16 進ゼロが埋め込まれ
ます。

v 日付ホスト変数には現行日付が埋め込まれます。

v 時刻ホスト変数には現在時刻が埋め込まれます。

v 時刻スタンプ・ホスト変数には現行時刻スタンプが埋
め込まれます。

v グラフィック・ホスト変数には 2 バイト、UCS-2、ま
たは UTF-16 のブランクが埋め込まれます。

v 可変長文字、可変長グラフィック、可変長バイナリ
ー、CLOB、DBCLOB、および BLOB のホスト変数は
ゼロの長さに設定されます。

v C 終了文字の文字 NUL ホスト変数は、終了文字の
NUL が最初の文字位置に設定されます。

v C 終了文字の NUL グラフィック・ホスト変数は、2

バイト終了文字の NUL が最初の DBCS 位置に設定さ
れます。

v 数値ホスト変数は値 0 に設定されることになります。

v REXX ホスト変数の省略時の値として長さが 0 にセッ
トされた可変長文字が使用されます。

回復手順: 回復処置は不要です。

SQLCODE: +326

SQLSTATE: 01557

SQL0327

メッセージ・テキスト: 区分化キーが定義された区画と対応していません。

原因:

INSERT ステートメントがパーティション・テーブルに対
して試みられましたが、パーティション・キーに提供され
た値がどのパーティションの行も修飾していません。

回復手順:

挿入中の行に提供される値を、テーブルのパーティション
に対応するように変更するか、このキー値を使用できるよ
うにパーティション定義を変更してください。要求をやり
直してください。

SQLCODE: -327

SQLSTATE: 22525

SQL0328

メッセージ・テキスト: 欄 &1 を区分化キーで使用することはできない。
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SQL0328

原因:

列 &1 をパーティション・キーの一部として使用するこ
とはできません。列名が *N の場合には、DB2 マルチシ
ステム・パーティション化のデフォルトのパーティショ
ン・キーとして使用するための有効な列はありません。タ
イプが
DATE、TIME、TIMESTAMP、FLOAT、DATALINK、お
よび LOB の列またはこれらのタイプのいずれかに基づく
特殊タイプの列をパーティション・キーの中で使用するこ
とはできません。

回復手順:
この列をパーティション・キー列のリストから除去する
か、あるいは列のデータ・タイプを変更してください。

SQLCODE: -328

SQLSTATE: 42996

SQL0329

メッセージ・テキスト: SET PATH 名前リストが無効です。

原因:

ストリング定数または入力ホスト変数 &1 に、無効な
SET PATH 名前リストが 入っています。ホスト変数名
*N は、正しくないストリング定数が SET PATH ステー
トメントに指定 されていたか、あるいは SET OPTION

ステートメントの SQLPATH に指定されていたことを示
しています。名前リストは以下の属性をもっていなければ
なりません。

v 長さは 0 より大きくなければならない。

v 長さは 3483 より大きくできない。

v コンマで区切った有効なスキーマ名のリストが含まれ
ていなければならない。

v リストには最大 268 個のスキーマ名を入れられる。

v 各スキーマ名は、特殊な区切り文字付き名前でない限
り、大文字で指定しなければならない。

v リストに特殊値 *LIBL、CURRENT PATH、SYSTEM

PATH、または USER を入れることはできない。

回復手順:
正しい値をもつストリング定数またはホスト変数を使用し
てください。

SQLCODE: -329

SQLSTATE: 0E000

SQL0330

メッセージ・テキスト: 文字変換を実行することができない。
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SQL0330

原因:

列またはホスト変数 &2 を列またはホスト変数 &3 に変
換しようとしました。変換を実行することができません。
変換元のデータが文字で、混合コード化文字セット識別コ
ード (CCSID) が入っている場合には、2 バイト文字が見
つかっています。このような混合データ変換を使用できる
のは、変換元のデータに 2 バイト・データが入っていな
い場合だけです。データがグラフィックの場合には、
CCSID の値に互換性がないか、あるいはストリングに 1

バイト文字が入っています。 変換元の CCSID は &4

で、変換先の CCSID は &5 です。

回復手順:

すべての文字またはグラフィックの比較、連結、または割
り当てが互換性のある CCSID 値をもつ列またはホスト変
数間で行われることを確認してください。文字データおよ
び変換元の CCSID が混合である場合には、変換元のデー
タに 2 バイト文字が入っていてはいけません。グラフィ
ック・データの場合には、ストリングに 1 バイト文字を
入れることはできません。文字、DBCS グラフィック、
およびユニコード・グラフィック・データの間で変換する
ためには、VARCHAR のようなキャスト関数を使用して
ください。

SQLCODE: -330

SQLSTATE: 22021

SQL0331

メッセージ・テキスト: 文字変換を実行することができない。

原因:

列またはホスト変数 &2 を列またはホスト変数 &3 に変
換しようとしました。変換を実行することができません。
変換元のデータが文字で、混合コード化文字セット識別コ
ード (CCSID) が入っている場合には、2 バイト文字が見
つかっています。 混合 CCSID 変換を使用できるのは、
変換元のデータに 2 バイト・データが入っていない場合
だけです。データがグラフィックの場合には、CCSID の
値に互換性がありません。変換元の CCSID は &4 で、
変換先の CCSID は &5 です。

回復手順:

すべての文字またはグラフィックの割り当てが互換性のあ
る CCSID 値をもつ列またはホスト変数間で行われること
を確認してください。文字および変換元の CCSID が混合
である場合には、変換元のデータに 2 バイト文字が入っ
ていてはい けません。文字、DBCS グラフィック、およ
び UCS-2/UTF-16 グラフィック・データの間で変換する
ためには、VARCHAR のようなキャスト関数を使用して
ください。

SQLCODE: +331、-331

SQLSTATE: 01520、22021

SQL0332

メッセージ・テキスト: CCSID &1 と CCSID &2 の間の文字変換は正しくない。
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原因:

互換性のないデータに対して文字またはグラフィック変換
を行おうとしています。CCSID &1 と CCSID &2 の間に
は変換が定義されていません。 1 つの CCSID が 65535

の場合には、他の CCSID はグラフィック CCSID です。
65535 とグラフィック CCSID の間には、変換は定義され
ません。 これが CONNECT ステートメントである場合
には、省略時のアプリケーション要求元の SBCS CCSID

とアプリケーション・サーバーの SBCS CCSID の間に変
換が定義されていません。 2 番目の CCSID が 0 の場合
には、アプリケーション・サーバーがその省略時の SBCS

CCSID を戻していません。 iSeries 以外のアプリケーシ
ョン・サーバーは CCSID 65535 をサポートしない場合が
あります。

回復手順:

すべての文字またはグラフィックの比較、連結、または割
り当てが互換性のある CCSID 値をもつ列またはホスト変
数間で行われることを確認してください。これが
CONNECT ステートメントである場合には、アプリケー
ション要求元またはアプリケーション・サーバーの SBCS

CCSID を変更して、CCSID 値の間で変換が定義されるよ
うにしてください。

SQLCODE: -332

SQLSTATE: 57017

SQL0334

メッセージ・テキスト: 文字変換の結果として切り捨てが起こった。

原因:

列またはホスト変数 &2 の文字変換の結果として切り捨
てが起こりました。混合 ASCII データを混合 EBCDIC

データに変換しようとしたか、あるいは UCS-2 または
UTF-16 グラフィック・データを混合 EBCDIC データに
変換しようとしました。シフト文字が挿入されたので、デ
ータの長さが増えました。結果のストリングが変換先に収
まらなかったので、切り捨てが起こりました。

回復手順:

混合 ASCII から混合 EBCDIC に、UCS-2 または
UTF-16 グラフィックから 混合 EBCDIC に変換する時に
は、変換先に十分なスペースがあることを確認してくださ
い。

SQLCODE: -334

SQLSTATE: 22524

SQL0335

メッセージ・テキスト: 文字変換の結果として置き換え文字が発生した。
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SQL0335

原因:

文字列またはホスト変数 &2 が文字列またはホスト変数
&3 に変換されました。変換元のデータのいくつかの異な
る文字値が変換先のデータの同じ値に変換されるように、
変換が定義されています。これらの値を区別することはも
はや不可能になります。変換元のデータの CCSID は &4

で、変換先の CCSID は &5 です。

回復手順:

使用される CCSID 値によって変換元のすべての文字値が
変換先の文字値に変換されるように、列またはホスト変数
の定義を変更してください。

SQLCODE: +335

SQLSTATE: 01517

SQL0336

メッセージ・テキスト: 識別または順序属性が正しくありません。

原因:

識別列または順序の場合、START WITH、INCREMENT

BY、MINVALUE、MAXVALUE、および RESTART

WITH オプションに指定する値は、位取りがゼロでなけ
ればなりません。

回復手順:
値を有効なものに変更してください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -336

SQLSTATE: 428FA

SQL0338

メッセージ・テキスト: JOIN 述部が正しくない。

原因:

JOIN 述部の有効範囲の外側にあるテーブルに存在してい
る列が指定されているので、JOIN 述部が無効です。一般
に、この有効範囲は左から右へと判別されるが、結合条件
の位置にも基づいています。括弧を使用する場合には、括
弧の内側の列は括弧の外側のテーブルからは参照できませ
ん。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 列名、テーブル名、およびすべての修飾子が正しく指
定されていることを確認する。

v 左から右以外の結合順序を指定するために、結合する
テーブルの前後に括弧を指定する。列が同じ有効範囲
内のテーブル中に存在していることを確認してくださ
い。

SQLCODE: -338

SQLSTATE: 42972

SQL0340

メッセージ・テキスト: 共通テーブル式に重複名 &1 がある。
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SQL0340

原因:
名前 &1 を使って複数のテーブル式を定義することはで
きません。

回復手順:
どれか 1 つ共通テーブル式の名前を変更してください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -340

SQLSTATE: 42726

SQL0341

メッセージ・テキスト: 共通テーブル式間に循環参照がある。

原因:

指定された共通テーブル式は正しくありません。テーブル
&1 の副選択がテーブル &2 を参照し、テーブル &2 の
副選択がテーブル &1 を参照しています。共通テーブル
式間の循環参照は許可されません。

回復手順:

共通テーブル式を、存在しているテーブル、またはすでに
定義されている共通テーブル式を参照するように変更して
ください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -341

SQLSTATE: 42835

SQL0346

メッセージ・テキスト: 共通テーブル式の再帰は許可されない。

原因:

指定された共通テーブル式は正しくありません。テーブル
&1 の副選択がそれ自身を参照しています。再帰的な共通
テーブル式は許可されません。

回復手順:

共通テーブル式を、存在しているテーブル、またはすでに
定義されている共通テーブル式を参照するように変更して
ください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -346

SQLSTATE: 42836

SQL0348

メッセージ・テキスト: &1 式が正しく使用されていません。
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SQL0348

原因:

&3 中の &2 の &1 順序式は使用できません。 NEXT

VALUE または PREVIOUS VALUE 順序式は、次の中で
は使用できません。

v CREATE VIEW ステートメント。

v CREATE FUNCTION ステートメント。

v CHECK 制約。

v テーブルを定義するのに SELECT ステートメントを使
用する CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメント。 PREVIOUS VALUE 式は、CREATE

TRIGGER ステートメント中には指定できません。
NEXT VALUE 式は次のようにしか指定できません。

v 最外部 SELECT の SELECT 文節の中。 最外部
SELECT が DISTINCT キーワードを使用する場合、
GROUP BY または ORDER BY 文節を含んでいる場
合、あるいは全選択の一部である場合には、使用でき
ません。 CASE 式の中では使用できません。

v 共通テーブル式の最外部 SELECT の SELECT 文節の
中。 最外部 SELECT が DISTINCT キーワードを使用
する場合、GROUP BY または ORDER BY 文節を含
んでいる場合、あるいは全選択の一部である場合に
は、使用できません。

v UPDATE の SET 文節中の式として。 UPDATE の
SET 文節中の副選択では使用できません。

v 全選択の VALUES 文節または SELECT 文節のいずれ
かの INSERT 値として。

v SET または VALUES ステートメントの値として。

回復手順:
NEXT VALUE または PREVIOUS VALUE を取り除いて
ください。

SQLCODE: -348

SQLSTATE: 428F9

SQL0350

メッセージ・テキスト: 欄 &1 が無効です。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v LOB またはデータ・リンク列は、キー・フィールド、
索引のキー、または参照制約の外部キーとしては正し
くない。

v FILE LINK CONTROL オプションを指定したデータ・
リンク列は、QTEMP、QSYS、QSYS2、または
SYSIBM の中のテーブル、あるいは一時テーブルに作
成することはできない。

v LOB またはデータ・リンク列あるいは LOB またはデ
ータ・リンク・タイプに基づく特殊タイプは、RANGE

パーティション化のパーティション・キー列として有
効でありません。
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SQL0350

回復手順:
テーブル、索引、キー、または制約の仕様から、LOB ま
たはデータ・リンク列を除去してください。

SQLCODE: -350

SQLSTATE: 42962

SQL0351

メッセージ・テキスト:
AR が同一レベルではなく、DB2 がデータ・タイプを互
換タイプに変換できません。

原因:

項目 &1 のデータ・タイプはアプリケーション要求元で
はサポートされません。通常の原因は、アプリケーション
要求元が SQL アクセス管理機能のレベル 6 より下位で
あることにあり、アプリケーション・サーバーはそのデー
タ・タイプを対応するタイプに変換できません。また、
BLOB またはデータ・リンクなどのサポートされないデ
ータ・タイプで SQLCI (SQL CLIENT INTEGRATION)

を使用しようとしたことを意味している場合もあります。

回復手順:
データ・タイプを対応するアプリケーション要求元または
SQLCI がサポートする値に変更してください。

SQLCODE: -351

SQLSTATE: 56084

SQL0352

メッセージ・テキスト:
AS が同一レベルではなく、DB2 がデータ・タイプを互
換タイプに変換できません。

原因:

項目 &1 のデータ・タイプは、アプリケーション・サー
バーではサポートされないものです。アプリケーション・
サーバーは SQL アクセス管理機能のレベル 6 より下位
であるので、アプリケーション要求元はデータ・タイプを
互換タイプに変換できません。

回復手順:
データ・タイプを、対応するアプリケーション・サーバー
でサポートされるものに変更してください。

SQLCODE: -352

SQLSTATE: 56084

SQL0357

メッセージ・テキスト:
データ・リンクで使用されているファイル・サーバー &1

は現在使用可能でない。

第 5 章 SQL メッセージの概念 93



SQL0357

原因:

理由コード &2 により、データ・リンク値の URL 内の
サーバー &1 は使用 可能ではありません。理由コードは
次の通りです。

v 1 データ・リンク値のファイル・サーバーが使用不可
能。

v 2 操作が試みられたデータベース・サーバー、インス
タンス、またはデータベースが、ファイル・サーバー
に未登録。

v 3 操作に関係したファイル・サーバーで、再始動回復
が保留中であるか、または進行中。

v 4 データ・リンク値のファイル・サーバーは、データ
ベースに登録されていますが、不明のサーバー。

回復手順:
サーバーが実行中であり、アクセスできることを確認しま
す。要求をやり直してください。

SQLCODE: -357

SQLSTATE: 57050

SQL0358

メッセージ・テキスト:
データ・リンク・データ・タイプの使用中にエラー &1

が起こった。

原因:

データ・リンクを使用している間にエラーが起こりまし
た。考えられるエラーは次の通りです。

v エラー・タイプ 21 の場合、データ・リンク値の形式
が正しくない。

v エラー・タイプ 22 の場合、データ・リンク・ファイ
ル管理機能 (DLFM) がサーバーで正しく構成されてい
ない。

v エラー・タイプ 23 の場合、リンク・タイプが正しく
ない。

v エラー・タイプ 24 の場合、ファイルが存在しない。

v エラー・タイプ 25 の場合、ファイルはすでにリンク
されている。

v エラー・タイプ 26 の場合、ファイルが使用不可能。

v エラー・タイプ 27 の場合、注記または URL の長さ
が正しくない。

v エラー・タイプ 28 の場合、ユーザーがファイルのリ
ンクを許可していない。

v エラー・タイプ 29 の場合、データ・リンクをリンク
解除不可。
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SQL0358

回復手順:

データ・リンク内の該当するエラーを訂正して、要求をや
り直してください。エラー・タイプ 22 の場合には、サー
バーの DLFM にホスト・データベースまたは接頭部が追
加されていない場合があります。その場合には、DLFM

にホスト・デ ータベース追加 (ADDHDBDLFM) または
DLFM に接頭部追加 (ADDPFXDLFM) コマンドを使用し
て、エラーを訂正してください。

SQLCODE: -358

SQLSTATE: 428D1

SQL0359

メッセージ・テキスト: 識別欄または順序の値が使用可能でありません。

原因:

次のいずれかの理由で、識別列または順序の値が使用可能
でありません。

v 識別列のすべての値がすでに割り当てられているの
で、INSERT または UPDATE ステートメントは実行で
きません。

v 順序のすべての値がすでに割り当てられているので、
NEXT VALUE 式は評価できません。

回復手順:

識別列の場合には、識別列の値の範囲をより大きくできる
ように列を変更するか、あるいは識別値の反復が可能にな
るように列を変更してください。順序の場合には、値の範
囲をより大きくできるようにするか、あるいは順序の反復
が可能になるように順序を変更してください。

SQLCODE: -359

SQLSTATE: 23522

SQL0360

メッセージ・テキスト:
保留中のリンクのために &2 中のテーブル &1 のデー
タ・リンクが有効でない可能性があります。

原因:

スキーマ &2 のテーブル &1 は、リンク保留モードのデ
ータ・リンクをもっています。データ・リンクは FETCH

または SELECT INTO を使って検索できますが、テーブ
ルがリンク保留モードのデータ・リンクをもっているの
で、データ・リンクが有効でない可能性があります。

回復手順:

検索された値が正しい URL であることを確認してくださ
い。コマンド WRKPFDL (物理ファイル・ データ・リン
クの処理) を使用して、リンク保留モードのデータ・リン
クをもっているテーブルを判別することができます。

SQLCODE: +360

SQLSTATE: 01627

SQL0372

メッセージ・テキスト:
&3 のテーブル &2 では 1 つの ROWID または
IDENTITY 欄だけが使用できます。
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SQL0372

原因:

列 &4 がすでに定義されているので、列 &1 を &3 のテ
ーブル &2 に作成することはできません。テーブルに定
義できるのは、多くても 1 つの IDENTITY 列と 1 つの
ROWID 列です。

回復手順:

単一の列だけが ROWID 列または IDENTITY 列として定
義されるように、列の 1 つを除去するか、あるいは属性
を変更してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -372

SQLSTATE: 428C1

SQL0373

メッセージ・テキスト: DEFAULT は欄 &1 には指定できません。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v DEFAULT 文節が CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントの IDENTITY 列または
ROWID 列に指定されている。

v SET ステートメントが、GENERATED BY DEFAULT

として定義された IDENTITY 列または ROWID 列に
DEFAULT を割り当てる SQL トリガーの中で指定され
ている。

回復手順:

DEFAULT 文節を列の定義から除去するか、あるいは
DEFAULT の値を割り当てないように SET ステートメン
トを変更してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -373

SQLSTATE: 42623

SQL0385

メッセージ・テキスト:
SQLCODE または SQLSTATE への割り当て状態で &2

中に SQL ルーチン &1 が作成されました。

原因:

スキーマ &2 中に SQL ルーチン &1 が作成されました
が、ターゲットとして SQLCODE または SQLSTATE 変
数を指定する割り当てステートメントが含まれています。
SQLCODE および SQLSTATE を変更する割り当てステ
ートメントは、変数中の値を変更するだけで、エラーまた
は警告は出されません。

回復手順:

回復処置は不要です。エラーまたは警告の指示を出すつも
りであった場合には、割り当ての代わりに SIGNAL また
は RESIGNAL ステートメントを指定してください。

SQLCODE: +385

SQLSTATE: 01643

SQL0387

メッセージ・テキスト: 追加の結果セットは戻されません。
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SQL0387

原因:

&2 のプロシージャー &1 は最大 &4 個の結果セットを
戻すように定義されていました。プロシージャーは &3

個の結果セットを戻しました。

回復手順: ありません。

SQLCODE: +387

SQLSTATE: 02001

SQL0390

メッセージ・テキスト: &2 の関数 &1 の使用が正しくない。

原因:

スキーマ &2 での関数 &1 の使用は無効です。特定の名
前は &3 です。次のいずれかが起こっています。

v テーブル関数が FROM 文節以外の文節に指定された。

v 関数が FROM 文節に指定されたが、その関数はテーブ
ル関数ではない。

v テーブル関数が CREATE FUNCTION ステートメント
にソース関数として指定された。

回復手順:

関数を文節から除去するか、あるいは別の関数が検出され
るように関数名、引き数、またはパスを変更してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -390

SQLSTATE: 42887

SQL0391

メッセージ・テキスト: テーブル関数は関数 &1 の引き数にはできません。

原因:
テーブル指定子をスキーマ &2 の関数 &1 の引き数とし
て使用することができません。

回復手順:

テーブル関数を表していないテーブル指定子をこの関数の
引き数として使用してください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -391

SQLSTATE: 42881

SQL0392

メッセージ・テキスト:
指定されたホスト変数への LOB の割り当ては許可されな
い。

原因:

カーソル &1 に対するこの LOB 値のすべての取り出し
のターゲット・ホスト変数は、ロケーターまたは LOB ホ
スト変数でなければなりません。

回復手順:

この取り出しのターゲットを、このカーソルに対する他の
取り出しと矛盾しないように、LOB ホスト変数または
LOB ロケーターに変更してください。LOB ホ スト変数
と LOB ロケーターを両方ともこの取り出しのターゲット
として使う必要がある場合には、*NOOPTLOB コンパイ
ラー・オプションを使用してください。
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SQLCODE: -392

SQLSTATE: 42855

SQL0393

メッセージ・テキスト: 条件または診断に指定された値が有効でありません。

原因:

SET TRANSACTION ステートメントの DIAGNOSTICS

SIZE に指定された値が範囲外であるか、GET

DIAGNOSTICS ステートメントに指定された条件番号が
前の SQL ステートメントに使用可能な条件の数より大き
い。

回復手順: 正しい値を指定してください。

SQLCODE: -393

SQLSTATE: 35000

SQL0398

メッセージ・テキスト:
非 LOB パラメーターに AS LOCATOR を指定すること
はできない。

原因:
AS LOCATOR は、プロシージャーまたは関数への LOB

パラメーターにしか 使用できません。

回復手順:
プロシージャーまたは関数への LOB パラメーターにだけ
AS LOCATOR を使用するようにしてください。

SQLCODE: -398

SQLSTATE: 428D2

SQL0399

メッセージ・テキスト: ROWID 欄 &1 の値が無効です。

原因:

ROWID 列 &1 に指定された値が無効であるので、
INSERT または UPDATE ステートメントは実行できませ
ん。

回復手順:

列 &1 を列リストから除去するか、あるいは有効な
ROWID 値または DEFAULT を列 &1 に指定してくださ
い。

SQLCODE: -399

SQLSTATE: 22511

SQL0401

メッセージ・テキスト: 比較演算子 &1 のオペランドが矛盾している。
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SQL0401

原因:

比較演算子 &1 のオペランドに矛盾があります。

v 数値オペランドは他の数値オペランドとも、文字およ
びグラフィックのオペランドとも互換性がある。

v 文字オペランドは、文字、グラフィック、日付、時
刻、時刻スタンプ、または数値オペランドと互換性が
ある。

v 日付、時刻、および時刻スタンプ・オペランドは、文
字オペランドとも、同じタイプの別のオペランドとも
互換性がある。

v グラフィック・オペランドは、グラフィック、文字、
または数値オペランドと互換性がある。

v バイナリー・オペランドは、バイナリー・オペランド
としか互換性がない。

v ユーザー定義タイプのオペランドは、まったく同じタ
イプのオペランドとしか比較できない。

v データ・リンク・オペランドは比較できない。

回復手順:

すべてのオペランドのデータ・タイプを調べて、すべての
オペランドのデータ・タイプに矛盾がないことを確認して
ください。SQL ステートメントのすべてのオペランドが
正しくて、ビューにアクセス中の場合には、ビュー定義の
すべてのオペランドのデータ・タイプを調べてください。
エラーを訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -401

SQLSTATE: 42818

SQL0402

メッセージ・テキスト: &1 の使用法が正しくない。

原因:

算術関数または演算子 &1 に正しくないオペランドが指
定されています。

v ユーザー定義タイプを演算子またはスカラー関数のオ
ペランドとして指定することはできない。ユーザー定
義タイプを演算子と一緒に使用する場合には、そのタ
イプ用に特に作成されたユーザー定義関数内でしか指
定できません。

v DIGITS のオペランドは、数値または浮動小数点を除く
数値互換タイプとすることができる。

v INTEGER、SMALLINT、BIGINT、 FLOAT、
DOUBLE、および DOUBLE_PRECISION のオペランド
を日付、時刻、または時刻スタンプとすることはでき
ない。

v その他の関数および演算子には数値オペランドまたは
数値互換オペランドが必要。

回復手順:

関数または演算子 &1 のすべてのオペランドが正しいこ
とを確認してください。オペランドを訂正してください。
要求をやり直してください。
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SQLCODE: -402

SQLSTATE: 42819

SQL0403

メッセージ・テキスト:
別名 &1 が &2 に作成されましたが、テーブルまたはビ
ューが見つかりません。

原因:

別名 &1 が &2 に作成されましたが、参照されたテーブ
ルまたはビュー &3 を &4 で見つけることができません
でした。

回復手順:
別名が作成されても、&3 が &4 の中に作成されるまで使
用することはできません。

SQLCODE: +403

SQLSTATE: 01522

SQL0404

メッセージ・テキスト: 欄または変数 &1 の値が長すぎる。

原因:

INSERT または UPDATE ステートメント、SET または
VALUES INTO ステートメント、あるいは GET

DIAGNOSTICS ステートメントが、&1 に記憶できるスト
リングの最大長よりも長い値を指定しています。 &1 の
長さは &2 で、ストリングの長さは &3 です。

回復手順:
ストリングの長さを &3 から最大の &2 に減らして、要
求をやり直し てください。

SQLCODE: -404

SQLSTATE: 22001

SQL0405

メッセージ・テキスト: 数値定数 &1 が範囲外である。

原因:

&1 で始まる数値定数が範囲外です。

v 10 進数および整定数には最大 63 桁の有効数字を含め
ることができます。浮動小数点リテラルに使用できる
範囲は 2.2250738585072013 * 10**-308 から
1.7976931348623158 * 10**308 までです。

v SELECT または DECLARE CURSOR ステートメント
では、OPTIMIZE 文節の行数に 0 は正しくありませ
ん。

v INCREMENT BY 値は整数値でなければなりません。

v 識別列または順序属性の定数は、識別列または順序に
割り当てることができる値でなければなりません。

回復手順:

すべての数値定数がこのデータ・タイプで使用できる範囲
内であり、その特定の使用に許可された値に準拠している
ことを確認してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -405
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SQL0405

SQLSTATE: 42820

SQL0406

メッセージ・テキスト: 欄 &2 への割り当て時に変換エラー。

原因:

INSERT、UPDATE、ALTER TABLE、または REFRESH

TABLE ステートメントで列 &2 に値を割り当てようとし
た時に、変換エラー・タイプ &3 が起こりました。プリ
コンパイル中の場合に、列 &2 で同じ属性の数値定数を
変換する時にエラーが起こりました。エラー・タイプのリ
ストは次の通りです。

v エラー・タイプ 1 はオーバーフロー。

v エラー・タイプ 2 は浮動小数点オーバーフロー。

v エラー・タイプ 3 は浮動小数点アンダーフロー。

v エラー・タイプ 4 は浮動小数点変換エラー。

v エラー・タイプ 5 は正確でない結果。

v エラー・タイプ 6 は正しくない数字データ。

v エラー・タイプ 7 は正しくない DBCS データ。

回復手順:

結果の値が列 &2 に収まり有効となるようにステートメ
ントを変更するか、あるいは結果の値を割り当てられるよ
うに列 &2 の新しいタイプまたは長さを指定して、テー
ブルまたはビューを作成し直してください。

SQLCODE: -406

SQLSTATE: 22003、22023、22504

SQL0407

メッセージ・テキスト: 欄または変数 &5 では、NULL 値は使用できない。
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SQL0407

原因:

次のいずれかが起こっています。

v &5 列目が &4 のテーブル &3 のための UPDATE ま
たは INSERT ステートメント中のターゲット列です。
この列に挿入または更新する NULL 値が指定されてい
たか、あるいは列の値が INSERT ステートメント中に
指定されていなくて、その列は NULL 値可能でありま
せんでした。 VALUES リスト、選択リスト、または
SET 文節中の相対項目番号 &6 に NULL 値が指定さ
れていました。

v 列 &5 がテーブル &4 の &3 のための ALTER ステ
ートメントに指定されている。 NULL 値が列の相対項
目番号 &6 に存在しているので、列 &5 の属性は
NOT NULL に変更できません。

v 変数 &5 は SQL プロシージャー、関数、またはトリ
ガー内のターゲット変数。 SET または VALUES ステ
ートメントを使用してこの変数に NULL 値を設定する
ように指定されていましたが、この変数には NULL 値
を使用できません。 NULL 値が SET または VALUES

INTO 文節中の相対項目番号 &6 に指定されていまし
た。 NULL 値が NULL、負の値が入っている関連した
標識変数をもつホスト変数、NULL 値が入っている
列、または NULL に評価された式のいずれかとして指
定されていました。 NULL 値がホスト変数または列の
場合には、その名前は &7 です。 列の NULL 値は、
列の CREATE または ALTER で指定された列の NOT

NULL 属性を強制するために暗黙的に追加された
CHECK 制約によって使用できないようになっている場
合があります。列の NULL 値は、CREATE TABLE ま
たは ALTER TABLE ステートメントの基本テーブルに
指定された列のパーティション・キー属性を強制する
ために暗黙的に追加された CHECK 制約によって使用
できないようになっている場合があります。

回復手順:

これが ALTER TABLE ステートメントの場合には、列の
中の既存の NULL 値を非 NULL 値に変更してくださ
い。そうでない場合には、結果が非 NULL になるように
値を変更します。ホスト変数を指定する場合には、関連標
識変数の値をゼロ以上の値に変更してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -407

SQLSTATE: 23502

SQL0408

メッセージ・テキスト: 欄または変数 &1 の値が矛盾している。
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SQL0408

原因:

ソース値のデータ・タイプがターゲット列または変数 &1

のデータ・タイプと矛盾しています。ステートメントが
INSERT または UPDATE である場合には、&1 はスキー
マ &3 中のテーブル &2 の列です。

v 数値タイプ値は数値、文字、またはグラフィック・タ
イプに割り当てることが可能。

v 文字またはグラフィック値は文字、グラフィック、ま
たは数値タイプに割り当てることが可能。

v バイナリー値はバイナリー・タイプに割り当てること
が可能。

v 日付、時刻、または時刻スタンプの値は文字、または
グラフィック・タイプに割り当てることが可能。

v 文字またはグラフィック値は日付、時刻、または時刻
スタンプ・タイプに割り当てることが可能。

v 日付の値は日付に割り当てることが可能。

v 時刻の値は時刻に割り当てることが可能。

v 時刻スタンプの値は時刻スタンプに割り当てることが
可能。

v ユーザー定義タイプに割り当てる値は、ソース・タイ
プにプロモート可能なものでなければならない。

v データ・リンクに割り当てる時は、DLVALUE 関数が
指定されていなければならない。

回復手順:

&1 に割り当てられた列、ホスト変数、定数、または関数
を矛盾のないものに変更してください。要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -408

SQLSTATE: 42821

SQL0410

メッセージ・テキスト: 浮動小数点リテラル &1 が正しくない。

原因:

浮動小数点定数 &1 の文字数が先行ゼロを除外して 24

を超えることはできません。最初の数の桁数が先行ゼロを
除外して 17 を超えることはできず、2 番目の数の桁数が
3 を超えることはできません。

回復手順:

指示されたリテラル &1 を訂正してください。浮動小数
点リテラルが、次の例で示されている正しい形式になって
いることを確認してください。 +1.2E+3、15E1、2.E5、
2.2E-1、+5.E+2、-.1E1。要求をやり直してください。

SQLCODE: -410

SQLSTATE: 42820

SQL0412

メッセージ・テキスト: 複数の結果の欄のある SUBQUERY は正しくない。
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原因:

EXISTS 述語以外のすべての述語の場合には、結果の列は
述語の副選択の SELECT リストに 1 つしか指定するこ
とができません。副選択の結果はリストを構成するゼロ、
1、または複数の行とすることができますが、結果列はた
だ 1 つでなければなりません。

回復手順:
ただ 1 つの結果の列が指定されるように、副選択の
SELECT リストの項目の数を変更してください。

SQLCODE: -412

SQLSTATE: 42823

SQL0414

メッセージ・テキスト: LIKE 述部のオペランドが正しくない。

原因:

LIKE 述部のオペランド 1 のタイプが日付、時刻、タイ
ム・スタンプ、またはデータ・リンクになっているか、あ
るいはユーザー定義のタイプです。LIKE 述部に指定する
オペランドはバイナリー、文字、グラフィック、または数
値でなければなりません。ESCAPE 文字が指定された場
合には、オペランド 1 を DBCS 専用にすることができ
ません。オペランドが列の場合には、列名は &1 です。

回復手順:

LIKE 述部のオペランド 1 をバイナリー、文字、グラフ
ィック、または数値タイプに変更してください。日付、時
刻、またはタイム・スタンプの比較には別の述部を使用し
てください。オペランド 1 が DBCS 専用の場合には、
ESCAPE 文字を指定しないでください。要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -414

SQLSTATE: 42824

SQL0415

メッセージ・テキスト:
UNION、EXCEPT、または INTERSECT オペランドに互
換性がありません。

原因:

列 &2 は UNION、EXCEPT、または INTERSECT の別
の副選択の対応する列と互換性がありません。選択リスト
中におけるその値の相対的位置は &1 です。 次の状態の
1 つが存在しています。

v 一方の列が文字、グラフィック、または数値で、他方
の列が文字、グラフィック、または数値でない。

v 一方の列が日付、時刻、または時刻スタンプで、他方
の列が文字または同じタイプでない。

v 一方の列がバイナリーで、他方の列がバイナリーでな
い。

v 列名が *N の場合には、その列が指定された列ではな
い。
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SQL0415

回復手順:

UNION、EXCEPT、または INTERSECT 文節のオペラン
ドの列を互換性があるように変更してください。列を互換
性のあるタイプにするには、キャスト関数を使用できま
す。要求をやり直してください。

SQLCODE: -415

SQLSTATE: 42825

SQL0417

メッセージ・テキスト: パラメーター・マーカーの組み合わせが正しくない。

原因:

PREPARE ステートメントの目的語として指定されたステ
ートメント・ストリングに、同じ演算子のオペランドとし
てパラメーター・マーカーが使用されている述語または式
が入っています。パラメーター・マーカーの使用について
は、次の制約事項が適用されます。

v 述語の両方のオペランドをパラメーター・マーカーと
することはできない。たとえば、次の形式の述語の指
定は正しくありません。 ? = ? あるいは、? = (

SELECT ? FROM X) は無効です。

v 式の両方のオペランドをパラメーター・マーカーとす
ることはできない。たとえば、次の形式の式の指定 ?

+ ? は無効です。

v BETWEEN 述語のオペランドの少なくとも 1 つはパラ
メーター・マーカーとすることができない。たとえ
ば、次の形式の述部の指定 ? BETWEEN ? AND ? は
無効です。

v IN 述語のオペランドの少なくとも 1 つはパラメータ
ー・マーカーとしてはならない。たとえば、次の形式
の述部の指定 ? IN (?、?、?) は無効です。

回復手順:

述語または式のすべてのオペランドがパラメーター・マー
カーであるということがないように、ステートメントを訂
正してください。属性をパラメーター・マーカーに割り当
てるために、ほとんどの場合に CAST 指定を使用できま
す。要求をやり直してください。

SQLCODE: -417

SQLSTATE: 42609

SQL0418

メッセージ・テキスト: パラメーター・マーカーの使用法が正しくない。
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原因:

次の原因ではパラメーター・マーカーを使用することはで
きません。

v 準備するステートメント・ストリングの SELECT 文節
の中。

v VALUES INTO ステートメント中の値として。

v 連結操作のオペランドとして。

v スカラー関数のオペランドとして。スカラー関数が
VALUE、COALESCE、 IFNULL、 MIN、 MAX、
LAND、 LOR、または XOR の場合には、少なくとも
1 つの引き数がパラメーター・マーカーでなければな
らない。

v LIKE 述部の左オペランドとして。

v 単項マイナスのオペランドとして。

v 挿入された SQL または対話式 SQL の SQL ステート
メントの中。

v EXECUTE IMMEDIATE ステートメントの中。

v CREATE VIEW、CREATE TABLE、または ALTER

TABLE ステートメントの中。

v RUNSQLSTM コマンドによって処理されるステートメ
ントの中。

v ブロック化 INSERT ステートメントの中。

回復手順:

使用できる位置以外にパラメーター・マーカーが指定され
ていないことを確認してください。多くの状態で CAST

指定を使用できます。エラーを訂正してください。要求を
やり直してください。

SQLCODE: -418

SQLSTATE: 42610

SQL0419

メッセージ・テキスト: 負の位取りは正しくない。

原因:

10 進の除算操作によって負の位取りとなりました。 10

進数割り算の位取りの決定に使用されるアルゴリズムを表
示したい場合には、&db5612.、&urlinfoc. Information

Center を参照してください。

回復手順:

FLOAT スカラー関数を使用することによってオペランド
のいずれかを浮動小数点に変更します。これにより、除算
の結果が浮動小数点に変更されます。 10 進数の結果が必
要な場合には、浮動小数点の結果に DECIMAL スカラー
関数を使用してくだ さい。オペランドの 1 つが整数、小
整数、または大整数の場合には、SQL は除算の前 にその
整数を 10 進数に変換しています。DECIMAL 関数を使用
して、整数、小整数、または 64 ビット整数を、除算で負
の位取りが生じない精度に明示的に変換することができま
す。要求をやり直してください。

SQLCODE: -419
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SQLSTATE: 42911

SQL0420

メッセージ・テキスト: CAST 引き数の文字が正しくありません。

原因: CAST 関数の引き数の文字が正しくありませんでした。

回復手順:

結果のデータ・タイプを CAST 引き数の文字を認識でき
るタイプに変更するか、あるいは引き数を変更して、結果
のデータ・タイプの値の有効な表現が含まれるようにして
ください。要求をやり直してください。

SQLCODE: +420、-420

SQLSTATE: 01565、22018

SQL0421

メッセージ・テキスト: 欄の数が矛盾しています。

原因:

UNION、INTERCEPT、または EXCEPT の副選択では結
果の列が同数でなければなりません。複数行挿入に指定す
るすべての行には同数の値が必要です。

回復手順:
各行に定義する列数が同数となるように SQL ステートメ
ントを訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -421

SQLSTATE: 42826

SQL0423

メッセージ・テキスト: LOB ロケーター &1 が正しくない。

原因:

現在、ロケーター &1 の値は正しくありません。このロ
ケーターは、前の FREE LOCATOR ステートメントか、
COMMIT または ROLLBACK によって解放されている可
能性があります。

回復手順:

ロケーター値が FREE LOCATOR、COMMIT、または
ROLLBACK ステートメントによって解放されていない活
動ロケーターを参照するようにしてください。 SELECT

INTO ステートメント、VALUES INTO または SET ステ
ートメント、 あるいは FETCH ステートメントを使用し
て、ロケーター変数に LOB 値を割り当てることができま
す。

SQLCODE: -423

SQLSTATE: 0F001

SQL0426

メッセージ・テキスト:
動的 COMMIT はこのアプリケーション環境には無効で
す。
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原因:

DRDA 2 フェーズ・コミット・プロトコルを使用してい
るアプリケーションが、動的 COMMIT を出そうとした
か、あるいは COMMIT ON RETURN を実行するストア
ード・プロシージャーを呼び出しました。

回復手順:

動的 COMMIT ステートメントを除去するか、あるいは
COMMIT ON RETURN は使用しないようにストアード・
プロシージャー定義を変更してください。

SQLCODE: -426

SQLSTATE: 2D528

SQL0427

メッセージ・テキスト:
動的 ROLLBACK はこのアプリケーション環境には無効
です。

原因:

DRDA 2 フェーズ・コミット・プロトコルを使用してい
るアプリケーションが、動的 ROLLBACK を出そうとし
ました。

回復手順: 動的 ROLLBACK ステートメントを除去してください。

SQLCODE: -427

SQLSTATE: 2D529

SQL0428

メッセージ・テキスト: SQL ステートメントを実行することができない。

原因:

現在のアプリケーション状態ではステートメントを実行す
ることができません。 SET TRANSACTION または
DISCONNECT ステートメントが見つかりましたが、接続
がコミット境界にありません。

回復手順:

SQL ステートメントの実行に先立って COMMIT または
ROLLBACK を出してください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -428

SQLSTATE: 25501

SQL0429

メッセージ・テキスト: 同時に存在する LOB ロケーターの最大数に達した。

原因:

このプロセスにはすでに 16000000 個の有効なロケーター
が存在しているので、LOB ロケーターを生成できません
でした。

回復手順:
FREE LOCATOR ステートメントを使って、LOB ロケー
ターを解放してください。

SQLCODE: -429

SQLSTATE: 54028
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メッセージ・テキスト:
パラメーター・マーカーがユーザー定義タイプ名 &1 を
もつことはできない。

原因:

ステートメント中に、ユーザー定義タイプ &1 をこれが
使用されている文脈に基づいてもっていると判別されたパ
ラメーター・マーカーがあります。パラメーター・マーカ
ーがユーザー定義タイプをデータ・タイプとして持つこと
はできません。ただし、そのパラメーター・マーカーが割
り当て (INSERT の VALUES 文節または UPDATE の
SET 文節) の一部である場合、または CAST 指定によっ
てユーザー定義タイプに明示的にキャストされている場合
は、この限りでありません。

回復手順:

パラメーター・マーカーのユーザー定義特殊タイプへの明
示キャストを使用するか、あるいはユーザー定義タイプの
列をそれぞれの対応するソース・データ・タイプにキャス
トしてください。

SQLCODE: -432

SQLSTATE: 42841

SQL0433

メッセージ・テキスト:
数字から文字への CAST 時に有効数字が切り捨てられま
した。

原因:
結果の文字ストリングの長さが数値の文字表現を保留でき
るだけ大きくありません。

回復手順:

結果を十分に保留できる長さの文字ストリングとなるよう
に、結果のデータ・タイプを変更してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -433

SQLSTATE: 22001

SQL0435

メッセージ・テキスト: SQLSTATE 値 &1 が正しくありません。

原因:

ハンドラーまたは条件に指定されたか、あるいは
SIGNAL または RESIGNAL ステートメントに指定され
た SQLSTATE 値 &1 は 有効でありません。SQLSTATE

値は、長さが 5 で、大文字の A から Z または数字 0

から 9 を含んでいなければなりません。 SQLSTATE 値
は ’00000’ にできません。

回復手順:
SQLSTATE を有効なものに変更してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -435

SQLSTATE: 428B3

SQL0440

メッセージ・テキスト:
指定されたパラメーターでは &2 のルーチン &1 は見つ
からない。
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SQL0440

原因:
指定された名前および互換引き数をもつ関数またはプロシ
ージャーは見つかりませんでした。

回復手順:

正しい数およびタイプのパラメーターを CALL ステート
メントまたは関数呼び出しに指定してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -440

SQLSTATE: 42884

SQL0441

メッセージ・テキスト:
文節またはキーワード &1 は、指定された場所では正し
くない。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v AS LOCATOR がプロシージャー内のパラメーターま
たは関数の戻り文節内のパラメーターに指定されてい
て、そのパラメーターが BLOB、CLOB、または
DBCLOB として未定義。パラメーターが BLOB、
CLOB、 または DBCLOB として定義されている場合
には、長さ、 CCSID 値、または FOR BIT DATA、
FOR MIXED DATA、 あるいは FOR SBCS DATA 文
節が指定されている。

v 列関数でない関数に ALL または DISTINCT が指定さ
れている。

回復手順:

タイプを BLOB、CLOB、または DBCLOB として指定す
るか、あるいは AS LOCATOR 文節を除去してくださ
い。関数から ALL または DISTINCT キーワードを除去
してください。

SQLCODE: -441

SQLSTATE: 42601

SQL0442

メッセージ・テキスト:
&2 のプロシージャー &1 には多すぎるパラメーターが
CALL ステートメントにある。

原因:

CALL ステートメントに指定できるパラメーターの最大
数は 255 です。こ のプロシージャーが REXX プロシー
ジャーの場合には、CALL ステートメントで渡すことが
できるデータの最大バイト数は 32766 です。

回復手順:

指定したパラメーターの数を最大数の 255 まで減らして
ください。 REXX プロシージャーを呼び出す場合には、
パラメーター・データの合計バイト数を 32766 未満に制
限してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -442

SQLSTATE: 54023
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メッセージ・テキスト:
トリガー・プログラムまたは外部ルーチンがエラーを検出
した。

原因:

トリガー・プログラム、外部プロシージャー、または外部
関数が、エラーを検出してそれを SQL に戻しました。エ
ラーがトリガー・プログラムで起こった場合には、トリガ
ーはスキーマ &5 中のテーブル &4 にあります。エラー
が外部プロシージャーまたは関数で起こった場合には、外
部名はスキーマ &5 中の &4 です。 関連テキストは &6

です。エラーがトリガー・プログラムで起こった場合に
は、関連テキストはそのトリガー・プログラムのタイプで
す。エラーが外部関数で起こった場合には、関連テキスト
はその外部関数から戻されたエラー・メッセージのテキス
トです。

回復手順:

検出されたエラーの詳細については、ジョブ・ログを参照
してください。エラーを訂正して、要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -443

SQLSTATE: 38xxx、38501

SQL0444

メッセージ・テキスト: &5 の外部プログラム &4 が見つからない。

原因:

&2 中の &1 で CALL プロシージャーまたは関数呼び出
しが試みられました。スキーマ &5 中で外部プログラム
またはサービス・プログラム &4 が見つかりませんでし
た。

回復手順:

このプロシージャーまたは関数と関連づけられた外部プロ
グラムまたはサービス・プログラムを見つけることができ
ません。 DECLARE PROCEDURE、CREATE

PROCEDURE、または CREATE FUNCTION ステートメ
ントに指定された名前のオブジェクトが存在することを確
認してください。名前が指定されていない場合には、指定
されたプロシージャー名または関数名と一致する名前のオ
ブジェクトが存在していることを確認してください。プロ
グラム名が指定されている場合には、プログラム・オブジ
ェクトが存在していなければなりません。入り口点名が指
定されている場合には、サービス・プログラム・オブジェ
クトが存在していなければなりません。要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -444

SQLSTATE: 42724

SQL0445

メッセージ・テキスト:
&2 のプロシージャー &1 のパラメーター &4 の値が長
すぎる。
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原因:

OUT または INOUT として宣言されているパラメーター
&4 にホスト変数 &8 に記憶できる最大長のストリングよ
り長い値が入っています。パラメーター &4 は &2 のプ
ロシージャー &1 からホスト変数 &8 に戻されていま
す。文字値のストリングの長さには後書きブランクは含ま
れません。バイナリー値のストリングの長さには後書き
16 進ゼロは含まれません。パラメーターの長さは &6

で、ホスト変数の長 さは &7 です。

回復手順:
ホスト変数の長さを &7 から &6 に増やしてください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: +445

SQLSTATE: 01004

SQL0446

メッセージ・テキスト: 引き数 &2 の割り当て時に変換エラー。

原因:

呼び出しのために CALL ステートメントの入力引き数番
号 &1 を対応するパラメーターに割り当てようとした時
に、エラー・タイプ &3 が起こりました。エラー・タイ
プのリストは次の通りです。

v エラー・タイプ 1 はオーバーフロー。

v エラー・タイプ 2 は浮動小数点オーバーフロー。

v エラー・タイプ 3 は浮動小数点アンダーフロー。

v エラー・タイプ 4 は浮動小数点変換エラー。

v エラー・タイプ 5 は正確でない結果。

v エラー・タイプ 6 は正しくない数字データ。

v エラー・タイプ 7 は正しくない 2 バイト文字セット
(DBCS) データ。パラメーター名は &2 です。

回復手順:

CREATE PROCEDURE または DECLARE PROCEDURE

ステートメント中のパラメーター &1 の属性宣言を
CALL ステートメント中の引き数 &1 の属性と一致する
ように変更するか、有効でないデータを訂正してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -446

SQLSTATE: 22003

SQL0448

メッセージ・テキスト:
&2 のルーチン &1 には多すぎるパラメーターまたは結果
のセットがある。

112 iSeries: SQL メッセージおよびコード



SQL0448

原因:

次の限界の 1 つを超えました。

v DECLARE PROCEDURE または CREATE

PROCEDURE ステートメントでの 255 個のパラメータ
ー。実際の数はこれより少ないことがあり、言語によ
って決まります。

v GENERAL WITH NULLS が指定された場合、254 個
のパラメーター。

v PARAMETER STYLE SQL または DB2SQL が指定さ
れた場合、90 個のパラメーター。

v SQL プロシージャーの場合、253 個のパラメーター。

v CREATE FUNCTION ステートメントの場合、90 個の
パラメーター。

v CREATE FUNCTION(TABLE) パラメーターの場合、
124 個のパラメーターおよび戻り値。

v 32767 個の結果セット。

回復手順:

定義するパラメーターの数を最大数まで減らすか、あるい
は結果のセットの値を 32767 以下になるように変更し
て、要求をやり直してください。

SQLCODE: -448

SQLSTATE: 54023

SQL0449

メッセージ・テキスト:
&2 の中のルーチン &1 の外部プログラム名が正しくな
い。

原因:

DECLARE PROCEDURE、CREATE PROCEDURE、また
は CREATE FUNCTION ステートメントに指定されてい
る外部プログラム名は、ルーチンまたは指定された言語の
場合には無効です。

v プロシージャーまたは関数の外部プログラム名は、
「ライブラリー名/プログラム名」または「ライブラリ
ー名/プログラム名 (入り口点名)」という形式になって
いなければなりません。

v Java プロシージャーまたは関数の外部プログラム名
は、「クラス名!メソッド名」または「クラス名.メソッ
ド名 (入り口点名)」という形式になっていなければな
りません。

v REXX プロシージャーの外部プログラム名は、「ライ
ブラリー名/ソース・ファイル名 (メンバー名)」でなけ
ればなりません。

回復手順:
正しい形式の外部プログラム名を指定してください。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -449

SQLSTATE: 42878
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メッセージ・テキスト:
&4 のプロシージャーまたは関数 &3 にはパラメーター
&1 の属 性が正しくない。

原因:

&4 のプロシージャーまたは関数 &3 に指定された言語に
は、パラメーター &1 のデータ・タイプ、長さ、または
値が正しくありません。パラメーター名は &2 です。パ
ラメーターの条件のリストは次の通りです。

v C の場合: NUMERIC は有効なデータ・タイプでな
い。

v PL/I の場合: NUMERIC、BIGINT、GRAPHIC、
VARGRAPHIC、 CLOB、BLOB、および DBCLOB は
無効データ・タイプである。

v COBOL の場合: DECIMAL または NUMERIC の精度
を 18 より大きくすることはできない。FLOAT、
GRAPHIC、BIGINT、VARGRAPHIC、CLOB、BLOB、
および DBCLOB は無効データ・タイプです。

v REXX の場合: SMALLINT、BIGINT、NUMERIC、ユ
ニコード・グラフィック、CLOB、BLOB、および
DBCLOB は有効なデータ・タイプではない。 精度が
1 - 24 の場合には、FLOAT は無効です。 DECIMAL

の精度は 63 を超えることはできません。

v RPG の場合: FLOAT、BIGINT、VARCHAR、
VARBINARY、GRAPHIC、 VARGRAPHIC、 CLOB、
BLOB、 DBCLOB、および ROWID は有効なデータ・
タイプではない。

v CL の場合 : BIGINT、NUMERIC、VARCHAR、
VARBINARY、FLOAT、GRAPHIC、VARGRAPHIC、
CLOB、BLOB、および DBCLOB は有効なデータ・タ
イプではない。 CL に GENERAL WITH NULLS を指
定することはできません。

v データ・リンクは、ルーチンが SQL プロシージャーま
たは関数でない場合には、パラメーターとして有効な
データ・タイプではない。

v AS LOCATOR を指定した LOB は、SQL プロシージ
ャーまたは関数のパラメーターとして有効なデータ・
タイプではない。

回復手順:

DECLARE PROCEDURE、CREATE PROCEDURE、また
は CREATE FUNCTION ステートメントのこのパラメー
ターに指定されたデータ・タイプまたは精度を訂正してく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -451

SQLSTATE: 42815

SQL0452

メッセージ・テキスト:
ファイル参照変数が参照しているファイルにアクセスでき
ない。

114 iSeries: SQL メッセージおよびコード



SQL0452

原因:

理由コード &2 のため、ファイル参照変数 (ホスト変数
&1) が参照しているファイルにアクセスできませんでし
た。理由コードとその意味は次の通りです。

v 1 - ファイル名またはパスの形式が正しくありません。

v 2 - ファイル名の長さが最大許容長を超えています。

v 3 - ファイル・オプションが正しくありません。

v 4 - ファイルが見つかりません。

v 5 - NEW オプションをもつファイルに指定された名前
と同じ名前をもつファイルがすでに存在しています。

回復手順:

次のいずれかを行ってください。理由コードが 1 の場合
には、ファイル名またはパスの形式を訂正してから、要求
をやり直してください。

v 理由コードが 2 の場合には、ファイル名を訂正してか
ら、要求をやり直してください。

v 理由コードが 3 の場合には、ファイル・オプションを
訂正してから、要求をやり直してください。

v 理由コードが 4 の場合には、ファイル・オプションに
SQL_FILE_CREATE を指定してから、要求をやり直し
てください。

v 理由コードが 5 の場合には、SQL_FILE_OVERWRITE

または SQL_FILE_APPEND を指定してから、要求をや
り直してください。

SQLCODE: -452

SQLSTATE: 428A1

SQL0453

メッセージ・テキスト:
&2 の関数 &1 の戻りタイプは CAST TO タイプと矛盾
している。

原因:

&2 中の関数 &1 の RETURNS 文節に指定されたデー
タ・タイプは有効でありません。 CAST TO と CAST

FROM データ・タイプが矛盾しています。

回復手順:
この関数の RETURNS 文節に指定されたデータ・タイプ
を訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -453

SQLSTATE: 42880

SQL0454

メッセージ・テキスト: &2 のルーチン &1 はすでに存在しています。
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原因:

次のいずれかが起こっています。

v 同じ数のパラメーターを持つプロシージャー &1 は、
すでにスキーマ &2 に存在しています。スキーマ内の
プロシージャーが同じ名前および同数のパラメーター
を持つことはできません。

v 同じシグニチャーを持つ関数 &1 がすでにスキーマ
&2 に存在しています。同じスキーマ内のすべての関数
は固有のシグニチャーを持っていなければなりませ
ん。データベースは、関数の名前と引き数のデータ・
タイプおよび数を使用して、関数のシグニチャーを決
定します。

回復手順:

ルーチン名またはパラメーターを変更するか、あるいは既
存のルーチンを除去してください。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -454

SQLSTATE: 42723

SQL0455

メッセージ・テキスト:
特定名のスキーマ &2 がルーチン・スキーマ &3 と同じ
でありません。

原因:

CREATE PROCEDURE、DECLARE PROCEDURE、また
は CREATE FUNCTION ステートメントで指定された特
定名の スキーマ &2 が、プロシージャーまたは関数 &1

のスキーマ &3 と同じではありません。

回復手順:
プロシージャーまたは関数名に関する特定名に同じスキー
マを指定してください。

SQLCODE: -455

SQLSTATE: 42882

SQL0456

メッセージ・テキスト: &2 の特定名 &3 はすでに存在している。

原因:

関数またはプロシージャー &1 を特定名 &3 で &2 に作
成しようとしましたが、特定名 &3 はすでに そのスキー
マに存在しています。同じスキーマ内のルーチン (関数お
よびプロシージャー) は、すべて固有の特定名をもってい
なければなりません。

回復手順:

存在していない SPECIFIC NAME を指定するか、あるい
は SPECIFIC NAME は指定しません (固有の名前が生成
されます) 。そうでない場合は、既存ルーチンを削除しま
す。要求をやり直してください。

SQLCODE: -456

SQLSTATE: 42710
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メッセージ・テキスト: &2 の名前 &1 は関数には使用できない。

原因:

&2 の関数 &1 はソース関数名として作成できないか、あ
るいは使用できません。関数名が予約語であるか、または
スキーマが QSYS、QSYS2、SYSIBM、または QTEMP

として指定されているかのいずれかです。 関数を
QSYS、QSYS2、SYSIBM、または QTEMP に作成するこ
とはできません。

回復手順:

関数の名前を予約されていないものに変更するか、あるい
は別のスキーマを指定してください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -457

SQLSTATE: 42939

SQL0458

メッセージ・テキスト:
一致するシグニチャーをもつ関数 &1 が &2 に見つから
ない。

原因:

関数 &1 がスキーマ &2 に指定されています。関数の名
前とパラメーターの個数およびデータ・タイプから関数シ
グニチャーが作られます。一致するシグニチャーをもつ関
数は見つかりませんでした。

回復手順:

指定された関数名が存在し、パラメーターの個数とデー
タ・タイプが関数定義内のものと一致するようにしてくだ
さい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -458

SQLSTATE: 42883

SQL0460

メッセージ・テキスト:
&2 の &1 の ALTER TABLE にデータの切り捨てが起こ
った可能性がある。

原因:
&2 のテーブル &1 が変更されました。列 &3 の長さが
減らされて、データが切り捨てられた可能性があります。

回復手順: 回復処置は不要です。

SQLCODE: +460

SQLSTATE: 01593

SQL0461

メッセージ・テキスト: &1 から &2 への CAST はサポートされていません。

原因:

データ・タイプ &1 からデータ・タイプ &2 への CAST

はサポートされていません。日付、時刻、または時刻スタ
ンプから文字への CAST の場合には、文字の結果の長さ
が小さすぎます。
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回復手順:

結果のデータ・タイプまたは長さを CAST 関数について
サポートされているものに変更するか、あるいは &2 に
キャストできるデータ・タイプが含まれるように式を変更
してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -461

SQLSTATE: 42846

SQL0462

メッセージ・テキスト:
&2 のプロシージャーまたはユーザー定義関数 &1 が警告
SQLSTATE を戻しました。

原因:

&2 (特定の名前 &3) のプロシージャーまたはユーザー定
義関数 &1 によって、メッセージ・テキスト &4 と一緒
に形式 01HXX の SQLSTATE が戻されました。

回復手順:

ユーザーは警告の意味を理解する必要があります。データ
ベース管理者または UDF あるいはプロシージャーの作成
者に照会してください。

SQLCODE: +462

SQLSTATE: 01Hxx

SQL0464

メッセージ・テキスト:
プロシージャー &1 は &3 個の結果セットを戻しました
が、定義済みの限界 &4 を超えています。

原因:

&2 のストアード・プロシージャー &1 が正常に行われま
した。しかし、ストアード・プロシージャーは、戻すこと
ができる結果セットについて定義済みの限界を超えまし
た。 SQL CALL ステートメントを発行した SQL プログ
ラムに戻される結果セットは &4 個だけです。 考えられ
る原因は次の通りです。

v 結果セットの数が、プロシージャーの作成時に指定さ
れた最大より大きくなっている。

v クライアントによって設定されている DRDA 制限が原
因で、ストアード・プロシージャーは &3 個の結果セ
ットを戻せない。

回復手順:
SQL ステートメントは成功しています。SQLCA の
SQLWARN9 フィールドは ’Z’ に設定されています。

SQLCODE: +464

SQLSTATE: 0100E

SQL0466

メッセージ・テキスト:
プロシージャー &2 の &1 から使用可能な結果セットは
&3 個です。

原因:
&2 のプロシージャー &1 が呼び出され、1 つまたは複数
の結果セットを戻しました。

回復手順: ありません。
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SQLCODE: +466

SQLSTATE: 0100C

SQL0467

メッセージ・テキスト:
プロシージャー &2 の &1 のための結果セットがもう 1

つ存在しています。

原因:

&2 の &1 のための結果セットがクローズされました。ス
トアード・プロシージャーのための結果セットがもう 1

つ存在しています。このプロシージャーのために可能な結
果セットは最大 &3 個です。

回復手順: ありません。

SQLCODE: +467

SQLSTATE: 0100D

SQL0469

メッセージ・テキスト:
&2 の中のプロシージャー &1 のパラメーター &4 の
IN、OUT、または INOUT が正しくない。

原因:

DECLARE PROCEDURE または CREATE PROCEDURE

ステートメントのパラメーター &4 に指定された
IN、INOUT、または OUT 属性が正しくありません。パ
ラメーター名は &5 です。次のエラーの 1 つが起こりま
した。

v 属性が CALL ステートメントのパラメーターと矛盾し
ている。パラメーターが INOUT または OUT と宣言
されている場合には、CALL ステートメントのパラメ
ーターをホスト変数として指定しなければなりませ
ん。

v 属性が INOUT または OUT として指定されていて、
REXX が言語として指定されている。REXX を指定し
た場合には、属性が IN でなければなりません。

v SQL プロシージャーのパラメーターは OUT として宣
言され、ルーチン本体で入力として使用されている
か、あるいは IN として宣言され、ルーチン本体で変
更されている。

v SQL 関数のパラメーターがルーチン本体で変更されて
いる。

回復手順:

DECLARE PROCEDURE または CREATE PROCEDURE

ステートメントのパラメーターの属性を変更するか、ある
いはパラメーターを変更してください。SQL 関数内のパ
ラメーターを変更しないでください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -469

SQLSTATE: 42886
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メッセージ・テキスト:
&2 の中のプロシージャー &1 のパラメーター &4 に
NULL 値を指定することはできない。

原因:

プロシージャー &1 は GENERAL を指定して宣言されて
いたので、NULL 値はこのプロシージャーの CALL ステ
ートメントでは使用できません。 NULL キーワード、ま
たは負の値を含む関連標識変数をもつホスト変数として、
NULL 値が指定されています。 パラメーター番号は &4

で、パラメーター名は &5 です。

回復手順:

CREATE PROCEDURE または DECLARE PROCEDURE

ステートメントで GENERAL WITH NULLS を指定する
か、あるいは CALL ステートメントで NULL 値以外の
値を渡します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -470

SQLSTATE: 39004

SQL0473

メッセージ・テキスト: 名前 &1 はユーザー定義タイプには使用できません。

原因:

ユーザー定義のタイプに指定されている名前 &1 はシス
テム定義済みのタイプと同じものであるか、あるいは予約
済みの関数名の 1 つです。 使用できない関数名には、
CAST、 DATAPARTITIONNAME、
DATAPARTITIONNUM、 DBPARTITIONNAME、
DBPARTITIONNUM、 EXTRACT、 NODENAME、
NODENUMBER、 PARTITION、 POSITION、 RRN、
STRIP、 SUBSTRING、および TRIM があります。

回復手順:
ユーザー定義タイプの名前を変更します。要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -473

SQLSTATE: 42918

SQL0475

メッセージ・テキスト:
&4 の関数 &3 の RETURNS データ・タイプが正しくな
い。

原因:

スキーマ &4 の関数 &3 の RETURNS 文節または
CAST FROM 文節に指定されたデータ・タイプは、ソー
ス関数から戻されるデータ・タイプ、または SQL 関数本
体の RETURN ステートメントに指定された値に適切では
ありません。RETURNS 文節に指定されたデータ・タイプ
は &1 で、ソース関数または SQL 関数から戻されるデ
ータ・タイプは &2 です。

回復手順:
指定されたデータ・タイプを訂正するか、または別のソー
ス関数を指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -475

SQLSTATE: 42866
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メッセージ・テキスト: ルーチン &2 の &1 が固有でありません。

原因:

関数またはプロシージャー &2 の &1 がシグニチャーま
たは特定の名前によらずに指定されていて、そのルーチン
の複数のインスタンスが見つかりました。

回復手順:

ルーチンは、特定の名前またはシグニチャー (パラメータ
ー・タイプ付きの関数名またはプロシージャー名) のいず
れかによって要求します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -476

SQLSTATE: 42725

SQL0478

メッセージ・テキスト: &2 のタイプ &3 のオブジェクト &1 は除去できない。

原因:

基本オブジェクト &1 は、別のオブジェクトがこれに従
属しているので、除去できません。 &5 の従属オブジェ
クト &4 は、タイプ &6 のオブジェクトです。

v 基本オブジェクト・タイプが *N の場合には、除去さ
れるオブジェクトは関数です。関数を除去すると、従
属オブジェクトは基本オブジェクトでソースを突き止
められます。関数以外のオブジェクトの場合には、従
属関係が間接的である可能性があります。すなわち、
示されたオブジェクトは、除去しようとしているオブ
ジェクトに従属している別のオブジェクトに従属して
います。

v 基本オブジェクトがテーブルである場合、およびその
基本テーブルに従属しているトリガーまたは外部キー
をもつ他のテーブルがある場合には、DROP ステート
メントの RESTRICT 文節によってその基本テーブルの
除去が防止されます。

v 基本オブジェクトが *LIB で、テーブル、ビュー、関
数、プロシージャー、特殊タイプ、別名、またはトリ
ガーがスキーマ内にある場合には、DROP ステートメ
ントの RESTRICT 文節によってそのスキーマの除去が
防止されます。トリガーは、別のスキーマ内に存在し
ているテーブル上の 1 つのスキーマ内で定義できま
す。

v 基本オブジェクトが *SQLUDT であり、特殊タイプに
従属するテーブル、ビュー、索引、関数、プロシージ
ャー、順序、またはトリガーがある場合には、DROP

ステートメントの RESTRICT 文節によってその基本オ
ブジェクトの除去が防止されます。

回復手順:
最初に、従属オブジェクトを除去します。要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -478

SQLSTATE: 42893
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メッセージ・テキスト:
&2 の関数 &1 のパラメーターがソース関数と同じでな
い。

原因:

&2 中の関数 &1 に指定されているパラメーターの数とソ
ース関数に指定されているパラメーターの数とが異なって
います。

回復手順:

正しい数のパラメーターを関数に指定するか、あるいは別
のソース関数を指定してください。これができない場合に
は、正しいソース関数が現行パスに存在するようにしてく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -483

SQLSTATE: 42885

SQL0484

メッセージ・テキスト: &2 のルーチン &1 はすでに存在している。

原因:

&2 のルーチン &1 を作成しようとしましたが、&1 はす
でに存在しています。同一スキーマ内のすべてのプロシー
ジャーおよび関数には、固有の特定名が必要です。

回復手順:

存在していない特定名を指定するか、あるいは、特定名を
指定しないと、固有名が生成されます。そうでない場合
は、既存ルーチンを削除します。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -484

SQLSTATE: 42733

SQL0487

メッセージ・テキスト: SQL ステートメントが使用できません。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v データ・アクセス属性として NO SQL を指定しないで
作成したプロシージャーが呼び出されたか、あるいは
関数が呼び出された。 NO SQL で作成されたルーチ
ン、または後続のルーチンでは、SQL ステートメント
を含めることはできず、また、CONTAINS SQL

DATA、READS SQL DATA、または MODIFIES SQL

DATA 属性を持つルーチンを呼び出すことはできませ
ん。

v SQL プロシージャーまたは関数の作成時には NO SQL

を指定できない。

v SQL ステートメントが含まれているトリガーが活動化
されている。エラーがプロシージャーまたは関数の中
で起こった場合には、ルーチン名は &1 であり、特定
名は &2 です。

回復手順:

NO SQL として作成されたルーチンが SQL ステートメ
ントの含まれていないルーチンだけを呼び出すことを確認
してください。SQL プロシージャーまた は関数に NO

SQL は指定しないようにしてください。
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SQLCODE: -487

SQLSTATE: 38001

SQL0490

メッセージ・テキスト: 数値 &1 が正しくない。

原因:

&1 が指定されたましたが、その使用に有効な値の範囲内
にありません。有効な値の範囲は &2 から &3 まてで
す。

回復手順: 値を変更して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -490

SQLSTATE: 428B7

SQL0491

メッセージ・テキスト:
CREATE FUNCTION または CREATE PROCEDURE に
対して文節が正しくありません。
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原因:

CREATE PROCEDURE または CREATE FUNCTION の
文節が抜けているか、または使用できません。理由コード
は &1 です。理由コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- CREATE FUNCTION の場合、RETURNS 文節が
必要。

v 2 -- CREATE FUNCTION の場合、パラメーター・ス
タイルが SQL または GENERAL であれば、
DBINFO、FINAL CALL、および SCRATCHPAD 文節
を指定することはできない。 CREATE PROCEDURE

の場合、パラメーター・スタイルが DB2SQL でない限
り、DBINFO を指定することはできない。

v 3 -- CREATE FUNCTION の場合、GENERAL を指定
できるのは、EXTERNAL NAME でサービス・プログ
ラムが指定されている場合のみ。

v 4 -- CREATE PROCEDURE および CREATE

FUNCTION の場合、パラメーター・スタイル JAVA

または DB2GENERAL を指定できるの LANGUAGE

JAVA に対してのみ。

v 5 -- CREATE FUNCTION の場合、テーブル関数がパ
ラメーター・スタイル SQL、JAVA、GENERAL、また
は GENERAL WITH NULLS をもつことはできない。

v 6 -- CREATE PROCEDURE および CREATE

FUNCTION の場合、JAVA または REXX には
PROGRAM TYPE MAIN は使用できない。 CREATE

FUNCTION の場合には、PROGRAM TYPE SUB を使
用できるのはサービス・プログラムに対してだけで
す。

v 7 -- CREATE FUNCTION の場合、テーブル関数が
DISALLOW PARALLEL を指定していなければならな
い。

v 8 -- CARDINALITY 文節を使用できるのはテーブル関
数の場合のみ。

回復手順:
抜けている文節を追加するか、または許可されない文節を
除去してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -491

SQLSTATE: 42601

SQL0492

メッセージ・テキスト:
&2 の関数 &1 のデータ・タイプはソース・タイプには正
しくない。

原因:

ライブラリー &2 の関数 &1 のパラメーター &3 に指定
されたデータ・タイプは、SOURCE 関数の対応するタイ
プには正しくありません。

回復手順:

パラメーター &3 に指定されたデータ・タイプを訂正す
るか、または別のソース関数を指定してください。要求を
やり直してください。
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SQLCODE: -492

SQLSTATE: 42879

SQL0501

メッセージ・テキスト: カーソル &1 がオープンされていない。

原因:

カーソル &1 が FETCH または CLOSE ステートメント
に指定されていますが、このカーソルはオープンされてい
ません。カーソル &1 の状態は次の 1 つです。

v カーソル &1 はいままでオープンされたことがない。

v カーソル &1 は別のプログラムまたはこのプログラム
の別の呼び出しでオープンされ、プログラムは
CLOSQLCSR(*ENDPGM) で作成された。

v カーソル &1 はこのモジュールの別のモジュール、ま
たは別の呼び出しでオープンされ、モジュールは
CLOSQLCSR(*ENDMOD) で作成された。

v カーソル &1 はこのプログラムの別の呼び出しでオー
プンされ、SQL ステートメントを実行したプログラム
は終了し、プログラムは CLOSQLCSR(*ENDSQL) で作
成された。

v カーソル &1 はこのモジュールの別のモジュールでオ
ープンされ、活動化グループは呼び出し間で終了し
た。そのモジュールは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) で
作成された。

v カーソルは CLOSE、COMMIT、または ROLLBACK

ステートメントによってクローズされた。

v カーソル &1 は現行トランザクションと異なるトラン
ザクションのもとでオープンされた。

回復手順:

次のいずれかを実行して、プリコンパイルをやり直してく
ださい。

v カーソルを FETCH または CLOSE ステートメントで
使用する前に、同じプログラム、またはモジュールの
呼び出しでカーソル &1 がオープンされたかどうかを
確かめる。

v アプリケーション・プログラムのプリコンパイル時
に、
CLOSQLCSR(*ENDSQL)、CLOSQLCSR(*ENDJOB)、ま
たは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) を指定する。

v カーソルが COMMIT または ROLLBACK によってク
ローズされた場合には、オープン・カーソル、準備済
みステートメント、およびテーブルのロックを保存す
るために、COMMIT または ROLLBACK ステートメ
ントに HOLD を指定する。

SQLCODE: -501

SQLSTATE: 24501
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メッセージ・テキスト: カーソル &1 はすでにオープンされている。

原因:
OPEN ステートメントに指定されたカーソルは、プログ
ラムのこの呼び出し用にすでにオープンされています。

回復手順:

カーソル &1 をクローズしてから OPEN ステートメント
をやり直すか、あるいはカーソルの名前を変更してからプ
ログラムのプリコンパイルをやり直してください。

SQLCODE: -502

SQLSTATE: 24502

SQL0503

メッセージ・テキスト: 欄 &3 を更新することができない。

原因:

UPDATE ステートメントが &2 のテーブルまたはビュー
&1 の列 &3 を更新しようとしました。関連した
DECLARE CURSOR ステートメントの FOR UPDATE

OF 文節に指定されていなかったために、列を更新するこ
とができません。

回復手順:

関連した DECLARE CURSOR ステートメントの FOR

UPDATE OF 文節に、列 &3 を追加してください。プロ
グラムのプリコンパイルをやり直してください。

SQLCODE: -503

SQLSTATE: 42912

SQL0504

メッセージ・テキスト: カーソル &1 が宣言されていない。

原因:

カーソル &1 は参照される前にプログラムで宣言されて
いません。カーソルは他のステートメントで参照される前
に、宣言しなければなりません。プログラム内のカーソル
のどれかに WITH RETURN または WITHOUT RETURN

が宣言されていると、SET RESULT SETS ステートメン
トで使用されるすべてのカーソルに WITH RETURN が
宣言されていなければなりません。

回復手順:

アプリケーション・プログラムが完了し、カーソルの宣言
につづりのエラーがないことを確認してください。カーソ
ルの宣言が、他のステートメントで参照される前にアプリ
ケーション・プログラムで行なわれていることを確認して
ください。カーソルのどれかに WITH RETURN または
WITHOUT RETURN が宣言されている場合には、SET

RESULT SETS ステートメントで使用されるすべてのカ
ーソルに WITH RETURN が 宣言されていることを確認
してください。プログラムのプリコンパイルをやり直して
ください。

SQLCODE: -504

SQLSTATE: 34000
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メッセージ・テキスト: カーソル &1 がオープンされていない。

原因:

カーソル &1 が UPDATE または DELETE ステートメン
トに指定されていますが、このカーソルはオープンされて
いません。カーソル &1 の状態は次の 1 つです。

v カーソル &1 は、いままでオープンされたことがな
い。

v カーソル &1 は、別のプログラムまたはこのプログラ
ムの別の呼び出しでオープンされ、プログラムは
CLOSQLCSR(*ENDPGM) で作成された。

v カーソル &1 は、このモジュールの別のモジュール、
または別の呼び出しでオープンされ、モジュールは
CLOSQLCSR(*ENDMOD) で作成された。

v カーソル &1 は、このプログラムの別の呼び出しでオ
ープンされ、SQL ステートメントを実行したプログラ
ムは終了し、プログラムは CLOSQLCSR(*ENDSQL) で
作成された。

v カーソル &1 は、このモジュールの別のモジュールで
オープンされ、活動化グループは呼び出し間で終了し
た。そのプログラムは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) で
作成された。

v カーソルは CLOSE、COMMIT、または ROLLBACK

ステートメントによってクローズされた。

回復手順:

次のいずれかを実行して、プリコンパイルをやり直してく
ださい。

v カーソルを UPDATE または DELETE ステートメン
トで使用する前に、同じプログラム、またはモジュー
ルの呼び出しでカーソル &1 がオープンされたかどう
かを確かめる。

v アプリケーション・プログラムのプリコンパイル時
に、
CLOSQLCSR(*ENDSQL)、CLOSQLCSR(*ENDJOB)、ま
たは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) を指定する。

v カーソルが COMMIT または ROLLBACK によってク
ローズされた場合には、オープン・カーソル、準備済
みステートメント、およびテーブルのロックを保存す
るために、COMMIT または ROLLBACK ステートメ
ントに HOLD を指定する。

SQLCODE: -507

SQLSTATE: 24501

SQL0508

メッセージ・テキスト:
カーソル &1 はロックされた行に位置づけられていな
い。
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原因:

WHERE CURRENT OF &1 のある UPDATE または
DELETE ステートメントが試みられましたが、カーソル
が行に位置づけられていないか、あるいは行に位置づけら
れましたが、COMMIT HOLD または ROLLBACK HOLD

ステートメントが行のロックを解放したために行がロック
されていません。カーソルを行に位置づけて行をロックす
るためには、FETCH ステートメントを出さなければなり
ません。

回復手順:
FETCH ステートメントを出して、カーソルを行に位置づ
けて行をロックしてから、要求をやり直してください。

SQLCODE: -508

SQLSTATE: 24504

SQL0509

メッセージ・テキスト:
&3 のテーブル &2 がカーソル &1 のテーブルと同じで
ない。

原因:

WHERE CURRENT OF &1 のある UPDATE または
DELETE ステートメントが &3 のテーブル &2 を指定し
ましたが、カーソル &1 は別のテーブルを参照していま
す。 UPDATE または DELETE ステートメントに指定さ
れたテーブルとカーソル &1 によって参照されるテーブ
ルは、同じでなければなりません。

回復手順:

指定されたテーブル名をカーソル &1 で指定されたテー
ブルと一致するように変更してから、プログラムのプリコ
ンパイルをやり直してください。

SQLCODE: -509

SQLSTATE: 42827

SQL0510

メッセージ・テキスト: テーブル &2 のカーソル &1 は読み取り専用です。
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原因:

WHERE CURRENT OF 文節のある UPDATE または
DELETE ステートメントが指定されましたが、カーソル
は読み取り専用です。カーソル &1 が読み取り専用であ
るか、あるいはスキーマ &3 のビュー &2 が読み取り専
用です。次の条件の 1 つまたは複数が該当する場合に
は、ビューまたは論理ファイルが読み取り専用です。

v ビューに DISTINCT キーワード、GROUP BY 文節、
HAVING 文節、列関数、あるいは最外部の副選択に
UNION、EXCEPT、または INTERSECT が入ってい
る。

v ビューまたは論理ファイルに結合関数が入っている。

v ビューに最外部の副選択のテーブルと同じテーブルを
参照する SUBQUERY が入っている。

v ビューのすべての列が式、スカラー関数、または定数
である。

v 論理ファイルのすべての列が入力専用である。次の条
件の 1 つまたは複数が該当する場合には、カーソルは
読み取り専用です。

v DECLARE CURSOR ステートメントが ORDER BY 文
節を指定しているが、FOR UPDATE OF 文節を指定し
ていない。

v DECLARE CURSOR ステートメントが FOR READ

ONLY 文節を指定している。

v DECLARE CURSOR ステートメントが、DYNAMIC を
指定しないで SCROLL キーワードを指定している。

v カーソルが選択リストの読み取り専用ビューまたは論
理ファイルを参照している。

v DECLARE CURSOR ステートメントに指定された副選
択に、ビューを読み取り専用にするような上記の制約
事項のどれかが含まれている。
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回復手順:

次のいずれかを実行して、プログラムのプリコンパイルを
やり直してください。

v DECLARE CURSOR ステートメントが ORDER BY 文
節を指定しているが、FOR UPDATE OF 文節を指定し
ていない場合には、FOR UPDATE OF 文節を追加す
る。

v DECLARE CURSOR ステートメントが FOR READ

ONLY 文節を指定している場合には、FOR READ

ONLY 文節を除去する。

v DECLARE CURSOR ステートメントが SCROLL キー
ワードを指定している場合には、DYNAMIC SCROLL

を指定する。

v 参照されるビューまたは論理ファイルが読み取り専用
の場合には、UPDATE または DELETE ステートメン
トを除去する。

v カーソルを読み取り専用にする条件が DECLARE

CURSOR ステートメントに入っている場合には、
UPDATE または DELETE ステートメントを除去す
る。

SQLCODE: -510

SQLSTATE: 42828

SQL0511

メッセージ・テキスト: FOR UPDATE 文節が正しくない。

原因:

結果のテーブルが読み取り専用であるために、カーソル
&1 で FOR UPDATE 文節を使用することができませ
ん。結果のテーブルは次の場合には読み取り専用です。

v ステートメントの最初の SELECT 文節に DISTINCT

キーワード、列関数、GROUP BY 文節、または
HAVING 文節、あるいは UNION、EXCEPT、または
INTERSECT 演算子が含まれている場合。

v SELECT ステートメントの最初の FROM 文節が複数
のテーブル、複数のビュー、または読み取り専用ビュ
ーを認識している場合。

回復手順:
カーソル &1 を更新することはできません。FOR

UPDATE 文節を除去 してください。

SQLCODE: -511

SQLSTATE: 42829

SQL0513

メッセージ・テキスト: &2 の別名 &1 が別の別名を参照することはできません。

原因:

&2 の別名 &1 で参照することができるのは、テーブルま
たはビューだけです。別の別名を参照することはできませ
ん。

回復手順: 参照された名前を変更して、要求をやり直してください。
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SQLCODE: -513

SQLSTATE: 42924

SQL0514

メッセージ・テキスト: 準備済みステートメント &2 が見つからない。

原因:

準備済みステートメント &2 を参照しているカーソル &1

をオープンしようとしました。 ステートメント &2 の状
態は次の 1 つです。

v ステートメントはまだ準備されていません。

v ステートメントは別のプログラムまたはこのプログラ
ムの別の呼び出しで準備され、プログラムは
CLOSQLCSR(*ENDPGM) で作成された。

v ステートメントはこのモジュールの別のモジュール、
または別の呼び出しで準備され、モジュールは
CLOSQLCSR(*ENDMOD) で作成された。

v このステートメントはこのプログラムの別の呼び出し
で準備され、SQL ステートメントを実行したプログラ
ムは終了し、プログラムは CLOSQLCSR(*ENDSQL) で
作成された。

v このステートメントはこのモジュールの別のモジュー
ルで準備され、活動化グループは呼び出し間で終了し
た。そのモジュールは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) で
作成された。

v COMMIT または ROLLBACK ステートメントがすべ
ての準備済みステートメントを壊した。

回復手順:

次のいずれかを実行して、プリコンパイルをやり直してく
ださい。

v カーソル &1 をオープンする前に、ステートメント
&2 を準備する (PREPARE ステートメント) 。

v カーソル &1 をオープンする前に同じプログラム、ま
たはモジュールの呼び出しで &2 が準備されたかどう
かを確かめるか、あるいはアプリケーション・プログ
ラムのプリコンパイル時に CLOSQLCSR(*ENDSQL)、
CLOSQLCSR(*ENDJOB) または
CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) を指定する。

v ステートメントが COMMIT または ROLLBACK によ
って削除された場合には、オープン・カーソル、準備
済みステートメント、およびテーブルのロックを保存
するために、COMMIT または ROLLBACK ステート
メントに HOLD を指定する。

SQLCODE: -514

SQLSTATE: 26501

SQL0516

メッセージ・テキスト: 準備済みステートメント &2 が見つからない。
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原因:

&2 は有効な準備済みステートメントではありません。こ
のステートメントの状態は次の 1 つです。

v ステートメントはまだ準備されていません。

v ステートメントは別のプログラムまたはこのプログラ
ムの別の呼び出しで準備され、プログラムは
CLOSQLCSR(*ENDPGM) で作成された。

v ステートメントはこのモジュールの別のモジュール、
または別の呼び出しで準備され、モジュールは
CLOSQLCSR(*ENDMOD) で作成された。

v このステートメントはこのプログラムの別の呼び出し
で準備され、SQL ステートメントを実行したプログラ
ムは終了し、プログラムは CLOSQLCSR(*ENDSQL) で
作成された。

v このステートメントはこのモジュールの別のモジュー
ルで準備され、活動化グループは呼び出し間で終了し
た。そのモジュールは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) で
作成された。

v COMMIT または ROLLBACK ステートメントがすべ
ての準備済みステートメントを壊した。

回復手順:

次のいずれかを実行して、プリコンパイルをやり直してく
ださい。

v DESCRIBE ステートメントを使用する前に同じプログ
ラムまたはモジュール呼び出しで &1 が準備されたか
どうかを確かめるか、あるいはアプリケーション・プ
ログラムのプリコンパイル時に
CLOSQLCSR(*ENDSQL)、 CLOSQLCSR(*ENDJOB) ま
たは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) を指定する。

v ステートメントが COMMIT または ROLLBACK によ
って削除された場合には、オープン・カーソル、準備
済みステートメント、およびテーブルのロックを保存
するために、COMMIT または ROLLBACK ステート
メントに HOLD を指定する。

SQLCODE: -516

SQLSTATE: 26501

SQL0517

メッセージ・テキスト:
準備済みステートメント &2 が SELECT ステートメント
でない。

原因:

ステートメント &2 を参照しているカーソル &1 をオー
プンしようとしました。ステートメント &2 は有効な準
備済みステートメントですが、SELECT ステートメント
ではありません。OPEN は準備済みの SELECT ステート
メントしか参照することができません。
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回復手順:

OPEN ステートメントを準備済みの SELECT ステートメ
ントを参照するように変更するか、あるいは有効な
SELECT ステートメントを使用してステートメ ント &2

を準備し、オープンをやり直してください。

SQLCODE: -517

SQLSTATE: 07005

SQL0518

メッセージ・テキスト: 準備済みステートメント &1 が見つからない。

原因:

EXECUTE ステートメントがステートメント &1 を参照
しています。 &1 は有効な準備済みステートメントでは
ありません。このステートメントの状態は次の 1 つで
す。

v ステートメントはまだ準備されていない。

v このステートメントは準備済み SELECT または
DECLARE PROCEDURE ステートメントを識別する。

v 準備時またはバインド時にステートメントにエラーが
あった。

v ステートメントは別のプログラムまたはこのプログラ
ムの別の呼び出しで準備され、プログラムは
CLOSQLCSR(*ENDPGM) で作成された。

v ステートメントはこのモジュールの別のモジュール、
または別の呼び出しで準備され、モジュールは
CLOSQLCSR(*ENDMOD) で作成された。

v このステートメントはこのプログラムの別の呼び出し
で準備され、SQL ステートメントを実行したプログラ
ムは終了し、プログラムは CLOSQLCSR(*ENDSQL) で
作成された。

v このステートメントはこのモジュールの別のモジュー
ルで準備され、活動化グループは呼び出し間で終了し
た。そのモジュールは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) で
作成された。

v 準備済みステートメントが COMMIT または
ROLLBACK ステートメントで破壊された。これが起こ
るのは、DB2 UDB for iSeries 以外のデータベースに接
続する場合だけです。
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回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v &1 が準備済み SELECT または DECLARE

PROCEDURE ステートメントを識別している場合に
は、別の準備済みステートメントの名前が EXECUTE

ステートメント中で指定されていなければなりませ
ん。

v ステートメントにエラーがあった場合には、エラーを
訂正し、ステートメントをもう一度準備するか、プロ
グラムをもう一度プリコンパイルしてください。

v EXECUTE ステートメントを使用する前に同じプログ
ラムまたはモジュール呼び出しで &1 が準備されたか
どうかを確かめるか、あるいはアプリケーション・プ
ログラムのプリコンパイル時に
CLOSQLCSR(*ENDSQL)、 CLOSQLCSR(*ENDJOB) ま
たは CLOSQLCSR(*ENDACTGRP) を指定する。

v ステートメントが COMMIT または ROLLBACK によ
って削除された場合には、PREPARE WITH HOLD を
指定するか、準備済みステートメントを保存するため
の正しいオプションでプログラムをバインドする。

SQLCODE: -518

SQLSTATE: 07003

SQL0519

メッセージ・テキスト: 準備するステートメント &2 は使用中である。

原因:

アプリケーション・プログラムがステートメント &2 を
準備しようとしました。このステートメントは現在オープ
ンされているカーソル &1 の SELECT ステートメントで
す。

回復手順:

PREPARE ステートメントのステートメント名を変更する
か、あるいは PREPARE ステートメントをやり直す前に
カーソル &1 をクローズするように、アプリケーショ
ン・プログラムの論理を訂正してください。

SQLCODE: -519

SQLSTATE: 24506

SQL0520

メッセージ・テキスト:
カーソル &1 で UPDATE または DELETE することはで
きない。

原因:

カーソル &1 はレコードのブロック化を行っています。
カーソル &1 の UPDATE または DELETE WHERE

CURRENT OF が試みられましたが、このカーソルに対し
てブロック化が使用中であったので、これを実行すること
はできません。
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回復手順:

UPDATE または DELETE ステートメントを使用する場
合には、カーソル &1 に対してレコードのブロック化を
行わないようにしてください。

SQLCODE: -520

SQLSTATE: 42828

SQL0525

メッセージ・テキスト:
ステートメントがアプリケーション・サーバーに対して正
しくない。

原因:

スキーマ &3 のパッケージ &2 のステートメント番号
&4 を実行しようとしました。このステートメントにエラ
ーがあるか、あるいはステートメントがアプリケーショ
ン・サーバーによってサポートされていません。このステ
ートメントと対応するセクション番号は &1 です。

回復手順:

エラーのあるステートメントを訂正して、そのステートメ
ントがアプリケーション・サーバーに有効な SQL/400 ス
テートメントであることを確認してください。ステートメ
ントが複数行 FETCH である場合には、単一行 FETCH

を指定してください。ステートメントが複数行 INSERT

である場合には、挿入する 1 行以上を指定した VALUES

文節を指定するか、あるいは副選択を指定してください。
ステートメントが SET TRANSACTION の場合には、ア
プリケーションからこれを除去するか、分散リレーショナ
ル・データベース体系™ (DRDA) 接続が使用されている
場合はこれを出さないようにしてください。要求をやり直
してください。

SQLCODE: -525

SQLSTATE: 51015

SQL0526

メッセージ・テキスト:
ステートメントは &3 の &1 の TEMPORARY TABLE

&2 には無効です。

原因:

&1 の TEMPORARY TABLE &2 は ALTER TABLE、
COMMENT ON、CREATE TRIGGER、GRANT、 LABEL

ON、LOCK TABLE、RENAME、または REVOKE ステ
ートメントには指定できません。 &1 TEMPORARY

TABLE には制約を指定できず、&1 TEMPORARY

TABLE はパーティション化できません。

回復手順:

ステートメントに有効なテーブルを指定するか、制約また
はパーティション化文節を取り除いてください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -526

SQLSTATE: 42995
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メッセージ・テキスト:
ALWCPYDTA(*NO) が指定されたが、&1 の場合には一
時的な結果が必要である。

原因:

データのコピー可能 (ALWCPYDTA) パラメーターが
*NO の値と一緒にプリコンパイラー・コマンドまたは
STRSQL コマンドに指定されています。この値は、デー
タが常に現行の値を反映しているように、データベースか
ら直接検索されるデータを QUERY で常に使用する必要
があることを示します。特定のタイプの SQL の照会で
は、データのコピーを作成しないで分析解決することはで
きません。キーワード DISTINCT または UNION を使用
していくつかの例が照会されます。実行している QUERY

は、データのコピーが必要な照会です。

回復手順:

ALWCPYDTA パラメーターに別の値を指定するか、SQL

ステートメントを一時的な結果を使用しないで評価される
ように、SQL ステートメントを変更してください。

SQLCODE: -527

SQLSTATE: 42874

SQL0530

メッセージ・テキスト: 操作は &2 の参照制約 &1 では使用できない。

原因:

これが INSERT または UPDATE ステートメントの場合
には、親キーの値と一致しないので、外部キーの値が正し
くありません。これが SET DEFAULT 削除規則に影響さ
れる DELETE ステートメントの場合には、同じ理由でデ
フォルト値が無効です。これが ALTER TABLE ステート
メントの場合には、操作の結果が制約 &1 に 違反するこ
とになります。&4 のテーブル &3 に対する &2 の制約
&1 では、外部キ ーの非 NULL 値は一致する値が親キー
になければなりません。

回復手順:

制約規則に従うためには、次のいずれかを実行しなければ
なりません。

v 親キーの値と一致するように INSERT または UPDATE

値を変更する。

v 挿入または更新する外部キー値と一致する行を親ファ
イルに挿入する。

v 従属行の外部キーの省略時の値と一致する行を親ファ
イルに挿入する。そうでない場合には、参照制約を消
去しなければなりません。

SQLCODE: -530

SQLSTATE: 23503

SQL0531

メッセージ・テキスト: &2 の参照制約 &1 によって更新が妨げられた。
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原因:

&2 の制約 &1 は、更新規則 RESTRICT または NO

ACTION によって &4 の従属テーブル &3 と関連する親
テーブルとして更新するテーブルを識別しています。一致
する値をもつ行が従属テーブルにある時には、親キーの更
新は妨げられます。

回復手順:

この更新を実行するためには、この制約を消去するか、あ
るいはこの行に従属する行を従属テーブルから削除しなけ
ればなりません。

SQLCODE: -531

SQLSTATE: 23504、23001

SQL0532

メッセージ・テキスト: &2 の参照制約 &1 によって削除が妨げられた。

原因:

&2 の制約 &1 は、削除規則 RESTRICT または NO

ACTION によって &4 の 従属テーブル &3 と関連する
親テーブルとして変更するテーブルを識別しています。一
致する値をもつ行が従属テーブルにある時には、親キーの
削除は妨げられます。

回復手順:

この行を削除するためには、この制約を消去するか、ある
いはこの行に従属する行を従属テーブルから削除しなけれ
ばなりません。

SQLCODE: -532

SQLSTATE: 23001、23504

SQL0536

メッセージ・テキスト:
SUBQUERY の &2 のテーブル &1 が影響を受ける可能
性があるので、削除を行うことはできない。

原因:

SUBQUERY で参照されている &2 のテーブル &1 が削
除操作の影響を受ける可能性があるので、削除操作を実行
することはできません。&2 の &1 は、 削除規則
CASCADE、SET NULL、または SET DEFAULT をもっ
ている参照制約中の従属テーブルです。

回復手順:

SUBQUERY が従属テーブルを参照しないようにステート
メントを変更するか、あるいは 2 つのテーブル間の関係
を定義している制約を消去してください。

SQLCODE: -536

SQLSTATE: 42914

SQL0537

メッセージ・テキスト: キーの定義に重複した欄名 &1 がある。

原因:

主キー、固有キー、外部キー、またはパーティション・キ
ーに対して列 &1 が列のリストで複数回指定されまし
た。列はキーの定義に 1 回しか指定することができませ
ん。

第 5 章 SQL メッセージの概念 137



SQL0537

回復手順:
キーの列のリストから重複列を除去してください。要求を
やり直してください。

SQLCODE: -537

SQLSTATE: 42709

SQL0538

メッセージ・テキスト:
&2 の制約 &1 にある FOREIGN キーが親キーと同じで
ない。

原因:

&2 の制約 &1 にある FOREIGN キーが &4 のテーブル
&3 の親キーと同じでありません。FOREIGN キーは親キ
ーと同じ数の列をもっていなければならず、また、
FOREIGN キーのデータ・タイプおよび属性は親キーの対
応する列のデータ・タイプおよび属性と同一でなければな
りません。

回復手順:

FOREIGN キーの記述が指定されたテーブルの親キーの記
述と適合するように、当該ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQLCODE: -538

SQLSTATE: 42830

SQL0539

メッセージ・テキスト: &2 のテーブル &1 に基本キーまたは固有キーがない。

原因:

&2 のテーブル &1 は、参照制約の親テーブルとして、ま
たは ALTER TABLE ステートメントの主キーまたは固有
キーを消去するテーブルとして指定されています。参照制
約に参照列リストが指定されていない時には、親テーブル
の主キーを使用することが試みられます。テーブル &1

には主キーが定義されていません。

回復手順:

FOREIGN KEY 列リストと一致する参照列リストが
FOREIGN KEY 文節に指定されるように当該ステートメ
ントを訂正するか、あるいは親テーブルとして使用するテ
ーブルに主キーを定義してください。これが主キーまたは
固有キーを消去しようとするものである場合には、回復処
置は不要です。

SQLCODE: -539

SQLSTATE: 42888

SQL0541

メッセージ・テキスト:
&2 のテーブル &1 に重複 UNIQUE 制約が存在してい
る。
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原因:

&4 の UNIQUE 制約 &3 を追加しようとしました。&2

のテーブル &1 には、追加しようとした制約とまったく
同じものである UNIQUE 制約がすでに存在しています。
一方の UNIQUE 制約の列が他方の UNIQUE 制約の列と
同じである場合には、列の順序が同じでなくても、
UNIQUE 制約は重複となります。制約 &1 を追加するこ
とはできません。

回復手順:

この制約はすでに有効となっています。UNIQUE 制約の
名前を変更するためには、重複制約を消去して要求をやり
直してください。

SQLCODE: -541

SQLSTATE: 42891

SQL0543

メッセージ・テキスト:
制約 &1 が SET NULL または SET DEFAULT の規則と
矛盾している。

原因:

制約 &1 が CHECK 制約であり、これは、SET NULL

または SET DEFAULT のいずれかの規則をもつ既存の参
照制約と矛盾しています。

回復手順:
CHECK 制約が参照制約の規則と矛盾しないようにそれを
変更するか、あるいは参照制約を除去してください。

SQLCODE: -543

SQLSTATE: 23511

SQL0544

メッセージ・テキスト: CHECK 制約 &1 は追加できない。

原因:

テーブルの既存のデータが制約 &1 の CHECK 制約規則
に違反しています。この制約を追加することはできませ
ん。

回復手順:

テーブルのデータが &1 に指定された制約に従っている
ように、それを変更してください。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -544

SQLSTATE: 23512

SQL0545

メッセージ・テキスト:
INSERT または UPDATE は CHECK 制約によって使用
できない。

原因:

挿入または更新している値が CHECK 制約 &1 の基準と
一致していません。この操作を使用することはできませ
ん。

回復手順:

CHECK 制約が一致するように、挿入または更新している
値を変更してください。そうでない場合には、CHECK 制
約 &1 を除去してください。

第 5 章 SQL メッセージの概念 139



SQL0545

SQLCODE: -545

SQLSTATE: 23513

SQL0546

メッセージ・テキスト: 制約 &1 の CHECK 条件が正しくありません。

原因:

次の理由のいずれかのために、制約 &1 の CHECK 条件
が正しくありません。

v 列レベルの CHECK 条件がテーブル中にない他の列を
参照している

v CHECK 条件がこのテーブル中にない列を参照している

v CHECK 条件が特殊レジスターを参照している

v CHECK 条件に列関数 (AVG や COUNT など) または
ユーザー定義関数が使用されている

v CHECK 条件に副選択が含まれている

v CHECK 条件に NODENAME、DBPARTITIONNAME、
DATAPARTITIONNAME、または
DATAPARTITIONNUM スカラー関数が使用されている

v CHECK 条件に LOB を含む式が使用されている

回復手順: エラーを訂正してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -546

SQLSTATE: 42621

SQL0551

メッセージ・テキスト:
&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 が認可されていな
い。

原因:

&2 のタイプ *&3 のオブジェクト &1 に操作が試みられ
ました。この操作は必要な権限なしに実行することはでき
ません。

回復手順:

機密保護担当者またはオブジェクト所有者から必要な権限
をもらってください。論理ファイルに対して認可されてい
ない場合には、論理ファイルの基礎になっているファイル
に対する認可を受けてください。操作をやり直してくださ
い。

SQLCODE: +551、-551

SQLSTATE: 01548、42501

SQL0552

メッセージ・テキスト: &1 には認可されていない。
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原因:

必要な権限がなければ、この操作を実行することはできま
せん。必要な権限については、次を参照してください。

v これが CREATE TABLE ステートメントである場合に
は、テーブルを作成するためには、物理ファイル作成
(CRTPF) コマンドに対する *USE 権限が必要です。

v これが CREATE VIEW または CREATE INDEX ステ
ートメントである場合には、ビューまたは索引を作成
するためには、論理ファイル作成 (CRTLF) コマンドに
対する *USE 権限が必要です。

v これが CREATE COLLECTION ステートメントである
場合には、ライブラリー作成 (CRTLIB) コマンドに対
する *USE 権限が必要です。また、WITH DATA

DICTIONARY が指定された場合には、データ・ディク
ショナリー作成 (CRTDTADCT) コマンドに対する
*USE 権限も必要です。

v これが ALTER TABLE ステートメントである場合に
は、制約を追加するために、物理ファイル制約追加
(ADDPFCST) コマンドに対する *USE 権限が必要で
す。さらに、制約を除去するために、物理ファイル制
約除去 (RMVPFCST) コマンドに対する *USE 権限が
必要です。

v これが CREATE PROCEDURE または CREATE

FUNCTION ステートメントである場合には、QSYS2

のカタログ・テーブル SYSROUTINES に対する
*OBJOPR および *ADD 権限が必要です。

v これが DROP PROCEDURE または DROP FUNCTION

ステートメントである場合には、QSYS2 のカタログ・
テーブル SYSROUTINES に対する *OBJOPR および
*DLT 権限が必要です。

v これが COMMENT ON PROCEDURE または
COMMENT ON FUNCTION ステートメントである場
合には、QSYS2 のカタログ・テーブル SYSROUTINES

に対する *OBJOPR、*READ、および *UPD 権限が必
要です。

v これが CREATE DISTINCT TYPE ステートメントであ
る場合には、QSYS2 のカタログ・テーブル SYSTYPES

に対する *OBJOPR および *ADD 権限が必要です。

v これが DROP DISTINCT TYPE ステートメントである
場合には、QSYS2 のカタログ・テーブル SYSTYPES

に対する *OBJOPR および *DLT 権限が必要です。

v これが COMMENT ON DISTINCT TYPE ステートメ
ントである場合には、QSYS2 のカタログ・テーブル
SYSTYPES に対する *OBJOPR、*READ、および
*UPD 権限が必要です。
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原因 (続き)

v これが CREATE TRIGGER ステートメントである場合
には、トリガーを追加するために、物理ファイル・ト
リガー追加 (ADDPFTRG) コマンドに対する *USE 権
限が必要です。

v これがトリガーの DROP である場合には、トリガーを
除去するために、物理ファイル・トリガー除去
(RMVPFTRG) コマンドに対する *USE 権限が必要で
す。

v これが COMMENT ON TRIGGER ステートメントであ
る場合には、QSYS2 のカタログ・テーブル
SYSTRIGGERS に対する *OBJOPR、*READ、および
*UPD 権限が必要です。

v これが CREATE SEQUENCE ステートメントである場
合には、データ域作成 (CRTDTAARA) コマンドに対す
る *USE 権限が必要です。

v これが DROP SEQUENCE ステートメントである場合
には、データ域削除 (DLTDTAARA) コマンドに対する
*USE 権限が必要です。

v これが ALTER SEQUENCE ステートメントである場合
には、データ域検索 (RTVDTAARA) およびデータ域変
更 (CRTDTAARA) コマンドに対する *USE 権限が必
要です。

v これが COMMENT ON SEQUENCE ステートメント
である場合には、データ域変更 (CHGDTAARA) コマン
ドに対する *USE 権限が必要です。

回復手順:
機密保護担当者から許可をもらって、操作をやり直してく
ださい。

SQLCODE: +552、-552

SQLSTATE: 01542、42502

SQL0557

メッセージ・テキスト:
&2 のテーブルまたはビュー &1 には、特権は正しくな
い。

原因:

次の理由のいずれかのために、指定した特権は正しくあり
ません。

v INDEX 特権はテーブルおよび物理ファイルに対しては
正しいが、ビューに対しては正しくない。ビューに索
引を作成することはできません。

v &2 のテーブルまたはビュー &1 には該当する能力が
ないので、指定した特権は正しくない。たとえば、
DELETE、INSERT、および UPDATE 特権は、読み取
り専用ビューに対しては正しくありません。

回復手順:

正しい能力をもつテーブルまたはビューを指定するか、あ
るいは正しくない特権を SQL ステートメントから除去し
てください。

SQLCODE: -557
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SQLSTATE: 42852

SQL0569

メッセージ・テキスト:
要求した特権のうち、&2 のタイプ *&3 のオブジェクト
&1 から取り消されなかったものがある。

原因:

&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 に対して REVOKE

操作が試みられましたが、要求した特権のすべてが取り消
されたわけではありません。オブジェクト &1 に対して
指定された特権がないか、オブジェクト &1 に対して
*OBJMGT 権限がないか、あるいは現在その特権を有して
いないユーザーから特権を取り消そうとしました。要求し
た有効な特権はすべて取り消されました。

回復手順:

現在その特権を有していないユーザーから特権を取り消す
場合には、処置は不要です。特権を有していない場合に
は、有効な特権を指定するように REVOKE ステートメン
トを変更してください。

SQLCODE: +569

SQLSTATE: 01006

SQL0570

メッセージ・テキスト:
&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 に対する要求した特
権のうち、認可されなかったものがある。

原因:

&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 に対して GRANT

操作が試みられましたが、要求した特権のすべてが認可さ
れたわけではありません。認可しようとした特権のうち有
していないものがあるか、WITH GRANT OPTION を使
用して GRANT ステートメントを実行しようとしたがオ
ブジェクト所有者でないか、オブジェクトに対する
*ALLOBJ 権限がないか、または *ALLOBJ 特殊権限をも
っていません。要求した有効な特権はすべて認可されまし
た。

回復手順:
機密保護担当者またはオブジェクト所有者から必要な権限
をもらってください。操作をやり直してください。

SQLCODE: +570

SQLSTATE: 01007

SQL0573

メッセージ・テキスト: &2 のテーブル &1 には対応する親キーがない。

原因:

&4 の制約 &3 に対して FOREIGN KEY 文節に参照列リ
ストが指定されてい ます。&2 の親テーブル &1 には対
応する PRIMARY または UNIQUE キーがありません。
この制約を追加することはできません。
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回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 参照列リストと対応する PRIMARY または UNIQUE

キーをもつテーブルを FOREIGN KEY 文節に指定す
る。

v 親テーブルに定義された PRIMARY または UNIQUE

キーの定義と一致するように参照列リストを変更す
る。

SQLCODE: -573

SQLSTATE: 42890

SQL0574

メッセージ・テキスト: DEFAULT、識別、または順序属性が有効でありません。

原因:

&2 中の &1 の列 &3 の DEFAULT 値または識別属性値
が有効でないか、&2 中の順序 &1 の順序属性値が有効で
ありません。 DEFAULT 値の場合、このステートメント
に間違った値が指定されているか、あるいは値がすでに列
に定義されていて ALTER TABLE ステートメントに指定
されている属性と矛盾している可能性があります。値は次
の規則に従っていなければなりません。

v DEFAULT 値は列のデータ・タイプと矛盾しないもの
でなければなりません。浮動小数点定数は浮動小数点
列の省略時の値にだけすることができます。

v DEFAULT 値は列に対して長すぎてはいけません。

v 列が日付、時刻、または時刻スタンプとして定義され
ている場合には、DEFAULT 値はそのタイプの有効な
ストリング表記でなければなりません。

v DEFAULT 値が USER 特殊レジスターの値として定義
されている場合には、列を CHAR または VARCHAR

として定義し、長さ属性は 18 より大きいか等しくな
ければなりません。

v DEFAULT 値の CCSID は、列の CCSID と矛盾しない
ものでなければなりません。

v ユーザー定義タイプである列の DEFAULT 値は、ソー
ス・タイプにプロモート可能なものであるか、あるい
はそのタイプ用の CAST 関数を使ってそのユーザー定
義タイプにキャストされているものでなければなりま
せん。

v データ・リンク列に DEFAULT 値を指定することはで
きません。識別列または順序の場合、START WITH、
INCREMENT BY、MINVALUE、MAXVALUE、 およ
び RESTART WITH オプションに指定する値は、位取
りがゼロでなければなりません。

回復手順:
値を列または順序に対して有効なものに変更してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -574

SQLSTATE: 42894
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メッセージ・テキスト: SQL データの変更は許可されません。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v データ・アクセス属性として READS SQL DATA また
は CONTAINS SQL DATA を指定して作成したプロシ
ージャーが呼び出されたか、あるいは関数が呼び出さ
れました。READS SQL DATA または CONTAINS

SQL DATA を指定した作成されたプロシージャーまた
は関数、あるいはそのプロシージャーまたは関数で呼
び出されるプロシージャーまたは関数では、データを
変更できず、MODIFIES SQL DATA 属性を持つプロシ
ージャーまたは関数を呼び出すことはできません。

v データを変更するステートメントがルーチン本体に含
まれていると、READS SQL DATA および
CONTAINS SQL DATA は、SQL プロシージャーまた
は関数の CREATE PROCEDURE または CREATE

FUNCTION ステートメントでは指定できません。

v データを変更するステートメントが含まれている
BEFORE トリガーが活動化されていました。データを
変更するステートメントには、INSERT、UPDATE、
DELETE、REFRESH TABLE、GRANT、REVOKE、
LABEL、COMMENT、およびいずれかの CREATE ま
たは DROP があります。エラーがプロシージャーまた
は関数の中で起こった場合には、ルーチン名は &1 で
あり、特定名は &2 です。

回復手順:

READS SQL DATA または CONTAINS SQL DATA を
指定して作成されたプロシージャーまたは関数が、SQL

データを変更するプロシージャーまたは関数を呼び出して
いないことを確認します。SQL データを変更する関数の
作成時には、MODIFIES SQL DATA を指定してくださ
い。

SQLCODE: -577

SQLSTATE: 2F002、38002、42985

SQL0578

メッセージ・テキスト:
&2 の SQL 関数 &1 で RETURN ステートメントが実行
されませんでした。

原因:

&2 の SQL 関数 &1 の実行中に、RETURN ステートメ
ントを実行しないで、ルーチン本体の終わりに達しまし
た。

回復手順:
関数ルーチン本体の終わりに RETURN ステートメントを
追加してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -578

SQLSTATE: 2F005

第 5 章 SQL メッセージの概念 145



SQL0579

メッセージ・テキスト: SQL データの読み取りは許可されません。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v データ・アクセス属性として CONTAINS SQL DATA

を指定して作成したプロシージャーが呼び出された
か、あるいは関数が呼び出されました。CONTAINS

SQL DATA を指定した作成されたプロシージャーまた
は関数、あるいはそのプロシージャーまたは関数で呼
び出されるプロシージャーまたは関数では、データを
読み取ることができず、READS SQL DATA 属性を持
つプロシージャーまたは関数を呼び出すことはできま
せん。

v データを読み取るステートメントがルーチン本体に含
まれていると、CONTAINS SQL DATA は、SQL プロ
シージャーまたは関数の CREATE PROCEDURE また
は CREATE FUNCTION ステートメントでは指定でき
ません。

v SQL ステートメントが含まれているトリガーが活動化
されていました。エラーがプロシージャーまたは関数
の中で起こった場合には、ルーチン名は &1 であり、
特定名は &2 です。

回復手順:

CONTAINS SQL DATA を指定して作成されたプロシー
ジャーおよび関数が SQL データを読み取るプロシージャ
ーまたは関数を呼び出していないことを確認してくださ
い。

SQLCODE: -579

SQLSTATE: 2F004、38004、42985

SQL0580

メッセージ・テキスト:
CASE 式の少なくとも 1 つの結果は NULL であっては
なりません。

原因:

CASE 式のすべての結果について NULL 値またはパラメ
ーター・マーカーが指定されています。CASE 式の少なく
とも 1 つの結果は NULL またはパラメーター・マーカ
ー以外の値でなければなりません。

回復手順:

THEN または ELSE キーワードに続く少なくとも 1 つの
結果の式が NULL またはパラメーター・マーカー以外の
他の値になるように CASE 式を変更してください。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -580

SQLSTATE: 42625

SQL0581

メッセージ・テキスト: CASE 式の結果に互換性がありません。

原因:
CASE 式の結果の値として指定された式に互換性がありま
せん。
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回復手順:
CASE 式の結果を互換性のある値に変更してください。要
求をやり直してください。

SQLCODE: -581

SQLSTATE: 42804

SQL0583

メッセージ・テキスト: &2 の関数 &1 の使用が正しくない。

原因:

&2 の関数 &1 は、確定的でないものとして定義されてい
るので、指定された場所で呼び出すことはできません。確
定的でない関数は、GROUP BY 文節にも JOIN 文節にも
指定できません。

回復手順:
GROUP BY 文節または JOIN 文節からこの関数を除去し
てください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -583

SQLSTATE: 42845

SQL0585

メッセージ・テキスト:
指定されたパスでのスキーマ &1 の使用法が正しくあり
ません。

原因:

誤ったパスが、SET PATH ステートメントまたは SET

OPTION SQLPATH ステートメントに指定されていまし
た。次のエラーの 1 つが起こっています。

v パスの中で &1 が複数回指定されています。

v *LIBL がパス中に指定されているただ 1 つの値であり
ません。

v スキーマ名が *N である場合には、USER、CURRENT

PATH、または SYSTEM PATH のいずれかがパス中に
複数回指定されています。

回復手順: 有効なパスを指定します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -585

SQLSTATE: 42732

SQL0590

メッセージ・テキスト:
プロシージャーまたは関数 &2 に指定された名前 &1 は
固有のものではない。

原因:

&1 は、SQL プロシージャーまた関数 &2 の中でパラメ
ーター、SQL 変数、条件、またはラベルとして指定され
ています。この名前は固有のものではありません。

回復手順: 名前が固有のものとなるように変更してください。

SQLCODE: -590

SQLSTATE: 42734
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メッセージ・テキスト: コミット・レベル *&1 は *&2 ロックに拡大された。

原因:

コミット・レベルに *&1 が指定されていますが、*&1 は
使用されませんでした。コミットメント・レベル *&1 に
対する要求を満たすために、基本テーブル が *&2 でロ
ックされました。ROLLBACK HOLD ステートメントを
要求した場合には、カーソルは同じ位置にとどまります。
次の理由のいずれかのために、*&1 は使用されませんで
した。

v GROUP BY 文節、HAVING 文節、または列関数がス
テートメントに指定された。

v DISTINCT キーワードがステートメントに指定され
た。

v UNION キーワードがステートメントに指定された。

v 結合がステートメントに指定されたが、すべてのファ
イルが同じジャーナルにジャーナル処理されるわけで
はない。

v DB2 UDB for iSeries はテーブルをロックして、反復可
能読み取りコミット・レベルをインプリメントしま
す。

回復手順:

コミット・レベルの自動調整が必要でない場合には、ステ
ートメントまたは要求したコミット・レベルを変更してく
ださい。更新不可共用ロック・レベル (*SHRNUP) が認
可されたが、これを受け入れることができない場合には、
コミット・レベルに *CHG または *NONE を指定してく
ださい。

SQLCODE: +595

SQLSTATE: 01526

SQL0596

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 の DISCONNECT 時
にエラーが起こった。

原因:

リレーショナル・データベース &1 の DISCONNECT 時
にエラーが起こりました。ただし、これによってリレーシ
ョナル・データベース &1 の正常な切断が妨げられたわ
けではありません。エラーの説明については、前のメッセ
ージを参照してください。

回復手順: 不要です。

SQLCODE: +596

SQLSTATE: 01002

SQL0601

メッセージ・テキスト: &2 のタイプ *&3 に &1 がすでに存在している。
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原因:

&2 に &1 を作成しようとしたか、あるいはテーブル、ビ
ュー、別名、または索引を &1 に名前変更しようとしま
したが、&1 はすでに存在しています。同一スキーマ内の
すべてのテーブル、ビュー、別名、索引、SQL パッケー
ジ、順序、制約、トリガー、およびユーザー定義タイプに
は固有名が必要です。

v &1 が一時テーブルである場合には、WITH REPLACE

文節を指定しなければそれを置き換えることはできな
い。

v スキーマ名が *N の場合には、これは CREATE

SCHEMA ステートメント。これが CREATE TABLE

または ALTER TABLE ステートメントで、そのタイプ
が *N の場合には、&1 が制約。

回復手順:

&1 を存在しない名前に変更するか、あるいは既存のオブ
ジェクトを削除、移動、名前変更してください。これが一
時テーブルである場合には、WITH REPLACE 文節を使用
してください。 SQL パッケージを作成する時には、
CRTSQLPKG に REPLACE(*YES) を指定してください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -601

SQLSTATE: 42710

SQL0602

メッセージ・テキスト: CREATE INDEX に 120 を超える欄が指定された。

原因:
CREATE INDEX ステートメントで使用できる列数は 120

までです。

回復手順:
列リスト中の列名の数を最大 120 に減らしてください。
要求をやり直してください。

SQLCODE: -602

SQLSTATE: 54008

SQL0603

メッセージ・テキスト: 重複キーのために固有の索引を作成することができない。

原因:

&2 に固有の索引 &1 を作成しようとしたか、あるいは
&2 に固有の制約 &1 を追加しようとしました。索引の作
成に使用される列の 1 つまたは複数の重複した値が、&4

のテーブル &3 の行に含まれているので、この操作を実
行することはできません。
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回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v CREATE INDEX ステートメントから UNIQUE 属性を
除去する。

v ALTER TABLE ステートメントから UNIQUE 制約を
除去する。

v すべてのキー値が固有になるように、関連テーブルの
データを変更する。

v 重複キーに NULL 値が入っている場合には、CREATE

INDEX ステートメントに UNIQUE WHERE NOT

NULL を指定する。キー値に NULL 値が入っていて
も、固有性の制約が適用されません。どの行に重複す
るキーの値が入っているかについては、前にリストさ
れているジョブ・ログのメッセージを参照してくださ
い。

SQLCODE: -603

SQLSTATE: 23515

SQL0604

メッセージ・テキスト: 属性が正しくない。
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原因:

無効な長さ、精度、位取り、または ALLOCATE 属性が次のい
ずれかに含まれています。

v CREATE TABLE、ALTER TABLE、または DECLARE

GLOBAL TEMPORARY TABLE ステートメント中の列の 1

つ。

v DECLARE PROCEDURE、CREATE PROCEDURE、 CREATE

FUNCTION、または CREATE TRIGGER ステートメント中の
パラメーターまたは SQL 変数の 1 つ。

v CAST スカラー関数。

v CREATE TYPE ソース・データ・タイプ。次の理由のいずれ
かのために、定義が無効です。

v DECIMAL または NUMERIC データ・タイプが指定されてい
る場合には、精度は 1 から 63 で、位取りは 0 からその精
度までとする。

v CHARACTER または BINARY が指定されている場合には、
長さは、パラメーターまたは NULL 値可能でない列の場合に
は 1 から 32766 であるか、あるいは NULL 値可能な列の場
合には 1 から 32765 でなければならない。

v VARCHAR または VARBINARY が指定されている場合に
は、長さは、パラメーターまたは NULL 値可能でない列の場
合には 1 から 32740 であるか、あるいは NULL 値可能な列
の場合には 1 から 32739 でなければならない。

v FOR MIXED DATA 文節または混合 CCSID が指定されてい
る場合には、長さを 4 未満にはできない。

v GRAPHIC が指定されている場合には、長さは、パラメータ
ーまたは NULL 値可能でない列の場合には 1 から 16383 で
あるか、あるいは列が NULL 値可能の場合には 1 から
16382 でなければならない。 指定される長さは、DBCS 文字
の文字数です。

v VARGRAPHIC が指定されている場合には、長さは、パラメ
ーターまたは NULL 値可能でない列の場合には 1 から
16370 であるか、あるいは列が NULL 値可能の場合には 1

から 16369 でなければならない。 指定される長さは、DBCS

文字の文字数です。

v BLOB または CLOB が指定されている場合には、長さは、1

から 2G (2048 M、2,097,152 K、または 2,147,483,647 バイ
ト) でなければならない。 DBCLOB が指定されている場合
には、長さは 1 から 1073741823 でなければならない。

v DATALINK が指定されている場合には、長さは 1 から
32717 でなければならない。

v VARCHAR、VARBINARY、CLOB、 BLOB、 DBCLOB、
DATALINK、または VARGRAPHIC が指定されている場合に
は、ALLOCATE 属性は、指定されている長さ属性以下と
32766 以下でなければならない。

回復手順:
列の長さ、精度、位取り、または ALLOCATE 属性を訂正して
ください。要求をやり直してください。
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SQLCODE: -604

SQLSTATE: 42611

SQL0607

メッセージ・テキスト:
&2 のシステム・テーブル &1 に対する操作は許されませ
ん。

原因:

&2 のテーブルまたはビュー &1 はカタログまたはシステ
ム・テーブルです。ユーザーがカタログおよびシステム・
テーブルを変更またはロックすることはできません。

回復手順:

システム・テーブルでないテーブルを参照するように、
SQL ステートメントを変更してください。要求をやり直
してください。

SQLCODE: -607

SQLSTATE: 42832

SQL0612

メッセージ・テキスト: &1 は重複した欄の名前である。

原因:

次のエラーの 1 つが起こっています。

v CREATE TABLE または CREATE VIEW ステートメ
ントに列 &1 が複数回指定されている。列名およびシ
ステム列名はテーブルまたはビューの中で固有でなけ
ればなりません。

v ALTER TABLE ステートメントの ADD 文節の中に列
&1 が指定されている。 列 &1 はすでにテーブルの中
に存在しています。

v 列 &1 が ALTER TABLE ステートメントの
ALTER、DROP、または ADD 文節の中に複数回指定
されている。

v 共通テーブル式の列リストの中か、テーブルまたは派
生テーブルの相関文節の中に、列 &1 が複数回指定さ
れている。

v 列 &1 が UPDATE トリガーの列リストの中に複数回
指定されている。

v 列 &1 が CREATE FUNCTION ステートメントの
RETURNS TABLE 文節の中に複数回指定されている。
ユーザー定義テーブル関数の戻り列名は固有でなけれ
ばなりません。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 各列に固有の名前を指定する。

v 1 つの ALTER TABLE ステートメントの中の 1 つの
文節を除いてその他のすべての文節から列を除去す
る。必要な場合には、複数のステートメントを指定す
ることができます。

SQLCODE: -612
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SQLSTATE: 42711

SQL0613

メッセージ・テキスト: キーが長すぎるか、その欄が多すぎます。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v &2 中の制約 &1 の PRIMARY または UNIQUE キー
を作成することができません。

v テーブルのパーティション・キーが長すぎます。キー
に 120 個を超える列が指定されているか、あるいはキ
ーに指定された列の長さの合計が最大値の 2000 バイ
トを超えています。 NULL 値可能列がリストに入って
いる場合には、各 NULL 値可能列ごとにその長さとし
てさらに 1 バイトが必要になります。可変長列がリス
トに入っている場合には、各可変長列ごとに 2 バイト
の長さが合計長に含まれます。

回復手順:

キーから一部の列を取り除くか、キーの合計長が最大長を
超えないように列の長さ属性を変更してください。要求を
やり直してください。

SQLCODE: -613

SQLSTATE: 54008

SQL0614

メッセージ・テキスト: CREATE INDEX の欄の長さが長すぎる。

原因:

CREATE INDEX に指定された列の長さの合計が最大の
2000 バイトを超え ています。リストに NULL 値可能列
が入っている場合には、各 NULL 値可能列に追加のバイ
トが必要です。索引に可変長列が入っている場合には、列
の 2 バイトの長さが合計長に 含まれます。

回復手順:

列の一部を CREATE INDEX 列リストから削除すること
によって長さを減らしください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -614

SQLSTATE: 54008

SQL0615

メッセージ・テキスト:
&2 のオブジェクト &1 タイプ &3 が除去されなかっ
た。現在使用中です。

原因:

&2 のオブジェクト &1 タイプ &3 は、すでに同じアプ
リケーション処理で使用されているため、除去されません
でした。オブジェクトがテーブルの場合には、オープン・
カーソルが使用している可能性があります。オブジェクト
が SQL パッケージの場合には、そのパッケージが現在実
行中である場合があります。
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回復手順:

このオブジェクトがテーブルの場合には、カーソルをクロ
ーズしなければなりません。このオブジェクトが SQL パ
ッケージの場合には、SQL パッケージはそれ自身を除去
することはできません。除去要求をやり直してください。

SQLCODE: -615

SQLSTATE: 55006

SQL0616

メッセージ・テキスト:
RESTRICT を使用して &2 タイプ &3 の &1 を除去する
ことはできない。

原因:

RESTRICT オプションを使用して &2 の &1 を除去しよ
うとしました。ビュー、制約、または見出しが &1 に依
存しているので、これを除去することはできません。

回復手順:

&1 およびこれに依存しているビュー、制約、または索引
を除去するためには、ALTER TABLE ステートメントに
CASCADE を指定してください。要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -616

SQLSTATE: 42893

SQL0624

メッセージ・テキスト: &2 のテーブル &1 にはすでに基本キーがある。

原因:

&2 のテーブル &1 に主キーすなわち固有キーを追加しよ
うとしました。このテーブルにはすでに主キーが定義され
ているか、あるいはこのテーブルは、追加しようとするキ
ーと一致しないアクセス・パスをもっています。テーブル
は主キーを 1 つしかもつことができません。この制約を
追加することはできません。

回復手順:

テーブルに現在定義されている主キーを除去するか、ある
いは UNIQUE 制限として制約を追加してください。テー
ブルのアクセス・パスが一致しない場合には、制約の中の
列数とアクセス・パスの中の列数が一致するようにしてく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -624

SQLSTATE: 42889

SQL0628

メッセージ・テキスト: 同じ定義では文節が正しくない。
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原因:

列、ソース関数、またはトリガーの属性を定義するために
指定されている文節が無効です。次のいずれかが起こって
います。

v 文節 FOR BIT DATA、FOR SBCS DATA、FOR

MIXED DATA、または CCSID のうち 2 つ以上が列
定義に指定されていました。

v READ PERMISSION FS および WRITE PERMISSION

BLOCKED がデータ・リンク列に指定されていまし
た。

v READ PERMISSION DB および WRITE PERMISSION

FS がデータ・リンク列に指定されていました。

v WRITE PERMISSION FS および ON UNLINK 文節が
データ・リンク列に指定されていました。

v INCLUDING または EXCLUDING COLUMN

DEFAULTS および USING TYPE DEFAULTS がテー
ブルに指定されていました。

v ソース関数の作成時に無効な文節が指定されていまし
た。

v FOR EACH STATEMENT が BEFORE トリガーに指定
されていたか、MODE DB2ROW で指定されていま
す。

v MODE DB2SQL が BEFORE の場合に指定されてい
て、トリガー・テーブルへの参照がトリガーに含まれ
ています。

v OLD ROW または NEW ROW および日付または時刻
オプション用に SET OPTION をもつ相関名が指定され
ていました。

回復手順:
定義が有効となるように文節を変更または除去してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -628

SQLSTATE: 42613

SQL0629

メッセージ・テキスト:
&2 の参照制約 &1 に対して SET NULL を指定すること
はできない。

原因:

参照制約 &1 に対して REFERENCES 文節で SET NULL

が指定されていま す。外部キー中の列に NULL 値を指
定することはできません。

回復手順:

外部キー中の列の少なくとも 1 つに NULL 値を指定で
きるようにテーブルを作成するか、あるいは別の省略時処
置を ON DELETE 文節で指定してください。要求をやり
直してください。

SQLCODE: -629

SQLSTATE: 42834
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メッセージ・テキスト: &2 の制約 &1 に対する外部キーが長すぎる。

原因:

&2 の制約 &1 に対して FOREIGN キーを作成すること
ができません。FOREIGN KEY 文節に 120 個を超える列
が指定されているか、あるいはこのキーに指定された列の
長さの合計が最大値の 2000 バイトを超えています。
NULL 値可能列がリストに入っている場合には、各
NULL 値可能列ごとにその長さとしてさらに 1 バイトが
必要になります。可変長列がリストに入っている場合に
は、各可変長列ごとに 2 バイトの長さが合計長に含まれ
ます。

回復手順:
FOREIGN KEY 文節から列のいくつかを除去してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -631

SQLSTATE: 54008

SQL0636

メッセージ・テキスト: 区画 &1 に指定された範囲が正しくありません。

原因:

次のいずれかの理由でパーティション・キーに指定された
範囲は有効でありません。

v パーティションが正しい順序で指定されていません。

v パーティションの ENDING 値が STARTING 値より小
さくなっています。

v EVERY 文節に指定された値が範囲に有効でありませ
ん。

v パーティション・キーがオーバーラップしています。

回復手順:
STARTING、ENDING、または EVERY 文節に有効な範
囲を指定して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -636

SQLSTATE: 56016

SQL0637

メッセージ・テキスト: &1 で始まるキーワードまたは文節が無効です。
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原因:

キーワードまたは文節 &1 は次の理由のいずれかのため
に正しくありません。

v DEFAULT、UNIQUE、および PRIMARY、各データ・
リンク・オプション、そして各識別オプションを指定
できるのは、CREATE TABLE ステートメント中の列
定義で一度だけである。

v 同じ列定義で UNIQUE と PRIMARY の両方を指定す
ることはできない。

v PRIMARY は CREATE TABLE ステートメントに 1

回だけ指定することができる。

v IDENTITY COLUMN ATTRIBUTES、COLUMN

DEFAULTS、および USING TYPE DEFAULTS オプシ
ョンを指定できるのは一度だけである。

v ALTER TABLE ALTER COLUMN の場合には、各
SET または DROP オプションを指定できるのは、列に
つき一度だけである。

v PREPARE ステートメントの属性ストリングは、オプシ
ョンを 1 回しか指定できず、矛盾するオプションを含
むことはできません。

回復手順:
各キーワードまたは文節ごとに 1 つを除くすべての指定
を除去してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -637

SQLSTATE: 42614

SQL0642

メッセージ・テキスト: &2 の &1 に対する制約の最大数を超えている。

原因:

&2 のテーブル &1 はすでに 300 個の制約と関連づけら
れているので、このテーブルに制約を追加することはでき
ません。この限界数には、テーブルに定義されているすべ
ての制約とテーブルが親として定義されているすべての参
照制約が含まれます。

回復手順:
可能なら、すでに関連づけられている 300 個の制約のう
ちの 1 つを消去して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -642

SQLSTATE: 54021

SQL0644

メッセージ・テキスト: ATTRIBUTES 値 &1 が正しくありません。

原因:

PREPARE ステートメントに指定された ATTRIBUTES ス
トリングに &1 が含まれていますが、これは正しくあり
ません。準備中の SQL ステートメントのタイプのタイプ
は &2 です。

回復手順: 無効な属性を除去または訂正して、やり直してください。

SQLCODE: -644

第 5 章 SQL メッセージの概念 157

||

||

|

|
|
|
|

||

||



SQL0644

SQLSTATE: 42615

SQL0645

メッセージ・テキスト:
&2 の索引 &1 の場合には、WHERE NOT NULL 文節は
無視される。

原因:

&2 の索引 &1 の作成時に UNIQUE WHERE NOT

NULL が指定されましたが、この索引の列はどれも
NULL 値可能ではありません。この索引は固有の索引と
して作成されます。

回復手順:
CREATE INDEX ステートメントから WHERE NOT

NULL 文節を除去してください。

SQLCODE: +645

SQLSTATE: 01528

SQL0658

メッセージ・テキスト: 関数 &2 の &1 が除去できません。

原因:

スキーマ &2 の関数 &1 は、CREATE DISTINCT TYPE

ステートメントによって暗黙に生成されたものなので、除
去できません。

回復手順:
この関数を除去するためには、この関数が関連付けられて
いる特殊タイプを除去する必要があります。

SQLCODE: -658

SQLSTATE: 42917

SQL0663

メッセージ・テキスト: 区分化値の数が正しくありません。

原因:

パーティション &1 の STARTING または ENDING 文節
に間違った数の値が指定されました。指定する値の数は、
パーティション・キーのキー列数と一致しなければなりま
せん。 EVERY 文節を使用する場合には、パーティショ
ン・キーには 1 つの列しか指定できません。

回復手順:

指定されたキー限界の数をパーティション・キー列数と一
致するように変更するか、パーティション・キー中の列数
を変更してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -663

SQLSTATE: 53038

SQL0665

メッセージ・テキスト: 区画名または区画番号 &1 は正しくありません。
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SQL0665

原因:

DROP PARTITION 文節にパーティション名またはパーテ
ィション番号 &1 が指定されましたが、テーブル中のパ
ーティションを参照していません。指定するパーティショ
ン名またはパーティション番号は、テーブルの既存のパー
ティションを識別するものでなければなりません。

回復手順:
既存のパーティションのパーティション名またはパーティ
ション番号を指定して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -665

SQLSTATE: 53039

SQL0666

メッセージ・テキスト:
見積 QUERY 処理時間 &1 が時間制限 &2 を超えてい
る。

原因:

CHGQRYA CL コマンドによってデータベース QUERY

時間制限属性が指定されました。時間制限は &2 秒で
す。QUERY 時間制限属性で許容される時間より長い経過
時間が実行に必要であると見積もられた SQL QUERY を
開始しようとしました。見積経過時間は &1 秒です。
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回復手順:

QUERY に対して次の変更を行うことにより、QUERY 時
間制限を超えないように見積経過時間を短縮できる可能性
があります。

v さらに制約レコード選択指定を追加することによって
戻されるレコードの数が少なくなるように QUERY を
変更する。

v 既存のキー順アクセス・パスを使用してより高速にレ
コードを処理できるように QUERY のレコード選択を
変更する。

v CRTLF CL コマンドまたは SQL CREATE INDEX ス
テートメントを使用して QUERY のレコード選択と一
致するキーをもつアクセス・パスを作成する。

v 一時アクセス・パスの作成もソートの実行も不要にな
るように順序づけ指定を変更する。

v グループ化フィールド指定を、既存のキー順アクセ
ス・パスの左端のキー・フィールドと一致するように
変更する。

v OPTIMIZE FOR NN ROWS 文節を指定する。ここで、
NN は QUERY が終了される前に検索する予定である
実際のレコード数を表します。この文節により、
QUERY 最適化プログラムは、時間見積値を減らすため
に QUERY が最後まで連続的には実行されないと見な
すことになります。

v 結果を画面上に出力するように QUERY の出力タイプ
を変更する。

v CHGQRYA CL コマンドの QRYTIMLMT パラメータ
ーによって QUERY 時間制限に新しい値を指定する。

v パフォーマンス情報および提案について、ジョブ・ロ
グに入っている QUERY デバッグ・メッセージを調べ
る。これらのメッセージはジョブ・ログのこのメッセ
ージの前にあり、追加の情報および提案を提供しま
す。

SQLCODE: -666

SQLSTATE: 57005

SQL0667

メッセージ・テキスト:
FOREIGN キーの値が &2 の制約 &1 の親キーの値と一
致しない。

原因:

従属テーブルの FOREIGN キーのすべての値は、一致す
る値が親テーブルの親キーになければなりません。&2 の
制約 &1 には、一致する値が親テーブルにな い既存の値
が &4 のテーブル &3 の FOREIGN キーにあります。こ
の制約を追加することはできません。
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回復手順:

FOREIGN キーのすべての値が一致する値を親キーにもつ
ように従属テーブルまたは親テーブルの行を更新するか、
あるいは参照制約中のキーの定義を変更してください。要
求をやり直してください。

SQLCODE: -667

SQLSTATE: 23520

SQL0675

メッセージ・テキスト:
指定した削除規則は &2 のテーブル &1 上のトリガーで
は使用できません。

原因:

&2 のテーブル &1 で &4 の参照制約 &3 に指定されて
いる削除規則は、指定したトリガーには使用できません。
制約規則 DELETE CASCADE はカスケード・トリガーで
は使用できません。制約規則 DELETE SET NULL およ
び DELETE SET DEFAULT は更新トリガーでは使用で
きません。

回復手順:

RMVPFTRG コマンドを使用してトリガーを除去するか、
RMVPFCST コマンドを使用して制約を除去するか、有効
な削除規則を指定して制約を定義するか、あるいは別のイ
ベントを指定してトリガーを定義するかのいずれかにして
ください。

SQLCODE: -675

SQLSTATE: 42892

SQL0678

メッセージ・テキスト:
リテラル &1 のデータ・タイプが欄 &3 と互換性があり
ません。

原因:

STARTING、ENDING、または EVERY 文節に指定され
たリテラル &1 が列 &3 と互換性がありません。 列 &3

のデータ・タイプは &2 です。

回復手順:
STARTING、ENDING、または EVERY 文節に有効なリ
テラルを指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -678

SQLSTATE: 53045

SQL0679

メッセージ・テキスト:
操作が保留されているために、&2 のオブジェクト &1 タ
イプ *&3 は作成されなかった。
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SQL0679

原因:

オブジェクト &1 にはコミットメント制御下の未処理の
DROP または CREATE があり、それによって作成が妨げ
られています。これは次のいずれかの方法で起こった可能
性があります。

v このアプリケーション処理が、コミットされていない
DROP をコミットメント制御下で実行し、現在、コミ
ットメント制御レベル *NONE を使用して同じオブジ
ェクトを作成しようとしている。

v 別のアプリケーション処理が、コミットされていない
DROP をコミットメント制御下で実行した。

v このアプリケーション処理が、別のコミット定義を使
用して DROP をコミットメント制御下で実行して、
DROP がコミットされていない。

v このアプリケーション処理が、コミットされていない
CREATE をコミットメント制御下で実行し、現在、コ
ミットメント制御レベル *NONE のもとで後続の
CREATE でオブジェクトを使用しようとしている。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v これがコミットされていない DROP または CREATE

ステートメントを出したアプリケーション処理であっ
た場合には、オブジェクトの作成を試みる前に
COMMIT を出すか、あるいは *NONE 以外のコミット
メント制御レベルを使用してプログラムから CREATE

ステートメントを出してください。

v DROP を出したアプリケーション処理がユーザーのア
プリケーション処理でない場合には、そのアプリケー
ション処理が DROP ステートメントのコミットまたは
ROLLBACK を実行しなければなりません。

v このアプリケーション処理がコミットされていない
DROP、または別のコミット定義の 下で CREATE ス
テートメントを出した場合には、コミット定義で
COMMIT または ROLLBACK を出してください。

SQLCODE: -679

SQLSTATE: 57006

SQL0680

メッセージ・テキスト: 指定された欄が多すぎます。

原因:

ユーザー定義テーブル関数の定義に指定された列が多すぎ
ます。入力パラメーター列と戻り列の結合として指定でき
る列は最大 125 です。 この最大は、SCRATCHPAD と
DBINFO の両方の構造が要求されると 1 ずつ減じられま
す。

回復手順:

ユーザー定義テーブル関数について指定したパラメーター
または戻り列数を減らしてください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -680
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SQLSTATE: 54011

SQL0683

メッセージ・テキスト: 文節が指定のタイプには無効です。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v FOR BIT DATA、FOR MIXED DATA、FOR SBCS

DATA、または CCSID 文節が CAST スカラー関数、
CREATE DISTINCT TYPE ソース・データ・タイプ、
あるいは列またはパラメーター &1 に指定されまし
た。これらの文節は、そのタイプが数値、日付、時
刻、タイム・スタンプ、バイナリー、またはユーザー
定義タイプの場合には有効でありません。 FOR BIT

DATA、FOR MIXED DATA、または FOR SBCS

DATA 文節は、そのタイプがグラフィックまたはデー
タ・リンクの場合には有効でありません。

v LINKTYPE オプションがデータ・リンクでない列に指
定されました。

回復手順:

CCSID 文節が指定されている場合には、指定したタイプ
を文字、可変長文字、CLOB、グラフィック、可変長グラ
フィック、DBCLOB、または DATALINK になるように
変更します。 FOR BIT DATA、FOR MIXED DATA、
FOR SBCS DATA 文節が指定されている場合には、タイ
プを文字、可変長文字、または CLOB に変更してくださ
い。タイプが正しい場合には、この文節を取り除いてくだ
さい。LINKTYPE を指定した場合には、指定したタイプ
がデータ・リンクになるように変更するか、あるいは文節
を除去してください。

SQLCODE: -683

SQLSTATE: 42842

SQL0696

メッセージ・テキスト: 相互関連名またはテーブル &3 が無効です。

原因:

相関名またはテーブル &3 が &2 のトリガー &1 には無
効です。 理由コードは &4 です。 理由コードが示すエ
ラーは次の 1 つです。

1. NEW 相関名または NEW_TABLE &3 が DELETE ト
リガー中に指定された。

2. OLD 相関名または OLD_TABLE &3 が INSERT ト
リガー中に指定された。

3. OLD_TABLE または NEW_TABLE が BEFORE トリ
ガー中に指定されていたか、DB2ROW で指定されて
いない。

回復手順:
ステートメントが有効になるように、参照文節またはトリ
ガーのタイプを変更します。要求をやり直してください。

SQLCODE: -696
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SQLSTATE: 42898

SQL0697

メッセージ・テキスト:
REFERENCING OLD または NEW がステートメント・
トリガーには無効です。

原因:

REFERENCING OLD または NEW が SQL トリガーに
指定されていました。旧および新規相関変数がステートメ
ント・トリガーには無効です。

回復手順:

REFERENCING 文節を除去するか、FOR EACH ROW を
CREATE TRIGGER ステートメントで指定します。要求
をやり直してください。

SQLCODE: -697

SQLSTATE: 42899

SQL0707

メッセージ・テキスト: &2 では名前 &1 は使用できません。

原因:

名前 &1 は使用できません。

v &2 には特殊タイプまたは順序 &1 は作成できませ
ん。名前が予約語であるか、またはスキーマが
QSYS、 QSYS2、 SYSIBM、 または QTEMP として
指定されているかのいずれかです。特殊タイプまたは
順序を QSYS、QSYS2、SYSIBM、または QTEMP 中
に作成することはできません。

v SAVEPOINT &1 は、SYS で始まる名前にすることは
できません。

回復手順:

名前を予約語でないものに変更するか、あるいはユーザー
定義データ・タイプまたは順序を QSYS、 QSYS2、
SYSIBM、または QTEMP 以外のスキーマ中に作成して
ください。

SQLCODE: -707

SQLSTATE: 42939

SQL0713

メッセージ・テキスト: &2 の値が正しくありません。

原因:

SET &2 ステートメントに指定された値が正しくありませ
ん。 NULL 値を &2 特殊レジスターを設定するために使
用することはできません。 &2 の設定は、文字または
UCS-2 または UTF-16 グラフィック・ストリングを使っ
てしか行えません。これが SET ENCRYPTION

PASSWORD WITH HINT である場合には、ヒント値は
32 文字を超えることはできません。これが SET

SCHEMA である場合には、スキーマ名内のすべての文字
が大文字でなければならないか、スキーマ名を区切り文字
で区切らなければなりません。
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回復手順:

特殊レジスターに有効な値を指定してください。そこに
NULL 値は含まれていないことを確認してください。要
求をやり直してください。

SQLCODE: -713

SQLSTATE: 3F000、42815

SQL0723

メッセージ・テキスト:
&2 の SQL トリガー &1 が SQLCODE &3 SQLSTATE

&4 で失敗しました。

原因:

スキーマ &2 中のトリガー &1 のトリガーされた SQL

ステートメントでエラーが起こりました。 SQLCODE は
&3、SQLSTATE は &4、さらにメッセージは &5 です。

回復手順:

検出されたエラーの詳細については、ジョブ・ログを参照
してください。エラーを訂正して、要求をやり直してくだ
さい。

SQLCODE: -723

SQLSTATE: 09000

SQL0724

メッセージ・テキスト: カスケードされたトリガー・プログラムが多すぎる。

原因: カスケード・トリガーの最大数 200 を超えました。

回復手順:
同じテーブルでトリガー・プログラムが繰り返し呼び出さ
れる原因となっているトリガーを取り除いてください。

SQLCODE: -724

SQLSTATE: 54038

SQL0751

メッセージ・テキスト: SQL ステートメント &1 が使用できません。
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原因:

ステートメント &1 は、ストアード・プロシージャー、
ユーザー定義関数、またはトリガーの中では使用できませ
ん。

v トリガー・プログラム内で使用できないステートメン
トは、CONNECT、 SET CONNECTION、 RELEASE、
DISCONNECT、 および SET RESULT SETS です。

v トリガー・プログラムでは RUNSQLSTM を使用する
ことはできません。

v トリガー・プログラムが同一の活動化グループでトリ
ガー・プログラムとして実行中の場合には、トリガ
ー・プログラムで COMMIT および ROLLBACK を使
用することはできません。 COMMIT および
ROLLBACK は SQL トリガーの中では使用できませ
ん。

v コミットメント制御が活動状態にある時には、トリガ
ー・プログラムで ALTER TABLE を使用することはで
きません。

v リモート・アプリケーション・サーバーで実行中のス
トアード・プロシージャーまたはユーザー定義関数内
で使用できないステートメントは CONNECT、SET

CONNECTION、RELEASE、
DISCONNECT、COMMIT、ROLLBACK、および SET

TRANSACTION です。

v SQL BEFORE トリガーで使用できないステートメント
は INSERT、UPDATE、DELETE、ALTER TABLE、
COMMENT ON、 CREATE、 DROP、 GRANT、
LABEL ON、 RENAME、 REVOKE、および
REFRESH TABLE です。

v RETURN ステートメントは SQL トリガーの中では使
用できません。

v 2 次スレッド内で使用できないステートメントは、
CREATE TRIGGER、CREATE FUNCTION (SQL)、お
よび CREATE PROCEDURE (SQL) です。

回復手順:

ステートメント &1 をトリガー・プログラム、ユーザー
定義関数、またはストアード・プロシージャーから除去し
ます。要求をやり直してください。

SQLCODE: -751

SQLSTATE: 0W000、2F003、38003、42985、42987

SQL0752

メッセージ・テキスト: 接続は変更できません。理由コードは &1 です。
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原因:

アプリケーションの処理が接続可能状態でないので、接続
を行うことができません。理由コードは &1 です。 理由
コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- SQL が接続可能な状態にない。SQL は、
COMMIT または ROLLBACK の後で接続可能状態に
なります。 COMMIT、ROLLBACK、または
CONNECT 以外の SQL ステートメントが実行される
時に、SQL は接続可能状態を終了します。

v 2 -- 現行サーバーでコミットメント制御による保留中
の変更またはオープンされているファイルがある。
CONNECT 要求に指定されたリレーショナル・データ
ベース (RDB) が現行サーバーではありません。

v 3 -- コミット境界でない時に SQL パッケージ作成要
求が処理されている。

v 4 -- 接続が対話式 SQL の別の呼び出しによってロッ
クされているか、あるいは対話式 SQL 製品と DB2

UDB for iSeries 製品の間にレベルの不一致がある。

v 5 -- リモート接続およびジョブ・レベル・コミットメ
ント定義での制約事項により、接続を変更することが
できない。

v 6 -- SET TRANSACTION ステートメントが原因で、
接続をリモート・システムに変更することができな
い。

v 7 -- 前の接続が保護されているので、*RUW 接続管理
を使用して接続を変更することはできない。

v 8 -- スレッドの補助記憶域プール (ASP) グループのた
めの RDB が &3 であるので、CONNECT RESET で
は RDB&2 へのローカル接続を開始することができな
い。

v 9 -- 活動状態の接続とスレッドの現行 ASP グループ
の間に不一致がある。
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回復手順:

理由コードを基にして次のいずれかを実行してください。

v 1 -- COMMIT または ROLLBACK ステートメントを
出して、接続可能な状態にする。

v 2 -- コミットメント制御によりオープンされているす
べてのファイルをクローズして、COMMIT または
ROLLBACK ステートメントを出す。

v 3 -- COMMIT または ROLLBACK ステートメントを
出す。

v 4 -- 対話式 SQL を終了して、要求をやり直す。 対話
式 SQL が活動中の場合には、対話式 SQL を使用して
現行サーバーしか変更することはできません。

v 5 -- ジョブ・レベル・コミットメント定義に関連した
すべての活動化グループはローカルとする。あるいは
ローカル接続でなく、1 つのリモート接続だけにはジ
ョブ・レベル・コミットメント定義を関連付けること
ができます。

v 6 -- COMMIT または ROLLBACK ステートメントを
出す。

v 7 -- COMMIT の後に保護されている会話を解放する。

v 8 -- スレッドの ASP グループを、リレーショナル・
データベース &2 用の ASP グループに変更する。

v 9 -- スレッドの ASP グループを、リレーショナル・
データベース &2 用の ASP グループに変更するか、
あるいは CONNECT または SET CONNECTION ステ
ートメントを使用して、活動状態の接続を変更する。

SQLCODE: -752

SQLSTATE: 0A001

SQL0771

メッセージ・テキスト:
ROWID 欄をもつテーブルは QTEMP では使用できませ
ん。

原因:
ROWID 列をもつテーブルは QTEMP には作成できませ
ん。

回復手順:

ROWID 列を除去するか、あるいは QTEMP 以外のスキ
ーマ中にテーブルを作成してください。要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -771

SQLSTATE: 428C7

SQL0773

メッセージ・テキスト: CASE ステートメントのケースが見つかりません。
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原因:

SQL プロシージャーのルーチン本体に ELSE 文節のない
CASE ステートメントが指定されています。CASE ステ
ートメントに指定された条件で満たされるものはありませ
んでした。

回復手順:
起こり得るすべての条件を処理するように CASE ステー
トメントを変更してください。

SQLCODE: -773

SQLSTATE: 20000

SQL0774

メッセージ・テキスト:
複合 SQL ステートメントの中でステートメントを実行す
ることはできません。

原因:

回復手順:

SQLCODE: -774

SQLSTATE: 2D522

SQL0775

メッセージ・テキスト:
指定された SQL ルーチンではステートメントは使用でき
ません。

原因:

SQL プロシージャーまたは関数のルーチン本体に指定さ
れたステートメントは許可されません。制約のリストは次
の通りです。

v COMMIT または ROLLBACK ステートメントを SQL

プロシージャー の ATOMIC 複合ステートメントに指
定することはできません。

v ATOMIC 複合ステートメントを SQL 関数に指定する
ことはできません。

v COMMIT、 ROLLBACK、 CONNECT、
DISCONNECT、 SET CONNECTION、 SET RESULT

SETS、 および SET TRANSACTION ステートメント
を SQL 関数に指定することはできません。

v プロシージャーに RESULT SET が指定されていない
場合には、SET RESULT SETS ステートメントを SQL

ルーチン本体に指定することはできません。

回復手順:
SQL 関数またはプロシージャーからステートメントを除
去してください。

SQLCODE: -775

SQLSTATE: 42910

SQL0776

メッセージ・テキスト:
FOR ステートメントに指定されたカーソル &1 は使用で
きません。
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原因:

カーソル &1 は、SQL プロシージャーの FOR ステート
メントにカーソル名として指定されています。FOR ステ
ートメントの中の FETCH、OPEN、または CLOSE ステ
ートメントにカーソルを指定することはできません。

回復手順:
FETCH、OPEN、または CLOSE ステートメントを除去し
てください。

SQLCODE: -766

SQLSTATE: 428D4

SQL0777

メッセージ・テキスト: ネストされた複合ステートメントは使用できません。

原因:
SQL プロシージャーまたは関数のルーチン本体の複合ス
テートメントはネストさせることができません。

回復手順:

SQLCODE: -777

SQLSTATE: 42919

SQL0778

メッセージ・テキスト: 終了ラベル &1 が開始ラベルと同じでありません。

原因:

SQL プロシージャーまたは関数中の複合、FOR、
WHILE、REPEAT、または LOOP ステートメントの終わ
りに指定されたラベル &1 が、ステートメントの始めの
ラベルと同じでありません。開始ラベルが指定されていな
い場合には、終了ラベルを指定することはできません。

回復手順:

複合、FOR、WHILE、REPEAT、または LOOP ステート
メントで終了ラベルが開始ラベルと同じであることを確認
してください。

SQLCODE: -778

SQLSTATE: 428D5

SQL0779

メッセージ・テキスト: 指定されたラベル &1 が無効です。

原因:

ラベル &1 は SQL プロシージャーまたは関数の中の
LEAVE ステートメントまたは GOTO ステートメントで
指定されています。このラベルが有効なラベルではない
か、あるいは現行ステートメントと同じ有効範囲内にあり
ません。

回復手順:
同じ有効範囲内にある有効なラベルを指定します。要求を
やり直してください。

SQLCODE: -779

SQLSTATE: 42736
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メッセージ・テキスト: ハンドラーに指定した UNDO が無効です。

原因:

UNDO は、SQL プロシージャー、関数、またはトリガー
の中の複合ステートメント中でハンドラーのために指定さ
れています。複合ステートメントが ATOMIC でない場合
に、UNDO を指定することはできません。UNDO はトリ
ガーの中では指定できません。

回復手順:

ATOMIC 複合ステートメントを指定するか、あるいはハ
ンドラーに EXIT または CONTINUE を指定してくださ
い。

SQLCODE: -780

SQLSTATE: 428D6

SQL0781

メッセージ・テキスト:
ハンドラーに指定された条件 &1 は定義されていませ
ん。

原因:
SQL プロシージャーまたは関数のハンドラーに指定され
た条件 &1 は、定義されていません。

回復手順:

DECLARE CONDITION ステートメントを使用して条件
を定義するか、あるいは条件をハンドラーから除去してく
ださい。

SQLCODE: -781

SQLSTATE: 42737

SQL0782

メッセージ・テキスト:
ハンドラーに指定された条件値 &1 が正しくありませ
ん。

原因:

SQL プロシージャーまたは関数のハンドラーに指定され
た条件 &1 は、次の理由のいずれかのために正しくあり
ません。

v 条件値は同じ有効範囲内の別のハンドラーによってす
でに指定されている。

v 条件または SQLSTATE が同じハンドラーの中で
SQLEXCEPTION、SQLWARNING、または NOT

FOUND として指定されている。

回復手順: 条件をハンドラーから除去してください。

SQLCODE: -782

SQLSTATE: 428D7

SQL0783

メッセージ・テキスト:
FOR ステートメントのカーソル &1 のための選択リスト
が正しくありません。
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原因:

FOR ステートメントの選択リストには、固有の列名が含
まれていなければなりません。指定された選択リストに
は、重複した列名か名前のない式のいずれかが含まれてい
ます。2 つの列名が同じであった場合には、列名は &2

となります。

回復手順:
FOR ステートメントに指定された選択リストに固有の列
名を指定してください。

SQLCODE: -783

SQLSTATE: 42738

SQL0784

メッセージ・テキスト: 制約 &1 を除去することはできません。

原因:

制約 &1 は CHECK 制約または UNIQUE 制約です。こ
れは 1 次キーが NULL でなくなるように強制するか、
あるいは ROWID を固有にするものであるので、除去す
ることはできません。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v この CHECK 制約によって NULL でなくなることが
強制される 1 次キーを除去します。 1 次キーが必要
な場合には、1 次キーを形成する列の属性が NOT

NULL になるように変更してから、1 次キーを再び追
加してください。

v ROWID 列を除去します。ROWID 列の代わりに識別列
を使用することもできます。

SQLCODE: -784

SQLSTATE: 42860

SQL0785

メッセージ・テキスト:
SQLCODE または SQLSTATE の使用が正しくありませ
ん。

原因:

SQLCODE または SQLSTATE が SQL プロシージャーの
ルーチン本体で変数として使用されましたが、次の理由の
いずれかのために正しくありません。

v SQLCODE が INT として宣言されていない。

v SQLSTATE が CHAR(5) として宣言されていない。

v 変数が NULL に設定されている。

回復手順:

SQLCODE 変数を INT として宣言し、SQLSTATE 変数
を CHAR(5) として宣言してください。変数を有効な値に
設定してください。

SQLCODE: -785

SQLSTATE: 428D8
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メッセージ・テキスト:
RESIGNAL ステートメントがハンドラー内にありませ
ん。

原因:

SQL ルーチンの中で指定された RESIGNAL ステートメ
ントは、ハンドラーの内部で指定されていなければなりま
せん。

回復手順:

RESIGNAL ステートメントを除去するか、あるいは
SIGNAL ステートメントを使用します。要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -787

SQLSTATE: 0K000

SQL0798

メッセージ・テキスト:
GENERATED ALWAYS の列 &1 には値は指定できませ
ん。

原因:
列 &1 は GENERATED ALWAYS として定義されている
ので、それに値を指定することはできません。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 値を INSERT または UPDATE ステートメントから除
去するか、あるいは DEFAULT を指定して、その列の
システム値が生成されるようにしてください。

v OVERRIDING USER VALUE 文節を INSERT または
UPDATE 指定に指定して GENERATED ALWAYS 属
性を指定変更し、値を列に割り当てます。

v SET ステートメントから列を除去します。

SQLCODE: -798

SQLSTATE: 428C9

SQL0802

メッセージ・テキスト: データ変換またはデータ・マッピング・エラー。
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原因:

エラー・タイプ &3 が起こりました。エラー・タイプと
その意味は次の通りです。

v 1 -- 算術オーバーフロー。

v 2 -- 浮動小数点オーバーフロー。

v 3 -- 浮動小数点アンダーフロー。

v 4 -- 浮動小数点変換エラー。

v 5 -- 正確な結果でありません。

v 6 -- 数値データが無効です。

v 7 -- 2 バイト文字セット (DBCS) または UTF-8 デー
タが無効です。

v 8 -- ゼロによる除算。

v 9 -- 要求された QUERY についてハッシュ値は計算で
きません。

v 10 -- ユーザー定義関数がマッピング・エラーを戻しま
した。

v 11 -- 配列結果セットから戻された可変長列で無効な長
さが見つかりました。

v 12 -- 可変長フィールドの連結操作の結果が、結果タイ
プに使用できる最大長を超えました。 FETCH、組み込
み SELECT、SET、または VALUES INTO ステートメ
ントのホスト変数への値の割り当て時にエラーが起こ
った場合には、ホスト変数名は &2 であり、INTO 文
節中のホスト変数の相対位置は &1 です。 ホスト変数
名が *N の場合には、検索条件を分析解決しようとし
ている時にエラーが起こりました。複数のデータ・マ
ッピング・エラーが起こった場合には、これは最初に
起こったエラーの説明です。その他のデータ・マッピ
ング・エラーについては、前にリストされているジョ
ブ・ログのメッセージを参照してください。

回復手順:

このエラーの原因はデータが正しくないか、あるいは大き
すぎることにあります。ジョブ・ログ中の前にリストされ
たメッセージを表示するか (DSPJOBLOG コマンド)、あ
るいはこの画面から F10 キー (ジョブ・ログのメッセー
ジの表示) を押して、どの行および桁にエラーがあるかを
調べてください。データを訂正してから、要求をやり直し
てください。

SQLCODE: +802、-802

SQLSTATE:
01004、01519、01547、01564、01565、22001、 22003、
22012、 22023、22504

SQL0803

メッセージ・テキスト: 重複するキーの値が指定された。
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原因:

INSERT、UPDATE、または ALTER TABLE ステートメ
ントが出されました。&2 の固有の索引または固有の制約
&1 が &4 のテーブル &3 の 1 つまたは複数の列に存在
しています。 1 つまたは複数の値によってこの固有の索
引または制約に重複キーが生成されるので、この操作を実
行することはできません。

回復手順:

重複キーが生成されないように、ステートメントを変更し
てください。どの行に重複するキーの値が入っているかに
ついては、ジョブ・ログ中の前にリストされたメッセージ
を調べるか (DSPJOBLOG コマンド)、あるいはこの画面
で F10 キー (ジョブ・ログのメッセージの表示) を押し
てください。

SQLCODE: -803

SQLSTATE: 23505

SQL0804

メッセージ・テキスト: SQLDA が正しくない。
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原因:

エラーのタイプが 2、3、または 9 の場合には、エラーの
ある項目は &2 で、SQLTYPE の値は &3 で、SQLLEN

または SQLLONGLEN の値は &4 です。 エラー・タイ
プが &1 のために、指定された SQLDA は正しくありま
せん。エラー・タイプとその意味は次の通りです。

1. SQLN の値がゼロより小さいか、SQLD の値が 0 か
ら 8000 の間にないか、SQLD の値が SQLN の値よ
り大きいか、あるいは SQLD の値が REXX で初期
設定されていません。

2. SQLTYPE の値が正しくないか、あるいは
SQLTYPE の値が REXX でサポートされていないか
または初期設定されていません。 REXX でサポート
されていないタイプは、NUL 終結グラフィック・ス
トリング、NUL 終結文字ストリング、PASCAL L ス
トリング、符号先行区切り、および精度と位取りのあ
る 2 進数です。

3. SQLLEN または SQLLONGLEN の値が正しくない
か、あるいは SQLLEN、SQLPRECISION、または
SQLSCALE の値が REXX で初期設定されていませ
ん。 REXX および SQLTYPE が 10 進数または数
値の場合には、SQLPRECISION または SQLSCALE

が初期設定されていません。そうでない場合には、
SQLLEN が初期 設定されていません。SQLTYPE が
LOB 変数の場合には、SQLLONGLEN が正しくあり
ません。

4. SQLDA 域のサイズが SQLN ステートメントに指定
された項目数に対して十分に大きくありません。

5. SQLDA 域が 16 バイト境界にありませんでした。

6. SQLDABC に指定された値が無効です。この値は、
SQLN に指定された項目数に対して十分に大きくな
いか、あるいは使用可能な最大値より大きいかのいず
れかです。

7. SQLN の値が少なくとも SQLD のサイズの 2 倍に
なっ ておらず、SQLDA に LOB ホスト変数が見つ
かりました。

8. SQLDAID の 7 番目のバイトが ’2’、’3’、または ’4’

でなく、SQLDA に LOB ホスト変数が見つかりまし
た。

9. DBCLOB ホスト変数に対して SQLDATAL ポインタ
ーが NULL でないが、SQLDATAL ポインターによ
って参照された長さの値が奇数値でした。

10. LOB ロケーターの SQLTYPE が LOB ロケーターに
関連したタイプと一致していません。

11. 行の長さが許可された最大行長より長くなっていま
す。

回復手順:
SQLDA のエラーを訂正して、要求をやり直してくださ
い。
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SQLCODE: -804

SQLSTATE: 07002

SQL0805

メッセージ・テキスト:
&2 の SQL パッケージ &1 が DRDA サーバー側に見つ
からない。

原因:

&2 の SQL パッケージ &1 の &4 に対してリモート要
求が試みられました。 SQL パッケージは見つかりません
でした。対話式 SQL または QUERY 管理機能を使用し
ている場合には、リモート・システムでパッケージを作成
する試みが正常に実行されず (以下の共通した原因を参
照)、要求したパッケージは存在しません。

回復手順:

ISERIES 以外のサーバーとの対話式 SQL セッションにお
けるこの問題の最も共通した原因は、接続を更新できない
ことにあります。このケースでは、パッケージを自動的に
作成できません。接続が確実に更新可能となるように、リ
レーショナル・データベースへの接続の前に、RELEASE

ALL コマンドに続けて COMMIT を実行してください。
そのほかの場合には、SQL パッケージは、CRTSQLPKG

コマンドを使用して作成することができます。また、
RDB パラメーターを指定した SQL プログラムをプリコ
ンパイルしても、システムに SQL パッケージが作成され
ます。SQL パッケージを作成または復元してください。
アプリケーションを実行し直してください。対話式
SQL、QUERY 管理機能、または SQL 呼び出しレベル・
インターフェースを使用している場合には、そのプロダク
トを終了して CL COMMIT または ROLLBACK コマン
ドを入力してください。これによって、ローカル・システ
ムで処理を続行できるようになります。ジョブ・ログを調
べて、パッケージが作成されなかった理由を判別してくだ
さい。問題を訂正して、対話式 SQL または QUERY 管
理機能のセッションを再び試みてください。

SQLCODE: -805

SQLSTATE: 51002

SQL0809

メッセージ・テキスト: 行の長さが 3.5 ギガバイトを超えます。

原因:

INSERT または UPDATE ステートメントへの入力データ
として使用された値の長さにより、行の長さが最大長の
3.5 ギガバイトを超えることになります。

回復手順:

すべてのフィールドの長さの合計が結果として 3.5 ギガ
バイト以内の行の長さとなるように、ステートメントを変
更してください。

SQLCODE: -309

SQLSTATE: 54018
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メッセージ・テキスト: SELECT の結果が複数行ある。

原因:

SELECT INTO ステートメント、SUBQUERY、または
SET ステートメントの副選択の結果表に複数の行が入っ
ています。エラー・タイプは &1 です。 エラー・タイプ
が 1 の場合には、SELECT INTO ステートメントが複数
の行を戻そうとしました。エラー・タイプが 2 の場合に
は、基本述部の副選択が複数の行を作成しました。 1 行
しか使用できません。

回復手順:

結果の行が 1 行だけ戻されるように選択項目を変更し
て、要求をやり直してください。複数の結果の行を処理す
るためには、DECLARE CURSOR、OPEN、および
FETCH ステートメントを使用しなければなりません。
SUBQUERY の場合には、IN、EXISTS、ANY、または
ALL 述部を使用して、複数の結果の行を処理することが
できます。 1 行を要求していた場合には、行の重複な
ど、複数行が戻される原因となるデータ・エラーのある可
能性があります。

SQLCODE: -811

SQLSTATE: 21000

SQL0817

メッセージ・テキスト: 更新操作は使用できません。

原因:

SET TRANSACTION READ ONLY が実行された後に、
テーブルの内容を変更することになる SQL ステートメン
トを実行しようとしたか、あるいはデータベース・オブジ
ェクトを作成または削除しようとしました。

回復手順:

SET TRANSACTION READ WRITE を指定するか、ある
いはプログラムから更新操作を除去して、やり直してくだ
さい。

SQLCODE: -817

SQLSTATE: 25006

SQL0818

メッセージ・テキスト: 整合性トークンが一致しない。

原因:

アプリケーション・サーバー &5 上の &4 のパッケージ
&3 は、現行のアプリケーション・プログラムと一緒には
実行することができません。これは、アプリケーション・
プログラムがパッケージを再作成しないで再コンパイルさ
れたか、あるいはパッケージがバックレベル・バージョン
から復元されたためです。

回復手順:

CRTSQLPKG コマンドを使用するか、あるいは正しいリ
レーショナル・データベースを指定した CRTSQLXXX コ
マンドを使用して、パッケージを再作成してください。そ
うでない場合には、実行するアプリケーション・プログラ
ムと一致するバージョンからパッケージを復元してくださ
い。
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SQLCODE: -818

SQLSTATE: 51003

SQL0822

メッセージ・テキスト: SQLDA 中のアドレスが正しくない。

原因:

SQLDA の項目番号 &1 に正しくないアドレス、
SQLDATA 値、または SQLIND 値が入っています。正し
くないアドレスまたは値はタイプ &2 です。

v タイプ 1 は、SQLDATA アドレスが正しくないことを
示す。

v タイプ 2 は、SQLIND アドレスが正しくないことを示
す。

v タイプ 3 は、SQLDA アドレスが正しくないことを示
す。

v タイプ 4 は、行記憶域の大きさが十分でないことを示
す。

v タイプ 5 は、ブロック化 FETCH ステートメントの標
識域の大きさが十分でないことを示す。

v タイプ 6 は、SQLDATA フィールドが REXX プロシ
ージャー中で 1 つの値に初期設定されていなかったこ
とを示す。

v タイプ 7 は、SQLIND フィールドが REXX プロシー
ジャー中で 1 つの値に初期設定されていなかったこと
を示す。

v タイプ 8 は、SQLDATAL アドレスが正しくないこと
を示す。

回復手順:

タイプ 1、2、3、または 8 の場合には、項目 &1 のアド
レスを正しいアドレスに変更してください。タイプ 4 と
5 の場合には、要求されたすべての行に十分な域を割り振
ってください。タイプ 6 と 7 の場合には、SQLDATA

または SQLIND フィールドを有効な値に初期設定してく
ださい。要求をやり直してください。

SQLCODE: -822

SQLSTATE: 51004

SQL0827

メッセージ・テキスト:
&2 の &1 タイプ *SQLPKG にアクセスすることができ
ない。

原因:

&2 の SQL パッケージ &1 は QSQPRCED API を使用
して作成されたものではないので、QSQPRCED API はこ
のパッケージにアクセスすることができません。
QSQPRCED API は、CRTSQLPKG または CRTSQLXXX

コマンドを使用して作成された *SQLPKG オブジェクト
を使用することができません。
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回復手順:

QSQPRCED API を使用して新しい *SQLPKG オブジェ
クトを作成してください。API によって作成されたパッ
ケージを使用するように要求を変更してください。

SQLCODE: -827

SQLSTATE: 42862

SQL0840

メッセージ・テキスト: 選択した項目数が 8000 を超えている。

原因:
選択リストに戻された項目数または挿入リストで指定され
た項目数が最大の 8000 を超えています。

回復手順:
選択する項目の数を減らして、要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -840

SQLSTATE: 54004

SQL0842

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 との接続はすでに存
在している。

原因:

次の 1 つを行おうとしました。

v 接続が活動状態にある時にリレーショナル・データベ
ースに CONNECT しようとした。

v 活動状態にあるリレーショナル・データベースとの接
続と同じ通信情報が含まれるリレーショナル・データ
ベースに CONNECT しようとした。活動状態にあるリ
レーショナル・データベースは &1 です。

回復手順:

CONNECT が指定されている場合には、SET

CONNECTION ステートメントを使用してリレーショナ
ル・データベース &1 を現行接続にするか、あるいは少
なくとも通信情報の部分が &1 用の項目で指定した情報
と異なるように、接続しようとしているリレーショナル・
データベースの RDB ディレクトリー項目を変更
(CHGRDBDIRE) してください。 APPC 接続の場合の通
信情報は、リモート・ロケーション、装置記述、ローカ
ル・ロケーション、リモート・ネットワーク識別コード、
モード、およびトランザクション・プログラムです。
TCP/IP 接続の場合の通信情報は、リモート・ロケーショ
ンおよびポート識別です。

SQLCODE: -842

SQLSTATE: 08002

SQL0843

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 との接続は存在して
いない。
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原因:

SET CONNECTION、RELEASE、または DISCONNECT

ステートメントが、活動状態になっていないリレーショナ
ル・データベース名 &1 を指定しています。

回復手順:
接続が活動状態になっているリレーショナル・データベー
スの名前を指定してください。

SQLCODE: -843

SQLSTATE: 08003

SQL0845

メッセージ・テキスト: 順序 &1 の PREVIOUS VALUE は使用できません。

原因:

PREVIOUS VALUE 式で &2 中の順序 &1 を指定してい
ますが、値がこのアプリケーション・プロセスで使用可能
でありません。

v PREVIOUS VALUE 式が使用される前には NEXT

VALUE 式を評価しなければなりません。

v 順序が変更または除去された後では NEXT VALUE 式
を評価しなければなりません。

回復手順:

PREVIOUS VALUE を使用する前に、同じアプリケーシ
ョン・プロセスで &2 中の順序 &1 で NEXT VALUE

式を評価してください。

SQLCODE: -845

SQLSTATE: 51035

SQL0846

メッセージ・テキスト: IDENTITY 欄または順序の属性が有効でありません。
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原因:

IDENTITY 列または順序でエラー &6 が起こりました。
IDENTITY 列の場合、スキーマ &3 中の &2 はテーブル
の名前です。 順序の場合、&3 中の &2 は順序の名前で
す。

v コード 1 -- IDENTITY 列のデータ・タイプが
INTEGER、BIGINT、SMALLINT、あるいは位取りがゼ
ロの DECIMAL または NUMERIC ではない。
DECIMAL または NUMERIC の IDENTITY 列は 31

以下の精度でなければなりません。

v コード 2 -- START WITH、INCREMENT BY、
MINVALUE、 または MAXVALUE に指定された値が
指定されたデータ・タイプの範囲外。

v コード 3 -- MINVALUE に指定された値が
MAXVALUE に指定された値より大きい。

v コード 4 -- CACHE に指定された値が無効。 CACHE

の最小値は 2 です。

v コード 7 -- 現在のデータ・タイプが組み込みデータ・
タイプで、特殊タイプのソース・データ・タイプにプ
ロモートできる場合には、順序は特殊タイプにしか変
更不可。現在のデータ・タイプが特殊タイプである場
合には、そのソース・データ・タイプにしか変更不
可。

回復手順:
IDENTITY 列または順序に有効な属性を指定してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -846

SQLSTATE: 42815

SQL0858

メッセージ・テキスト:
LU6.2 保護会話のためにリレーショナル・データベース
&1 を切断することができない。

原因:

会話が LU6.2 保護会話を使用しているので、
DISCONNECT ステートメントを使用してリレーショナ
ル・データベース &1 を切断することはできません。

回復手順:

RELEASE ステートメントとその後に続ける COMMIT ス
テートメント を使用して、LU6.2 保護会話を終了してく
ださい。

SQLCODE: -858

SQLSTATE: 08501

SQL0862

メッセージ・テキスト:
ローカル・プログラムがリモート・リレーショナル・デー
タベースに接続しようとしている。
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原因:

&2 のローカル・プログラム &1 がリモート・リレーショ
ナル・データベースに接続しようとしました。
CONNECT ステートメントまたは SET CONNECTION ス
テートメントが指定され、指定されたリレーショナル・デ
ータベースはリモート・リレーショナル・データベースで
す。

回復手順:
SQL プリコンパイル・コマンドに RDB パラメーターを
指定してください。

SQLCODE: -862

SQLSTATE: 55029

SQL0863

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 では、混合または
DBCS CCSID はサポートされない。

原因:

接続は完了しましたが、リモート・リレーショナル・デー
タベース &1 は、 混合または DBCS CCSID をサポート
しません。SBCS データを使用することができます。プロ
ダクト識別は &2 です。

回復手順: 回復は不要です。

SQLCODE: +863

SQLSTATE: 01539

SQL0871

メッセージ・テキスト: 指定した CCSID 値が多すぎる。

原因:

文字データ・タイプとコード化文字セット識別コード
(CCSID) の固有の組み合わせが 80 を超えています。リ
モート・データにアクセスする時には、80 個の異なる
CCSID 値が限界です。

回復手順:
アクセスする文字データ・タイプと CCSID の異なる組み
合わせが 80 を超えないように要求を変更してください。

SQLCODE: -871

SQLSTATE: 54019

SQL0880

メッセージ・テキスト:
SAVEPOINT &1 は存在しないか、このコンテキストでは
無効です。

原因:

RELEASE TO SAVEPOINT または ROLLBACK TO

SAVEPOINT ステートメントが、現行 SAVEPOINT レベ
ルで存在している SAVEPOINT を識別していません。

回復手順:
有効な SAVEPOINT 名を使用するようにステートメント
を訂正してから、ステートメントをやり直してください。

SQLCODE: -880

SQLSTATE: 3B001
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メッセージ・テキスト: SAVEPOINT &1 はすでに存在しています。

原因:

SAVEPOINT 名は現行 SAVEPOINT レベルで前に定義さ
れていて、既存の SAVEPOINT か新規の SAVEPOINT

が UNIQUE キーワードによって定義されました。

回復手順:

別の SAVEPOINT 名を使用するか、あるいは既存の
SAVEPOINT が UNIQUE 文節を指定しないで作成されて
いて、その SAVEPOINT 名の再使用を意図している場合
には、UNIQUE 文節を省略してください。 既存の
SAVEPOINT は、RELEASE TO SAVEPOINT ステートメ
ントを使用して解放することができます。

SQLCODE: -881

SQLSTATE: 3B501

SQL0882

メッセージ・テキスト: SAVEPOINT が存在していません。

原因:

SAVEPOINT 名のない ROLLBACK TO SAVEPOINT が
試みられましたが、現行 SAVEPOINT レベルで存在する
SAVEPOINT はありません。

回復手順:

SAVEPOINT を設定するか、あるいは SAVEPOINT への
ロールバックは試みないように、アプリケーションの論理
を訂正してください。

SQLCODE: -882

SQLSTATE: 3B502

SQL0900

メッセージ・テキスト: アプリケーションの処理が接続状態になっていない。

原因:

次の 1 つが起こりました。

v 現行の接続が DISCONNECT ステートメントを使用し
て切断された。

v 現行の接続が解放されて、コミットが起こった。

v 前のエラーでアプリケーションの処理が非接続状態に
なっている。ジョブ・ログ表示 (DSPJOBLOG) コマン
ドを使用して、前のエラーを調べてください。

回復手順:

接続状態に入るためには、TO または RESET 文節を指定
した CONNECT ステートメント、または SET

CONNECTION ステートメントを出してください。

SQLCODE: -900

SQLSTATE: 08003

SQL0901

メッセージ・テキスト: SQL システム・エラー。
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原因:

SQL システム・エラーが起こっています。現在の SQL

ステートメントを正常に完了することはできません。この
エラーによって他の SQL ステートメントの処理が妨げら
れることはありません。SQL ステートメントに問題があ
って、SQL がそのエラーを正しく診断していないことを
前のメッセージで指示している場合があります。直前のメ
ッセージ ID は &1 でした。内部エラー・タイプ &2 が
起こりました。プリコンパイル中の場合には、このステー
トメントから後の処理は続行されません。

回復手順:

前のメッセージを調べて、SQL ステートメントに問題が
あるかどうかを判別してください。メッセージを表示する
ためには、対話式で実行中の場合には DSPJOBLOG コマ
ンドを使用するか、あるいは WRKJOB コマンドを使用
してプリコンパイルの出力を表示してください。この戻り
コードを受け取ったアプリケーション・プログラムは、さ
らに SQL ステートメントを試みることができます。エラ
ーを訂正して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -901

SQLSTATE: 58004

SQL0904

メッセージ・テキスト: 資源の限界を超えた。
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原因:

リソース限界タイプ &1 を超えました。限界タイプのリ
ストは次の通りです。

v タイプ 1 は、ユーザー・プロファイルの記憶域限界ま
たはマシンの記憶域限界を超えたことを示す。

v タイプ 2 は、マシン・ロック限界を超えたことを示
す。

v タイプ 3 は、QUERY リソース限界を超えたことを示
す。詳細については、前にリストされたメッセージ
CPD4365 を参照してください。

v タイプ 4 は、ジャーナル・エラーが起こったことを示
す。

v タイプ 5 は、コミット・ロック限界を超えたことを示
す。

v タイプ 6 は、テーブルの最大サイズに達したことを示
す。

v タイプ 7 は、用意されたステートメント域の最大サ
イズに達したことを示す。

v タイプ 8 は、このジョブのためにカーソルの最大数が
オープンされたことを示す。

v タイプ 9 は、ロック・テーブルの最大数の項目がこの
ジョブで使用されたことを示す。

v タイプ 12 は、DRDA 通信バッファーの最大サイズを
超えたことを示す。

v タイプ 13 は、ブロック化データの最大容量を超えた
ことを示す。
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回復手順:

次のいずれかを実行してください。エラー・タイプ 1 の
場合には、機密保護担当者に連絡してユーザー・プロファ
イルの記憶域限界を増やしてもらうか、あるいは一部のオ
ブジェクトを削除して記憶域を解放し、その後で要求をや
り直す。

v エラー・タイプ 2 の場合には、保持されているマシ
ン・ロックの数が減少した時に操作をやり直す。

v エラー・タイプ 3、4、または 5 の場合には、前にリ
ストされているジョブ・ログの回復情報についてのメ
ッセージを参照。

v エラー・タイプ 6 の場合には、このテーブルから行の
一部を別のテーブルに移動。

v エラー・タイプ 7 の場合には、これ以上 PREPARE ス
テートメントを出す前に、HOLD 文節を指定しないで
COMMIT または ROLLBACK を出す。

v エラー・タイプ 8 の場合には、これ以上 OPEN ステ
ートメントを出す前に CLOSE を出す。

v これがエラー・タイプが 9 の場合には、HOLD 文節の
ない COMMIT または ROLLBACK を出す。

v エラー・タイプ 12 の場合には、SQL 要求で提供され
た列データの合計サイズを減らす。

v これがエラー・タイプ 13 の場合には、ブロック中の
行数を減らす。

SQLCODE: -904

SQLSTATE: 57011

SQL0906

メッセージ・テキスト: 前のエラーのために、操作は実行されなかった。

原因:
前のエラーによりカーソル &1 が使用不能となりまし
た。

回復手順:

カーソルが使用不能です。次のステップを行ってくださ
い。 1) カーソルをクローズする。 2) カーソルをオープ
ンする。 3) 操作をやり直す。

SQLCODE: -906

SQLSTATE: 24514

SQL0907

メッセージ・テキスト: データ変更違反が起こった。

原因:

トリガー・プログラムの呼び出しを指示したステートメン
トによって参照された行が、そのトリガー・プログラムで
再び参照されました。トリガー・プログラム内の参照はそ
の行を更新または削除しようとするものです。これは破壊
的なデータ変更と呼ばれ、行うことはできません。
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回復手順:
エラーの原因となったステートメントをトリガー・プログ
ラムから除去して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -907

SQLSTATE: 27000

SQL0910

メッセージ・テキスト:
&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 に保留中の変更があ
る。

原因:

オブジェクト &1 に、コミットメント制御下で行われた
未処理の変更があり、それがこの操作を妨げています。次
の 1 つが起こったものと思われます。

v このアプリケーション処理が、コミットメント制御下
でこのオブジェクトに対して操作を実行している。こ
の操作がコミットされていません。このアプリケーシ
ョン処理は、現在、コミットメント制御レベル *NONE

を使用して同じオブジェクトを変更しようとしていま
す。

v 別のアプリケーション処理が、コミットメント制御下
でこのオブジェクトに対して操作を実行している。こ
の操作がコミットされていません。

v このアプリケーション処理が、別のコミット定義を使
用して、コミットメント制御下でこのオブジェクトの
操作を実行した。この操作がコミットされていませ
ん。

v このアプリケーション処理が、コミットメント制御下
でこのオブジェクトの操作を実行した。この操作がコ
ミットされていません。変更がコミットされるかロー
ルバックされるまでは、テーブルを変更することはで
きません。
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回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v ユーザーのアプリケーション処理がコミットされてい
ない操作を出している場合には、このオブジェクトの
他の操作を試みる前に COMMIT または ROLLBACK

を出すか、あるいは *NONE 以外のコミットメント制
御レベルを使用してプログラムからステートメントを
出してください。

v このオブジェクトでコミットされていない操作を出し
たアプリケーション処理がユーザーのアプリケーショ
ン処理でない場合には、そのアプリケーション処理が
COMMIT または ROLLBACK を実行しなければなり
ません。

v ユーザーのアプリケーション処理が別のコミット定義
を使用してコミットされていない操作を出した場合に
は、そのコミット定義の COMMIT または
ROLLBACK を出してください。

v このオブジェクトの ALTER TABLE ステートメントを
試みる前に、COMMIT または ROLLBACK を出して
ください。

SQLCODE: -910

SQLSTATE: 57007

SQL0913

メッセージ・テキスト:
&2 内の行またはオブジェクト &1 タイプ *&3 が使用中
である。

原因:

&2 の要求したオブジェクト &1 タイプ *&3 が別のアプ
リケーション処理で使用中であるか、あるいはこのオブジ
ェクト中の行が別のアプリケーション処理またはこのアプ
リケーション処理の別のカーソルで使用中です。
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回復手順:

ジョブ・ログ中の前にリストされたメッセージを調べるか
(DSPJOBLOG コマンド)、あるいは対話式 SQL からこの
画面で F10 キー (ジョブ・ログのメッセージの表示) を
押して、これがオブジェクトまたはレコード・ロック待機
タイムアウトであるかどうかを判別してください。次の 1

つを実行してください。

v このオブジェクトが別のアプリケーション処理によっ
てロックされている場合には、このオブジェクトが使
用中でない時に、構造化照会言語 (SQL) ステートメン
トをやり直してください。このオブジェクトを現在使
用しているユーザーを調べるためには、オブジェク
ト・ロック処理 (WRKOBJLCK) コマンドを使用してく
ださい。

v オブジェクトがスキーマであって、コミットメント制
御下でこのスキーマにテーブル、ビュー、または索引
を作成しようとした場合には、システム中の他のジョ
ブによって、同じスキーマで活動時保管操作が進行中
である可能性があります。活動時保管処理が完了した
時に、要求をやり直してください。

v 別のアプリケーション処理によってレコードがロック
されている場合には、そのレコードが使用中でない時
に、SQL ステートメントをやり直してください。レコ
ード・ロック表示 (DSPRCDLCK) コマンドを使用し
て、そのレコードを現在使用しているユーザーを調べ
ることができます。

v これが同じアプリケーション処理の別のカーソルによ
って保留されているレコード・ロックである場合に
は、この SQL ステートメントを出す前に、ロックを保
留しているカーソル位置で COMMIT、ROLLBACK、
または別の FETCH ステートメントを出さなければな
りません。このエラーが頻繁に起こる場合には、物理
ファイル変更 (CHGPF)、論理ファイル 変更
(CHGLF)、またはデータベース・ファイル一時変更
(OVRDBF) コマンドを使用して、オブジェクトまたは
レコードの待機タイムアウトを変更してください。

SQLCODE: -913

SQLSTATE: 57033

SQL0918

メッセージ・テキスト: ROLLBACK が必要である。

原因:
活動化グループは、他の SQL ステートメントを実行する
前に ROLLBACK を実行することを必要とします。

回復手順:
ROLLBACK CL コマンドまたは SQL ROLLBACK ステ
ートメントを出して、続行してください。

SQLCODE: -918

SQLSTATE: 51021
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メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 がリレーショナル・
データベース・ディレクトリーの中にない。

原因:

リレーショナル・データベース &1 への要求が出されま
したが、リレーショナル・データベース名がリレーショナ
ル・データベース・ディレクトリーに見つかりませんでし
た。

回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v CONNECT、SET CONNECTION、RELEASE、または
DISCONNECT ステートメントまたは SQL プリコンパ
イル・コマンドの RDB パラメーターに指定したリレ
ーショナル・データベースの名前を変更する。

v リレーショナル・データベース・ディレクトリー項目
追加 (ADDRDBDIRE) コマンドを使用して、リレーシ
ョナル・データベース・ディレクトリーにリレーショ
ナル・データベース名を追加する。

SQLCODE: -950

SQLSTATE: 42705、55006

SQL0951

メッセージ・テキスト: &2 のオブジェクト &1 は変更されなかった。

原因:

&2 中のオブジェクト &1 は、そのオブジェクトまたはそ
の関連オブジェクトが同じアプリケーション・プロセスに
よって使用中であるので変更されませんでした。テーブル
は同じアプリケーション・プロセスで使用中の別のテーブ
ルとの参照制約関係にある可能性があります。

回復手順:
カーソルをクローズして、変更要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -951

SQLSTATE: 55007

SQL0952

メッセージ・テキスト:
SQL ステートメントの処理は終了しました。理由コード
は &1 です。
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原因:

SQL 操作は正常な完了前に終了しました。 理由コードは
&1 です。 理由コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- SQLCANCEL API が処理された (たとえば ODBC

から)。

v 2 -- 例外の送信によって SQL 処理が終了。

v 3 -- 異常終了。

v 4 -- 活動化グループの終了。

v 5 -- 活動化グループの再利用またはリソースの再利
用。

v 6 -- プロセスの終了。

v 7 -- EXIT 関数が呼び出された。

v 8 -- 処理できない例外。

v 9 -- 長いジャンプが処理された。

v 10 -- 照会メッセージに対する取り消し応答が受信され
た。

v 0 -- 不明の原因。

回復手順:

理由コードが 1 の場合には、SQL 処理を取り消すクライ
アント要求が出されました。その他すべての理由コードの
場合には、前のメッセージを参照して、SQL 処理が終了
した理由を判別してください。

SQLCODE: -952

SQLSTATE: 57014

SQL0969

メッセージ・テキスト:
アプリケーション要求元ドライバー・プログラムに要求を
渡している時に、エラーが起こった。

原因:

リレーショナル・データベース &1 のアプリケーション
要求元ドライバー・プログラムに SQL 要求を渡している
時に、予期しないエラーが起こりました。障害の原因につ
いては、前にリストされたジョブ・ログのメッセージを参
照してください。

回復手順:
問題があればそれを訂正して、要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -969

SQLSTATE: 58033

SQL0971

メッセージ・テキスト: 制約 &4 が検査保留状態にあります。
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原因:

&3 テーブル &2 で実行していた操作は正常に実行されて
いません。 &5 の制約 &4 は、理由コード &1 のために
強制することはできませんでした。理由コードとその意味
は次の通りです。

1. 参照制約違反のために従属ファイルが検査保留状態で
ある。

2. 従属ファイルまたは親ファイルのアクセス・パスが正
しくない。

3. 検査制約違反のためにファイルが検査保留状態であ
る。

回復手順:

理由コード 1 および 3 の場合には、CHGPFCST コマン
ドを使用して、制約を使用できなくしてください。その後
で DSPCPCST コマンドを使用して、検査保留状態の原因
となっているレコードを参照してください。ファイルのデ
ータを訂正し、CHGPFCST コマンドを使用して、制約を
使用できるようにしてください。理由コード 2 の場合に
は、EDTRDBAP コマンドを使用して、ファイルのアクセ
ス・パスを変更してください。

SQLCODE: -971

SQLSTATE: 57011

SQL0990

メッセージ・テキスト: 作業単位の結果が不明である。

原因:

作業単位は完了しましたが、その結果がすべての場所で完
全に知られているわけではありません。会話障害が起こっ
て、問題を訂正するために再同期が行われているか、ある
いはリソースの 1 つで ROLLBACK が起こりました。

回復手順: ユーザーの処置は不要です。

SQLCODE: +990

SQLSTATE: 01587

SQL4300

メッセージ・テキスト:
Java サポートがこのプラットフォームにインストールさ
れていないか、正しく構成されていません。

原因:

Java ストアード・プロシージャーおよびユーザー定義関
数のサポートが、このサーバーにインストールおよび構成
されていません。

回復手順:
必ず、互換性のある Java 開発キットを導入してくださ
い。

SQLCODE: -4300

SQLSTATE: 42724
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メッセージ・テキスト:
Java インタープリターの始動または通信が理由コード &1

のために失敗しました。

原因:

Java インタープリターを開始しようとしているか、それ
と通信しようとしている間にエラーが起こりました。理由
コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- Java 環境変数または Java データベース構成パラ
メーターが無効。

v 2 -- Java インタープリターに対する Java ネイティ
ブ・インターフェース呼び出しに失敗。

v 4 -- Java インタープリターがそれ自体を終了して、再
始動できない。

回復手順:

Java 環境変数または Java データベース構成パラメーター
が有効であることを確認してください。 Java インタープ
リターによって呼び出された Java メソッドが System.out

を使用していないことを確認してください。 内部 DB2

クラス (com.ibm.db2) はユーザー・クラスによってオーバ
ーライドされていないことを確認してください。

SQLCODE: -4301

SQLSTATE: 58004

SQL4302

メッセージ・テキスト:
Java ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数 &1 (特定名 &2) が例外 ″&3″ で打ち切られました。

原因:

Java ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数が Java 例外で打ち切られました。 SQJAVA コンポー
ネント・トレースがオンになっていると、ジョブのコンポ
ーネント・トレースには打ち切られたメソッドの Java ス
タック・トレースバックが入ります。

回復手順:
Java メソッドをデバッグして、例外を除去してくださ
い。

SQLCODE: -4302

SQLSTATE: 38501

SQL4303

メッセージ・テキスト:

Java ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数 &1 (特定名 &2) が外部名 &3 から識別できませんで
した。

原因:

このストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関数
を宣言した CREATE PROCEDURE または CREATE

FUNCTION ステートメントに間違って形式化された
EXTERNAL NAME 文節がありました。外部名は次のよ
うに形式化されていなければなりません。
″PACKAGE.SUBPACKAGE.CLASS.METHOD″ 。
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回復手順:

訂正済みの CREATE PROCEDURE ステートメントまた
は CREATE FUNCTION ステートメントを投入してくだ
さい。

SQLCODE: -4303

SQLSTATE: 42724

SQL4304

メッセージ・テキスト:

Java ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数 &1 (特定名 &2) が理由コード &4 のために Java ク
ラス &3 をロードできませんでした。

原因:

CREATE PROCEDURE ステートメントまたは CREATE

FUNCTION ステートメントの EXTERNAL NAME 文節
によって指定されている Java クラスをロードできません
でした。理由コードとその意味は次の通りです。

1. クラスが CLASSPATH で見つからない。

2. クラスが必要なインターフェース
(″com.ibm.db2.app.StoredProc″ または
″com.ibm.db2.app.UDF″) をインプリメントしていなか
ったか、あるいは Java ″public″ アクセス・フラグが
欠落していた。

3. 省略時のコンストラクターが失敗したか使用不能。

回復手順:

コンパイル済み ″.CLASS″ ファイルが CLASSPATH (た
とえば、″/QIBM/USERDATA/OS400/SQLLIB/FUNCTION″

の下) に導入されていることを確認してください。必要な
Java インターフェースがインプリメントされていて、そ
れが ″public″ であることを確認してください。

SQLCODE: -4304

SQLSTATE: 42724

SQL4306

メッセージ・テキスト:

Java ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数 &1 (特定名 &2) が Java メソッド &3、シグニチャー
&4 を呼び出すことができませんでした。

原因:

CREATE PROCEDURE ステートメントまたは CREATE

FUNCTION ステートメントの EXTERNAL NAME 文節
によって指定されている Java メソッドが見つかりません
でした。その宣言済みの引き数リストが、必要としている
データベースと一致していないか、あるいは ″PUBLIC″

インスタンス・メソッドでないと考えられます。

回復手順:

″public″ フラグおよびこの呼び出しに必要な引数リストを
もつ Java インスタンス・メソッドが存在していることを
確認してください。

SQLCODE: -4306

SQLSTATE: 42724
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メッセージ・テキスト: 指定された区分が多すぎます。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v CREATE TABLE ステートメントに指定されたパーテ
ィションが多すぎます。

v ALTER TABLE ステートメントで既存のテーブルにパ
ーティションを追加しようとしましたが、テーブルに
すでに最大数のパーティションがあります。パーティ
ション・テーブルに入れることができるパーティショ
ンの最大数は 256 個です。

回復手順:

CREATE TABLE ステートメントの場合、最大数を超え
ないようにパーティションの数を訂正してください。
ALTER TABLE ステートメントの場合、ADD PART 文
節を取り除いてください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -4701

SQLSTATE: 54054

SQL5001

メッセージ・テキスト: 欄修飾子またはテーブル &2 が未定義です。
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原因:

名前 &2 が列名を修飾するために使用されているか、あ
るいは RRN、PARTITION、NODENAME、
NODENUMBER、 DBPARTITIONNAME、
DBPARTITIONNUM、 DATAPARTITIONNAME、または
DATAPARTITIONNUM スカラー関数のオペランドとして
指定されています。この名前は、この SQL ステートメン
トでテーブル指定子として定義されていないか、あるいは
SQL ステートメントに指定された場所でテーブル指定子
を参照できません。

FROM 文節でテーブル名の後に相関名が指定されている
場合には、その相関名がテーブル指定子であると見なされ
ます。相関名が指定されていない場合には、テーブル名が
テーブル指定子であると見なされます。SQL 命名を使用
していて、テーブルが認可名で修飾されている場合には、
テーブル指定子は認可名.テーブル名です。

認可名が指定されていない場合には、テーブル指定子は暗
黙の認可名とその後に続くテーブル名です。ネストされた
テーブル式から高位のテーブルへの相関が使用可能なの
は、ネストされたテーブル式の定義に TABLE キーワー
ドが指定されている場合だけです。

名前が *N である場合には、ネストされたテーブル式か
らの横方向相関参照は使用できません。次のいずれかの理
由で、ネストされたテーブル式より高いレベルのテーブル
に相関付けすることはできません。

v ネストされたテーブル式に UNION、EXCEPT、または
INTERSECT が入っています。

v ネストされたテーブル式で SELECT 文節に DISTINCT

キーワードが使用されています。

v ネストされたテーブル式に ORDER BY 文節が入って
います。

v 相関付けされたプロバイダーがネストされたテーブル
式と同じ FROM 文節にあるが、RIGHT OUTER JOIN

または RIGHT EXCEPTIONJOIN の一部です。

v ネストされたテーブル式が以上の制約のいずれかがあ
る別のネストされたテーブル式の FROM 文節にありま
す。

回復手順:

すべての列名が有効なテーブル指定子で修飾されているこ
とを確認してください。テーブル指定子が関数の引き数と
して指定されていることを確認してください。 TABLE

キーワードを使用して、相関付けされた列をネストされた
テーブル式内で使用できるようにしてください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -5001

SQLSTATE: 42703
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メッセージ・テキスト:
テーブル &1 にコレクションを指定しなければならな
い。

原因:

テーブル &1 は、暗黙にもまた明示的にもコレクション
名によって修飾されていません。システム命名モードの
CREATE TABLE ステートメントには、コレクション名
が必要です。

回復手順:

テーブル &1 をコレクション名で明示的に修飾してくだ
さい。システム命名における修飾テーブル名の正しい形式
はコレクション名/テーブル名 です。プログラムの場合に
は、CRTSQLXXX コマンドに DFTRDBCOL パラメータ
ーを指定することによって、テーブル名を省略時のコレク
ションで暗黙に修飾することができます。要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -5002

SQLSTATE: 42812

SQL5003

メッセージ・テキスト:
コミットメント制御の下ではこの操作を実行することはで
きない。

原因:

COMMIT(*CHG)、COMMIT(*CS)、または
COMMIT(*ALL) が指定されたコミットメント制御のもと
では、次の命令を実行することはできません。

v DROP SCHEMA ステートメント。

v 権限ホルダーを持つオブジェクトに対する GRANT ま
たは REVOKE ステートメント。

v 権限ホルダーを持つオブジェクトに対する SQL 命名モ
ードの CREATE ステートメント。これらの命令はコミ
ットまたはロールバックすることはできません。

回復手順:
COMMIT(*NONE) を指定して、ステートメントをやり直
してください。

SQLCODE: -5003

SQLSTATE: 42922

SQL5005

メッセージ・テキスト: 演算子 &4 がオペランドと矛盾している。

原因:

指定した演算子は前のオペランドと矛盾しています。算術
演算子 (*、/、および **) は、連結演算子、あるいは
DIGITS および SUBSTR スカラー関数と同時に使用する
ことができません。連結演算子は、算術演算子 (* および
/) あるいは LENGTH、DECIMAL、FLOAT、または
INTEGER スカラー関数など、結果が数値となる他の演算
子または関数と同時に使用することができません。

回復手順:

すべての式が正しい数値式、ストリング式、または日付/

時刻式になるように、SQL ステートメントを変更してく
ださい。
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SQLCODE: -5005

SQLSTATE: 42815

SQL5012

メッセージ・テキスト: ホスト変数 &1 が位取りゼロの数字でない。

原因:

FETCH ステートメントの RELATIVE 位置指定、あるい
は FETCH、INSERT、または SET RESULT SETS ステー
トメントの ROWS 文節にホスト変数 &1 が指定されて
います。ホスト変数は次の理由の 1 つによって使用でき
ませんでした。

v 数字でない。

v 位取りがゼロでない。

回復手順:
ホスト変数を位取りがゼロの数字タイプに変更してくださ
い。

SQLCODE: -5012

SQLSTATE: 42618

SQL5016

メッセージ・テキスト: 修飾オブジェクト名 &1 は正しくない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v 修飾オブジェクト名に使用された構文は、指定された
命名方式オプションには正しくない。システム命名方
式では、オブジェクト名の修飾形式はスキーマ名/オブ
ジェクト名です。 SQL 命名方式では、オブジェクト名
の修飾形式は認可名.オブジェクト名です。

v 修飾オブジェクト名に使用された構文は許可されな
い。 SQL プロシージャーまたは関数のパラメーターお
よび SQL 変数に関するシステム命名規則では、ユーザ
ー定義タイプをスキーマで修飾することはできませ
ん。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v SQL 命名規則を使用したい場合には、 該当する SQL

コマンドに SQL 命名方式オプションがあることを確認
して、 認可 ID.オブジェクト名の形式でオブジェクト
名を修飾する。

v システムの命名規則を使用したい場合には、該当する
SQL コマンドにシステム命名オプションを指定して、
スキーマ名/オブジェクト名の形式でオブジェクト名を
修飾する。

v システム命名規則を用い、SQL ルーチンのパラメータ
ーおよび変数に指定されたユーザー定義タイプが現行
パスに見つかることを確認する。

SQLCODE: -5016

SQLSTATE: 42833
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メッセージ・テキスト:
GRANT または REVOKE に指定されたユーザーが多すぎ
る。

原因:
GRANT または REVOKE ステートメントで最大の 50 を
超えるユーザーが指定されました。

回復手順:

最大 50 のユーザーを指定するように、GRANT または
REVOKE ステートメントを変更してくさい。要求をやり
直してください。

SQLCODE: -5017

SQLSTATE: 54009

SQL5021

メッセージ・テキスト: FOR UPDATE 欄 &1 は無効です。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v ORDER BY 文節に FOR UPDATE 文節の列が指定さ
れました。 列名が *N の場合には、FOR UPDATE 文
節に列のリストが指定されていません。これはすべて
の列をリストするのと同じことになります。

v FOR UPDATE 文節の DATALINK 列が SELECT リス
トに指定されています。

回復手順:

文節の 1 つから重複している列を除去してください。
FOR UPDATE 文節に列が指定されていない場合には、
FOR UPDATE 文節または ORDER BY 文節のいずれか
を取り除いてください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -5021

SQLSTATE: 42930

SQL5023

メッセージ・テキスト: ステートメント名 &1 は前に参照されている。

原因:

この DECLARE CURSOR ステートメントで参照された
ステートメント &1 はすでに前の DECLARE CURSOR

で参照されています。ステートメント名は 1 回しかカー
ソルと関連づけることはできません。

回復手順:

アプリケーション・プログラムまたは REXX プロシージ
ャー中のすべての DECLARE CURSOR ステートメント
で指定されたステートメント名を調べて、それらが固有で
あることを確認してください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -5023

SQLSTATE: 26510

SQL5024

メッセージ・テキスト:
ホスト変数 &1 が文字、UCS-2 グラフィック、または
UTF-16 グラフィックでありません。
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原因:

ホスト変数 &1 が文字、UCS-2 グラフィック、または
UTF-16 グラフィックとして定義されていません。プリコ
ンパイル済みプログラムまたは REXX プロシージャーで
次のように使用する場合には、ホスト変数は文字、UCS-2

グラフィック、または UTF-16 グラフィックでなければ
なりません。

v PREPARE ステートメントのステートメント・ストリン
グとして。

v EXECUTE IMMEDIATE ステートメントのステートメ
ント・ストリングとして。

v DESCRIBE TABLE ステートメントのテーブル名とし
て。

v CONNECT、 SET CONNECTION、 RELEASE、
DISCONNECT、 または SET ENCRYPTION

PASSWORD ステートメントのサーバー名、許可名、ま
たはパスワードとして。

v SET PATH ステートメントのパス・ストリングとし
て。

v SET SCHEMA ステートメントのスキーマ・ストリング
として。

回復手順:

文字、UCS-2 グラフィック、または UTF-16 グラフィッ
クのホスト変数を指定してください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -5024

SQLSTATE: 42618

SQL5027

メッセージ・テキスト:

OPTION(*SYS) が有効なのは、リレーショナル・データ
ベース &1 (製品識別番号 &2) が iSeries の場合だけで
す。

原因:

別の iSeries ではないリレーショナル・データベースに
対して SQL パッケージを作成する場合には、SQL 命名
が必要です。

回復手順:

SQL 命名を使用するようにプログラムを変更し、パラメ
ーター OPTION(*SQL) を指定して CRTSQLXXX コマン
ドをやり直してください。

SQLCODE: -5027

SQLSTATE: 560C4

SQL5028

メッセージ・テキスト:

COMMIT(*NONE) が有効なのは、リレーショナル・デー
タベース &1 (製品識別番号 &2) が iSeries の場合だけで
す。
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SQL5028

原因:

リレーショナル・データベース &1 が別の iSeries でない
時には、コミット・レベル *CHG、*CS、または *ALL

が必要です。

回復手順:

プログラムを変更し、コミットメント制御を使用してか
ら、*CHG、*CS、または *ALL を指定したコミットメン
ト制御レベルで CRTSQLXXX をやり直してください。

SQLCODE: -5028

SQLSTATE: 560C4

SQL5047

メッセージ・テキスト:
SRTSEQ または LANGID パラメーターの処理中にエラ
ー。メッセージは &3、&4 です。

原因:

SRTSEQ パラメーター &1 および LANGID パラメータ
ー &2 についてソート順序テーブルを検索しようとした
時に、エラーが起こりました。メッセージ &3 が戻され
ました。

回復手順:

メッセージ &3 の指示に従ってエラーを訂正し、要求を
やり直してください。ソート順序テーブルが不要な場合に
は、SRTSEQ パラメーターとして *HEX を指定してくだ
さい。

SQLCODE: -5047

SQLSTATE: 42616

SQL5051

メッセージ・テキスト: 修飾子 &1 が名前 &2 と同じでない。

原因:

次のいずれかが起こっています。

v CREATE SCHEMA ステートメントで作成されたオブ
ジェクトは、スキーマ名以外の名前で修飾されてい
る。CREATE SCHEMA ステートメントで作成される
すべてのオブジェクトは、スキーマ名 &2 で修飾され
ているか、あるいは修飾しないかのいずれかでなけれ
ばなりません。修飾されていないオブジェクトはスキ
ーマ名によって暗黙に修飾されます。

v 制約名がテーブルの修飾子と同じでない名前で修飾さ
れている。テーブルの制約はテーブルと同じスキーマ
によって修飾されていなければなりません。明示的に
修飾されない場合には、制約名は省略時のスキーマ (指
定された場合) によって暗黙的に修飾されます。そうで
ない場合には、制約名は SQL 名の権限識別コードによ
って、あるいはシステム名用のテーブル名の修飾子に
よって暗黙に修飾されます。
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回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v スキーマのオブジェクトを &2 で明示的に修飾する
か、あるいはオブジェクト名から修飾子 &1 を除去す
る。

v 制約名とテーブル名に同じ修飾子を使用する。

SQLCODE: -5051

SQLSTATE: 42875

SQL7001

メッセージ・テキスト:
&2 中のテーブル &1 がデータベース・ファイルでありま
せん。

原因:

SQL 処理は、データベース・ファイルの場合にしか使用
できません。これ以外のすべてのファイル・タイプを使用
することはできません。

回復手順:
テーブルおよびスキーマの名前が正しいことを確認してく
ださい。

SQLCODE: -7001

SQLSTATE: 42858

SQL7002

メッセージ・テキスト: 一時変更パラメーターが正しくない。

原因:

SQL ステートメントで参照されたファイルの 1 つに、デ
ータベース・ファ イル一時変更 (OVRDBF) コマンドが
出されました。SQL の場合には OVRDBF コマンドのパ
ラメーターは正しくありません。どのパラメーターが正し
くないかについては、ジョブ・ログ中のメッセージ
CPF4276 を参照してください。

回復手順:

一時変更を削除してください (DLTOVR コマンド) 。必
要な場合には、正しくないパラメーターなしで OVRDBF

コマンドを再び使用して、操作をやり直してください。

SQLCODE: -7002

SQLSTATE: 42847

SQL7003

メッセージ・テキスト: &2 のファイル &1 に複数の様式がある。

原因:
SQL は複数の様式をもつファイルを処理することができ
ません。

回復手順:
正しいファイル名が指定されていることを確認してくださ
い。要求をやり直してください。

SQLCODE: -7003

SQLSTATE: 42857
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SQL7006

メッセージ・テキスト: スキーマ &1 は除去できません。

原因: &1 はライブラリー・リストにあるスキーマです。

回復手順:
DROP を行う前に、ライブラリー・リストから &1 を取
り除いてください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -7006

SQLSTATE: 55018

SQL7007

メッセージ・テキスト:
COMMIT、ROLLBACK、または SAVEPOINT は無効で
す。

原因:

COMMIT、ROLLBACK、または SAVEPOINT ステートメ
ントが出されましたが、コミットメント制御が活動状態に
なっていません。

回復手順:

コミットメント制御レベル *NONE を *CHG、*CS、ま
たは *ALL に変 更してください。SET TRANSACTION

ステートメントを使用して分離レベルを *NONE 以外の
値に変更することができます。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -7007

SQLSTATE: 51009

SQL7008

メッセージ・テキスト: 操作には &2 の &1 が正しくない。
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原因:

理由コードは &3 です。理由コードは次の通りです。

v 1 -- &1 にメンバーがない。

v 2 -- &1 は記憶域を解放して保管された。

v 3 -- &1 がジャーナル処理されていないか、またはジャ
ーナルに対する権限がない。 CASCADE、SET

NULL、または SET DEFAULT の RI 制約の操作があ
るファイルは、同じジャーナルに記録しなければなり
ません。

v 4 および 5 -- &1 は実動ライブラリーに入っている
か、またはそこで作成中であるが、ユーザーはデバッ
グ・モード UPDPROD(*NO) を指定している。

v 6 -- スキーマを作成中であるが、ユーザーは
UPDPROD(*NO) でデバッグ・モードになっている。

v 7 -- ビューの作成で使用された基になったテーブルが
無効である。テーブルはプログラム記述テーブルであ
るか、または一時スキーマに入っています。

v 8 -- 基になるテーブルが作成中のオブジェクトの ASP

と異なる ASP 内に存在している。

v 9 -- 索引は現在保留されているか、無効である。

v 10 -- 制約またはトリガーが無効なテーブルに追加され
ようとしている。テーブルは QTEMP に入っていない
か、同一でない ASP をもっているか、外部記述ファイ
ルでないか、あるいは書き込み可能、更新可能、また
は削除可能でない。制約の場合は、テーブルがソー
ス・ファイルであるか親にメンバーがない。トリガー
の場合は、トリガーの最大数に達しました。

v 11 -- 分散テーブルをスキーマ QTEMP に作成しよう
としているか、ビューを 2 つ以上の分散テーブルにま
たがって作成しようとしている。

v 12 -- テーブルには FILE LINK CONTROL オプション
が指定されているタイプ DATALINK の列が入ってい
るので、そのテーブルは QTEMP、QSYS、QSYS2、ま
たは SYSIBM に作成できなかった。

v 13 -- テーブルには DATALINK 列または LOB 列が入
っているが、データ・ディクショナリーと矛盾する。

v 14 -- DATALINK 列または LOB 列は非 SQL テーブ
ルに追加できない。

v 15 -- 別の ASP 内のコミットメント定義を使用してオ
ブジェクトを作成または変更しようとしている。

v 16 -- &2 中の順序 &1 が CL コマンドによって間違
って変更された。
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回復手順:

理由コードを基にして次のいずれかを実行してください。

v 1 -- メンバーを &1 に追加する (ADDPFM)。

v 2 -- &1 を復元する (RSTOBJ)。

v 3 -- &1 のジャーナル処理を開始 (STRJRNPF) する
か、またはそのジャーナルにアクセスする。

v 4、5、または 6 -- UPDPROD(*YES) を指定した
CHGDBG コマンドを実行する。

v 7 -- QTEMP 内のファイルまたはプログラム記述ファ
イルを識別するテーブル名を除去する。

v 8 -- 同じ ASP 内のテーブルを使用する。

v 9 -- EDTRBDAP コマンドを使用して、アクセス・パス
の順序を HELD から 1-99 または *OPN に変更する
か、固有の索引または制約を再作成するか削除する。

v 10 -- 制約またはトリガーに有効なテーブルを指定す
る。

v 11 -- QTEMP 以外のスキーマを指定するか、1 つの分
散テーブルについてのみビューを作成する。

v 12 -- QTEMP、QSYS、QSYS2、または SYSIBM 以外
のスキーマを指定する。

v 13 -- データ・ディクショナリーが入っていないスキー
マを指定するか、またはすべての DATALINK 列およ
び LOB 列を除去する。

v 14 -- DATALINK 列または LOB 列を追加するための
SQL テーブルを指定する。

v 15 -- 現行コミットメント定義と同じ ASP 内のオブジ
ェクトを指定するか、または現行コミットメント定義
を終了する。

v 16 -- 異なる順序を指定するか、&2 中の &1 に関連し
たデータ域を削除して順序を再作成する。

SQLCODE: -7008

SQLSTATE: 55019

SQL7010

メッセージ・テキスト:
CREATE VIEW の場合には、&2 の論理ファイル &1 は
正しくない。

原因:

CREATE VIEW の副選択文節に &2 の論理ファイル &1

が指定されています。論理ファイルの上にビューを作成す
ることはできません。

回復手順:
CREATE VIEW ステートメントから論理ファイル &1 を
取り除いて、要求をやり直してください。

SQLCODE: -7010

SQLSTATE: 42850
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メッセージ・テキスト:
&2 の &1 は、テーブル、ビュー、または物理ファイルで
ない。

原因:

SQL ステートメント &3 をテーブル、ビュー、単一形式
の論理ファイル、または物理ファイルでないファイルで実
行することはできません。

回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v 制御言語 (CL) コマンドを使用してこの機能を実行す
る。

v 正しいテーブル、ビュー、論理ファイル、または物理
ファイルを選択する。

SQLCODE: -7011

SQLSTATE: 42851

SQL7017

メッセージ・テキスト:
指定されたコミット・レベルでステートメントを実行する
ことができない。

原因:

SQL はコミットメント制御でリソースを登録できないの
で、SQL は指定されたコミット・レベルでステートメン
トを実行することができません。

回復手順: 詳細については、前のメッセージを参照してください。

SQLCODE: -7017

SQLSTATE: 42971

SQL7018

メッセージ・テキスト:
COMMIT HOLD または ROLLBACK HOLD を使用する
ことはできない。

原因:

iSeries 以外のアプリケーション・サーバーに対し、ある
いは iSeries 以外のアプリケーション・リクエスターから
COMMIT HOLD または ROLLBACK HOLD が試みられ
ました。HOLD を使用できるのは、アプリケーション・
リクエスターとアプリケーション・サーバーの両方が
iSeries の場合だけです。

回復手順:
HOLD を除去して、再びステートメントを投入してくだ
さい。

SQLCODE: -7018

SQLSTATE: 42970

SQL7020

メッセージ・テキスト: SQL パッケージの作成が正常に実行されなかった。
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原因:

SQL ステートメントを実行するためには、アプリケーシ
ョン・サーバーに SQL パッケージが存在していなければ
なりません。このためのパッケージの作成がアプリケーシ
ョン・サーバーで正常に実行されず、SQLCODE

&1、SQLSTATE &2 が戻されました。作成しようとした
パッケージの名前はリモート・リレーショナル・データベ
ース &5 のスキーマ &4 の &3 でした。

回復手順:

SQLCODE &1 および SQLSTATE &2 の指示に従って応
答してください。コミットメント制御を実行中の場合に
は、対話式 SQL または QUERY 管理機能を終了して、
CL COMMIT または ROLLBACK コマンドを出してくだ
さい。これによって、ローカル・システムで処理を続行で
きるようになります。

SQLCODE: -7020

SQLSTATE: 42969

SQL7021

メッセージ・テキスト:
アプリケーション・サーバーでローカル・プログラムを実
行しようとしている。

原因:
アプリケーション・サーバーである処理で、SQL プログ
ラムを実行しよ うとしています。

回復手順:
別のジョブを開始して、そのジョブの中で SQL プログラ
ムを実行し てください。

SQLCODE: -7021

SQLSTATE: 57043

SQL7022

メッセージ・テキスト: ユーザー &1 が現行ユーザー &2 と同じでない。

原因:

次の 1 つが起こりました。

v ローカル・リレーショナル・データベース名を指定し
た CONNECT ステートメントでユーザー &1 が指定
されている。指定されたユーザーが、現行ジョブのユ
ーザー &2 と同じではありません。

v ユーザー &1 が CONNECT ステートメントに指定さ
れているが、 接続方式 *DUW を使用する指定のリレ
ーショナル・データベースに対して &2 を使用する接
続がすでに存在している。

回復手順:

ローカル・リレーショナル・データベースへの接続の場合
には、CONNECT で指定されたユーザーが現行ジョブの
ユーザー ID と同じになるように、ステートメントを変更
してください。リモート・リレーショナル・データベース
への接続の場合には、 SET CONNECTION ステートメン
トを使用して既存の接続を使用するか、あるいは現行接続
を終了して新しいユーザー ID で CONNECT ステートメ
ントを出してください。
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SQL7022

SQLCODE: -7022

SQLSTATE: 42977

SQL7024

メッセージ・テキスト: CCSID が矛盾している。

原因:

索引または TO グループ列を作成しようとしましたが、
列の CCSID に矛盾があります。 ソート順序が *HEX で
はありません。ステートメントが CREATE INDEX であ
る場合には、 スキーマ &2 中に索引 &1 が作成されませ
んでした。ソート順序が *HEX でない場合には、GROUP

BY 文節の文字キー列または文字列の CCSID は関連づけ
られた CCSID でなければなりません。関連づけられた
CCSID では、すべてが同じ 1 バイト・コード・ページを
持ちます。

回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v ソート順序を *HEX に変更して、ステートメントをや
り直す。

v 列の CCSID を 65535 または関連づけられた CCSID

になるように変更して、ステートメントをやり直す。

SQLCODE: -7024

SQLSTATE: 42876

SQL7026

メッセージ・テキスト: 補助記憶域プール &4 または &5 が見つかりません。

原因:

補助記憶域プール (ASP) &4 または装置名 &5 がシステ
ムまたは スレッドの ASP グループに存在していないの
で、&2 のタイプ *&3 の オブジェクト &1 は作成され
ませんでした。

回復手順:
正しい ASP 番号または ASP 装置名を指定して、要求を
やり直してください。

SQLCODE: -7026

SQLSTATE: 42896

SQL7027

メッセージ・テキスト:
&2 のオブジェクト &1 タイプ *&3 に対する指定された
特権を GRANT することはできない。

原因:

&2 のタイプ *&3 のビュー &1 に対して GRANT 操作
が試みられました。この操作は &5 の基礎ファイル &4

に対する追加特権を指定されたユーザーに認可するものな
ので、この操作を実行することはできません。ユーザー
は、基礎ファイルに対して *OBJOPR または *OBJMGT

システム特権をもっています。
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SQL7027

回復手順:

次の 1 つを行うことができます。

v &4 に対する指定された特権を認可する。

v 機密保護担当者またはオブジェクト所有者から必要な
権限をもらう。

v &4 に対する現在の権限を削除する。操作をやり直して
ください。

SQLCODE: -7027

SQLSTATE: 42984

SQL7028

メッセージ・テキスト: 所有者と 1 次グループを同じにすることはできない。

原因:

オブジェクトの作成を試みている時に、SQL がそのオブ
ジェクトの所有者を変更しようとしました。新しい所有者
はそのオブジェクトの 1 次グループと同じでした。これ
は許可されません。

回復手順:
ユーザー・プロファイルの 1 次グループを変更して、要
求をやり直してください。

SQLCODE: -7028

SQLSTATE: 42944

SQL7029

メッセージ・テキスト: 新しい名前 &3 が正しくない。

原因:

&2 の &1 を名前変更しようとしましたが、新しい名前が
正しくありません。新しい名前と新しいシステム名が両方
とも有効なシステム名になっています。RENAME ステー
トメントに両方の名前が指定された場合には、SYSTEM

NAME の後に続く名前のみを有効なシステム名とするこ
とができます。

回復手順:

次の 1 つを実行して、要求をやり直してください。

v 新しい名前または新しいシステム名のどちらかを指
定。

v 最初の名前を、システム名として無効な名前になるよ
うに変更。

SQLCODE: -7029

SQLSTATE: 428B8

SQL7030

メッセージ・テキスト:
&3 中のテーブル &2 の別名 &1 はステートメントに正
しくありません。

原因:

別名 &1 はスキーマ &3 中のテーブル &2 のメンバーを
参照しているので、この別名に対して SQL ステートメン
トを実行できません。
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SQL7030

回復手順:
有効なテーブルを指定するか、メンバーを参照しない別名
を指定して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -7030

SQLSTATE: 55042

SQL7031

メッセージ・テキスト: ソート順序テーブル &1 が長すぎます。

原因:

&2 のソート順序テーブル &1 は 31560 バイトより長い
UCS-2 ソート順序テーブルです。これを分散リレーショ
ナル・データベース体系 (DRDA) で使用することはでき
ません。

回復手順:
分散リレーショナル・データベース体系 (DRDA) に使用
する別のソート順序テーブルを指定してください。

SQLCODE: -7031

SQLSTATE: 54044

SQL7032

メッセージ・テキスト:
SQL プロシージャー、関数、またはトリガー &1 が &2

に作成されていません。

原因:

SQL プロシージャー、関数、またはトリガー &1 が &2

に作成されていませんでした。コンパイルが正常に行われ
ていません。 SQL は SQL プロシージャー、関数、また
はトリガーを組み込み SQL が含まれている C プログラ
ムとして作成します。CREATE PROCEDURE、CREATE

FUNCTION、および CREATE TRIGGER ステートメント
の初期構文解析中に見つからなかったエラーは、プリコン
パイル時に検出できます。

回復手順:

コンパイル・エラーが起こった場合には、QSYSPRT 中の
適切なリストを参照してください。 SQL プリコンパイル
が失敗した場合には、常にそのエラーに関するリストがあ
ります。Ｃコンパイルが失敗した場合には、要求した場合
にだけリストが作成されます。リストが必要な場合には、
CREATE ステートメントのルーチンの本体の前に SET

OPTION OUTPUT=*PRINT を指定してください。

SQLCODE: -7032

SQLSTATE: 42904

SQL7033

メッセージ・テキスト: &2 の別名 &1 は使用できない。

原因:

別名 &1 は使用できません。このプログラムは、別名が
サポートされる前のリリースでコンパイルされたもので
す。このプログラムが使用しているテーブル名は現在、別
名として定義されています。
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SQL7033

回復手順:

別名をサポートしているリリースでプログラムを再コンパ
イルするか、あるいはシステムから別名を除去してくださ
い。

SQLCODE: -7033

SQLSTATE: 42923

SQL7034

メッセージ・テキスト:
COMMIT(*NONE) の場合には、LOB ロケーターは使用で
きない。

原因:
コミットメント制御レベルが *NONE または *NC の場
合には、LOB ロケーターを使用することはできません。

回復手順:
コミットメント制御レベル *CHG、*UR、*CS、 *ALL、
*RS、または *RR を使用してください。

SQLCODE: -7034

SQLSTATE: 42926

SQL7036

メッセージ・テキスト:
SQLDA にはシステム・ユーザー定義タイプ名が使用され
る。

原因:

SQLDA の拡張 SQLVAR 項目で戻されるユーザー定義タ
イプ名が 19 文字を超えています。SQLNAME 項目には
スペースが足りないので、代わりにシステム名が使用され
ます。システム名は 10 文字です。

回復手順:

SQLCODE: +7036

SQLSTATE: 01634

SQL7037

メッセージ・テキスト:
&2 の分散ファイル &1 内のデータを再分散することはで
きない。

原因:

ノード・グループ、パーティション化ファイル、パーティ
ション・キー、またはパーティション・キーの属性を変更
しようとしました。これらの変更でデータが再配布される
ことになりますが、&2 のファイル &1 中のデータには
FILE LINK CONTROL が指定された DATALINK が含ま
れているので再配布できません。

回復手順:
データが再分散されないように要求を変更し、この機能を
やり直してください。

SQLCODE: -7037

SQLSTATE: 429B6

SQL7038

メッセージ・テキスト: &2 の &1 にはカスケード削除は有効ではありません。
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SQL7038

原因:
削除連鎖規則は DATALINK 列が含まれているので &2

の &1 に追加できません。

回復手順:
DATALINK 列を除去するか、あるいは指定した削除連鎖
規則を除去してください。

SQLCODE: -7038

SQLSTATE: 429B7

SQL7048

メッセージ・テキスト: トリガーが無効なので、操作はできません。

原因:

スキーマ &2 の作動不能トリガー &1 の結果として SQL

テーブルまたは ビューのオープンが失敗しました。カー
ソルの挿入、更新、削除、またはオープン・ステートメン
トが原因でオープンできませんでした。

回復手順:

&2 の &1 を除去して再作成します。オープンが失敗した
ファイルの名前については、直前の CPF418A エスケー
プ・メッセージを参照してください。先行している
CPF418A は見つかった無効なトリガー ごとの CPD502B

メッセージです。無効なトリガーが付加された SQL テー
ブルを判別するには、SYSTRIGGERS カタログも使用で
きます。

SQLCODE: -7048

SQLSTATE: 51037

SQL7049

メッセージ・テキスト: 内部オブジェクトの限界を超えました。

原因:

内部オブジェクトの限界が検出されたために、SQL ステ
ートメントは正常に実行できません。理由コードは &1

です。操作は次の理由のいずれかのために失敗しました。
1 - 結果セットがオープンされているストアード・プロシ
ージャーの最大数を超えた。 2 - 結果セットの処理中に
内部スペースの限界に達した。 3 - SQL プロシージャ
ー、関数、またはトリガーの C プログラムの作成中に限
界に達した。

回復手順:

理由コードとその回復手順は次の通りです。

1. 結果セットを取り出すか、あるいはストアード・プロ
シージャーについてオープンされている結果セットを
クローズしてください。

2. オープンされている 1 つまたは複数の結果セットを取
り出しまたはクローズするか、あるいは配列結果セッ
トのサイズを減らしてください。

3. SQL ステートメントの数を減らして、SQL ルーチン
を修正してください。

SQLCODE: -7049

SQLSTATE: 54035
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SQL7050

メッセージ・テキスト:
結果セットが &2 のプロシージャー &1 から利用不能で
す。

原因:

SQL CALL ステートメントが &2 のプロシージャー &1

に対して実行されました。 &3 個の結果セットがオープ
ンされましたが、処理する前にクローズされていました。
これは、活動化グループの終了、または SQL カーソルを
クローズする他の何らかの機能 (リソース再利用
(RCLRSC) CL コマンドなど) が原因である可能性があり
ます。また、これが起こる可能性があるのは、プロシージ
ャーに SET RESULT SETS ステートメントが含まれてい
て、そのステートメントでエラーが起こった場合です。

回復手順:

プロシージャーが活動化グループとして *NEW を指定し
て作成されていた場合には、*CALLER または名前付き活
動化グループに変更します。SQL カーソルをクローズし
ていると考えられる機能をすべて除去します。プロシージ
ャーに SET RESULT SETS ステートメントが含まれてい
る場合には、それが正常に完了していて、オープンしてい
ないカーソルが識別されていないことを確認してくださ
い。

SQLCODE: +7050

SQLSTATE: 01646

SQL7051

メッセージ・テキスト:
MODE DB2SQL BEFORE トリガーは MODE DB2ROW

に変換されます。

原因:

トリガーの前の MODE DB2SQL はサポートされていま
せん。 &2 の SQL トリガー &1 は、MODE DB2SQL

から MODE DB2ROW に変換されます。

回復手順:

MODE DB2ROW はすべての BEFORE トリガーに指定さ
れている必要があります。ステートメントを変更して、要
求をやり直してください。

SQLCODE: +7051

SQLSTATE: 01647

SQL7052

メッセージ・テキスト:
オブジェクト &1 タイプ *&3 を &2 に作成できませ
ん。

原因:

&2 にオブジェクト &1 タイプ &3 を作成しようとしま
したが、ライブラリーがユーザー・オブジェクトには有効
でないために失敗しました。

回復手順: 別のライブラリーを使用して操作を実行してください。

SQLCODE: -7052

SQLSTATE: 55050
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SQL7053

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース・ディレクトリーが利用不
能です。

原因:

リレーショナル・データベース (RDB) &1 に接続しよう
としましたが、 RDB ディレクトリーが使用できないた
めに失敗しました。補助記憶域プール (ASP) 装置の場合
には、オンへの構成変更操作が進行中の場合があります。

回復手順:

いずれかの ASP 装置でオンへの構成変更操作が進行中で
ある場合には、その操作が完了するまで待ってください。
再試行に失敗した場合には、コマンド RCLSTG

SELECT(*DBXREF) の実行が必要なことがあります。

SQLCODE: -7053

SQLSTATE: 57011

SQL7905

メッセージ・テキスト:
&2 にテーブル &1 が作成されたが、ジャーナル処理でき
ない。

原因:

テーブル &1 が &2 に作成されましたが、このテーブル
をジャーナル処理することができませんでした。&2 のジ
ャーナル QSQJRN が損傷しているか、除去されている
か、ジャーナル項目を受け入れることができないか、ある
いは作成できない可能性があります。テーブルの SQL 名
は &1 で、テーブルのシステム名は &3 です。分散テー
ブルの場合には、すべてのシステムでジャーナル処理を開
始することができませんでした。ノード・グループの各シ
ステムに、&2 のジャーナル QSQJRN は存在していなけ
ればならず、ジャーナル項目を受け入れることができなけ
ればなりません。

回復手順:

テーブルは作成されましたが、テーブルがジャーナル処理
されるまで、テーブル &1 に対して COMMIT(*CHG)、
COMMIT(*CS)、および COMMIT(*ALL) を使用すること
はできません。&2 にジャーナル QSQJRN が存在してい
ない場合には、このジャーナルを作成 (CRTJRN コマン
ド) して、ジャーナル処理を開始 (STRJRNPF コマンド)

してください。ジャーナルにエラーがある場合には、ジャ
ーナルに対して問題を訂正してください。テーブルが分散
テーブルの場合には、ノード・グループのすべてのシステ
ムで問題を訂正し、ジャーナル処理を開始 (STRJRNPF

コマンド) してください。

SQLCODE: +7905

SQLSTATE: 01567

SQL7909

メッセージ・テキスト:
ルーチン &1 は作成されましたが、保管および復元でき
ません。

第 5 章 SQL メッセージの概念 215

||

|
|
|



SQL7909

原因:

&2 中に特定名 &3 でルーチン &1 が正常に作成されま
したが、そのルーチンの属性を関連のプログラムまたはサ
ービス・プログラム・オブジェクトに保管できませんでし
た。 *PGM または *SRVPGM オブジェクトが保管され
たのち、復元された場合には、SQL カタログはこのルー
チンの属性で更新されません。関連のプログラムまたはサ
ービス・プログラム・オブジェクトをルーチンの属性で更
新しようとしたときに、次のいずれかが起こりました。

v 外部プログラムのスキーマが QSYS となっている。

v CREATE ステートメントが出された時に、外部プログ
ラムが存在しない。

v 外部プログラムが ILE *PGM または *SRVPGM では
ない。

v 外部プログラムに少なくとも 1 つの SQL ステートメ
ントが入っていない。

回復手順:

ルーチンは作成されましたが、次のすべての基準が満たさ
れるまで、ルーチンは保管および復元できません。

v 外部プログラム・スキーマが QSYS でないようにす
る。

v CREATE ステートメントが出される時に、外部プログ
ラムが存在するようにする。

v 外部プログラムが ILE *PGM または *SRVPGM であ
るようにする。

v 外部プログラムまたはサービス・プログラムに少なく
とも 1 つの SQL ステートメントが含まれるようにす
る。

SQLCODE: +7909

SQLSTATE: 01660

SQL7941

メッセージ・テキスト: 適用業務処理がコミット境界にない。

原因:

RUNSQLSTM コマンドに *NONE 以外のコミットメント
制御レベルが指定されましたが、アプリケーション処理が
コミット境界にありません。

回復手順:

COMMIT または ROLLBACK を出してコミット境界に達
するか、あるい は RUNSQLSTM コマンドに
COMMIT(*NONE) を指定してください。

SQLCODE: -7941

SQLSTATE: 42981

SQ20054

メッセージ・テキスト:
&2 のファイル &1 にはリンク保留モードのデータ・リン
クがあります。
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SQ20054

原因:

アクセスしたファイル &1 には、理由コード &3 のため
にリンク保留モードのデータ・リンクがあります。理由コ
ードは次の通りです。

v 21 -- データ・リンクの状況を確認できません。ファイ
ルはリンク保留モードの時には ,INSERT および
UPDATE ステートメントに使用することはできませ
ん。

回復手順:

WRKPFDL (物理ファイル・データ・リンクの処理) コマ
ンドを使用して、データ・リンクがリンク保留モードにな
っているファイルを判別してください。保留中のリンクを
解決して要求をやり直してください。

SQLCODE: -20054

SQLSTATE: 55019

SQ20055

メッセージ・テキスト:
結果欄が実体化された QUERY テーブルの欄 &1 と互換
性がありません。

原因:
選択リストの結果列のデータ・タイプが実体化された
QUERY テーブルの列 &1 と互換性がありません。

回復手順:

SELECT のすべての結果列のデータ・タイプが実体化さ
れた QUERY テーブルの対応する既存の列と互換性があ
るようにしてください。

SQLCODE: -20055

SQLSTATE: 42854

SQ20058

メッセージ・テキスト:
実体化された QUERY テーブル &1 の副選択が理由コー
ド &3 のために有効でありません。
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SQ20058

原因:

SELECT ステートメントに無効な参照または式が含まれ
ているので、&2 で &1 を作成または変更できません。理
由コードとその意味は次の通りです。

v 1 -- 別の実体化された QUERY テーブルまたは実体化
された QUERY テーブルを参照するビューを参照して
いる。

v 2 -- FROM 文節で宣言された一時テーブル、QTEMP

中のテーブル、プログラム記述ファイル、または非
SQL 論理ファイルを参照している。

v 3 -- 実体化された QUERY テーブルの無効な項目を含
む VIEW を参照している。

v 4 -- データ・リンクをもつ式、あるいはデータ・リン
クが FILE LINK CONTROL である場合に、そのデー
タ・リンクに基づく特殊タイプをもつ式が含まれてい
る。

v 6 -- 外部アクションをもつか、決定論関数でない関数
を参照している。

v 8 -- 特殊レジスターを参照している。

v 9 -- 精度付きバイナリー、DBCS 専用、DBCS 択一な
ど SQL データ・タイプでない結果列を参照している。

回復手順:

理由コードに基づいて、実体化された QUERY テーブル
の SELECT ステートメントを訂正して、要求をやり直し
てください。

SQLCODE: -20058

SQLSTATE: 428EC

SQ20093

メッセージ・テキスト:
&2 中のテーブル &1 の ALTER は失敗しました。理由
コードは &3 です。

218 iSeries: SQL メッセージおよびコード

|

|

|
|
|

|
|
|

|
|
|

|
|

|
|
|
|

|
|

|

|
|

|
|
|
|

||

||
|

||

|
|
|



SQ20093

原因:

実体化された QUERY テーブルが含まれる ALTER 要求
を完了できません。理由コードとその意味は次の通りで
す。

v 2 -- ALTER で DROP MATERIALIZED QUERY また
は ALTER MATERIALIZED QUERY を指定していま
すが、指定されたテーブルが実体化された QUERY テ
ーブルではない。

v 4 -- テーブルに 1 つ以上のトリガーが定義されてい
る。

v 8 -- テーブルが別の実体化された QUERY テーブルの
定義で参照されている。

v 9 -- テーブルが SELECT ステートメントで直接または
間接に (たとえばビューを介して) 参照されている。

v 10 -- ALTER で ADD MATERIALIZED QUERY を指
定しているが、指定されたテーブルがすでに実体化さ
れた QUERY テーブルとなっている。

v 11 -- 既存のテーブルの列数が SELECT ステートメン
トの結果の列数と一致しない。

v 12 -- 既存のテーブルの列のデータ・タイプが SELECT

ステートメントの結果の列のデータ・タイプと一致し
ない。

v 16 -- ALTER で ADD MATERIALIZED QUERY を指
定しているが、指定されたテーブルに複数のメンバー
がある。

回復手順:

ALTER ステートメントを変更するか、別のテーブルを指
定するか、あるいは別の結果の列を指定するよう
SELECT ステートメントを変更してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -20093

SQLSTATE: 428EW

SQ20110

メッセージ・テキスト:
SAVEPOINT が未解決であるとリモート・サイトには暗黙
に接続できません。

原因:
活動 SAVEPOINT が存在している時に、ステートメント
がリモート DBMS のオブジェクトを参照しました。

回復手順:

SAVEPOINT が未解決であるので、リモート・サーバーへ
の暗黙の接続は許可されません。 RELEASE TO

SAVEPOINT または ROLLBACK TO SAVEPOINT を出
してから、ステートメントを再試行してください。トラン
ザクションをコミットまたはロールバックすると、既存の
SAVEPOINT も解放されます。

SQLCODE: -20110

SQLSTATE: 51036
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SQ20112

メッセージ・テキスト: SAVEPOINT の最大数に達しました。

原因: リソース限界を超えました。

回復手順:

RELEASE TO SAVEPOINT または ROLLBACK TO

SAVEPOINT を出してから、追加の SAVEPOINT を作成
してください。 既存の SAVEPOINT を解放するには、
COMMIT または ROLLBACK を出すことができます。

SQLCODE: -20112

SQLSTATE: 3B002

SQ20120

メッセージ・テキスト:
SQL TABLE 関数はテーブル結果を戻さなければなりま
せん。

原因:
SQL TABLE 関数内の RETURN ステートメントはテー
ブル結果を戻さなければなりません。

回復手順:

TABLE 関数の RETURN ステートメントに QUERY プ
ログラムを指定してください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -20120

SQLSTATE: 428F1

SQ20141

メッセージ・テキスト: 長さが &1 の値の切り捨てが &2 で起こった。

原因:

ホスト変数またはパラメーターへの値の代入時に、切り捨
てが起こり、切り捨てられた値の長さが標識変数に戻すに
は大きすぎます。この状態が起こる可能性があるのは、切
り捨てが以下の代入時に起こる場合です。

v リモート・ストアード・プロシージャーのパラメータ
ーへの値および切り捨てようとしている値が 127 バイ
トより大きい。 この場合は、標識変数には値 127 が
入ります。

v ホスト変数への LOB 値および切り捨てようとしてい
る値が 32767 バイトより大きい。 この場合は、標識
変数には値 32767 が入ります。以上の場合は、切り捨
てられた値の実際の長さは標識変数を使用してアプリ
ケーションに戻すことができません。値の実際の長さ
はメッセージ・トークンの長さとして戻されます。

回復手順:
ホスト変数またはパラメーターの長さを変更し、要求をや
り直してください。

SQLCODE: +20141

SQLSTATE: 01004

SQ20143

メッセージ・テキスト: 暗号化または復号関数が失敗しました。
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SQ20143

原因:
暗号化パスワード値が設定されていないので、暗号化また
は復号関数が失敗しました。

回復手順:

SET ENCRYPTION PASSWORD ステートメントを使用し
て、暗号化および復号関数に使用されるパスワードを設定
してください。パスワードは、暗号化および復号関数の引
き数として指定することもできます。

SQLCODE: -20143

SQLSTATE: 51039

SQ20144

メッセージ・テキスト: 暗号化パスワードの長さが有効でありません。

原因:
暗号化パスワードの長さは 6 から 127 文字でなければな
りません。

回復手順:
パスワード値の長さを訂正してください。要求を再投入し
てください。

SQLCODE: -20144

SQLSTATE: 428FC

SQ20145

メッセージ・テキスト: 復号関数は失敗しました。

原因:

復号に使用されるパスワードがデータの暗号化に使用され
たパスワードと一致しません。データの復号は、データの
暗号化に使用されたものと同じパスワードを使用して行う
必要があります。

回復手順:
データの暗号化と復号に同じパスワードが使用されるよう
にしてください。

SQLCODE: -20145

SQLSTATE: 428FD

SQ20146

メッセージ・テキスト:
復号関数は失敗しました。データが暗号化されていませ
ん。

原因:
データは ENCRYPT または ENCRYPT_RC2 関数の結果
でなければなりません。

回復手順:

データが ENCRYPT または ENCRYPT_RC2 関数の結果
であるようにしてください。復号関数に渡されるデータは
暗号化されたデータでなければなりません。

SQLCODE: -20146

SQLSTATE: 428FE

SQ20147

メッセージ・テキスト:
ENCRYPT 関数が失敗しました。データはすでに暗号化さ
れています。
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SQ20147

原因: すでに暗号化されたデータを暗号化しようとしました。

回復手順:
データがまだ暗号化されていないことを確認してくださ
い。

SQLCODE: -20147

SQLSTATE: 55048

SQ20148

メッセージ・テキスト:
&2 の関数 &1 には RETURN ステートメントを指定する
必要があります。

原因:
SQL 関数には RETURN ステートメントを指定する必要
があります。

回復手順:
RETURN ステートメントを指定してください。要求をや
り直してください。

SQLCODE: -20148

SQLSTATE: 429BD

SQ20180

メッセージ・テキスト: 欄 &1 は変更できません。

原因:
列 &1 は &3 中のテーブル &2 のパーティション・キー
であり、変更できません。

回復手順:

テーブルを非パーティション・テーブルに変更してから、
列を変更するか、ステートメントから ALTER COLUMN

文節を取り除いてください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -20180

SQLSTATE: 428FR

SQ20183

メッセージ・テキスト:
ALTER TABLE 区分化文節は &1 には有効でありませ
ん。

原因:

&2 中のテーブル &1 は変更できません。 次のエラーの
1 つが起こっています。

v ALTER TABLE ステートメントに ADD PARTITION

BY が指定されましたが、テーブルはすでにパーティシ
ョン・テーブルであるか、物理ファイルです。

v ALTER TABLE ステートメントに ADD

PARTITION、ALTER PARTITION、または DROP

PARTITION が指定されましたが、テーブルがパーティ
ション・テーブルでありません。

v ALTER TABLE ステートメントに RANGE パーティシ
ョンの DROP PARTITION が指定されましたが、
PRESERVE ROWS 文節が使用されています。
PRESERVE ROWS 文節は、HASH パーティション化
のあるパーティション・テーブルの場合にのみ有効で
す。
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SQ20183

回復手順:
ステートメントを有効なものに変更するか、別のテーブル
を指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -20183

SQLSTATE: 428FT

SQ20200

メッセージ・テキスト:
&3 が見つからなかったので、&2 の &1 の導入または置
換が失敗しました。

原因:
JAR 導入または置換プロシージャーで指定されている
URL が有効な JAR ファイルを識別しませんでした。

回復手順:
有効な JAR ファイルを識別 URL を指定して JAR 導入
または置換プロシージャーを出し直してください。

SQLCODE: -20200

SQLSTATE: 46001

SQ20201

メッセージ・テキスト:
JAR 名が無効なので、&2 の &1 の導入、置換、または
除去が失敗しました。

原因:

JAR 導入、置換、または除去プロシージャーに指定され
ている JAR 名が無効です。たとえば、JAR ID の形式が
不適切であるか、置換または除去する JAR ID が存在し
ていないか、すでに存在しているので導入できません。

回復手順:

JAR ID の形式が正しいことを確認してください。JAR

ID が存在している場合には、導入する前に除去すること
が必要な場合があります。除去または置換プロシージャー
の場合は、JAR ID が存在していることを確認してくださ
い。

SQLCODE: -20201

SQLSTATE: 46002

SQ20202

メッセージ・テキスト:
&3 は使用中なので、&2 の &1 の置換または除去が失敗
しました。

原因:

JAR ファイル中に指定されているクラスが定義済みのプ
ロシージャーによって現在使用中であるか、あるいは置換
JAR ファイルにはプロシージャーを定義するために指定
されたクラスが入っていません。

回復手順:

除去しようとしているクラスを参照しているすべてのプロ
シージャーが除去されていることを確認し、置換または除
去プロシージャーを投入し直してください。

SQLCODE: -20202

SQLSTATE: 46003
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SQ20203

メッセージ・テキスト:
シグニチャーが &2 のユーザー定義関数またはプロシー
ジャー &1 内の Java メソッドには無効です。

原因:

関数またはプロシージャーをインプリメントするために使
用される Java メソッドのシグニチャーが無効です。たと
えば、メソッドには対応している CREATE ステートメン
トのパラメーターと互換性のないパラメーターがあるか、
あるいはプロシージャーのメソッドに戻り値が指定されて
いない場合があります。

回復手順:

Java メソッドと一致しているパラメーターを指定して、
対応する CREATE ステートメントを再投入するか、ある
いは Java メソッドのパラメーターまたは戻りタイプを訂
正して、クラスを再ビルドしてください。

SQLCODE: -20203

SQLSTATE: 46007

SQ20204

メッセージ・テキスト:
&2 のユーザー定義関数またはプロシージャー &1 が単一
の Java メソッドにマップできませんでした。

原因:

識別された関数またはプロシージャーが、一致している
Java メソッドの検出に失敗したか、あるいは一致してい
る Java メソッドを複数検出しました。

回復手順:

Java メソッドまたは対応している CREATE ステートメ
ントを訂正して、単一の Java メソッドが関数またはプロ
シージャー呼び出しを解決できるようにしてください。

SQLCODE: -20204

SQLSTATE: 46008

SQ20205

メッセージ・テキスト:
&2 のユーザー定義関数またはプロシージャー &1 には
NULL 値の入力引き数があります。

原因:

CALLED ON NULL INPUT で作成された関数またはプロ
シージャーには NULL 値の 入力パラメーターがありま
すが、この引数の Java データ・タイプは NULL 値をサ
ポートしません。 NULL 値をサポートしない Java デー
タ・タイプの例は、 BOOLEAN、 BYTE、 SHORT、
INT、 LONG、または DOUBLE です。

回復手順:

NULL 値を指定してメソッドを呼び出す場合には、 入力
Java タイプが NULL 値を受け入れ可能であることを確認
してください。 &1 が関数である場合には、RETURNS

NULL ON NULL INPUT が CREATE FUNCTION ステ
ートメントに指定されていると考えられます。

SQLCODE: -20205

SQLSTATE: 39004
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SQ20206

メッセージ・テキスト:
&2 のプロシージャー &1 が戻した結果セットが多すぎま
す。

原因:
指定したプロシージャーが、プロシージャー定義に指定さ
れていた数より多くの結果セットを戻しました。

回復手順:

プロシージャーを、もっと少ない結果セットを戻すように
変更するか、あるいはそのプロシージャーを除去して、正
しい数の結果セットを指定して再作成してください。

SQLCODE: +20206

SQLSTATE: 0100E

SQ20207

メッセージ・テキスト:
&2 の JAR 導入または置換プロシージャー &1 で展開記
述子の使用が指定されていました。

原因:

JAR 導入または置換プロシージャーの DEPLOY または
UNDEPLOY パラメーターが非ゼロでした。このパラメー
ターはサポートされず、ゼロでなければなりません。

回復手順:
DEPLOY または UNDEPLOY パラメーターをゼロに設定
してプロシージャーを再投入してください。

SQLCODE: -20207

SQLSTATE: 46501

SQ20223

メッセージ・テキスト:
暗号化または復号関数が失敗しました。暗号化機能は使用
できません。

原因:

関数 ENCRYPT、ENCRYPT_RC2、DECRYPT_BIN、
DECRYPT_BINARY、 DECRYPT_BIT、
DECRYPT_CHAR、 DECRYPT_DB、または GETHINT

を使用しようとしましたが、&ac3. &ac3so. がインストー
ルされていません。

回復手順:
暗号化機能を導入してから、暗号化または復号関数を使用
してください。

SQLCODE: -20223

SQLSTATE: 560BF

SQ20224

メッセージ・テキスト:
元からバイナリー・ストリングであった暗号化されたデー
タは、文字ストリングに復号できません。

原因:

DECRYPT_CHAR 関数が呼び出されましたが、その引き
数が元はバイナリー・ストリングであった暗号化されたス
トリングを表しています。バイナリー・ストリングは、
DECRYPT_CHAR 関数を使用して文字ストリングにキャ
ストすることはできません。

回復手順:
暗号化された値は、DECRYPT_BINARY 関数を使用して
しか復号できません。
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SQ20224

SQLCODE: +20224

SQLSTATE: 01658

SQ20226

メッセージ・テキスト: スタックされた診断域の最大数を超えています。

原因:
条件情報項目またはスタックされた診断情報を収めるのに
使用可能な記憶域が不足しています。

回復手順:

SQL 警告が少なくなるようにアプリケーション・ロジッ
クを変更するか、SET TRANSACTION ステートメントを
使用して追加の条件域を指定してください。

SQLCODE: -20226

SQLSTATE: 0Z001

SQ20228

メッセージ・テキスト: STACKED 診断が使用可能でありません。

原因:
STACKED 診断は、ハンドラーからしかアクセスできま
せん。

回復手順:
STACKED 診断がハンドラー内だけからアクセスされる
ようにアプリケーション・ロジックを変更してください。

SQLCODE: -20228

SQLSTATE: 0Z002

SQ20235

メッセージ・テキスト:
&2 中の実体化された QUERY テーブル &1 の変更は有
効でありません。

原因:
実体化された QUERY テーブルの列を追加、除去、また
は変更できません。

回復手順:
ステートメントを有効なものに変更するか、別のテーブル
を指定してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -20235

SQLSTATE: 428FY

SQ20236

メッセージ・テキスト: カーソル &1 は戻すことができません。

原因:

SET RESULT SETS ステートメントが WITHOUT

RETURN 属性付きで宣言されたカーソル &1 を参照して
います。 カーソル &1 は、SET RESULT SETS ステー
トメントには指定できません。

回復手順:
SET RESULT SETS ステートメントからカーソルへの参
照を除去してください。要求をやり直してください。

SQLCODE: -20236

SQLSTATE: 428BA
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SQ20243

メッセージ・テキスト:
索引 &1 は、すべての区画にまたがるエンコードされた
ベクトル索引とすることはできません。

原因:

索引 &1 をエンコードされたベクトル索引として作成し
ようとしましたが、パーティション・テーブルのすべての
パーティションにまたがっています。エンコードされたベ
クトル索引は、パーティション・テーブルの単一パーティ
ションまたは非パーティション・テーブル上にしか作成で
きません。

回復手順:

CREATE INDEX ステートメントを変更し、NOT

PARTITIONED 文節または ENCODED VECTOR 文節の
いずれかを取り除いてください。要求をやり直してくださ
い。

SQLCODE: -20243

SQLSTATE: 42929

SQ20246

メッセージ・テキスト: &2 中の &1 は変更できません。

原因:

テーブル &1 はパーティション・テーブルであり、&4 中
の DDS 作成の論理ファイル &3 がこれを基にしている
ので変更できません。

回復手順:
論理ファイルを取り除いてください。要求をやり直してく
ださい。

SQLCODE: -20246

SQLSTATE: 428G0

SQ20247

メッセージ・テキスト:
&2 中のテーブル &1 は、識別欄を含んでいるので、区分
化できません。

原因:

&2 中でテーブル &1 を作成または変更しようとしました
が、この場合には、識別列を含むパーティション・テーブ
ルが作成されてしまいます。テーブルがパーティション・
テーブルである場合には、識別列を含むことはできませ
ん。

回復手順:
識別列付きのテーブルを作成するか、テーブルをパーティ
ション・テーブルとして作成してください。

SQLCODE: -20247

SQLSTATE: 429BH

SQ20251

メッセージ・テキスト: 区画 &1 は除去できません。

原因:

パーティション &1 を除去しようとしましたが、それは
テーブル中の最後のパーティションです。パーティショ
ン・テーブルは、少なくとも 1 つのパーティションを含
んでいなければなりません。
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SQ20251

回復手順:
DROP TABLE ステートメントを使用して、テーブルを除
去してください。

SQLCODE: -20251

SQLSTATE: 428G2

SQ20268

メッセージ・テキスト: ソート順序は適用できません。理由コードは &4 です。

原因:

ライブラリー &3 中のソート順序テーブル &2 は、理由
コード &4 のために適用できません。理由コードとその
意味は次の通りです。

1. ソート順序テーブルをフィールド &1 に適用した結果
が 32,742 バイトを超えます。

2. ソート順序テーブルは、LOCATE、POSITION、および
POSSTR 関数には適用できません。

3. ソート順序テーブルは LIKE 述部または %WLDCRD

関数には適用できません。

回復手順:

ソート順序テーブル &2 は INTERNATIONAL

COMPONENTS OF UNICODE (ICU) テーブルです。理由
コード 1 の場合の回復処置 : ICU ソート順序テーブルの
結果がその作用するフィールドの長さを超えます。フィー
ルドに SBCS データを入れることができる場合には、ソ
ート順序テーブルを適用した結果はフィールドの長さを 6

倍したものになることがあります。このソート順序テーブ
ルを DBCS フィールドに適用すると、フィールドの長さ
の 3 倍になることがあります。より小さいフィールドを
指定するか、ICU タイプでないソート順序テーブルを指
定してください。他の理由コードの場合の回復処置 : 関
数を除外するか、ICU タイプでないソート順序テーブル
を指定してください。

SQLCODE: -20268

SQLSTATE: 429BM

SQ30000

メッセージ・テキスト:
分散リレーショナル・データベース体系 (DRDA) プロト
コル・エラー。
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SQ30000

原因:

後続のコマンドまたは SQL ステートメントには影響しな
い分散プロトコル・エラーのために、コマンドまたは
SQL ステートメントが失敗しました。プロトコル・エラ
ーは &1 で、 ロケーション・コードは &2 です。ロケー
ション・コードは次の通りです。

v

v ’01’X -- アプリケーション要求元でエラーが検出され
た。

v

v ’02’X -- このエラーはアプリケーション・サーバーで
検出された。考えられるプロトコル・エラーのリスト
は次の通りです。

v ’121C’X -- コマンドに対して認可されていない。

v ’1245’X -- 会話プロトコル・エラー。エラー・コード
は &3 です。

v ’124C’X -- 分散データ管理機能 (DDM) データ・スト
リーム構文エラー。エラー・コードは &3 です。

v ’1254’X -- 予期しないエラー状態。エラー・コードは
&3 です。

v ’125F’X -- アプリケーション・サーバーが要求された
機能をサポートしていません。

v ’2202’X -- カーソルがオープンされていない。

v ’2204’X -- リレーショナル・データベースが接続され
ていない。

v ’2207’X -- リレーショナル・データベースがすでに接
続されている。

v ’220A’X -- データ記述子が正しくない。

v ’220E’X -- データ記述子がデータと一致しない。

v ’220F’X -- カーソルがすでにオープンされている。

v ’221D’X -- コマンドが会話タイプには無効。プロトコ
ル・エラーがこのリストにない場合には、「DDM

Architecture Reference」の DDM コード・ポイント &1

を参照してください。

回復手順:

プロトコル・エラーが ’121C’X の場合には、アプリケー
ション・サーバーでこのコマンドまたは SQL ステートメ
ントを使用するために必要な許可を取得してください。プ
ロトコル・エラーが ’121C’X 以外の場合には、問題分析
(ANZPRB) を使用して問題を報告してください。

SQLCODE: -30000

SQLSTATE: 58008

SQ30001

メッセージ・テキスト: 分散 SQL プログラムの呼び出しを行うことはできない。
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SQ30001

原因:

リモート・コマンド投入 (SBMRMTCMD) を使用して、
分散データ管理機能 (DDM) のターゲット・ジョブから分
散 SQL プログラムを呼び出そうとしました。

回復手順:
SQL プログラムは DDM ターゲット・ジョブでないジョ
ブから呼び出してください。

SQLCODE: -30001

SQLSTATE: 57042

SQ30020

メッセージ・テキスト:
分散リレーショナル・データベース体系 (DRDA) プロト
コル・エラー。

原因:

後続の SQL ステートメントまたはコマンドに影響する配
布プロトコル・エラーのために、コマンドまたは SQL ス
テートメントが正常に実行されませんでした。アプリケー
ションが打ち切られ、処理は接続されていない状態です。
プロトコル・エラーは &1 で、 ロケーション・コードは
&2 です。ロケーション・コードは次の通りです。

v ’01’X -- アプリケーション要求元でエラーが検出され
た。

v ’02’X -- このエラーはアプリケーション・サーバーで
検出された。考えられるプロトコル・エラーのリスト
は次の通りです。

v ’1245’X -- 会話プロトコル・エラー。エラー・コード
は &3 です。

v ’1232’X -- 予期しない永続エラー。

v ’1254’X -- 予期しないエラー状態。エラー・コードは
&3 です。

v ’1218’X -- アプリケーション・サーバーが要求された
機能をサポートしていない。エラー・コードは &3 で
す。プロトコル・エラーがこのリストにない場合に
は、「DDM Architecture Reference」の DDM コード・
ポイント &1 を参照してください。

回復手順:
問題分析 (ANZPRB) を使用して問題を報告してくださ
い。

SQLCODE: -30020

SQLSTATE: 58009

SQ30021

メッセージ・テキスト:
分散リレーショナル・データベースはリモート・システム
でサポートされていない。
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SQ30021

原因:

分散リレーショナル・データベース体系 (DRDA) をサポ
ートしていない分散データ管理 (DDM) サーバーに接続し
ようとしました。OS/400® では、DRDA は、V2R1M1 ま
たはそれ以降でしかサポートされていません。リモート・
システムでは、DDM 管理機能クラスは管理機能レベル
&2 の &1 です。

回復手順:
プログラムを変更して、DRDA をサポートするリレーシ
ョナル・データベースに接続してください。

SQLCODE: -30021

SQLSTATE: 58010

SQ30040

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 の DDM 資源 &2 は
使用可能でない。

原因:

分散データ管理機能 (DDM) リソース &2 が使用できな
いために、 SQL ステートメントまたはコマンドは正常に
実行されていません。後続の SQL ステートメントおよび
コマンドには影響がありません。 ’1409’X は記憶域の限
界に達したことを示しています。 DDM リソースは、ロ
ケーション・コード &3 のリレーショナル・データベー
ス &1 で使用することができません。ロケーション・コ
ードは次の通りです。

v ’01’X -- アプリケーション要求元またはローカル・シ
ステム。

v ’02’X -- アプリケーション・サーバー。

回復手順: DDM リソースを解放して、要求をやり直してください。

SQLCODE: -30040

SQLSTATE: 57012

SQ30041

メッセージ・テキスト:
リレーショナル・データベース &1 の DDM 資源は使用
可能でない。

原因:

分散データ管理機能 (DDM) リソース &2 が使用できな
いために、 SQL ステートメントまたはコマンドが正常に
実行されていません。後続のコマンドおよび SQL ステー
トメントには影響がありません。アプリケーションが打ち
切られ、処理は接続されていない状態です。 ’1409’X は
記憶域の限界に達したことを示しています。 DDM リソ
ースは、ロケーション・コード &3 のリレーショナル・
データベース &1 で使用することができません。ロケー
ション・コードは次の通りです。

v ’01’X -- アプリケーション要求元またはローカル・シ
ステム。

v ’02’X -- アプリケーション・サーバー。

回復手順: DDM リソースを解放して、要求をやり直してください。
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SQ30041

SQLCODE: -30041

SQLSTATE: 57013

SQ30050

メッセージ・テキスト:
BIND 処理の進行中は、DDM コマンド &1 は正しくな
い。

原因:

分散データ管理機能 (DDM) コマンド &1 を実行しよう
としました。 このコマンドは、BIND 処理の進行中には
正しくありません。 BIND 処理の進行中に使用できる
DDM コマンドは、 BNDSQLSTT、RDBCMM、
ENDBND、および RDBRLLBCK だけです。

回復手順:
問題分析 (ANZPRB) コマンドを使用して、この問題を報
告してください。

SQLCODE: -30050

SQLSTATE: 58011

SQ30051

メッセージ・テキスト:
指定されたパッケージ名と整合性トークンの BIND 処理
は活動状態になっていない。

原因:

活動状態になっていない BIND 処理に対して
BNDSQLSTT または ENDBND 分散データ管理機能
(DDM) コマンドを実行しようとしました。

回復手順:
問題分析 (ANZPRB) コマンドを使用して、この問題を報
告してください。

SQLCODE: -30051

SQLSTATE: 58012

SQ30052

メッセージ・テキスト: プログラムの準備完了という仮定は正しくない。

原因:

アプリケーション要求元が SQL ステートメントを理解せ
ず、すべてのホスト変数が入力されたと見なしましたが、
この仮定は正しくありませんでした。

回復手順:

認識されなかった すべての SQL ステートメントを調べ
るためには、CRTSQLXXX (ここで、XXX=CBL、PKG、
PLI、RPG、CI、CPPI、RPGI、または CBLI) リストを参
照してください。出力ホスト変数を含む認識されないすべ
ての SQL ステートメントを除去してください。プログラ
ムのプリコンパイルをやり直してください。

SQLCODE: -30052

SQLSTATE: 42932

SQ30053

メッセージ・テキスト: 所有者 &1 のパッケージの作成は認可されていない。
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SQ30053

原因:
ユーザーは所有者 &1 として認可されていないので、パ
ッケージの作成が正常に実行されませんでした。

回復手順: &1 に必要な認可をもらって、やり直してください。

SQLCODE: -30053

SQLSTATE: 42506

SQ30060

メッセージ・テキスト:
ユーザーにはリレーショナル・データベース &1 が認可
されていません。

原因:

リレーショナル・データベース &1 が DB2 UDB for

iSeries である場合には、ユーザー出口プログラムがユー
ザーに対してアクセスを否認したか、あるいはユーザー出
口プログラムで障害が起こりました。

回復手順:
リレーショナル・データベース &1 への認可を獲得し
て、要求をやり直してください。

SQLCODE: -30060

SQLSTATE: 08004

SQ30061

メッセージ・テキスト: リレーショナル・データベース &1 が見つかりません。

原因:
リレーショナル・データベース &1 がリレーショナル・
データベース・ディレクトリーの中にありません。

回復手順:

次の 1 つを実行してください。

v リレーショナル・データベース・ディレクトリー項目
追加 (ADDRDBDIRE) コマンドを使用して、リレーシ
ョナル・データベース名をアプリケーション要求元の
リレーショナル・データベース・ディレクトリーに追
加する。

v リレーショナル・データベースの名を、アプリケーシ
ョン要求元のリレーショナル・データベース・ディレ
クトリー項目と一致するように変更する。

SQLCODE: -30061

SQLSTATE: 08004

SQ30070

メッセージ・テキスト:
分散データ管理機能 (DDM) コマンド &1 はサポートさ
れていない。
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SQ30070

原因:

リモート・システムはこの DDM コマンド &1 をサポー
トしていません。 DDM コマンドが ’2012’X の場合に
は、リモート・システムは SQL DESCRIBE TABLE ステ
ートメントをサポートしません。 DDM コマンドが
’2012’X 以外の場合には、「DDM Architecture

Reference」を参照して、サポートされていないコマンドを
調べてください。 DDM コマンドのリストについては、
インフォメーション・センターの「DDM」のトピックの
『参照文献』にある「アーキテクチャー関連資料」を参照
してください。

回復手順:
プログラムから SQL ステートメントを除去して、プログ
ラムのプリコンパイルを実行してください。

SQLCODE: -30070

SQLSTATE: 58014

SQ30071

メッセージ・テキスト:
分散データ管理機能 (DDM) オブジェクト &1 はサポー
トされていない。

原因: DDM オブジェクト &1 はサポートされていません。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。コ
ード・ポイント &1 の詳細については、「DDM

Architecture Reference」を参照してください。

SQLCODE: -30071

SQLSTATE: 58015

SQ30072

メッセージ・テキスト:
分散データ管理機能 (DDM) パラメーター &1 はサポー
トされていない。

原因:

DDM パラメーター &1 はサポートされていません。ロ
ケーション・コードは &2 で、エラー・コードは &3

です。 ロケーション・コードは次の通りです。

v ’01’X -- アプリケーション要求元でエラーが検出され
た。

v ’02’X -- このエラーはアプリケーション・サーバーで
検出された。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。
DDM パラメ ーター &1 の詳細については、「DDM

Architecture Reference」を参照してください。

SQLCODE: -30072

SQLSTATE: 58016

SQ30073

メッセージ・テキスト:
分散データ管理機能 (DDM) パラメーター値 &1 はサポ
ートされていない。
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SQ30073

原因:

DDM パラメーター値 &1 はサポートされていません。
ロケーション・コードは &2 で、エラー・コードは &3

です。 ロケーション・コードは次の通りです。

v ’01’X -- アプリケーション要求元でエラーが検出され
た。

v ’02’X -- このエラーはアプリケーション・サーバーで
検出された。考えられる DDM パラメーター値のリス
トは次の通りです。

v ’0035’X -- SBCS CCSID がサポートされていない。

v ’119C’X -- SBCS CCSID がサポートされていない。

v ’2112’X -- コレクション名またはパッケージ名が、ア
プリケーション・サーバーでサポートされている最大
より長い。

v ’2120’X -- ストリング区切り文字がサポートされてい
ない。

v ’2121’X -- 10 進数区切り文字がサポートされていな
い。

v ’2128’X -- コレクション名がアプリケーション・サー
バーでサポートされている最大より長い。

v ’2131’X -- ユーザー識別コードが、アプリケーショ
ン・サーバーでサポートされている最大より長い。 &1

が上のリストにない場合には、サポートされていない
パラメーター値について「DDM Architecture

Reference」を参照してください。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。ア
プリケーション・サーバーによってサポートされている値
を送信するためにジョブまたは SQL を変更して、やり直
してください。

SQLCODE: -30073

SQLSTATE: 58017

SQ30074

メッセージ・テキスト:
分散データ管理機能 (DDM) 応答メッセージ &1 はサポ
ートされていない。

原因: DDM 応答メッセージ &1 はサポートされていません。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。コ
ード・ポイント &1 の詳細については、「DDM

Architecture Reference」を参照してください。

SQLCODE: -30074

SQLSTATE: 58018

SQ30080

メッセージ・テキスト: 分散データベースの処理時に通信エラーが起こった。
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SQ30080

原因:

通信エラーが起こりました。考えられる理由には以下が含
まれます。

v リモート・システムが使用可能になっていない。

v 通信ネットワークが利用不能である。

v 接続の開始に使用されたユーザー識別コードがリモー
ト・システムに存在しない。

v リモート・システムではパスワードを暗号化する必要
がある。

v パスワードがユーザー ID に有効ではない場合があ
る。指定されたパスワードの文字と大文字・小文字の
別はリモート・システムのパスワードと正確に一致し
なければなりません。

v リモート・システムのサーバー許可項目 (もしあれば)

は正しくない場合がある。サーバー名は大文字でなけ
ればなりません。パスワードを保存するには、
QRETSVRSEC システム値は ’1’ に設定されなければ
なりません。 メッセージ CPE3425 (接続が拒否され
た) がこのメッセージの前にある場合には、その原因は
次の通りです。

v DDM/DRDA TCP/IP サーバーがリモート・システムで
始動されていない。

v リモート・システムに正しくないポートが指定されて
いる。

v リモート・システムが DRDA ポートを制限している。

v SOCKS サーバー (使用している場合) が正しく構成さ
れていない。 APPC メジャー戻りコードは &1 で、マ
イナー戻りコードは &2 です。 TCP/IP の場合には、
両方の戻りコードが 00 になります。戻りコードが両
方とも 00 でない場合には、それらの意味は
Information Center で見つけることができます。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。起
こり得る問題について、リモート・システムおよび通信ネ
ットワークの状況を検査してください。アプリケーショ
ン・サーバーが iSeries の場合には、 QSYSOPR メッセ
ージ・キューのエラー・メッセージを調べてください。

SQLCODE: -30080

SQLSTATE: 08001

SQ30082

メッセージ・テキスト:
分散データベースの接続の試みで認可が正常に実行されま
せん。
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SQ30082

原因:

接続しようとしましたが、理由コード &2 で正常に実行
されませんでした。理由コードとその意味は次の通りで
す。

v 0 -- 不明の原因。

v 1 -- パスワード失効。

v 2 -- パスワードが正しくない。

v 3 -- パスワードの欠落。

v 4 -- プロトコル違反。

v 5 -- ユーザー ID が見つからない。

v 6 -- ユーザー ID が見つからない。 DB2 UDB for

iSeries サーバーの場合は、これは損傷したユーザー・
プロファイルまたは PASSWORD(*NONE) を意味して
いる可能性があります。

v 7 -- ユーザー ID が取り消されたか使用不可。

v 15 -- サーバーで機密保護処理が失敗した。

v 16 -- 新しいパスワードが正しくない。

v 17 -- クライアントによって要求されている機密保護メ
カニズムがサポートされないかサーバーで使用できな
い。以下の回復情報を参照してください。

v 22 -- クライアントで機密保護処理が失敗した。

v 23 -- パスワードの CCSID 変換が失敗した。

回復手順:

可能な場合には、理由コードによって指示された問題を訂
正して、接続をやり直してください。理由コード 17 の共
通の原因として、サーバーでパスワードが必要とされてい
るのに、クライアントには送信すべきパスワードがなく、
ユーザー識別コードだけが送信されたことがあります。あ
るいは、サーバーは暗号化されたパスワードを必要として
いて、クライアントが暗号化されたパスワードを送りませ
んでした。パスワードはユーザーが次の 2 つの方法で指
定できます。

v SQL CONNECT ステートメントで USER...USING... 文
節を使用することによってか、あるいは

v ADDSVRAUTE CL コマンドを使用し、ユーザーのプ
ロファイルの下にリモート・サーバーのためのサーバ
ー認可項目を追加します。サーバー名 (DRDA RDB

NAME) は大文字で入力しなければなりません。
OS/400 DRDA サーバーは、CHGDDMTCPA CL コマ
ンドで、パスワードを必要としないか、あるいは暗号
化されたパスワードを必要としないように構成できま
す。

SQLCODE: -30082

SQLSTATE: 08001
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SQ30089

メッセージ・テキスト:
DB2 マルチシステムの処理中に通信エラーが起こりまし
た。

原因:

通信エラーが起こりました。考えられる理由のリストには
次のものがあります。

v リモート・システムが使用可能になっていない。

v 通信ネットワークが利用不能である。

v 接続の開始に使用されたユーザー識別コードがリモー
ト・システムに存在しない。

回復手順:

詳細については、前のメッセージを参照してください。起
こり得る問題について、リモート・システムおよび通信ネ
ットワークの状況を検査してください。エラー・メッセー
ジについては、QSYSOPR メッセージ待ち行列を検査して
ください。

SQLCODE: -30089

SQLSTATE: 08001

SQ30090

メッセージ・テキスト:
読み取り専用アプリケーション・サーバーに対する変更要
求は正しくない。

原因:

アプリケーション要求元が読み取り専用のアプリケーショ
ン・サーバーを要求しています。読み取り専用のアプリケ
ーション・サーバーに有効でないステートメントの実行が
試みられました。このメッセージは、COMMIT オプショ
ンを *NONE に設定した対話式の SQL を使用して非
ISERIES サーバーに初めて接続しようとした時に出され
ることがあります。

回復手順:

プログラムから変更要求を除去してやり直してください。
非 ISERIES サーバーに COMMIT(*NONE) を使用したの
が問題である場合には、別のコミットメント制御レベルに
変更して、やり直してください。

SQLCODE: -30090

SQLSTATE: 25000、2D528、2D529

SQ30104

メッセージ・テキスト: バインド・オプションが無効である。
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SQ30104

原因:

値 &2 は総称バインド・オプション &1 では無効です。
有効な値は次の通りです。

v AS400NAMING

v SQL または SYSTEM

v OS400NAMING

v SQL または SYSTEM

v SORTSEQ

v JOBRUN または HEX

v MAXSCALE

v 0 と 31 の間

v MINDIVSCALE

v 0 と 9 の間で、MINDIVSCALE は MAXSCALE を超
えることはできません。

回復手順:
総称バインド・オプション値を訂正し、要求をやり直して
ください。

SQLCODE: -30104

SQLSTATE: 56095

SQ30107

メッセージ・テキスト:
カーソルのクローズでレコード読み取りロックを解放する
要求は無視されました。

原因:

DB2 UDB for iSeries はこの機能をサポートしません。こ
の警告を防止するには、次の通りに実行してください。組
み込み SQL の場合、CLOSE から WITH RELEASE 文節
を取り除いてください。 CLI の場合、解放でカーソルを
定義するオプションを取り除いてください。

回復手順:

SQLCODE: +30107

SQLSTATE: 01662
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付録. 特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で利用
可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM

製品、プログラム、またはサービスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみ
が使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害するこ
とのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用することができます。ただし、IBM

以外の製品とプログラムの操作またはサービスの評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合があ
ります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許諾することを意味するものではありま
せん。実施権についてのお問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032
東京都港区六本木 3-2-31
IBM World Trade Asia Corporation
Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM およびその直接または間接
の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証およ
び法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地
域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限を受けるものと
します。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的に見直され、必要な変更
は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随時、この文書に記載されている製品またはプログ
ラムに対して、改良または変更を行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のため記載しただけであ
り、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありません。それらの Web サイトにある資料は、こ
の IBM 製品の資料の一部ではありません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信
ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとします。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプログラム（本プログラム
を含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の相互利用を可能にすることを目的として、本
プログラムに関する情報を必要とする方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation
Software Interoperability Coordinator, Department 49XA
3605 Highway 52 N
Rochester, MN 55901
U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができますが、有償の場合もあり
ます。
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本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、IBM 所定のプログラム
契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれと同等の条項に基づいて、 IBM より提供さ
れます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定されたものです。そのため、他
の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた
可能性がありますが、その測定値が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さ
らに、一部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があります。お客様
は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要があります。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公に利用可能なソースか
ら入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っておりません。したがって、他社製品に関す
る実行性、互換性、またはその他の要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問
は、それらの製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回される場合があり、単
に目標を示しているものです。

表示されている IBM の価格は IBM が小売り価格として提示しているもので、現行価格であり、通知なし
に変更されるものです。卸価格は、異なる場合があります。

本書はプランニング目的としてのみ記述されています。記述内容は製品が使用可能になる前に変更になる場
合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。より具体性を与えるため
に、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品などの名前が含まれている場合があります。こ
れらの名称はすべて架空のものであり、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然に
すぎません。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を例示するサンプル・アプ
リケーション・プログラムがソース言語で掲載されています。お客様は、サンプル・プログラムが書かれて
いるオペレーティング・プラットフォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠
したアプリケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式においても、
IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することができます。このサンプル・プログラ
ムは、あらゆる条件下における完全なテストを経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログ
ラムについて信頼性、利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。お
客様は、IBM のアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプリケーション・プ
ログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式においても、 IBM に対価を支払うことな
くこれを複製し、改変し、配布することができます。

それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生的創作物にも、次のよう
に、著作権表示を入れていただく必要があります。

© (お客様の会社名) (西暦年). このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プログラムから取られていま
す。 © Copyright IBM Corp. _年を入れる_. All rights reserved.

この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの図表は表示されない場合があります。
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プログラミング・インターフェース情報
本書には、プログラムを作成するユーザーが DB2 UDB for iSeries のサービスを使用するためのプログラ
ミング・インターフェースが記述されています。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

DB2

DB2 Universal Database

Distributed Relational Database Architecture

DRDA

IBM

iSeries

OS/390

OS/400

POWER

z/OS

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国にお
ける商標または登録商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

資料に関するご使用条件
お客様がダウンロードされる資料につきましては、以下の条件にお客様が同意されることを条件にその使用
が認められます。

個人使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条件に、非商業
的な個人による使用目的に限り複製することができます。ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これら
の資料またはその一部について、二次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映
を含む) することは できません。

商業的使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条件に、お客
様の企業内に限り、複製、配布、および表示することができます。ただし、IBM の明示的な承諾をえずに
これらの資料の二次的著作物を作成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または表
示することはできません。

ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、データ、ソフトウェア、または
その他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセンス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するもの
ではありません。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守られていないと判断された
場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許可を撤回できるものとさせていただきます。

お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべての輸出入関連法規を含
む、すべての関連法規を遵守するものとします。IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もし
ません。これらの資料は、特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の
保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで提供されます。
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これらの資料の著作権はすべて、IBM Corporation に帰属しています。

お客様が、このサイトから資料をダウンロードまたは印刷することにより、これらの条件に同意されたもの
とさせていただきます。

コードに関する特記事項
本書には、プログラミングの例が含まれています。

IBM は、お客様に、すべてのプログラム・コードのサンプルを使用することができる非独占的な著作使用
権を許諾します。お客様は、このサンプル・コードから、お客様独自の特別のニーズに合わせた類似のプロ
グラムを作成することができます。

すべてのサンプル・コードは、例として示す目的でのみ、IBM により提供されます。このサンプル・プロ
グラムは、あらゆる条件下における完全なテストを経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プ
ログラムについて信頼性、利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできませ
ん。

ここに含まれるすべてのプログラムは、現存するままの状態で提供され、いかなる保証も適用されません。
商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任の保証の適用も一切ありません。
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